


社会福祉学科　介護福祉コース　専門教育科目（B類） 別表Ⅲ－１１

春 秋 春 秋 春 秋 春 秋

□ 法学 2 ○ ○ ○
□ 社会学 2 ○ ○ ○ ○ ○
□ 倫理学 2 ○ ○ ○
□ 環境論 2 ○
□ 社会福祉学Ⅰ 2 ○ ○ ○ ○ ○ ○
□ 社会福祉学Ⅱ 2 ○ ○ ○ ○
□ 社会保障論Ⅰ 2 ○ ○ ○
□ 社会保障論Ⅱ 2 ○ ○ ○
□ 諸外国の社会福祉Ⅰ 2 ○ ○ ○
□ 諸外国の社会福祉Ⅱ 2 ○ ○ ○
□ 社会福祉演習 演 2 ○ ○ ○
□ 卒業論文 3 ○ ○ ○
□ 社会調査法Ⅰ 2 ○ ○ ○ ○ ○
□ 社会調査法Ⅱ 2 ○ ○ ○ ○
□ 保健医療制度論 2 ○ ○
□ 医療ソーシャルワーク論 2 ○
□ ソーシャルワークの基盤と専門職 2 ○ ○ ○ ○
□ ソーシャルワークの基盤と専門職（専門） 2 ○ ○ ○
□ ソーシャルワークの理論と方法Ⅰ 2 ○ ○ ○ ○
□ ソーシャルワークの理論と方法Ⅱ 2 ○ ○ ○
□ ソーシャルワークの理論と方法（専門）Ⅰ 2 ○ ○ ○
□ ソーシャルワークの理論と方法（専門）Ⅱ 2 ○ ○ ○
□ 社会福祉援助技術総論Ⅰ 2 ○ ○
□ 社会福祉援助技術総論Ⅱ 2 ○
□ キャリアデザインⅠ 演 1 ○ ○
□ キャリアデザインⅡ 演 1 ○ ○
□ 福祉計画論 2 ○
□ 社会福祉運営管理論 2 ○ ○
□ 社会福祉行財政論 2 ○
□ 介護概論Ⅰ 2 ○ ○ ○
□ 介護概論Ⅱ 2 ○ ○
□ 介護福祉専門職論Ⅰ 2 ○ ○
□ 介護福祉専門職論Ⅱ 2 ○ ○
□ 介護福祉専門職論Ⅲ 2 ○ ○
□ セーフティマネジメント論 2 ○ ○
□ 介護技術 演 1 ○ ○
□ 生活支援技術Ⅰ 演 1 ○ ○
□ 生活支援技術Ⅱ 演 1 ○ ○
□ 生活支援技術Ⅲ 演 1 ○ ○
□ 生活支援技術Ⅳ 演 1 ○ ○
□ 生活支援技術Ⅴ 演 1 ○ ○
□ 生活支援技術Ⅵ 演 1 ○ ○
□ 生活支援技術Ⅶ 演 1 ○ ○
□ 生活支援技術Ⅷ 演 1 ○ ○
□ 生活支援技術Ⅸ 演 1 ○ ○
□ 生活支援技術Ⅹ 演 1 ○ ○
□ 介護におけるコミュニケーションの基本Ⅰ 演 1 ○ ○
□ 介護におけるコミュニケーションの基本Ⅱ 演 1 ○ ○
□ 介護過程Ⅰ 演 1 ○ ○
□ 介護過程Ⅱ 演 1 ○ ○
□ 介護過程Ⅲ 演 1 ○ ○
□ 介護事例研究Ⅰ 演 1 ○ ○
□ 介護事例研究Ⅱ 演 1 ○ ○
□ 介護福祉管理論 演 1 ○ ○
□ 児童福祉学Ⅰ 2 ○ ○ ○ ○ ○
□ 児童福祉学Ⅱ 2 ○ ○
□ 地域福祉論Ⅰ 2 ○ ○ ○
□ 地域福祉論Ⅱ 2 ○ ○ ○
□ 公的扶助論 2 ※ ○ ○ ※下記参照
□ 障害福祉論Ⅰ 2 ○ ○ ○ ○ ○
□ 障害福祉論Ⅱ 2 ○ ○ ○
□ 高齢者福祉論Ⅰ 2 ○ ○ ○ ○
□ 高齢者福祉論Ⅱ 2 ○ ○ ○
□ 就労支援論 2 ○
□ 更生保護制度論 2 ○ ○ ○
□ 精神保健福祉の原理Ⅰ 2 ○ ○
□ 精神保健福祉の原理Ⅱ 2 ○ ○
□ 精神障害リハビリテーション論 2 ○ ○
□ 精神保健福祉制度論 2 ○ ○
□ ソーシャルワーク演習 演 1 ○ ○
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社会福祉学科　介護福祉コース　専門教育科目（B類） 別表Ⅲ－１１

春 秋 春 秋 春 秋 春 秋
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□ 社会福祉援助技術演習Ⅰ 演 1 ○ ○
□ 社会福祉援助技術演習Ⅱ 演 2 ○ ◎
□ 社会福祉援助技術演習Ⅲ 演 1 ○ ○
□ 社会福祉援助技術現場実習 実 6 ○ ○ ○ ○
□ 社会福祉援助技術現場実習指導Ⅰ 1 ○ ○ ○
□ 社会福祉援助技術現場実習指導Ⅱ 1 ○ ○ ○
□ 社会福祉援助技術現場実習指導Ⅲ 1 ○ ○ ○
□ 精神保健福祉援助演習（基礎） 演 1 ○ ○
□ 精神保健福祉援助演習Ⅰ 演 1 ○ ○
□ 精神保健福祉援助演習Ⅱ 演 1 ○ ○
□ 精神保健福祉援助演習Ⅲ 演 1 ○ ○
□ 精神保健福祉援助実習指導Ⅰ 1 ○ ○
□ 精神保健福祉援助実習指導Ⅱ 1 ○ ○
□ 精神保健福祉援助実習指導Ⅲ 1 ○ ○
□ 精神保健福祉援助実習 実 5 ○ ○ ○
□ 介護実習Ⅰ 実 2 ○ ○ ○ ○ Ⅰ～1　ﾃﾞｲｻｰﾋﾞｽ
□ 介護実習Ⅱ 実 2 ○ ○ ○ Ⅰ～2　特別養護老人ﾎｰﾑ

□ 介護実習Ⅲ 実 2 ○ ○ ○ Ⅱ　障害者支援施設
□ 介護実習Ⅳ 実 4 ○ ○ Ⅲ　介護老人保健施設
□ 介護総合演習Ⅰ 演 1 ○ ○ Ⅳ　特別養護老人ホーム

□ 介護総合演習Ⅱ 演 1 ○ ○
□ 介護総合演習Ⅲ 演 1 ○ ○
□ 介護総合演習Ⅳ 演 1 ○ ○
□ 医学一般Ⅰ 2 ○ ○ ○ ○ ○ ○
□ 医学一般Ⅱ 2 ○ ○ ○ ○ ○ ○
□ こころとからだのしくみⅠ 2 ○ ○ ○
□ こころとからだのしくみⅡ 2 ○ ○ ○
□ 医療的ケアⅠ 2 ○ ○
□ 医療的ケアⅡ 2 ○ ○
□ 医療的ケアⅢ 2 ○ ○
□ 医療的ケアⅣ 演 1 ○ ○
□ 精神医学Ⅰ 2 ○ ○
□ 精神医学Ⅱ 2 ○ ○
□ 精神保健学Ⅰ 2 ○ ○
□ 精神保健学Ⅱ 2 ○ ○
□ 養護概説 2 ○ ○
□ 学校保健Ⅰ 2 ○ ○
□ 学校保健Ⅱ 2 ○ ○
□ 健康相談活動 2 ○ ○
□ 健康科学 2 ○ ○
□ 衛生学 2 ○ ○
□ 公衆衛生学 2 ○ ○
□ 免疫学 2 ○ ○
□ 解剖生理学 2 ○ ○
□ 基礎看護 2 ○ ○
□ 小児看護 2 ○ ○
□ 成人看護 2 ○ ○
□ 学校救急看護 2 ○ ○
□ 精神看護 2 ○ ○
□ 看護実習 実 1 ○ ○ ○
□ 精神保健 2 ○ ○
□ 母性保健 2 ○ ○
□ 心理学 2 ○ ○ ○ ○ ○ ○
□ 発達心理学Ⅰ 2 ○ ★
□ 発達心理学Ⅱ 2 ○
□ 教育心理学 2 ○ ★
□ 高齢者の心理 2 ○ ○
□ 障害者の心理 2 ○ ○
□ 家族援助論 2 ○ ○
□ 栄養学 2 ○ ○
□ 食品学 2 ○ ○
□ 権利擁護と成年後見制度 2 ○ ○ ○
□ 教育原理 2 ○ ★
□ 社会福祉学特論Ⅰ 2 ○
□ 社会福祉学特論Ⅱ 2 ○
□ 社会福祉学特論Ⅲ 2 ○

計 31 87 72 70 44 37

備考欄の★の科目は、発達心理学Ⅰ＝発達心理学、教育心理学＝教育心理学、教育原理＝教育基礎論の教職関係科目の単位として
充当することが出来ます。

※「公的扶助論」生活保護法等重要な法案を学ぶ必要があるため、可能な限り履修してください。

【授業の方法】演：演習、実：実験・実習、無印：講義をさす。
【履修年次】履修年次欄の○印は開講時期をさす。◎印は開講時期に週２コマの授業があることをさす。
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動

の
指

導
法

基
礎

看
護

解
剖

生
理

学
社

会
学

精
神

看
護

健
康

科
学

小
児

看
護

発
達

心
理

学
Ⅱ

精
神

保
健

高
齢

者
の

心
理

教
職

入
門

社
会

調
査

法
Ⅱ

成
人

看
護

教
育

方
法

学
精

神
医

学
Ⅱ

公
衆

衛
生

学
教

育
課

程
論

障
害

者
の

心
理

衛
生

学

学
び

の
基

礎
を

身
に

つ
け

る
英

語
Ⅰ

英
語

Ⅱ
英

語
Ⅲ

英
語

Ⅳ
英

語
Ⅴ

英
語

Ⅵ
英

語
Ⅶ

英
語

Ⅷ
情

報
活

用
演

習
（

基
礎

）
情

報
活

用
演

習
（

教
職

）

ス
ポ

ー
ツ

と
健

康
Ⅰ

ス
ポ

ー
ツ

と
健

康
Ⅱ

S
E

IT
O

K
U

 A
c
a
d

e
m

ic
 L

it
e
ra

c
y
 Ⅰ

聖
徳

教
育

Ⅰ
聖

徳
教

育
Ⅰ

聖
徳

教
育

Ⅰ
聖

徳
教

育
Ⅰ

聖
徳

教
育

Ⅰ
聖

徳
教

育
Ⅰ

聖
徳

教
育

Ⅰ
S

E
IT

O
K

U
 A

c
a
d

e
m

ic
 L

it
e
ra

c
y
 Ⅱ

聖
徳

教
育

Ⅱ
聖

徳
教

育
Ⅱ

聖
徳

教
育

Ⅲ
～

１
S

E
IT

O
K

U
 A

c
a
d

e
m

ic
 L

it
e
ra

c
y
 Ⅲ

聖
徳

教
育

Ⅲ
～

２
キ

ャ
リ

ア
デ

ザ
イ

ン
Ⅰ

キ
ャ

リ
ア

デ
ザ

イ
ン

Ⅱ
小

笠
原

流
礼

法
基

礎
講

座

社 会 の 課 題 解 決 に 貢 献 で き る 福 祉 ・ 教 育 職

聖
徳

大
学

　
心

理
・

福
祉

学
部

　
社

会
福

祉
学

科
　

介
護

福
祉

コ
ー

ス
　

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

マ
ッ

プ

社
会

福
祉

・
学

校
保

健
の

基
礎

と
な

る
知

識
を

学
ぶ

社
会

福
祉

・
学

校
保

健
の

専
門

的
な

知
識

を
学

ぶ

対
人

援
助

・
学

校
保

健
等

の
理

論
を

学
び

、
技

能
を

身
に

つ
け

る

実
践

能
力

を
養

う

人
間

性
を

高
め

る

４
年

次
春

学
期

４
年

次
秋

学
期

福
祉

・
介

護
の

世
界

を
の

ぞ
い

て
み

よ
う

福
祉

・
介

護
の

専
門

的
知

識
を

身
に

つ
け

よ
う

福
祉

・
介

護
の

専
門

性
を

理
解

し
よ

う
福

祉
・

養
護

教
諭

実
践

者
と

し
て

の
総

合
力

を
高

め
よ

う

１
年

次
春

学
期

１
年

次
秋

学
期

２
年

次
春

学
期

４
年

次

社
会

福
祉

・
介

護
福

祉
に

関
す

る
基

礎
を

学
ぶ

社
会

福
祉

・
介

護
福

祉
の

専
門

的
知

識
を

学
ぶ

演
習

・
実

習
を

通
し

て
社

会
福

祉
・

介
護

福
祉

専
門

職
と

し
て

の
実

践
力

を
身

に
つ

け
る

社
会

福
祉

・
介

護
福

祉
専

門
職

と
し

て
の

資
質

・
能

力
を

高
め

る

２
年

次
秋

学
期

３
年

次
春

学
期

３
年

次
秋

学
期

教
育

目
標

１
年

次
２

年
次

３
年

次
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聖

徳
大

学
　

心
理

・
福

祉
学

部
　

社
会

福
祉

学
科

　
介

護
福

祉
コ

ー
ス

　
S

E
IT

O
K

U
 L

e
a
rn

in
g
 O

u
tc

o
m

e
s

１
年

次
春

学
期

１
年

次
秋

学
期

２
年

次
春

学
期

２
年

次
秋

学
期

３
年

次
春

学
期

３
年

次
秋

学
期

４
年

次
春

学
期

４
年

次
秋

学
期

学
位

授
与

の
方

針
に

掲
げ

る
学

修
成

果
福

祉
の

世
界

を
の

ぞ
い

て
み

よ
う

福
祉

の
専

門
的

知
識

を
身

に
つ

け
よ

う
福

祉
の

専
門

性
を

理
解

し
よ

う
福

祉
実

践
者

と
し

て
の

総
合

力
を

高
め

よ
う

他
業

種
間

の
連

携
を

図
り

、
地

域
社

会
づ

く
り

や
福

祉
社

会
づ

く
り

な
ど

社
会

貢
献

が
で

き
る

福
祉

・
教

育
の

実
践

場
面

で
女

性
の

立
場

か
ら

生
活

の
視

点
を

持
ち

、
個

々
人

の
福

祉
・

教
育

ニ
ー

ズ
に

応
じ

た
サ

ー
ビ

ス
提

供
を

実
践

す
る

こ
と

が
で

き
る

他
者

と
協

働
し

て
よ

り
良

い
共

生
社

会
を

築
く

た
め

の
役

割
を

示
し

て
い

る

介
護

福
祉

実
践

と
政

策
の

連
関

的
な

取
り

組
み

を
説

明
で

き
る

実
践

能
力

を
養

う

対
人

援
助

等
の

基
本

的
な

支
援

方
法

を
説

明
で

き
る

介
護

福
祉

ニ
ー

ズ
に

応
じ

た
支

援
方

法
を

説
明

で
き

る
個

人
の

尊
厳

を
重

視
し

た
支

援
が

で
き

る
能

力
を

示
し

て
い

る

支
援

の
展

開
に

あ
た

っ
て

多
機

関
・

 多
職

種
と

の
チ

ー
ム

ア
プ

ロ
ー

チ
を

理
解

し
実

践
す

る
能

力
を

示
し

て
い

る

対
人

援
助

・
学

校
保

健
等

の
理

論
を

学
び

、
技

能
を

身
に

つ
け

る

社
会

福
祉

・
学

校
保

健
の

基
礎

と
な

る
知

識
を

学
ぶ

介
護

福
祉

実
践

に
関

わ
る

価
値

・
倫

理
を

説
明

で
き

る
利

用
者

の
特

性
を

ふ
ま

え
た

介
護

福
祉

課
題

を
発

見
す

る
こ

と
が

で
き

る

社
会

福
祉

・
学

校
保

健
の

専
門

的
な

知
識

を
学

ぶ

社
会

福
祉

実
践

に
関

わ
る

理
論

・
方

法
を

説
明

で
き

る
差

別
や

社
会

的
排

除
等

の
社

会
的

問
題

を
説

明
で

き
る

介
護

福
祉

課
題

に
つ

い
て

解
決

策
を

プ
レ

ゼ
ン

テ
ー

シ
ョ

ン
す

る
こ

と
が

で
る

教
育

目
標

社
会

福
祉

に
関

す
る

基
礎

を
学

ぶ
社

会
福

祉
の

専
門

的
知

識
を

学
ぶ

演
習

・
実

習
を

通
し

て
社

会
福

祉
専

門
職

と
し

て
の

実
践

力
を

身
に

つ
け

る

社
会

福
祉

学
の

専
門

的
な

理
論

・
知

識
・

態
度

を
習

得
し

、
個

人
の

尊
厳

と
基

本
的

人
権

を
尊

重
し

な
が

ら
福

祉
・

教
育

課
題

を
探

求
し

課
題

解
決

策
を

提
示

す
る

こ
と

が
で

き
る

確
か

な
人

間
性

を
有

し
福

祉
・

教
育

の
実

践
者

と
し

て
の

資
質

を
兼

ね
備

え
て

い
る

人
間

性
を

高
め

る

学
び

の
基

礎
を

身
に

つ
け

る
介

護
福

祉
の

基
礎

的
な

基
礎

的
な

知
識

を
有

し
て

い
る

介
護

福
祉

実
践

に
必

要
な

教
養

を
身

に
つ

け
て

い
る

あ
ら

ゆ
る

場
面

に
お

い
て

「
和

」
の

精
神

を
発

揮
す

る
こ

と
が

で
き

る

社
会

福
祉

専
門

職
と

し
て

の
資

質
・

能
力

を
高

め
る

１
年

次
２

年
次

３
年

次
４

年
次

建
学

の
精

神
「

和
」

に
つ

い
て

、
説

明
す

る
こ

と
が

で
き

る
社

会
の

多
様

性
を

受
け

入
れ

、
尊

重
す

る
こ

と
が

で
き

る
情

操
豊

か
で

円
満

な
女

性
と

し
て

振
舞

う
こ

と
が

で
き

る
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春学期 秋学期 春学期 秋学期
SEITOKU Academic LiteracyⅠ SEITOKU Academic LiteracyⅡ SEITOKU Academic LiteracyⅢ 小笠原流礼法基礎講座

英語Ⅰ 英語Ⅱ 英語Ⅲ 英語Ⅳ
スポーツと健康Ⅰ 第２外国語Ⅰ 第２外国語Ⅱ 第２外国語Ⅲ

情報活用演習（基礎） スポーツと健康Ⅱ 教養科目 教養科目
教養科目 教養科目 教養科目
教養科目

科目数 4 6 5 5
社会福祉学Ⅰ 法学 社会学 諸外国の社会福祉Ⅱ

キャリアデザインⅠ キャリアデザインⅡ 諸外国の社会福祉Ⅰ 社会調査法Ⅱ
医学一般Ⅰ 医学一般Ⅱ 社会調査法Ⅰ
心理学 児童福祉学Ⅰ

科目数 4 3 4 2
介護概論Ⅰ 介護概論Ⅱ 障害福祉論Ⅰ セーフティマネジメント論

介護福祉専門職論Ⅰ 介護福祉専門職論Ⅱ 高齢者福祉論Ⅰ 高齢者福祉論Ⅱ
生活支援技術Ⅰ 生活支援技術Ⅲ 介護福祉専門職論Ⅲ 生活支援技術Ⅷ
生活支援技術Ⅱ 生活支援技術Ⅳ 生活支援技術Ⅴ 生活支援技術Ⅸ

ソーシャルワークの基盤と専門職 生活支援技術Ⅶ 生活支援技術Ⅵ 介護過程Ⅰ
介護におけるコミュニケーションの基本Ⅰ 介護におけるコミュニケーションの基本Ⅱ 介護実習Ⅰ 介護実習Ⅰ

高齢者の心理 介護総合演習Ⅰ 介護総合演習Ⅱ
社会福祉学Ⅱ こころとからだのしくみⅠ こころとからだのしくみⅡ

ソーシャルワークの基盤と専門職（専門） 社会保障論Ⅰ 障害者の心理
ソーシャルワークの理論と方法Ⅰ 社会保障論Ⅱ

ソーシャルワークの理論と方法Ⅱ

社会福祉運営管理論
児童福祉学Ⅱ
障害福祉論Ⅱ

権利擁護と成年後見制度

科目数 6 9 10 15
科目数計 14 18 19 22

春学期 秋学期 春学期 秋学期
第２外国語Ⅳ

科目数 1 0 0 0
社会福祉演習 社会福祉演習 卒業論文 卒業論文

科目数 1 1 1 1
生活支援技術Ⅹ 介護過程Ⅲ 介護事例研究Ⅰ 介護事例研究Ⅱ
介護過程Ⅱ 介護実習Ⅱ 社会福祉援助技術演習Ⅱ 社会福祉援助技術演習Ⅲ
介護実習Ⅱ 介護実習Ⅲ 社会福祉援助技術現場実習 社会福祉援助技術現場実習
介護実習Ⅲ 介護実習Ⅳ 社会福祉援助技術現場実習指導Ⅱ 社会福祉援助技術現場実習指導Ⅲ

介護総合演習Ⅲ 介護総合演習Ⅳ 社会福祉援助技術総論Ⅰ 社会福祉援助技術総論Ⅱ
医療的ケアⅠ～１ 医療的ケアⅡ
医療的ケアⅠ～２ 医療的ケアⅢ
保健医療制度論 ソーシャルワークの理論と方法（専門）Ⅱ

ソーシャルワークの理論と方法（専門）Ⅰ 地域福祉論Ⅱ
地域福祉論Ⅰ 更生保護制度論
公的扶助論 社会福祉援助技術演習Ⅰ

ソーシャルワーク演習 社会福祉援助技術現場実習指導Ⅰ

科目数 12 12 5 5
科目数計 14 13 6 6

社会福祉学科　介護福祉コース　免許・資格取得履修モデル
（介護福祉士・社会福祉士　履修モデル）

１年 ２年

学科必修科目

介護福祉士、
社会福祉士

介護福祉士、
社会福祉士

全学共通科目

全
学
共
通
科
目

３年 ４年

学
科
必
修
科
目
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春学期 秋学期 春学期 秋学期
SEITOKU Academic LiteracyⅠ SEITOKU Academic LiteracyⅡ SEITOKU Academic LiteracyⅢ 小笠原流礼法基礎講座

英語Ⅰ 英語Ⅱ 英語Ⅲ 英語Ⅳ
スポーツと健康Ⅰ 第２外国語Ⅰ 第２外国語Ⅱ 第２外国語Ⅲ

情報活用演習（基礎） スポーツと健康Ⅱ 教養科目 教養科目
教養科目 教養科目 教養科目
教養科目

科目数 4 6 5 5
社会福祉学Ⅰ 法学 社会学 諸外国の社会福祉Ⅱ

キャリアデザインⅠ キャリアデザインⅡ 諸外国の社会福祉Ⅰ 社会調査法Ⅱ
医学一般Ⅰ 医学一般Ⅱ 社会調査法Ⅰ
心理学 児童福祉学Ⅰ

科目数 4 3 4 2
介護概論Ⅰ 介護概論Ⅱ 障害福祉論Ⅰ セーフティマネジメント論

介護福祉専門職論Ⅰ 介護福祉専門職論Ⅱ 高齢者福祉論Ⅰ 高齢者福祉論Ⅱ
生活支援技術Ⅰ 生活支援技術Ⅲ 介護福祉専門職論Ⅲ 生活支援技術Ⅷ
生活支援技術Ⅱ 生活支援技術Ⅳ 生活支援技術Ⅴ 生活支援技術Ⅸ

介護におけるコミュニケーションの基本Ⅰ 生活支援技術Ⅶ 生活支援技術Ⅵ 介護過程Ⅰ
介護におけるコミュニケーションの基本Ⅱ 介護実習Ⅰ 介護実習Ⅰ

高齢者の心理 介護総合演習Ⅰ 介護総合演習Ⅱ
社会福祉学Ⅱ こころとからだのしくみⅠ こころとからだのしくみⅡ

社会保障論Ⅰ 障害者の心理
精神保健福祉の原理Ⅰ 社会保障論Ⅱ

精神医学Ⅰ 障害福祉論Ⅱ
精神保健学Ⅰ 精神保健福祉の原理Ⅱ

精神医学Ⅱ
精神保健学Ⅱ

権利擁護と成年後見制度

科目数 5 8 12 15
科目数計 13 17 21 22

春学期 秋学期 春学期 秋学期
第２外国語Ⅳ

科目数 1 0 0 0
社会福祉演習 社会福祉演習 卒業論文 卒業論文

科目数 1 1 1 1
生活支援技術Ⅹ 介護過程Ⅲ 介護事例研究Ⅰ 介護事例研究Ⅱ
介護過程Ⅱ 介護実習Ⅱ 精神保健福祉援助演習Ⅱ 精神保健福祉援助演習Ⅲ
介護実習Ⅱ 介護実習Ⅲ 精神保健福祉援助実習 精神保健福祉援助実習指導Ⅲ
介護実習Ⅲ 介護実習Ⅳ 精神保健福祉援助実習指導Ⅱ 社会福祉援助技術総論Ⅱ

介護総合演習Ⅲ 介護総合演習Ⅳ 社会福祉援助技術総論Ⅰ
医療的ケアⅠ～１ 医療的ケアⅡ
医療的ケアⅠ～２ 医療的ケアⅢ

地域福祉論Ⅰ 地域福祉論Ⅱ
精神障害リハビリテーション論 精神保健福祉制度論
精神保健福祉援助演習(基礎） 精神保健福祉援助演習Ⅰ

精神保健福祉援助実習
精神保健福祉援助実習指導Ⅰ

更生保護制度論

科目数 10 13 5 4
科目数計 12 14 6 5

学科必修科目

介護福祉士、
精神保健福祉
士

介護福祉士、
精神保健福祉
士

全学共通科目

全
学
共
通
科
目

３年 ４年

学
科
必
修
科
目

社会福祉学科　介護福祉コース　免許・資格取得履修モデル
（介護福祉士・精神保健福祉士　履修モデル）

１年 ２年
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春学期 秋学期 春学期 秋学期
SEITOKU Academic LiteracyⅠ SEITOKU Academic LiteracyⅡ SEITOKU Academic LiteracyⅢ 小笠原流礼法基礎講座

英語Ⅰ 英語Ⅱ 英語Ⅲ 英語Ⅳ
スポーツと健康Ⅰ 第２外国語Ⅰ 第２外国語Ⅱ 第２外国語Ⅲ

情報活用演習（基礎） スポーツと健康Ⅱ 教養科目 教養科目
教養科目 教養科目 教養科目
教養科目

科目数 4 6 5 5
社会福祉学Ⅰ 法学 社会学 諸外国の社会福祉Ⅱ

キャリアデザインⅠ キャリアデザインⅡ 諸外国の社会福祉Ⅰ 社会調査法Ⅱ
医学一般Ⅰ 医学一般Ⅱ 社会調査法Ⅰ
心理学 児童福祉学Ⅰ

科目数 4 3 4 2
介護概論Ⅰ 介護概論Ⅱ 障害福祉論Ⅰ セーフティマネジメント論

生活支援技術Ⅰ 介護福祉専門職論Ⅱ 高齢者福祉論Ⅰ 高齢者福祉論Ⅱ
生活支援技術Ⅱ 生活支援技術Ⅲ 介護福祉専門職論Ⅲ 生活支援技術Ⅷ

介護におけるコミュニケーションの基本Ⅰ 生活支援技術Ⅳ 生活支援技術Ⅴ 生活支援技術Ⅸ
社会福祉援助技術総論Ⅰ 生活支援技術Ⅶ 生活支援技術Ⅵ 介護過程Ⅰ

学校保健Ⅰ 介護におけるコミュニケーションの基本Ⅱ 介護実習Ⅰ 介護実習Ⅰ
解剖生理学 高齢者の心理 介護総合演習Ⅰ 介護総合演習Ⅱ
基礎看護 養護概説 こころとからだのしくみⅠ こころとからだのしくみⅡ

小児看護 社会保障論Ⅰ 障害者の心理
成人看護 健康科学 学校保健Ⅱ

衛生学 健康相談活動
学校救急看護 公衆衛生学

精神保健 精神看護
栄養学 食品学
教職入門 障害児心理学
教育基礎論 教育課程論

教育方法・情報通信技術活用論 特別活動の指導法
生徒指導論 教育相談

科目数 8 10 18 18
科目数計 16 19 27 25

春学期 秋学期 春学期 秋学期
第２外国語Ⅳ

科目数 1 0 0 0
社会福祉演習 社会福祉演習 卒業論文 卒業論文

科目数 1 1 1 1
生活支援技術Ⅹ 介護過程Ⅲ 介護事例研究Ⅰ 介護事例研究Ⅱ
介護過程Ⅱ 介護実習Ⅱ 免疫学 教職実践演習（養護教諭）
介護実習Ⅱ 介護実習Ⅲ 社会福祉援助技術総論Ⅰ 社会福祉援助技術総論Ⅱ
介護実習Ⅲ 介護実習Ⅳ

介護総合演習Ⅲ 介護総合演習Ⅳ
医療的ケアⅠ～１ 医療的ケアⅡ
医療的ケアⅠ～２ 医療的ケアⅢ

看護実習 母性保健
発達心理学 教育社会学

道徳教育の研究
養護実習

科目数 11 9 3 4
科目数計 13 10 4 5

社会福祉学科　介護福祉コース　免許・資格取得履修モデル
（介護福祉士・養護教諭　履修モデル）

１年 ２年

学科必修科目

介護福祉士、
養護教諭

全学共通科目

全
学
共
通
科
目

３年 ４年

学
科
必
修
科
目

介護福祉士、
養護教諭
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社会福祉学科 養護教諭コース 専門教育科目 履修要項 

 
① 卒業所要単位数は、全学共通科目（Ａ類）30 単位以上、専門教育科目（Ｂ類）96 単位以上、    

計 126 単位以上です。 
② 養護教諭コースの専門教育科目（Ｂ類）の最低卒業所要単位数の内訳は下表のとおりとします。 

 

専門教育科目（Ｂ類） 

必修科目 選択科目 計 

31 65 96 
 

③ 養護教諭コースの専門教育科目（Ｂ類）については別表Ⅲ－12 の通り卒業必修欄に○印の付いてい

る科目 31 単位と「養護教諭」欄に○印の付いている科目 37 単位を含み 65 単位以上を履修してく

ださい。 
④ 養護教諭一種免許状を取得しようとする者は、専門教育科目（Ｂ類）に記載の養護教諭欄に○印の

ある科目と、別表Ⅲ－16 の教職に関する科目を併せて履修してください。さらに、別表Ⅲ－15 に

記載のとおり履修してください。なお、別表Ⅲ－16 の教職に関する科目の単位は、専門教育科目（Ｂ

類）の選択科目の単位に計上することができます。 
⑤ 高等学校教諭一種免許状（福祉）を取得しようとする者は、高一免（福祉）欄に○印の付いている

科目を履修してください。併せて別表Ⅲ－13，14 に記載の通り履修してください（Ⅲ－14 の科目

は卒業要件に算入できません）。 
⑥ 社会福祉士受験資格を取得しようとする者は、社会福祉士欄に○印の付いている科目を履修してく

ださい。 
⑦ 精神保健福祉士受験資格を取得しようとする者は、精神保健欄に○印の付いている科目を履修して

ください。 
⑧ 保育士の資格を取得しようとする者は、保育士欄に○印と△印の付いている科目を履修してくださ

い。 
なお、△印のついている科目については、保育実習Ⅱ（保育所）・保育実習指導Ⅱ（保育所）あるいは

保育実習Ⅲ（施設）・保育実習指導Ⅲ（施設）いずれかの組合せを選択し履修してください。 
⑨ 准学校心理士を取得しようとする者は、教員免許または保育士資格を取得のうえ、申請が必要にな

ります。詳細は、別途オリエンテーションで説明します。 
⑩ 図書館司書、学校図書館司書教諭、社会教育主事、学芸員、レクリエーション関連、日本語教員養

成講座の資格を取得しようとする者は①に加えて、別表Ⅷ－1、2、3、4、5 により、履修してくだ

さい（卒業要件に算入することは出来ません）。 
⑪ 単位を修得した場合（成績表に S・A・B・C・N と表記される）には、各別表の履修チェック

欄に印をつけ履修漏れの防止に努めてください。 
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社会福祉学科　養護教諭コース　専門教育科目（B類） 別表Ⅲ－１２

春 秋 春 秋 春 秋 春 秋

□ 法学 2 ○ ○
□ 社会学 2 ○ ○ ○ ○
□ 倫理学 2 ○ ○
□ 環境論 2 ○
□ 社会福祉学Ⅰ 2 ○ ○ ○ ○ ○ ○
□ 社会福祉学Ⅱ 2 ○ ○ ○ ○
□ 社会保障論Ⅰ 2 ○ ○ ○
□ 社会保障論Ⅱ 2 ○ ○ ○
□ 諸外国の社会福祉Ⅰ 2 ○ ○ ○
□ 諸外国の社会福祉Ⅱ 2 ○ ○ ○
□ 社会福祉演習 演 2 ○ ○ ○
□ 卒業論文 3 ○ ○ ○
□ 社会調査法Ⅰ 2 ○ ○ ○ ○
□ 社会調査法Ⅱ 2 ○ ○ ○ ○
□ 保健医療制度論 2 ○ ○
□ 医療ソーシャルワーク論 2 ○
□ ソーシャルワークの基盤と専門職 2 ○ ○ ○ ○
□ ソーシャルワークの基盤と専門職（専門） 2 ○ ○ ○
□ ソーシャルワークの理論と方法Ⅰ 2 ○ ○ ○ ○
□ ソーシャルワークの理論と方法Ⅱ 2 ○ ○ ○
□ ソーシャルワークの理論と方法（専門）Ⅰ 2 ○ ○ ○
□ ソーシャルワークの理論と方法（専門）Ⅱ 2 ○ ○ ○
□ 社会福祉援助技術総論Ⅰ 2 ○
□ 社会福祉援助技術総論Ⅱ 2 ○
□ キャリアデザインⅠ 1 ○ ○
□ キャリアデザインⅡ 1 ○ ○
□ 保育原理Ⅰ 2 ○ ○
□ 保育原理Ⅱ 2 ○
□ 保育者論 2 ○ ○
□ 乳児保育Ⅰ 2 ○ ○
□ 乳児保育Ⅱ 演 1 ○ ○
□ 社会的養護Ⅰ 2 ○ ○
□ 社会的養護Ⅱ 演 1 ○ ○
□ 福祉計画論 2 ○
□ 社会福祉運営管理論 2 ○ ○
□ 社会福祉行財政論 2 ○
□ 介護概論Ⅰ 2 ○ ○
□ 介護概論Ⅱ 2 ○
□ 介護技術 演 1 ○ ○
□ 児童福祉学Ⅰ 2 ○ ○ ○ ○ ○
□ 児童福祉学Ⅱ 2 ○ ○
□ 地域福祉論Ⅰ 2 ○ ○ ○
□ 地域福祉論Ⅱ 2 ○ ○ ○
□ 公的扶助論 2 ○ ○
□ 障害福祉論Ⅰ 2 ○ ○ ○ ○
□ 障害福祉論Ⅱ 2 ○ ○ ○
□ 障害児保育 演 2 ○ ○
□ 高齢者福祉論Ⅰ 2 ○ ○ ○
□ 高齢者福祉論Ⅱ 2 ○ ○
□ 就労支援論 2 ○
□ 更生保護制度論 2 ○ ○ ○
□ 精神保健福祉の原理Ⅰ 2 ○ ○
□ 精神保健福祉の原理Ⅱ 2 ○ ○
□ 精神障害リハビリテーション論 2 ○ ○
□ 精神保健福祉制度論 2 ○ ○
□ ソーシャルワーク演習 演 1 ○ ○
□ 社会福祉援助技術演習Ⅰ 演 1 ○ ○
□ 社会福祉援助技術演習Ⅱ 演 2 ○ ◎
□ 社会福祉援助技術演習Ⅲ 演 1 ○ ○
□ 社会福祉援助技術現場実習 実 6 ○ ○ ○ ○
□ 社会福祉援助技術現場実習指導Ⅰ 1 ○ ○ ○
□ 社会福祉援助技術現場実習指導Ⅱ 1 ○ ○ ○
□ 社会福祉援助技術現場実習指導Ⅲ 1 ○ ○ ○

授

業

の

方

法

単
　
　
　
位

履修年次卒

業

必

修

養

護

教

諭

社

会

福

祉

士

精

神

保

健

高
一
免

（
福
祉

）

保

育

士

チ

ェ
ッ
ク
欄

授業科目 備考1 2 3 4
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社会福祉学科　養護教諭コース　専門教育科目（B類） 別表Ⅲ－１２

春 秋 春 秋 春 秋 春 秋

授

業

の

方

法

単
　
　
　
位

履修年次卒

業

必

修

養

護

教

諭

社

会

福

祉

士

精

神

保

健

高
一
免

（
福
祉

）

保

育

士

チ

ェ
ッ
ク
欄

授業科目 備考1 2 3 4

□ 精神保健福祉援助演習（基礎） 演 1 ○ ○
□ 精神保健福祉援助演習Ⅰ 演 1 ○ ○
□ 精神保健福祉援助演習Ⅱ 演 1 ○ ○
□ 精神保健福祉援助演習Ⅲ 演 1 ○ ○
□ 精神保健福祉援助実習指導Ⅰ 1 ○ ○
□ 精神保健福祉援助実習指導Ⅱ 1 ○ ○
□ 精神保健福祉援助実習指導Ⅲ 1 ○ ○
□ 精神保健福祉援助実習 実 5 ○ ○ ○
□ 養護概説 2 ○ ○
□ 学校保健Ⅰ 2 ○ ○
□ 学校保健Ⅱ 2 ○ ○
□ 健康相談活動 2 ○ ○
□ 健康科学 2 ○ ○
□ 衛生学 2 ○ ○
□ 公衆衛生学 2 ○ ○
□ 免疫学 2 ○ ○
□ 解剖生理学 2 ○ ○
□ 基礎看護 2 ○ ○
□ 小児看護 2 ○ ○
□ 成人看護 2 ○ ○
□ 学校救急看護 2 ○ ○
□ 精神看護 2 ○ ○
□ 看護実習 実 1 ○ ○
□ 精神保健 2 ○ ○
□ 母性保健 2 ○ ○
□ 栄養学 2 ○ ○
□ 食品学 2 ○ ○
□ 保育内容総論 演 1 ○ ○
□ 保育内容指導法Ⅰ 演 1 ○ ○ 健康

□ 保育内容指導法Ⅱ 演 1 ○ ○ 健康

□ 保育内容指導法Ⅲ 演 1 ○ ○ 人間関係

□ 保育内容指導法Ⅳ 演 1 ○ ○ 人間関係

□ 保育内容指導法Ⅴ 演 1 ○ ○ 環境

□ 保育内容指導法Ⅵ 演 1 ○ ○ 環境

□ 保育内容指導法Ⅶ 演 1 ○ ○ 言葉

□ 保育内容指導法Ⅷ 演 1 ○ ○ 言葉

□ 保育内容指導法Ⅸ 演 1 ○ ○ 音楽

□ 保育内容指導法Ⅹ 演 1 ○ ○ 音楽

□ 保育内容指導法ⅩⅠ 演 1 ○ ○ 造形

□ 保育内容指導法ⅩⅡ 演 1 ○ ○ 造形

□ 保育課程論 2 ○ ○
□ 子育て支援 演 1 ○ ○
□ 保育実習Ⅰ（保育所） 実 2 ○ ○ 保育所実習（必修）

□ 保育実習Ⅰ（施設） 実 2 ○ ○ 施設実習（必修）

□ 保育実習Ⅱ（保育所） 実 2 △ ○ 保育所実習（選択）

□ 保育実習Ⅲ（施設） 実 2 △ ○ 施設実習（選択）

□ 保育実習指導Ⅰ 演 2 ○ ○ 事前・事後指導（必修）

□ 保育実習指導Ⅱ（保育所） 演 1 △ ○ 事前・事後指導（選択）

□ 保育実習指導Ⅲ（施設） 演 1 △ ○ 事前・事後指導（選択）

□ 保育技能Ⅰ 実 2 ○ ○ ○ ○ ○ 音楽実技

□ 保育技能Ⅱ 実 2 ○ ○ ○ ○ ○ 音楽実技

□ 保育技能Ⅲ 演 1 ○ ○ 音楽理論

□ 保育技能Ⅳ 演 1 ○ ○ 音楽理論

□ 保育技能Ⅴ 演 1 ○ ○ 図画工作

□ 保育技能Ⅵ 演 1 ○ ○ 図画工作

□ 保育技能Ⅶ 演 1 ○ ○ 専門体育

□ 保育技能Ⅷ 演 1 ○ ○ 専門体育

□ 保育技能Ⅸ 演 1 ○ ○ 児童文化

□ 保育技能Ⅹ 演 1 ○ ○ 児童文化

□ 保育技能ⅩⅠ 演 1 ○ ○ 児童文化

□ 保育実践演習 演 2 ○ ○
□ 介護実習Ⅰ 実 2 ○ ○
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社会福祉学科　養護教諭コース　専門教育科目（B類） 別表Ⅲ－１２

春 秋 春 秋 春 秋 春 秋
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の

方
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単
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授業科目 備考1 2 3 4

□ 医学一般Ⅰ 2 ○ ○ ○ ○ ○
□ 医学一般Ⅱ 2 ○ ○ ○ ○ ○
□ こころとからだのしくみⅠ 2 ○ ○
□ こころとからだのしくみⅡ 2 ○ ○
□ 精神医学Ⅰ 2 ○ ○
□ 精神医学Ⅱ 2 ○ ○
□ 精神保健学Ⅰ 2 ○ ○
□ 精神保健学Ⅱ 2 ○ ○
□ 子どもの保健 2 ○ ○
□ 子どもの健康と安全 実 1 ○ ○
□ 心理学 2 ○ ○ ○ ○ ○
□ 保育の心理学 2 ○ ○
□ 子ども家庭支援の心理学 演 2 ○ ○
□ 子どもの理解と援助 演 1 ○ ○
□ 発達心理学Ⅰ 2 ○ ★

□ 発達心理学Ⅱ 2 ○
□ 教育心理学 2 ○ ★

□ 家族援助論 2 ○ ○
□ 子どもの食と栄養 2 ○ ○
□ 権利擁護と成年後見制度 2 ○ ○ ○
□ 教育原理 2 ○ ○ ★

□ 社会福祉学特論Ⅰ 2 ○
□ 社会福祉学特論Ⅱ 2 ○
□ 社会福祉学特論Ⅲ 2 ○

計 31 37 72 70 44 70

備考欄の★の科目は、発達心理学Ⅰ＝発達心理学、教育心理学＝教育心理学、教育原理＝教育基礎論の教職関係科目の単位として
充当することが出来ます。

保育実習Ⅱ（保育所）・保育実習指導Ⅱ（保育士）または保育実習Ⅲ（施設）・保育実習指導Ⅲ（施設）いずれかの組合せを選択すること。

【授業の方法】演：演習、実：実験・実習、無印：講義をさす。
【履修年次】履修年次欄の○印は開講時期をさす。◎印は開講時期に週２コマの授業があることをさす。
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社
会

福
祉

演
習

社
会

福
祉

演
習

卒
業

論
文

卒
業

論
文

保
育

実
習

指
導

Ⅰ
社

会
福

祉
援

助
技

術
（

保
育

所
・

施
設

）
現

場
実

習
指

導
Ⅰ

社
会

福
祉

援
助

技
術

社
会

福
祉

援
助

技
術

保
育

実
習

Ⅰ
（

保
育

所
）

精
神

保
健

福
祉

援
助

実
習

指
導

Ⅰ
　

　
現

場
実

習
指

導
Ⅱ

　
　

現
場

実
習

指
導

Ⅲ
保

育
実

習
Ⅰ

（
施

設
）

精
神

保
健

福
祉

援
助

実
習

社
会

福
祉

援
助

技
術

現
場

実
習

社
会

福
祉

援
助

技
術

現
場

実
習

養
護

実
習

保
育

実
習

指
導

Ⅱ
（

保
育

所
）

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

看
護

実
習

保
育

実
習

指
導

Ⅲ
（

施
設

）
精

神
保

健
福

祉
援

助
実

習
指

導
Ⅱ

精
神

保
健

福
祉

援
助

実
習

指
導

Ⅲ
保

育
実

習
Ⅱ

（
保

育
所

）
精

神
保

健
福

祉
援

助
実

習
保

育
実

習
Ⅲ

（
施

設
）

介
護

実
習

Ⅰ

ソ
ー

シ
ャ

ル
ワ

ー
ク

論
Ⅰ

ソ
ー

シ
ャ

ル
ワ

ー
ク

論
Ⅱ

ソ
ー

シ
ャ

ル
ワ

ー
ク

論
Ⅲ

ソ
ー

シ
ャ

ル
ワ

ー
ク

論
Ⅳ

社
会

福
祉

援
助

技
術

総
論

Ⅰ
社

会
福

祉
援

助
技

術
総

論
Ⅱ

精
神

保
健

福
祉

相
談

援
助

の
精

神
保

健
福

祉
相

談
援

助
の

精
神

保
健

福
祉

の
理

論
と

精
神

保
健

福
祉

の
理

論
と

医
療

ソ
ー

シ
ャ

ル
ワ

ー
ク

論
教

職
実

践
演

習
（

養
護

教
諭

）
基

盤
（

基
礎

）
基

盤
（

専
門

）
相

談
援

助
の

展
開

Ⅰ
相

談
援

助
の

展
開

Ⅲ
　

　
保

育
技

能
Ⅰ

保
育

技
能

Ⅰ
保

育
技

能
Ⅰ

保
育

技
能

Ⅰ
精

神
保

健
福

祉
の

理
論

と
精

神
保

健
福

祉
の

理
論

と
社

会
福

祉
援

助
技

術
演

習
Ⅱ

社
会

福
祉

援
助

技
術

演
習

Ⅲ
保

育
技

能
Ⅶ

保
育

技
能

Ⅵ
相

談
援

助
の

展
開

Ⅱ
相

談
援

助
の

展
開

Ⅳ
　

保
育

技
能

Ⅲ
保

育
技

能
Ⅳ

保
育

技
能

Ⅷ
社

会
福

祉
援

助
技

術
演

習
Ⅰ

精
神

保
健

福
祉

援
助

演
習

(専
門

)Ⅰ
精

神
保

健
福

祉
援

助
演

習
(専

門
)Ⅱ

保
育

技
能

Ⅱ
保

育
内

容
指

導
法

Ⅰ
精

神
保

健
福

祉
援

助
演

習
(基

礎
)

社
会

福
祉

援
助

技
術

演
習

Ⅰ
　

　
　

　
　

　
保

育
内

容
総

論
介

護
技

術
保

育
内

容
指

導
法

Ⅲ
保

育
内

容
指

導
法

Ⅱ
障

害
児

保
育

Ⅰ
障

害
児

保
育

Ⅱ
保

育
技

能
Ⅱ

、
 

保
育

実
践

演
習

保
育

内
容

指
導

法
Ⅴ

保
育

内
容

指
導

法
Ⅳ

保
育

技
能

Ⅱ
、

Ⅴ
、

Ⅸ
保

育
技

能
Ⅱ

、
Ⅹ

保
育

内
容

指
導

法
Ⅶ

保
育

内
容

指
導

法
Ⅵ

保
育

内
容

指
導

法
Ⅸ

、
 

保
育

内
容

指
導

法
Ⅹ

、
 

社
会

福
祉

学
特

論
Ⅲ

保
育

内
容

指
導

法
Ⅷ

子
ど

も
の

食
と

栄
養

Ⅰ
保

育
相

談
支

援
保

育
の

心
理

学
Ⅱ

子
ど

も
の

保
健

Ⅲ
子

ど
も

の
食

と
栄

養
Ⅱ

社
会

福
祉

学
特

論
Ⅰ

社
会

保
障

論
Ⅰ

社
会

保
障

論
Ⅱ

学
校

保
健

Ⅰ
養

護
概

説
高

齢
者

福
祉

論
Ⅰ

高
齢

者
福

祉
論

Ⅱ
社

会
的

養
護

内
容

更
生

保
護

制
度

論
社

会
福

祉
学

Ⅱ
精

神
保

健
福

祉
論

Ⅰ
権

利
養

護
と

成
年

後
見

制
度

地
域

福
祉

論
Ⅰ

地
域

福
祉

論
Ⅱ

保
育

者
論

介
護

概
論

Ⅱ
保

育
課

程
論

精
神

保
健

学
Ⅱ

公
的

扶
助

論
福

祉
計

画
論

学
校

救
急

看
護

社
会

的
養

護
就

労
支

援
論

母
性

保
健

保
育

原
理

Ⅰ
保

育
原

理
Ⅱ

健
康

相
談

活
動

教
育

相
談

精
神

障
害

者
の

生
活

支
援

シ
ス

テ
ム

保
健

医
療

制
度

論
乳

児
保

育
Ⅰ

障
害

福
祉

論
Ⅰ

障
害

福
祉

論
Ⅱ

乳
児

保
育

Ⅱ
保

育
の

心
理

学
Ⅰ

社
会

福
祉

行
財

政
論

社
会

福
祉

運
営

管
理

論
精

神
保

健
学

Ⅰ
精

神
保

健
福

祉
論

Ⅱ
子

ど
も

の
保

健
Ⅰ

子
ど

も
の

保
健

Ⅱ
こ

こ
ろ

と
か

ら
だ

の
し

く
み

Ⅰ
学

校
保

健
Ⅱ

生
徒

指
導

論
障

害
児

心
理

学
こ

こ
ろ

と
か

ら
だ

の
し

く
み

Ⅱ

諸
外

国
の

社
会

福
祉

Ⅰ
諸

外
国

の
社

会
福

祉
Ⅱ

社
会

福
祉

学
Ⅰ

法
学

児
童

福
祉

学
Ⅰ

児
童

福
祉

学
Ⅱ

道
徳

教
育

の
指

導
法

家
族

援
助

論
免

疫
学

環
境

論
心

理
学

解
剖

生
理

学
精

神
医

学
Ⅰ

教
育

心
理

学
医

学
一

般
Ⅰ

成
人

看
護

教
職

入
門

食
品

学
栄

養
学

教
育

社
会

学
介

護
概

論
Ⅰ

医
学

一
般

Ⅱ
教

育
方

法
学

特
別

活
動

の
指

導
法

基
礎

看
護

発
達

心
理

学
Ⅰ

教
育

基
礎

論
精

神
看

護
健

康
科

学
教

育
原

理
社

会
調

査
法

Ⅰ
精

神
保

健
小

児
看

護
社

会
学

社
会

調
査

法
Ⅱ

倫
理

学
発

達
心

理
学

Ⅱ
精

神
医

学
Ⅱ

公
衆

衛
生

学
教

育
課

程
論

衛
生

学

学
び

の
基

礎
を

身
に

つ
け

る
英

語
Ⅰ

英
語

Ⅱ
英

語
Ⅲ

英
語

Ⅳ
英

語
Ⅴ

英
語

Ⅵ
英

語
Ⅶ

英
語

Ⅷ
情

報
活

用
演

習
（

基
礎

）
情

報
活

用
演

習
（

教
職

）
基

礎
専

門
体

育
Ⅰ

基
礎

専
門

体
育

Ⅱ
ス

ポ
ー

ツ
と

健
康

Ⅰ
ス

ポ
ー

ツ
と

健
康

Ⅱ

S
E

IT
O

K
U

 A
c
a
d

e
m

ic
 L

it
e
ra

c
y
 Ⅰ

聖
徳

教
育

Ⅰ
聖

徳
教

育
Ⅰ

聖
徳

教
育

Ⅰ
聖

徳
教

育
Ⅰ

聖
徳

教
育

Ⅰ
聖

徳
教

育
Ⅰ

聖
徳

教
育

Ⅰ
S

E
IT

O
K

U
 A

c
a
d

e
m

ic
 L

it
e
ra

c
y
 Ⅱ

聖
徳

教
育

Ⅱ
聖

徳
教

育
Ⅱ

聖
徳

教
育

Ⅲ
～

１
S

E
IT

O
K

U
 A

c
a
d

e
m

ic
 L

it
e
ra

c
y
 Ⅲ

聖
徳

教
育

Ⅲ
～

２
キ

ャ
リ

ア
デ

ザ
イ

ン
Ⅰ

キ
ャ

リ
ア

デ
ザ

イ
ン

Ⅱ
小

笠
原

流
礼

法
基

礎
講

座

社 会 の 課 題 解 決 に 貢 献 で き る 福 祉 ・ 教 育 職

聖
徳

大
学

　
心

理
・

福
祉

学
部

　
社

会
福

祉
学

科
　

養
護

教
諭

コ
ー

ス
　

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

マ
ッ

プ

社
会

福
祉

・
学

校
保

健
の

基
礎

と
な

る
知

識
を

学
ぶ

社
会

福
祉

・
学

校
保

健
の

専
門

的
な

知
識

を
学

ぶ

対
人

援
助

・
学

校
保

健
等

の
理

論
を

学
び

、
技

能
を

身
に

つ
け

る

実
践

能
力

を
養

う

人
間

性
を

高
め

る

４
年

次
春

学
期

４
年

次
秋

学
期

養
護

教
諭

・
福

祉
実

践
者

と
し

て
の

総
合

力
を

高
め

よ
う

１
年

次
春

学
期

１
年

次
秋

学
期

養
護

教
諭

・
福

祉
の

世
界

を
の

ぞ
い

て
み

よ
う

２
年

次
春

学
期

２
年

次
秋

学
期

養
護

教
諭

・
福

祉
の

専
門

的
知

識
を

身
に

つ
け

よ
う

３
年

次
春

学
期

３
年

次
秋

学
期

養
護

教
諭

・
福

祉
の

専
門

性
を

理
解

し
よ

う

教
育

目
標

４
年

次

社
会

福
祉

・
養

護
教

諭
専

門
職

と
し

て
の

資
質

・
能

力
を

高
め

る

１
年

次

社
会

福
祉

・
養

護
教

諭
に

関
す

る
基

礎
を

学
ぶ

２
年

次

社
会

福
祉

・
養

護
教

諭
の

専
門

的
知

識
を

学
ぶ

３
年

次

演
習

・
実

習
を

通
し

て
社

会
福

祉
・

養
護

教
諭

専
門

職
と

し
て

の
実

践
力

を
身

に
つ

け
る
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聖
徳

大
学

　
心

理
・

福
祉

学
部

　
社

会
福

祉
学

科
　

養
護

教
諭

コ
ー

ス
　

S
E

IT
O

K
U

 L
e
a
rn

in
g
 O

u
tc

o
m

e
s

１
年

次
春

学
期

１
年

次
秋

学
期

２
年

次
春

学
期

２
年

次
秋

学
期

３
年

次
春

学
期

３
年

次
秋

学
期

４
年

次
春

学
期

４
年

次
秋

学
期

学
位

授
与

の
方

針
に

掲
げ

る
学

修
成

果

社
会

福
祉

・
学

校
保

健
の

基
礎

と
な

る
知

識
を

学
ぶ

学
校

保
健

に
関

わ
る

価
値

・
倫

理
を

説
明

で
き

る
児

童
・

生
徒

の
特

性
を

ふ
ま

え
た

教
育

課
題

を
発

見
す

る
こ

と
が

で
き

る

社
会

福
祉

学
の

専
門

的
な

理
論

・
知

識
・

態
度

を
習

得
し

、
個

人
の

尊
厳

と
基

本
的

人
権

を
尊

重
し

な
が

ら
福

祉
・

教
育

課
題

を
探

求
し

課
題

解
決

策
を

提
示

す
る

こ
と

が
で

き
る

福
祉

の
世

界
を

の
ぞ

い
て

み
よ

う
福

祉
の

専
門

的
知

識
を

身
に

つ
け

よ
う

福
祉

の
専

門
性

を
理

解
し

よ
う

福
祉

実
践

者
と

し
て

の
総

合
力

を
高

め
よ

う

他
業

種
間

の
連

携
を

図
り

、
地

域
社

会
づ

く
り

や
福

祉
社

会
づ

く
り

な
ど

社
会

貢
献

が
で

き
る

社
会

福
祉

・
学

校
保

健
の

専
門

的
な

知
識

を
学

ぶ

教
育

課
題

に
つ

い
て

解
決

策
を

プ
レ

ゼ
ン

テ
ー

シ
ョ

ン
す

る
こ

と
が

で
る

差
別

や
社

会
的

排
除

等
の

社
会

的
問

題
を

説
明

で
き

る
学

校
保

健
に

関
わ

る
理

論
・

方
法

を
説

明
で

き
る

対
人

援
助

・
学

校
保

健
等

の
理

論
を

学
び

、
技

能
を

身
に

つ
け

る

福
祉

・
教

育
の

実
践

場
面

で
女

性
の

立
場

か
ら

生
活

の
視

点
を

持
ち

、
個

々
人

の
福

祉
・

教
育

ニ
ー

ズ
に

応
じ

た
サ

ー
ビ

ス
提

供
を

実
践

す
る

こ
と

が
で

き
る

実
践

能
力

を
養

う

学
校

保
健

等
の

基
本

的
な

支
援

方
法

を
説

明
で

き
る

教
育

ニ
ー

ズ
に

応
じ

た
支

援
方

法
を

説
明

で
き

る
個

人
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春学期 秋学期 春学期 秋学期
SEITOKU Academic LiteracyⅠ SEITOKU Academic LiteracyⅡ SEITOKU Academic LiteracyⅢ 小笠原流礼法基礎講座

英語Ⅰ 英語Ⅱ 英語Ⅲ 英語Ⅳ
スポーツと健康Ⅰ 第２外国語Ⅰ 第２外国語Ⅱ 第２外国語Ⅲ

情報活用演習（基礎） スポーツと健康Ⅱ 教養科目 教養科目
教養科目 教養科目 教養科目
教養科目

科目数 4 6 5 5
社会福祉学Ⅰ 法学 社会学 諸外国の社会福祉Ⅱ

キャリアデザインⅠ キャリアデザインⅡ 諸外国の社会福祉Ⅰ 社会調査法Ⅱ
医学一般Ⅰ 医学一般Ⅱ 社会調査法Ⅰ
心理学 児童福祉学Ⅰ

科目数 4 3 4 2
学校保健Ⅰ 養護概説 健康科学 学校保健Ⅱ
解剖生理学 小児看護 衛生学 健康相談活動
基礎看護 成人看護 学校救急看護 公衆衛生学

ソーシャルワークの基盤と専門職 社会福祉学Ⅱ 精神保健 精神看護
ソーシャルワークの基盤と専門職（専門） 栄養学 食品学

教職入門 障害児心理学
教育基礎論 教育課程論

教育方法・情報通信技術活用論 特別活動の指導法
生徒指導論 教育相談

社会保障論Ⅰ 社会保障論Ⅱ
ソーシャルワークの理論と方法Ⅰ ソーシャルワークの理論と方法Ⅱ

障害福祉論Ⅰ 社会福祉運営管理論
高齢者福祉論Ⅰ 児童福祉学Ⅱ

障害福祉論Ⅱ
高齢者福祉論Ⅱ

権利擁護と成年後見制度

科目数 4 5 13 16
科目数計 12 14 22 23

春学期 秋学期 春学期 秋学期
第２外国語Ⅳ

科目数 1 0 0 0
社会福祉演習 社会福祉演習 卒業論文 卒業論文

科目数 1 1 1 1
看護実習 母性保健 免疫学 教職実践演習（養護教諭）
発達心理学 教育社会学 社会福祉援助技術演習Ⅱ 社会福祉援助技術演習Ⅲ

道徳教育の研究 ソーシャルワークの理論と方法（専門）Ⅱ 社会福祉援助技術現場実習 社会福祉援助技術現場実習
養護実習 地域福祉論Ⅱ 社会福祉援助技術現場実習指導Ⅱ 社会福祉援助技術現場実習指導Ⅲ

保健医療制度論 更生保護制度論
ソーシャルワークの理論と方法（専門）Ⅰ 社会福祉援助技術演習Ⅰ

地域福祉論Ⅰ 社会福祉援助技術現場実習指導Ⅰ

公的扶助論
ソーシャルワーク演習

科目数 9 7 4 4
科目数計 11 8 5 5

学科必修科目

養護教諭、
社会福祉士

養護教諭、
社会福祉士

全学共通科目

全
学
共
通
科
目

３年 ４年

学
科
必
修
科
目

社会福祉学科　養護教諭コース　免許・資格取得履修モデル
（養護教諭・社会福祉士　履修モデル）

１年 ２年
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文学部 文学科 

 

卒業認定・学位授与の方針（ディプロマ・ポリシー） 

文学部文学科は、特色ある複数学科を統合し、2013 年に新たな学部として誕生しました。

いつの時代においても普遍的な理念である聖徳太子の「和」の精神を建学理念とする女性

総合大学の文学部として、円満な人格を備えた社会人・家庭人としての良き女性の育成を

教育の根幹としています。したがって、文学部文学科は心豊かな人間性、その表象となる

気品、幅広い教養と人文科学に関する各領域の専門性を育むことに重きを置く教育を行っ

ています。 

 一方、現代社会は多くの問題を抱えています。それらは既成の知や技術のみによって

解決を図ることは難しく、なによりも人間性への深い洞察に基づいた多文化社会に関する

広い視野と優れた識見を必要としています。 

文学部文学科は、そのような現代社会の要請にも応え、人文科学に関する専門領域別に、

英語･英文学コース、日本語・日本文学コース、歴史文化コース、書道文化コース、図書館

情報コース、教養デザインコースの六コースを設け、専門性の高い人材育成を行っていま

す。そして、さまざまな時代・地域の文学・文化・芸術に関する幅広く奥行きのある教養

に基づき、時代や地域を超えて多様な他者の価値観を理解できる柔軟な思考力、社会の各

領域において輝き続ける行動力を備えた人材を育成し、多くの問題を抱えた社会に広く貢

献していきます。 

以上の理念を具現化していくために、以下の三つの教育目標を掲げます。 

【教育目標】 

１．伝統の本物教育を重視し、女性としての心豊かな教養と日本社会の気品の模範として

の礼法を備えた人材を育成する。 

２．現代社会を生きるための総合的な人間力を備えた人材を育成する。 

３．文学・文化・芸術に関する各学問領域の専門的な知識を有し、自らの考えを適切に表

現できる社会的・職業的に自立した人材を育成する。 

上記の教育目標に基づき、以下のような学習成果を設定します。 

【学習成果】 

１．伝統の本物教育により女性としての心豊かな教養を養い、及び日本社会の気品の模範

としての礼法を身につけ、実践できる。 

２．グローバル社会を生きるための英語コミュニケーション力をも有した総合的な人間力

を身につけ、実践できる。 

３．文学・文化・芸術に関する学問領域の基礎的な知識及び各領域の専門能力を身につけ、

主体的に課題を解決できる。 

文学部文学科では、以上の学習成果を達成するために編成された教育課程において所定

の単位を修得した人に卒業を認定し、学士（文学）の学位を授与します。 

文
学
部
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教育課程編成・実施の方針（カリキュラム・ポリシー） 

【教育課程編成の方針】 

 文学部文学科では、学習成果を体系的に達成するために、全学で共通に展開する科目

（全学共通科目）と、それらを基礎とし相互に密接に関連しながら専門性の高い実践力を

育む専門教育科目の教育課程を編成しています。 

 専門教育科目については、以下の方針に基づいて編成しています。 

１．学部共通科目 

伝統の本物教育を具現化し、体験型・参加型教育を重視した科目を設置しており、それ

らの科目を RE(Reality Experience)科目と名付けています。RE 科目の他、ゼミ、キャリ

ア論、コミュニケーション技法を学部共通科目として設定することにより、学生自らが

課題を発見し自ら主体的に学習成果を高め、課題探求力を身につけます。 

２．コース別専門科目群 

（１）英語・英文学コース 

英米の文学・文化・言語を学び、英語の４技能（聞く、話す、読む、書く）の力を

着実に身につける教育課程を編成しています。 

（２）日本語・日本文学コース 

日本語を専門的に学ぶことによって、日本語の基本的な運用能力を養い、日本の文

学作品の鑑賞・批評・創作を通した自己表現力を育成する教育課程を編成していま

す。 

（３）歴史文化コース 

歴史学・考古学・民俗学・美術史学の知識と専門理論を学び、歴史的に形成された

現代社会の課題に多面的に取り組む力を育成する教育課程を編成しています。 

（４）書道文化コース 

書道学を学ぶことによって、書の実相を理論と実技を通して理解し、書の真髄を見

極め作品を創作する力を育成する教育課程を編成しています。 

（５）図書館情報コース 

   図書館情報学を学ぶことによって、図書館の機能と情報資源の多様性を理解し、

情報技術を身につけて、現代図書館を運営する力を育成する教育課程を編成してい

ます。 

（６）教養デザインコース 

 人文科学としての教養力の基盤の上に、相手志向で思いやるホスピタリティ力と、

人・組織・会社・世界と円滑な関係を築き上げるコミュニケーション力を養い、実

社会における総合的な人間力を育成する教育課程を編成しています。 

【教育課程実施の方針】 

文学部文学科では、全学共通科目と専門教育科目の教育課程を編成し、学習成果を効果

的に達成するために、以下の教育課程実施の方針を示し、質の高い学習過程を展開してい

ます。 
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１．伝統の本物教育を具現化し、体験型・参加型教育を重視した特別授業を開講し、学生

自らが課題を発見し自ら主体的に学習成果を高める方法を重要視しています。それら

の科目を RE(Reality Experience)科目と名付けています。 

２．文学・文化・芸術に関する各学問領域の専門科目では、作品・学習対象の鑑賞・批評・

創作をチームによるアクティブ・ラーニングやプロジェクト学習等を活用し実施して

います。 

３．キャリア科目におけるインターンシップやフィールドワークをはじめ、実習など、現

地現物主義によって実践的な能力を身につけられるよう実施しています。 

 

入学者受け入れの方針（アドミッション・ポリシー） 

文学部文学科は、建学の理念である「和」の精神を理解し、文学・文化・芸術に関する

学問領域に興味を持ち、将来、心豊かな教養と気品を持った女性として、社会の各分野で

活躍したいという基本的資質をもった人を求めています。具体的には以下のような入学者

を求めています。 

１．心豊かな女性として、気品ある行動を大切にできる人。 

２．協調性、誠実性、自主性を備え、自分の考えや気持ちを表現するなど、多様な人々と

協働する意欲がある人。 

３．文学・文化・芸術に関する特定のテーマを掘り下げ深く学ぼうとする意欲がある人。 

４．高等学校等での学びを通して、文学部文学科での学修に必要な知識、技能、思考力、

学ぶ力を身につけている人。 

 

文学部文学科では、このような人を受け入れるために多様な受験機会を用意しさまざま

な入学試験を行っています。こうした試験においては、本学科での学修に必要な知識、技

能、基礎的な学力、主体的な判断力、創造的な考えを表現できる力、仲間と協働して学び

を作っていく力などについて、書類審査（調査書、推薦書など）、学力試験、面接などを組

み合わせて総合的に評価します。 
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学習成果の修得状況を測る手法と時期

卒業時に身に付く学習成果

１．伝統の本物教育により女性とし
ての心豊かな教養を養い、及び日本
社会の気品の模範としての礼法を身
につけ、実践できる。

あなたの学習成果の修得状況を測る
手法と測定時期

文学部学習到達ルーブリック

キャリア・アセスメントテスト

２．グローバル社会を生きるための
英語コミュニケーション力をも有した総
合的な人間力を身につけ、実践でき
る。

文学部学習到達ルーブリック

３．文学・文化・芸術に関する学問
領域の基礎的な知識及び各領域の
専門能力を身につけ、主体的に課
題を解決できる。

「各学問領域の専門能力を身につ
ける」科目群の総合GPA

キャリア・アセスメントテスト

文学部学習到達ルーブリック

卒業研究ルーブリック

他者評価自己評価

3年春

毎学期末

毎学期末

３年春

毎学期末

毎学期末

毎学期末

3年・4年学期末

文学部 文学科

「学びの基礎を身につける」科目群
の総合GPA

「社会人として必要な能力を身に
つける」科目群の総合GPA

毎学期末

資格免許・検定に関するロードマッ
プの達成状況

各ロードマップ
に記載

各コースの専門・実践力を身につ
ける科目群の総合GPA
【英語・英文学】
「英語の専門知識と4技能を身につける」

【日本語・日本文学】
「日本の言語と文学を理解し、その豊かさを
味わい実践できる」

【歴史文化】
「日本の歴史と文化を理解する」

【書道文化】
「理論と技法を学ぶ」

【図書館情報】
「図書館情報学を深く理解し、実践力を見
つける」

【教養デザイン】
「ビジネス社会・グルーバル社会で働く上で必
要な知識・能力・態度を身につける」

毎学期末

「人間性を高める」科目群の総合GPA 毎学期末
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文学部 文学科 全学共通科目 履修要項 
 
① 文学部文学科各コースの卒業所要単位数は、下表のとおりです。 
 

コース名 
全学共通科目

（Ａ類） 
専門教育科目

（Ｂ類） 
計 

英語・英文学 ３０単位 ９４単位 １２４単位 
日本語・日本文学 ３０単位 ９４単位 １２４単位 
歴史文化 ３０単位 ９４単位 １２４単位 
書道文化 ３０単位 ９４単位 １２４単位 
図書館情報 ３０単位 ９４単位 １２４単位 
教養デザイン ３０単位 ９４単位 １２４単位 

 
② 文学部文学科の全学共通科目（A類）の最低卒業所要単位数の内訳は、下表のとおりとします。 
 

全 学 共 通 科 目（Ａ類） 

聖徳教育 

科目 

教養科目、専門基礎科目及び

外国語科目 

健康教育 

科目 

情報活用 

科目 
計 

７ ２０ ２ １ ３０ 

 
③ 文学部の学生は、全学共通科目（Ａ類）については、別表Ⅳ－１～８のとおり履修してください（同

一科目を重複して履修することはできません）。 
④ 聖徳教育科目（別表Ⅳ－１）はすべて卒業必修です。授業内容の詳細については、学生便覧及びシラ

バスを参照してください。 
⑤ 教養科目（別表Ⅳ－２）は外国語科目と併せて14単位以上を修得すること（外国語は8単位以上）。 

１年次秋学期から開講しますので、各学期2科目程度を、Ａ類～Ｄ類まで一つの群に集中することな

くバランスよく履修してください。 
Ｄ類の「日本国憲法」は、教育職員免許状を取得しようとする者は必修です。 

⑥ 専門基礎科目（別表Ⅳ－３）はすべて卒業必修です。 
⑦ 外国語科目（別表Ⅳ－５）は、英語Ⅰ、Ⅱ、Ⅲ、Ⅳ（4単位）及び選択外国語として、英語、フラン

ス語、ドイツ語、中国語のうち１か国語（4単位）、計8単位が必修です。 
⑧ 健康教育科目（別表Ⅳ－６）及び情報活用科目（別表Ⅳ－７）は、備考に記載のとおり履修してくだ

さい。 
⑨ 単位を修得（成績表に S・A・B・C・N と表記される）した場合には、各別表の履修チェック欄に

印をつけ、履修漏れの防止に努めてください。 
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全学共通科目（A類）

別表Ⅳ－１

春 秋 春 秋 春 秋 春 秋

□ 小笠原流礼法基礎講座 2 ○ ● ● ● 春学期または秋学期に開講

□ 聖徳教育Ⅰ 演 1 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ △ 聖徳教育の詳細については、学生便覧を参照

□ 聖徳教育Ⅱ 演 1 ○ ○ ○ ○ すること。

□ 聖徳教育Ⅲ(SEITOKU Academic Literacy Ⅰ) 演 1 ○ ○

□ 聖徳教育Ⅲ(SEITOKU Academic Literacy Ⅱ) 演 1 ○ ○

□ 聖徳教育Ⅲ(SEITOKU Academic Literacy Ⅲ) 演 1 ○ ● ●

7

教養科目 別表Ⅳ－２

春 秋 春 秋 春 秋 春 秋

□ 2 ○ ○ ○ △ 教養科目と別表Ⅳ-3の専門基礎科目、別表Ⅳ-5

□ 2 ○ ○ ○ の外国語科目を併せて20単位以上修得すること

□ 2 ○ ○ ○ (外国語は８単位以上)

□ 2 ○ ○ ○

□ 演 2 ○ ○ △ 教養科目は表中のA類～Ｄ類から選択し、

□ 2 ○ ○ ○ ６単位以上を修得すること。

□ 2 ○ ○ ○

□ 2 ○ ○ ○

□ 2 ○ ○ ○ △ 同じ科目（領域）を重複履修することは

□ 2 ○ ○ ○ できません。

□ 2 ○ ○ ○

□ 2 ○ ○ ○

□ 2 ○ ○ ○ △

D
類 □ 2 ● ●

【授業の方法】演：演習、無印：講義をさす。

【履修年次】履修年次の○印は開講時期をさす。又●印の付された授業科目は時間割編成上、春学期又は秋学期いずれかに配当

　　　         されるので時間割を確認すること。

専門基礎科目 別表Ⅳ－３

春 秋 春 秋 春 秋 春 秋

□ 2 ○ ○

□ 1 ○ ○

□ 1 ○ ○

□ 異文化コミュニケーション 2 ○ ○

6

日本国憲法は、教育職員免許状を取得する者
は必ず修得すること。

日本国憲法

B
類

自然・社会・科学技術を考える（自然領域）

自然・社会・科学技術を考える（科学技術領域）

自然・社会・科学技術を考える（社会領域）

自然・社会・科学技術を考える（環境領域）

C
類

心とからだの美的本質を追求する（心の領域）

心とからだの美的本質を追求する（からだの領域）

心とからだの美的本質を追求する（栄養領域）

心とからだの美的本質を追求する（スポーツ領域）

1 2 3 4

授
業
の
方
法

単
　
位

卒
業
必
修

A
類

自分を見つめ・拡げ・伝える（芸術領域）

自分を見つめ・拡げ・伝える（文学領域）

自分を見つめ・拡げ・伝える（歴史領域）

自分を見つめ・拡げ・伝える（文化領域Ⅰ）

チ

ェ
ッ
ク
欄

授　業　科　目

1 2 3 4

自分を見つめ・拡げ・伝える（文化領域Ⅱ・インターンシップ）

【授業の方法】演：演習、無印：講義をさす。

【履修年次】履修年次欄の○印は開講時期をさす。

履　修　年　次

聖徳教育科目

チ

ェ
ッ
ク
欄

授　業　科　目

授
業
の
方
法

単
　
位

備考

卒
業
必
修

計

履　修　年　次

備考

4

【授業の方法】演：演習、無印：講義をさす。

チ

ェ
ッ
ク
欄

授
業
の
方
法

単
　
位

卒
業
必
修

履　修　年　次

備考1 2

【履修年次】履修年次欄の○印は開講時期をさす。

授　業　科　目

ベーシックコミュニケーションⅠ

コンピュータ・コミュニケーションⅠ

コンピュータ・コミュニケーションⅡ

計

3
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Business Field Linkageプログラム 別表Ⅳ－４

春 秋 春 秋 春 秋 春 秋
□ ビジネス・フィールド・リンケージ原論 1 ● ● ● ●

□ キャリア教育関連科目※

□ 現代社会におけるビジネスリテラシー 2 ● ● ● ●

□ 法律・健康知識で身を守るセルフマネジメント 2 ● ●

□ 就活にも役立つメディアリテラシー 2 ● ●

□ 戦略的ビジネスマネジメント 2 ● ● ●

□ 国際社会問題を考える 2 ● ● ●

□ グローバルコミュニケーション 2 ● ● ●

□ Practical　English CommunicationⅠ 2 ○

□ Practical　English CommunicationⅡ 2 ○

□ Practical　English CommunicationⅢ 2 ○

□ 新時代のリーダーシップデザイン 2 ● ●

□ 戦略的ビジネスプランニング 2 ● ● ●

□ 顧客価値を創出するマーケティング 2 ● ● ●

□ 文系人材のためのDX・AIリテラシー 2 ● ●

□ ビジネス・データサイエンスⅠ 2 ● ● ●

□ ビジネス・データサイエンスⅡ 2 ● ● ●

□ ビジネス・データサイエンスⅢ 2 ● ● ●

□ 地域社会の価値を創造する実践論 2 ● ●

□ 行政の役割を体験するインターンシップ 2 ● ●

□ 行政の理解と試験対策 2 ○

※キャリア教育関連科目は各学部学科教育課程の設定による。

※○は配当年次を示す。●はいずれかの学期で履修することを示す。なお、配当年次・学期の上位学年についてはいずれの科目も任意に履修できます。

＜副専攻履修について＞

Business Field Linkageプログラムの科目から２０単位以上修得すると学んだことを認証する「修了証」を授与します。必要な要件は下記の通りです。

①自分の目標とするキャリアに合わせた副専攻を上記５つの副専攻から選択し、その副専攻に該当する必修科目と共通必修科目

「ビジネス・フィールド・リンケージ原論」、他の副専攻の科目と併せて２０単位を修得すること。

②修得単位（共通区分を除く）の取り扱いについては、次のとおり教養科目の単位に6単位まで充当することができます。

（但し「ビジネス・データサイエンスⅠ、Ⅱ、Ⅲ」及び「Practical　English CommunicationⅠ、Ⅱ、Ⅲ」は除く）

③副専攻を申請しなくても必要な科目を履修することができます。

④履修する科目はキャップ制の対象外とします。

⑤履修状況については、各学期の成績通知票において履修済みの科目の成績を確認することができます。

別表Ⅳ-５

春 秋 春 秋 春 秋 春 秋

□ 演 1 ○ ○ △

□ 演 1 ○ ○ 外国語科目を併せて２０単位以上修得すること。

□ 演 1 ○ ○

□ 演 1 ○ ○ △

□ 演 1 ○

□ 演 1 ○

□ 演 1 ○

□ 演 1 ○

□ 演 1 ○ △ 「フランス語」、「ドイツ語」及び「中国語」は

□ 演 1 ○ 各学期に週2回開講されるのでⅠとⅡ、

□ 演 1 ○

□ 演 1 ○

□ 演 1 ○

□ 演 1 ○

□ 演 1 ○

□ 演 1 ○

□ 演 1 ○

□ 演 1 ○

□ 演 1 ○

□ 演 1 ○

□ 演 1 ○

□ 演 1 ○

□ 演 1 ○

□ 演 1 ○

□ 演 1 ○

□ 演 1 ○

□ 演 1 ○

□ 演 1 ○

□ 演 1 ○

□ 演 1 ○

□ 演 1 ○

□ 演 1 ○

32

いずれかの学期で履修

いずれかの学期で履修

いずれかの学期で履修

いずれかの学期で履修

いずれかの学期で履修

いずれかの学期で履修

中国語Ⅶ

中国語Ⅵ

ドイツ語Ⅲ

ドイツ語Ⅳ

ドイツ語Ⅴ

いずれかの学期で履修

いずれかの学期で履修

いずれかの学期で履修

いずれかの学期で履修

いずれかの学期で履修

中国語Ⅴ

ドイツ語Ⅱ

いずれかの学期で履修

いずれかの学期で履修

いずれかの学期で履修

いずれかの学期で履修

フランス語Ⅷ

ドイツ語Ⅰ

中国語Ⅷ

【授業の方法】演：演習、無印：講義をさす。

【履 修 年 次】履修年次欄の○印は開講時期をさす。

別表Ⅳ-2の教養科目と別表Ⅳ-3の専門基礎科目、

中国語Ⅰ

中国語Ⅱ

中国語Ⅲ

中国語Ⅳ

フランス語Ⅰ

フランス語Ⅱ

フランス語Ⅲ

ドイツ語Ⅵ

ドイツ語Ⅶ

ドイツ語Ⅷ

フランス語Ⅳ

フランス語Ⅴ

フランス語Ⅵ

フランス語Ⅶ

いずれかの学期で履修

授　業　科　目

地域活性化・
価値創造副専攻

グローバル
人材育成副専攻

ビジネス再生・
創生副専攻

共通

価値増幅型
マネジメント副専

攻

外国語科目配当表

チ

ェ
ッ
ク
欄

授
業
の
方
法

履　修　年　次

1 2 3 4 備考

チ

ェ
ッ
ク

欄

区分

授

業

の

方

法

単
　
位

卒
業
必
修

授業科目

ⅢとⅣを同一学期に履修すること。

ビジネス・データ
サイエンス副専攻

履　修　年　次

備考1 2 3 4

英語Ⅰ

単
　
位

卒
業
必
修

外国語科目は、卒業必修科目として英語Ⅰ、英語
Ⅱ、英語Ⅲ、英語Ⅳ（４単位）及び選択外国語として
（英語、フランス語、ドイツ語、中国語)のうち1か国語
（４単位）、計8単位以上が必修です。

英語Ⅱ

英語Ⅲ

英語Ⅳ

英語Ⅴ

英語Ⅵ

英語Ⅶ

英語Ⅷ
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健康教育科目 別表Ⅳ-６

春 秋 春 秋 春 秋 春 秋

□ スポーツと健康Ⅰ ※ 1 ○ ○ △ スポーツと健康Ⅰ・Ⅱを修得すること。

□ スポーツと健康Ⅱ ※ 1 ○ ○

2

【授業の方法】無印：講義。※印は講義及び実技科目をさす。

情報活用科目 別表Ⅳ－７

春 秋 春 秋 春 秋 春 秋

□ 情報活用演習(基礎) 演 1 ○ ○ △

□ 情報活用演習(教職) 演 1 ○

□ 情報活用演習(応用) 演 1 ○

□ 情報活用演習(統計) 演 1 ○

□ 情報活用演習(表現) 演 1 ○

5

【授業の方法】演：演習、無印：講義をさす。

【履修年次】履修年次欄の○印は開講時期をさす。

帰国子女科目 別表Ⅳ－８

春 秋 春 秋 春 秋 春 秋

□ 日本語Ⅰ 演 1 ○ △ 帰国子女科目は、教養科目又は外国語の単位に

□ 日本語Ⅱ 演 1 ○ 替えることができる。

□ 日本語Ⅲ 演 1 ○

□ 日本語Ⅳ 演 1 ○

□ 日本語Ⅴ 演 1 ○

□ 日本語Ⅵ 演 1 ○

□ 日本の社会と歴史Ⅰ 2 ○

□ 日本の社会と歴史Ⅱ 2 ○

10

【授業の方法】演：演習、無印：講義をさす。

【履修年次】履修年次欄の○印は開講時期をさす。

チ

ェ
ッ
ク
欄

授　業　科　目

授
業
の
方
法

単
　
位

卒
業
必
修

履　修　年　次

備考

備考1 2 3 4

【履 修 年 次】履修年次欄の○印は開講時期をさす。

チ

ェ
ッ
ク
欄

授　業　科　目

授
業
の
方
法

単
　
位

卒
業
必
修

履　修　年　次

1 2 3 4

情報活用演習（基礎）が必修です。教育職員免
許状を取得しようとする者は、情報活用演習（基
礎）・（教職）の両科目とも修得すること。

3 4 備考1 2

チ

ェ
ッ
ク
欄

授　業　科　目

授
業
の
方
法

単
　
位

卒
業
必
修

履　修　年　次

154－ －



文学科 英語・英文学コース 専門教育科目 履修要項 

 
①卒業所要単位数は、全学共通科目（A 類）30 単位以上、専門教育科目（B 類）94 単位以上、計 124
単位以上です。 

②英語・英文学コースの専門教育科目（B 類）の最低卒業所要単位数の内訳は下表のとおりとします。 

 

 

 

③英語・英文学コースの専門教育科目（B 類）については、別表Ⅳ－９の通り卒業必修欄に○印の付い

ている科目 49 単位と選択必修科目 20 単位、そして別表Ⅳ－９の選択科目及び別表Ⅳ－12、Ⅳ－15、

Ⅳ－20、Ⅳ－23、Ⅳ－24 に記載されている科目から 25 単位以上を履修してください（同一科目を重

複して履修することはできません）。 
④中学校教諭一種免許状（英語）、高等学校教諭一種免許状（英語）を取得しようとする者は、①に加

えて、中一免（英語）、高一免（英語）欄に○印の付いている科目を全部と、△印の付いている科目よ

り 8 単位以上を選択履修してください。併せて別表Ⅳ－10、11 に記載の通り履修してください。 
⑤図書館司書、学校図書館司書教諭、社会教育主事、学芸員、レクリエーション関連、日本語教員養成

講座の資格を取得しようとする者は、①に加えて、別表Ⅷ－１～５（P.281～P.285）により履修して

ください（一部、卒業要件に算入できない科目があります）。 
⑥単位を修得（成績表に S・A・B・C・N と表記）した場合には、各別表の履修チェック欄に印をつけ、

履修漏れの防止に努めてください。 
 
◎介護等の体験 

小学校・中学校教諭の免許状を取得しようとする場合は、教育職員免許法の特例等に関する法律に基づき、特別支援学校ま

たは社会福祉施設等において、7 日間の介護等の体験を行うことが必要です。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

専門教育科目（Ｂ類） 

必修科目 選択必修科目 選択科目 計 

49 20 25 94 
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文学科　英語・英文学コース　専門教育科目（Ｂ類） 別表Ⅳ―９
中 高
一 一
免 免

春 秋 春 秋 春 秋 春 秋

□ 人文科学入門Ⅰ（RE科目） 2 ○ ○ エアラインプラチナP

□ 人文科学入門Ⅱ（RE科目） 2 ○ ○

□ ホスピタリティコミュニケーションⅠ 2 ○ ○ エアラインプラチナP

□ 女性キャリア論Ⅰ 2 ○ ○ エアラインプラチナP

□ 女性キャリア論Ⅱ 2 ○ ○ エアラインプラチナP

□ キャリア戦略Ⅰ 2 ○ ○ エアラインプラチナP

□ キャリア戦略Ⅱ 2 ○ ○

□ 専門ゼミ入門 演 1 ○ ○

□ 専門ゼミⅠ（3年次ゼミⅠ） 演 1 ○ ○

□ 専門ゼミⅡ（3年次ゼミⅡ） 演 1 ○ 　 ○

□ 専門ゼミⅢ（4年次ゼミⅠ） 演 1 ○ ○

□ 専門ゼミⅣ（4年次ゼミⅡ） 演 1 ○ ○

□ 卒業研究 4 ○ ○
（小計） 23 23 学科必修科目（計23単位）

□ 英語のリーディングⅠ 2 ○ ○ SEEP
□ 英語のリーディングⅡ 2 ○ ○ SEEP
□ 英語のライティングⅠ 2 ○ ○
□ 英語のライティングⅡ 2 ○ ○
□ 基礎英文法Ⅰ 2 ○ △ △ ○ SEEP
□ 基礎英文法Ⅱ 2 ○ △ △ ○ SEEP
□ 英語のスピーキング･リスニングⅠ 2 ○ ○ ○ ○ SEEP
□ 英語のスピーキング･リスニングⅡ 2 ○ △ △ ○ SEEP
□ 英語の語彙と用法Ⅰ 演 1 ○ ○ ○ ○ SEEP
□ 英語の語彙と用法Ⅱ 演 1 ○ ○ ○ ○ SEEP
□ 英語の語彙と用法Ⅲ 演 1 ○ ○ ○ ○ SEEP
□ 英語の語彙と用法Ⅳ 演 1 ○ ○ ○ ○ SEEP
□ 英語音声学Ⅰ 演 1 ○ ○ ○ ○
□ 英語音声学Ⅱ 演 1 ○ ○ ○ ○
□ 海外英語特講 4 ○ ※ ※ ※ 海外研修

（小計） 26 26 コース必修科目（計26単位）
□ 英語のリーディングⅢ 2 ○ SEEP
□ 英語のリーディングⅣ 2 ○ SEEP
□ 英語のリーディングⅤ 2 ○
□ 英語のリーディングⅥ 2 ○
□ 英語のライティングⅢ 2 ○
□ 英語のライティングⅣ 2 ○
□ 英語のスピーキング･リスニングⅢ 2 ○
□ 英語のスピーキング･リスニングⅣ 2 ○
□ 英語のスピーキング･リスニングⅤ 2 ○
□ 英語のスピーキング･リスニングⅥ 2 ○
□ 英語のコミュニケーションⅠ 2 ○ SEEP
□ 英語のコミュニケーションⅡ 2 ○ SEEP
□ 英語学入門Ⅰ 2 ○ ○ ○
□ 英語学入門Ⅱ 2 ○ ○ ○
□ 現代イギリス事情Ⅰ 演 1 ○ ○ ○
□ 現代アメリカ事情Ⅰ 演 1 ○ ○ ○
□ イギリス文学史Ⅰ 2 ○ ○ ○ ●
□ イギリス文学史Ⅱ 2 ○ ○ ○ ●
□ アメリカ文学史Ⅰ 2 ○ ○ ○ ●
□ アメリカ文学史Ⅱ 2 ○ ○ ○ ●
□ グローバルコミュニケーションI 2 ○ SEEP
□ グローバルコミュニケーションⅡ 2 ○ SEEP
□ ホスピタリティ英語Ⅰ 2 ○ SEEP
□ ホスピタリティ英語Ⅱ 2 ○ SEEP
□ メディア論入門 2 ○

（小計） 46 20 コース選択必修科目（計20単位）
□ 英語のスピーキング･リスニングⅦ 2 ○
□ 英語のスピーキング･リスニングⅧ 2 ○
□ 英文法Ⅰ 2 ○ ●
□ 英文法Ⅱ 2 ○ ●
□ 英語学Ⅰ 2 ○
□ 英語学Ⅱ 2 ○
□ イギリスの歴史 2 ○
□ アメリカの歴史 2 ○
□ 現代イギリス事情Ⅱ 演 1 △ △ ○
□ 現代アメリカ事情Ⅱ 演 1 △ △ ○
□ 英米の詩Ⅰ 演 1 △ △ ○ ●
□ 英米の詩Ⅱ 演 1 △ △ ○ ●
□ 英米の戯曲Ⅰ 演 1 ○
□ 英米の戯曲Ⅱ 演 1 ○
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文学科　英語・英文学コース　専門教育科目（Ｂ類） 別表Ⅳ―９
中 高
一 一
免 免

春 秋 春 秋 春 秋 春 秋

備考授　　業　　科　　目

卒

業

必

修

区
　
　
分

チ
ェ
ッ
ク
欄

授
業
の
方
法

単

位

履　修　年　次

(

英
語

)

(

英
語

)

1 2 3 4

□ 英米の小説Ⅰ 演 1 △ △ ○ ●
□ 英米の小説Ⅱ 演 1 △ △ ○ ●
□ 英米の批評･随筆Ⅰ 演 1 △ △ ○ ●
□ 英米の批評･随筆Ⅱ 演 1 △ △ ○ ●
□ グローバルコミュニケーションⅢ 2 ○ SEEP
□ グローバルコミュニケーションⅣ 2 ○ SEEP
□ ホスピタリティ英語Ⅲ 2 ○
□ ホスピタリティ英語Ⅳ 2 ○
□ メディアの英語 2 ○ SEEP
□ 国際文化論 2 ○
□ 日本文化入門 2 ○
□ 日本古典文学史Ⅰ 2 ○
□ 日本古典文学史Ⅱ 2 ○
□ 日本近現代文学史Ⅰ 2 ○
□ 日本近現代文学史Ⅱ 2 ○
□ 日本古典文学講読Ⅰ 2 ○
□ 日本古典文学講読Ⅱ 2 ○
□ 日本近現代文学講読Ⅰ 2 ○
□ 日本近現代文学講読Ⅱ 2 ○
□ 比較文学Ⅰ 2 ○
□ 比較文学Ⅱ 2 ○
□ 書学入門 2 ○
□ 図書館概論 2 ○
□ 図書館情報資源概論 2 ○
□ ホスピタリティ概論 2 ○ エアラインプラチナP
□ ホスピタリティコミュニケーションⅡ 2 ○ エアラインプラチナP
□ ホスピタリティマネジメントⅠ 2 ○ エアラインプラチナP
□ ホスピタリティマネジメントⅡ 2 ○ エアラインプラチナP
□ ホスピタリティ産業論Ⅰ 2 ○ エアラインプラチナP
□ ホスピタリティ産業論Ⅱ 2 ○
□ プレゼンテーションⅠ 2 ○ エアラインプラチナP
□ プレゼンテーションⅡ 2 ○
□ キャリア戦略Ⅲ 2 ○ エアラインプラチナP
□ キャリア戦略Ⅳ 2 ○ エアラインプラチナP
□ ベーシックコミュニケーションⅡ 2 ○
□ ビジネスコミュニケーションⅠ 2 ○
□ ビジネスコミュニケーションⅡ 2 ○
□ ビジネスコミュニケーションⅢ 2 ○
□ 日本語教育の概要Ⅰ 2 ○
□ 日本語教育の概要Ⅱ 2 ○
□ 日本語教授法Ⅰ 2 ○
□ 日本語教授法Ⅱ 2 ○

□ 日本語教育教材研究Ⅰ 演 1 ○
□ 日本語教育教材研究Ⅱ 演 1 ○
□ 日本語教育演習Ⅰ 演 1 ○
□ 日本語教育演習Ⅱ 演 1 ○
□ 日本事情Ⅰ 2 ○
□ 日本事情Ⅱ 2 ○
□ 言語学概論Ⅰ 2 ○
□ 言語学概論Ⅱ 2 ○
□ 学内フィールドワークⅠ 2 ○ ○ ○ ○ ○ ○
□ 学内フィールドワークⅡ 2 ○ ○ ○ ○ ○ ○
□ 学内フィールドワークⅢ 2 ○ ○ ○ ○ ○ ○
□ 短期インターンシップ 2 ○ ○
□ 長期インターンシップ 20 ○ ○ ○ ○ （4週～20週／4単位～20単位）
□ 短期留学 12 ○ ○ ○ ○ ○ ○ （1～12週まで/1単位～12単位）
□ 長期留学 20 ○ ○ ○ ○ ○ ○ （13週～／13単位～20単位）
□ 特別講義Ⅰ　キャリア・デザインⅠ 2 ○
□ 特別講義Ⅱ　キャリア・デザインⅡ 2 ○
□ 特別講義Ⅲ　リーダーシップ 2 ○ ○ ○ ○
□ 特別講義Ⅳ　教職実践論Ⅰ 2 ○
□ 特別講義Ⅴ　教職実践論Ⅱ 2 ○
□ 特別講義Ⅵ～ⅩⅩ 各2単位

（小計） 184 25 コース選択科目（計25単位）

合　　計 279 94
【授業の方法】　演：演習、無印：講義をさす。

　※１　中一免（英語）、高一免（英語）取得希望者は中一免（英語）欄、高一免（英語）欄の△のうち８単位を修得すること。
【履修年次】履修年次の○印は開講時期をさす。　●印は教職課程履修者の推奨履修年次を示す。
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教職課程履修について　〔中学校教諭一種免許状、高等学校教諭一種免許状　英語〕

１．全学共通科目の履修について

別表Ⅳ－10

春 秋 春 秋 春 秋 春 秋

□ 日本国憲法 2 ● ●
□ 英語Ⅰ 演 1 ○
□ 英語Ⅱ 演 1 ○
□ スポーツと健康Ⅰ 講、実 1 ○
□ スポーツと健康Ⅱ 講、実 1 ○
□ 情報活用演習（基礎） 演 1 ○
□ 情報活用演習（教職） 演 1 ○

２．「専門教育科目」の履修について

○教科に関する科目

○教職に関する科目
　上記の教科に関する科目に加えて、次表のとおり履修してください。
　当該教職に関する科目の単位は、専門教育科目(Ｂ類)の選択科目の単位に計上することができます。

別表Ⅳ－11

春 秋 春 秋 春 秋 春 秋
□ 教職入門 2 ○ ○ ● ●
□ 教育基礎論 2 ○ ○ ● ●
□ 教育心理学 2 △ △ ● ●
□ 発達心理学 2 △ △ ● ●
□ 特別支援教育総論 2 ○ ○ ● ●
□ 教育社会学Ⅰ 2 ○ ○ ● ●
□ 教育課程論 2 ○ ○ ● ●
□ 英語科教育法Ⅰ 演 2 ○ ○ ● ●
□ 英語科教育法Ⅱ 演 2 ○ ○ ● ●
□ 英語科教育法Ⅲ 演 2 ○ ● ●
□ 英語科教育法Ⅳ 演 2 ○ ● ●
□ 道徳教育の指導法 2 ○ ● ●
□ 総合的な学習の時間の指導法 2 ○ ○ ● ●
□ 特別活動の指導法 2 ○ ○ ● ●
□ 教育方法・情報通信技術活用論 2 ○ ○ ● ●
□ 生徒指導（進路指導を含む） 2 ○ ○ ● ●
□ 教育相談 2 ○ ○ ● ●
□ 教職実践演習（中・高） 演 2 ○ ○ ● ●
□ 中学校教育実習 実 5 ○ ● ●
□ 高等学校教育実習 実 3 ○ ● ●
□ 介護体験実習 実 1 ○ ● ●

計 45 40 31
[注]

３．授業の方法欄の「演」は演習科目、「実」は実習科目、空欄は講義科目。
４．履修年次欄に●印を付された通り履修すること。春学期または秋学期に開講する。

３．教育実習について

４．介護体験について

　教育職員免許状を取得しようとする学生は、大学において、免許状に必要な授業科目の単位を修得するほか、教
育実習を行う必要があります。教育実習については別途指示があります。

　小学校・中学校教諭の免許状を取得しようとする場合は、教育職員免許法の特例等に基づき、社会福祉施設等及
び特殊教育諸学校において、７日間の介護等体験を行うことが必要です。

3 4

１．中学校教諭一種免許状を取得する者は、中免欄に○印を付された科目全部と△印を付された科目のうち１科目以上を履修すること。
２．高学校教諭一種免許状を取得する者は、高免欄に○印を付された科目全部と△印を付された科目のうち１科目以上を履修すること。

チ

ェ
ッ
ク

欄

授　業　科　目

○
○

　なお、教育職員免許状を取得するための課程を選択履修する学生は、課程登録をする必要があります。原則として
2年次春学期に手続きします。詳しい日程は別途指示があります。

　教養科目、外国語科目、健康教育科目及び情報活用科目は、卒業要件と、教育職員免許状取得のための要件を
満たしますが、下記の科目を必ず含んで履修してください。

履修年次

1 2 3授　業　科　目
授業
の

方法

チ

ェ
ッ
ク
欄

2

△はいずれか１科目必修

　教育職員免許状を取得するためには、各学科の卒業要件を満たすほか、「教育職員免許法」及び「教育職員免許
法施行規則」に定める所定の単位及び本学で定める単位を修得する必要があります。
　教育職員免許状の取得に必要な授業科目及び単位数、並びにその履修方法については下記のとおりです。理解
を深めて授業に臨んでください。

　「教科に関する科目」、「教職に関する科目」といった「専門教育科目」については、学則に規定する卒業要件として
の必修・選択等の区別にかかわらず、下記のとおりに履修してください。

　英語・英文学コースの専門教育科目（B類）に記載の中一免（英語）、高一免（英語）　欄にある○印のある科目を履
修してください。

○
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備考
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が
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位
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語
の

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
Ⅱ

女
性

キ
ャ

リ
ア

論
Ⅰ

女
性

キ
ャ

リ
ア

論
Ⅱ

キ
ャ

リ
ア

戦
略

Ⅰ
キ

ャ
リ

ア
戦

略
Ⅱ

キ
ャ

リ
ア

戦
略

Ⅲ
キ

ャ
リ

ア
戦

略
Ⅳ

メ
デ

ィ
ア

論
入

門

ホ
ス

ピ
タ

リ
テ

ィ
概

論

プ
レ

ゼ
ン

テ
ー

シ
ョ

ン
Ⅰ

ホ
ス

ピ
タ

リ
テ

ィ
産

業
論

Ⅱ
プ

レ
ゼ

ン
テ

ー
シ

ョ
ン

Ⅱ
ホ

ス
ピ

タ
リ

テ
ィ

英
語

Ⅰ
ホ

ス
ピ

タ
リ

テ
ィ

英
語

Ⅱ
ホ

ス
ピ

タ
リ

テ
ィ

英
語

Ⅲ
ホ

ス
ピ

タ
リ

テ
ィ

英
語

Ⅳ

学
内

フ
ィ

ー
ル

ド
ワ

ー
ク

Ⅰ
学

内
フ

ィ
ー

ル
ド

ワ
ー

ク
Ⅱ

短
期

イ
ン

タ
ー

ン
シ

ッ
プ

コ
ン

ピ
ュ

ー
タ

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
Ⅰ

コ
ン

ピ
ュ

ー
タ

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
Ⅱ

英
語

Ⅰ
英

語
Ⅱ

英
語

Ⅲ
英

語
Ⅳ

外
国

語
外

国
語

情
報

活
用

演
習

（
基

礎
）

教
養

科
目

教
養

科
目

聖
徳

教
育

Ⅰ
聖

徳
教

育
Ⅰ

聖
徳

教
育

Ⅰ
聖

徳
教

育
Ⅰ

聖
徳

教
育

Ⅰ
聖

徳
教

育
Ⅰ

聖
徳

教
育

Ⅰ
聖

徳
教

育
Ⅰ

聖
徳

教
育

Ⅱ
聖

徳
教

育
Ⅱ

聖
徳

教
育

Ⅱ
聖

徳
教

育
Ⅱ

聖
徳

教
育

Ⅱ
聖

徳
教

育
Ⅱ

S
E

IT
O

K
U

 A
c
a
d

e
m

ic
 L

it
e
ra

c
y 

Ⅰ
S

E
IT

O
K

U
 A

c
a
d

e
m

ic
 L

it
e
ra

c
y 

Ⅱ
S

E
IT

O
K

U
 A

c
a
d

e
m

ic
 L

it
e
ra

c
y 

Ⅲ

ス
ポ

ー
ツ

と
健

康
Ⅰ

ス
ポ

ー
ツ

と
健

康
Ⅱ

小
笠

原
流

礼
法

基
礎

講
座

４
年

次
春

学
期

４
年

次
秋

学
期

学
び

の
扉

を
開

こ
う

専
門

的
知

識
を

身
に

つ
け

よ
う

考
え

る
力

・
創

作
力

を
養

お
う

実
践

力
を

養
お

う

１
年

次
春

学
期

１
年

次
秋

学
期

２
年

次
春

学
期

２
年

次
秋

学
期

３
年

次
春

学
期

３
年

次
秋

学
期

ホ
ス

ピ
タ

リ
テ

ィ
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
Ⅱ

各
学

問
領

域
の

専
門

能
力

を
身

に
つ

け
る

教
員

各 学 問 領 域 の 専 門 能 力 を 身 に つ け 、 主 体 的 に 課 題 を 解 決 で き る

英
語

の
専

門
知

識
と

4
技

能
を

身
に

つ
け

る

専
門

知
識

4
技

能

社
会

人
と

し
て

必
要

な
能

力
を

身
に

つ
け

る

基
礎

ベ
ー

シ
ッ

ク
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

Ⅰ
異

文
化

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン

ホ
ス

ピ
タ

リ
テ

ィ
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

Ⅰ
ホ

ス
ピ

タ
リ

テ
ィ

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
Ⅱ

企
業

就
職

ベ
ー

シ
ッ

ク
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

Ⅱ
ホ

ス
ピ

タ
リ

テ
ィ

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

Ⅰ

学
び

の
基

礎
を

身
に

つ
け

る

人
文

科
学

入
門

Ⅰ
（

Ｒ
Ｅ

科
目

）
人

文
科

学
入

門
Ⅱ

（
Ｒ

Ｅ
科

目
）

人
間

性
を

高
め

る

教
育

目
標

１
年

次
２

年
次

３
年

次

学
習

の
基

礎
を

身
に

つ
け

る
学

習
へ

の
姿

勢
を

確
立

す
る

専
門

分
野

の
基

礎
を

理
解

す
る

〈
調

べ
る

・
考

え
る

・
議

論
す

る
〉

た
め

の
技

能
を

修
得

す
る

課
題

解
決

の
た

め
の

実
践

力
を

修
得

す
る

４
年

次
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令
和

５
年

度
　

聖
徳

大
学

　
文

学
部

　
文

学
科

　
英

語
・

英
文

学
コ

ー
ス

　
学

び
で

得
ら

れ
る

成
果

（
L
e
a
rn

in
g
 O

u
tc

o
m

e
s
)

教
員

と
し

て
必

要
な

基
礎

的
知

識
が

身
に

つ
い

て
い

る
中

学
・

高
校

の
教

員
と

し
て

必
要

な
基

礎
的

知
識

・
技

能
が

身
に

つ
い

て
い

る

中
学

・
高

校
の

英
語

科
教

員
と

し
て

必
要

な
知

識
・

技
術

を
身

に
つ

け
、

そ
れ

を
実

習
の

場
で

活
用

す
る

こ
と

が
で

き
る

各
学

問
領

域
の

専
門

能
力

を
身

に
つ

け
る

教
員

学
位

授
与

の
方

針
に

掲
げ

る
学

習
成

果

１
年

次
2

年
次

3
年

次
4

年
次

実
習

に
お

け
る

課
題

を
振

り
返

り
、

自
己

の
課

題
を

発
見

す
る

こ
と

が
で

き
る

文
学

・
文

化
・

芸
術

に
関

す
る

学
問

領
域

の
基

礎
的

な
知

識
及

び
各

領
域

の
専

門
能

力
を

身
に

つ
け

、
主

体
的

に
課

題
を

解
決

で
き

る

各 学 問 領 域 の 専 門 能 力 を 身 に つ け 、 主 体 的 に 課 題 を 解 決 で き る
伝

統
の

本
物

教
育

に
よ

り
女

性
と

し
て

の
心

豊
か

な
教

養
を

養
い

、
日

本
社

会
の

気
品

の
模

範
と

し
て

の
礼

法
を

身
に

つ
け

、
実

践
で

き
る

自
己

の
キ

ャ
リ

ア
ビ

ジ
ョ

ン
を

設
定

し
、

そ
の

た
め

に
必

要
な

知
識

・
技

能
に

つ
い

て
理

解
し

て
い

る
社

会
人

と
し

て
必

要
な

能
力

を
身

に
つ

け
る

グ
ロ

ー
バ

ル
社

会
を

生
き

る
た

め
の

英
語

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
力

を
も

有
し

た
総

合
的

な
人

間
力

を
身

に
つ

け
、

実
践

で
き

る

学
び

の
基

礎
を

身
に

つ
け

る

社
会

人
と

し
て

必
要

な
資

質
を

理
解

し
、

基
礎

的
な

知
識

・
技

能
が

身
に

つ
い

て
い

る

英
語

の
専

門
知

識
と

4
技

能
を

身
に

つ
け

る
英

語
の

基
礎

的
な

知
識

・
技

能
が

見
に

つ
い

て
い

る
英

語
の

専
門

的
な

知
識

・
技

能
を

身
に

つ
け

、
自

己
の

問
題

意
識

を
発

展
さ

せ
る

こ
と

が
で

き
る

。
調

査
・

研
究

の
技

能
を

身
に

つ
け

、
資

料
を

読
解

し
、

自
己

の
課

題
を

深
く

探
求

す
る

こ
と

が
で

き
る

自
己

の
課

題
探

求
の

成
果

を
、

論
文

と
し

て
ま

と
め

、
わ

か
り

や
す

く
伝

え
る

こ
と

が
で

き
る

課
題

に
対

す
る

解
答

を
論

理
的

に
導

き
出

し
、

わ
か

り
や

す
く

伝
え

る
こ

と
が

で
き

る

大
学

生
と

し
て

必
要

な
教

養
を

養
う

た
め

の
学

び
の

基
礎

を
身

に
つ

け
る

教
養

を
深

め
、

高
め

る
た

め
に

必
要

な
知

識
を

身
に

つ
け

、
学

際
的

洞
察

力
を

踏
ま

え
て

応
用

し
、

表
現

で
き

る

人
間

性
を

高
め

る
建

学
の

精
神

で
あ

る
「

和
」

を
理

解
し

、
「

礼
節

」
を

も
っ

て
行

動
で

き
る

「
礼

節
」

の
基

本
を

身
に

つ
け

、
実

践
で

き
る

。
日

本
女

性
の

模
範

と
し

て
の

「
気

品
」

と
は

何
か

を
理

解
で

き
る

身
に

つ
け

た
「

礼
節

」
を

応
用

し
、

実
践

で
き

る
。

教
養

を
さ

ら
に

深
め

、
そ

れ
を

さ
ま

ざ
ま

な
分

野
に

応
用

で
き

る

身
に

つ
け

た
「

気
品

」
と

「
礼

節
」

を
い

か
な

る
場

合
に

も
、

自
由

に
応

用
で

き
る

教
育

目
標

１
年

次
２

年
次

３
年

次
４

年
次

学
習

の
基

礎
を

身
に

つ
け

る
学

習
へ

の
姿

勢
を

確
立

す
る

専
門

分
野

の
基

礎
を

理
解

す
る

〈
調

べ
る

・
考

え
る

・
議

論
す

る
〉

た
め

の
技

能
を

修
得

す
る

課
題

解
決

の
た

め
の

実
践

力
を

修
得

す
る

学
び
の
扉
を
開
こ
う

専
⾨
的
知
識
を

⾝
に
つ
け
よ
う

考
え
る
⼒
・
創
作
⼒

を
⾝
に
つ
け
よ
う

実
践
⼒
を
養
お
う
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春学期 秋学期 春学期 秋学期
SEITOKU Academic Literacy Ⅰ SEITOKU Academic Literacy Ⅱ SEITOKU Academic Literacy Ⅲ 小笠原流礼法基礎講座
ベーシックコミュニケーションⅠ 日本国憲法 教養科目 教養科目
コンピュータ・コミュニケーションⅠ 異文化コミュニケーション 英語Ⅲ 英語Ⅳ

英語Ⅰ 英語Ⅱ コンピュータ・コミュニケーションⅡ

スポーツと健康Ⅰ スポーツと健康Ⅱ
情報活用演習（基礎） 情報活用演習（教職）

科目数 6 6 4 3
人文科学入門Ⅰ 人文科学入門Ⅱ キャリア戦略Ⅰ キャリア戦略Ⅱ

女性キャリア論Ⅰ ホスピタリティコミュニケーションⅠ 英語のライティングⅠ 専門ゼミ入門
英語のリーディングⅠ 女性キャリア論Ⅱ 英語の語彙と用法Ⅲ 英語のライティングⅡ

基礎英文法 I 英語のリーディングⅡ 海外英語特講 英語の語彙と用法Ⅳ
英語のスピーキング・リスニング I 基礎英文法Ⅱ

英語の語彙と用法 I 英語のスピーキング・リスニングⅡ

英語音声学 I 英語の語彙と用法Ⅱ
英語音声学Ⅱ

科目数 7 8 4 4
英語学入門Ⅰ 英語学入門Ⅱ 英語のリーディングⅢ 英語のリーディングⅣ

現代アメリカ事情Ⅰ 英語のスピーキング・リスニングⅢ 英語のスピーキング・リスニングⅣ

現代イギリス事情Ⅰ

科目数 3 １ 2 2
教職特別講座 現代アメリカ事情Ⅱ

教職特別講座

科目数 0 0 1 2
教職入門 教育心理学
教育基礎論 特別支援教育総論

教育方法・情報通信技術活用論 教育課程論
英語科教育法Ⅰ 特別活動の指導法
介護体験実習 教育相談

英語科教育法Ⅱ

科目数 0 0 5 6
科目数計 16 15 16 17

３年
春学期 秋学期 春学期 秋学期
英語Ⅴ 英語Ⅵ 英語Ⅶ 英語Ⅷ

科目数 1 1 1 1
専門ゼミⅠ 専門ゼミⅡ 専門ゼミⅢ 専門ゼミⅣ

卒業研究 卒業研究

科目数 1 1 2 2
イギリス文学史Ⅰ イギリス文学史Ⅱ
アメリカ文学史Ⅰ アメリカ文学史Ⅱ

科目数 2 2 0 0
英文法Ⅰ 英文法Ⅱ 英語のスピーキング・リスニングⅦ 英語のスピーキング・リスニングⅧ

英語学Ⅰ 英語学Ⅱ 教職実践論Ⅱ
英米の詩Ⅰ 英米の詩Ⅱ

教職実践論Ⅰ

科目数 3 4 2 1
英語科教育法Ⅲ 教育社会学Ⅰ 教職実践演習（中・高）
道徳活動の指導法 英語科教育法Ⅳ

生徒指導（進路指導を含む） 総合的な学習の時間の指導法
（中・高）教育実習

科目数 3 4 0 1
科目数計 10 12 6 5

コ
ー
ス

選
択
科
目

教
職
科
目

教
職
科
目

学
科
必
修
科
目
・

コ
ー
ス
必
修
科
目

コ
ー
ス
選
択

必
修
科
目

コ
ー
ス

選
択
科
目

全
学
共
通
科
目

全
学
共
通
科
目

４年

文学科　英語・英文学コース　教員免許取得履修モデル
  中学校教諭一種免許状、高等学校教諭一種免許状　（英語）を取得する場合

１年 ２年

コ
ー
ス
選
択

必
修
科
目

学
科
必
修
科
目
・

コ
ー
ス
必
修
科
目
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春学期 秋学期 春学期 秋学期
SEITOKU Academic Literacy Ⅰ SEITOKU Academic Literacy Ⅱ SEITOKU Academic Literacy Ⅲ 小笠原流礼法基礎講座
ベーシックコミュニケーションⅠ 日本国憲法 教養科目 教養科目
コンピュータ・コミュニケーションⅠ 異文化コミュニケーション 英語Ⅲ 英語Ⅳ

英語Ⅰ 英語Ⅱ コンピュータ・コミュニケーションⅡ 外国語科目ⅠⅡ
スポーツと健康Ⅰ スポーツと健康Ⅱ

情報活用演習（基礎）

科目数 6 5 4 5
人文科学入門Ⅰ 人文科学入門Ⅱ キャリア戦略Ⅰ キャリア戦略Ⅱ
女性キャリア論Ⅰ ホスピタリティコミュニケーションⅠ 英語のライティングⅠ 専門ゼミ入門

英語のリーディングⅠ 女性キャリア論Ⅱ 英語の語彙と用法Ⅲ 英語のライティングⅡ
基礎英文法Ⅰ 英語のリーディングⅡ 海外英語特講 英語の語彙と用法Ⅳ

英語のスピーキング・リスニングⅠ 基礎英文法Ⅱ
英語の語彙と用法Ⅰ 英語のスピーキング・リスニングⅡ

英語音声学Ⅰ 英語の語彙と用法Ⅱ
英語音声学Ⅱ

科目数 7 8 4 4
現代アメリカ事情Ⅰ グローバルコミュニケーションⅠ 英語のリーディングⅢ 英語のリーディングⅣ
現代イギリス事情Ⅰ ホスピタリティ英語Ⅰ 英語のスピーキング・リスニングⅢ 英語のスピーキング・リスニングⅣ

グローバルコミュニケーションⅡ

ホスピタリティ英語Ⅱ

科目数 2 2 4 2
学内フィールドワーク I 学内フィールドワークⅡ 英文法Ⅰ 英文法Ⅱ

メディアの英語 現代イギリス事情Ⅱ
英米の小説Ⅰ 現代アメリカ事情Ⅱ
英米の詩Ⅰ グローバルコミュニケーションⅢ

ホスピタリティ英語Ⅲ

科目数 1 １ 4 5

科目数 0 0 0 0
科目数計 16 16 16 16

３年
春学期 秋学期 春学期 秋学期

（英語Ⅴ） （英語Ⅵ） （英語Ⅶ） （英語Ⅷ）
外国語科目ⅢⅣ

科目数 2 0 0 0
専門ゼミⅠ 専門ゼミⅡ 専門ゼミⅢ 専門ゼミⅣ

英語のコミュニケーションⅠ 英語のコミュニケーションⅡ 卒業研究 卒業研究

科目数 2 2 2 2
英語のリーディングⅤ 英語のリーディングⅥ
英語のライティングⅢ 英語のライティングⅣ

英語のスピーキング・リスニングⅤ 英語のスピーキング・リスニングⅥ

英語学入門Ⅰ 英語学入門Ⅱ
キャリア戦略Ⅲ キャリア戦略Ⅳ

科目数 5 5 0 0
グローバルコミュニケーションⅣ 英語学Ⅱ 英語のスピーキング・リスニングⅦ 英語のスピーキング・リスニングⅧ

ホスピタリティ英語Ⅳ アメリカの歴史
英語学Ⅰ

イギリスの歴史
短期インターンシップ

科目数 5 2 1 1

科目数 0 0 0 0
科目数計 14 9 3 3
習熟度に応じ「グローバルコミュニケーションⅠ・Ⅱ」は、「ホスピタリティ英語Ⅰ・Ⅱ」からの履修を推奨する。
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・
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教
職
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目

文学科　英語・英文学コース　企業就職履修モデル

１年 ２年

４年
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文学科 日本語・日本文学コース 専門教育科目 履修要項 

 
①卒業所要単位数は、全学共通科目（A 類）30 単位以上、専門教育科目（B 類）94 単位以上、計 124
単位以上です。 

②日本語・日本文学コースの専門教育科目（B 類）の最低卒業所要単位数の内訳は下表のとおりとしま

す。 

 

 

 

③日本語・日本文学コースの専門教育科目（B 類）については、別表Ⅳ－12 の通り卒業必修欄に○印の

付いている科目 53 単位と選択必修科目 18 単位、そして別表Ⅳ－12 の選択科目及び別表Ⅳ－９、Ⅳ－

15、Ⅳ－20、Ⅳ－23、Ⅳ－24 から 23 単位以上を履修してください（同一科目を重複して履修するこ

とはできません）。 
④中学校教諭一種免許状（国語）、高等学校教諭一種免許状（国語）を取得しようとする者は、①に加

えて、中一免（国語）、高一免（国語）欄に○印の付いている科目を全部履修してください。併せて別

表Ⅳ－13、14 に記載の通り履修してください。 
⑤図書館司書、学校図書館司書教諭、社会教育主事、学芸員、レクリエーション関連、日本語教員養成

講座の資格を取得しようとする者は、①に加えて、別表Ⅷ－１～５（P.281～P.285）により履修して

ください（一部、卒業要件に算入できない科目があります）。 
⑥単位を修得（成績表に S・A・B・C・N と表記）した場合には、各別表の履修チェック欄に印をつけ、

履修漏れの防止に努めてください。 
 
◎介護等の体験 

小学校・中学校教諭の免許状を取得しようとする場合は、教育職員免許法の特例等に関する法律に基づき、特別支援学校ま

たは社会福祉施設等において、7 日間の介護等の体験を行うことが必要です。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

専門教育科目（Ｂ類） 

必修科目 選択必修科目 選択科目 計 

53 18 23 94 
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文学科　日本語・日本文学コース　専門教育科目（Ｂ類） 別表Ⅳ―12
中 高
一 一
免 免

春 秋 春 秋 春 秋 春 秋

□ 人文科学入門Ⅰ（RE科目） 2 ○ ○
□ 人文科学入門Ⅱ（RE科目） 2 ○ ○
□ ホスピタリティコミュニケーションⅠ 2 ○ ○
□ 女性キャリア論Ⅰ 2 ○ ○
□ 女性キャリア論Ⅱ 2 ○ ○
□ キャリア戦略Ⅰ 2 ○ ○
□ キャリア戦略Ⅱ 2 ○ ○
□ 専門ゼミ入門 演 1 ○ ○
□ 専門ゼミⅠ（3年次ゼミⅠ） 演 1 ○ ○
□ 専門ゼミⅡ（3年次ゼミⅡ） 演 1 ○ 　 ○
□ 専門ゼミⅢ（4年次ゼミⅠ） 演 1 ○ ○
□ 専門ゼミⅣ（4年次ゼミⅡ） 演 1 ○ ○
□ 卒業研究 4 ○ ○

（小計） 23 23 学科必修科目（計23単位）
□ 日本文化入門 2 ○ ○
□ 国際文化論 2 △ ○
□ 海外英語特講 4 △ ○ ※
□ 日本文学概説Ⅰ 2 ○ ○
□ 日本文学概説Ⅱ 2 ○ ○ ○ ○
□ 日本語概説Ⅰ 2 ○ ○ ○ ○
□ 日本語概説Ⅱ 2 ○ ○ ○ ○
□ 日本古典文学史Ⅰ 2 ○ ○ ○ ○
□ 日本古典文学史Ⅱ 2 ○ ○ ○ ○
□ 日本近現代文学史Ⅰ 2 ○ ○ ○ ○
□ 日本近現代文学史Ⅱ 2 ○ ○ ○ ○
□ 日本語の語法Ⅰ 2 ○ ○ ○ ○
□ 日本語の語法Ⅱ 2 ○ ○
□ 日本語の歴史Ⅰ 2 ○ ○ ○ ○
□ 日本語の歴史Ⅱ 2 ○ ○ ○ ○
□ 日本古典文学の基礎Ⅰ 演 1 ○ ○ ○ ○
□ 日本古典文学の基礎Ⅱ 演 1 ○ ○ ○ ○

（小計） 34 30 コース必修科目（計30単位）
□ 日本文学特講Ⅰ 2 ○
□ 日本文学特講Ⅱ 2 ○
□ 古典語の研究Ⅰ 演 1 ○
□ 古典語の研究Ⅱ 演 1 ○
□ 現代語の研究Ⅰ 演 1 ○
□ 現代語の研究Ⅱ 演 1 ○
□ 日本語学特講Ⅰ 2 ○
□ 日本語学特講Ⅱ 2 ○
□ 漢文学の基礎Ⅰ 演 1 ○ ○ ○ ●
□ 漢文学の基礎Ⅱ 演 1 ○ ○ ○ ●
□ 日本語表現法Ⅰ 演 1 ○ ○ ○
□ 日本語表現法Ⅱ 演 1 ○ ○ ○
□ 日本古典文学講読Ⅰ 2 ○
□ 日本古典文学講読Ⅱ 2 ○
□ 日本近現代文学講読Ⅰ 2 ○ ●
□ 日本近現代文学講読Ⅱ 2 ○ ●
□ 書写・書道Ⅰ 演 1 ○ ○
□ 書写・書道Ⅱ 演 1 ○ ○
□ 日本語の音声 2 ○ ○ ○
□ 編集・ジャーナリズム論 2 ○ プレミアムＲＥ
□ 文芸創作Ⅰ 2 ○ プレミアムＲＥ
□ 文芸創作Ⅱ 2 ○ プレミアムＲＥ

（小計） 34 18 コース選択必修科目（計18単位）
□ 日本古典文学特講Ⅰ 2 ○ プレミアムＲＥ
□ 日本古典文学特講Ⅱ 2 ○ プレミアムＲＥ
□ 日本近現代文学特講Ⅰ 2 ○
□ 日本近現代文学特講Ⅱ 2 ○
□ 比較文学Ⅰ 2 ○ ●
□ 比較文学Ⅱ 2 ○ ●
□ 日本語の方言Ⅰ 2 ○
□ 日本語の方言Ⅱ 2 ○ プレミアムＲＥ
□ メディア論入門 2 ○
□ 現代イギリス事情Ⅰ 演 1 ○
□ 現代イギリス事情Ⅱ 演 1 ○
□ 現代アメリカ事情Ⅰ 演 1 ○
□ 現代アメリカ事情Ⅱ 演 1 ○
□ イギリス文学史Ⅰ 2 ○
□ イギリス文学史Ⅱ 2 ○
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文学科　日本語・日本文学コース　専門教育科目（Ｂ類） 別表Ⅳ―12
中 高
一 一
免 免

春 秋 春 秋 春 秋 春 秋

卒

業

必

修

備考

履　修　年　次

（

国
語
）

(

国
語
）

1 2 3 4

区
　
　
分
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ェ
ッ
ク
欄

授
業
の
方
法

単

位

授　　業　　科　　目

□ アメリカ文学史Ⅰ 2 ○
□ アメリカ文学史Ⅱ 2 ○
□ 英米の詩Ⅰ 演 1 ○
□ 英米の詩Ⅱ 演 1 ○
□ 英米の戯曲Ⅰ 演 1 ○
□ 英米の戯曲Ⅱ 演 1 ○
□ 英米の小説Ⅰ 演 1 ○
□ 英米の小説Ⅱ 演 1 ○
□ 英米の批評･随筆Ⅰ 演 1 ○
□ 英米の批評･随筆Ⅱ 演 1 ○
□ イギリスの歴史 2 ○
□ アメリカの歴史 2 ○
□ 日本史概説Ⅰ 2 ○
□ 日本史概説Ⅱ 2 ○
□ 日本古代史Ⅰ 2 ○
□ 日本古代史Ⅱ 2 ○
□ 日本中世史Ⅰ 2 ○
□ 日本中世史Ⅱ 2 ○
□ 日本近世史Ⅰ 2 ○
□ 日本近世史Ⅱ 2 ○
□ 日本近現代史Ⅰ 2 ○
□ 日本近現代史Ⅱ 2 ○
□ 古文書学Ⅰ 2 ○
□ 古文書学Ⅱ 2 ○
□ 書学入門 2 ○
□ ホスピタリティ産業論Ⅱ 2 ○
□ プレゼンテーションⅠ 2 ○
□ プレゼンテーションⅡ 2 ○
□ キャリア戦略Ⅲ 2 ○
□ キャリア戦略Ⅳ 2 ○
□ ベーシックコミュニケーションⅡ 2 ○
□ ビジネスコミュニケーションⅠ 2 ○
□ ビジネスコミュニケーションⅡ 2 ○
□ ビジネスコミュニケーションⅢ 2 ○
□ 学内フィールドワークⅠ 2 ○ ○ ○ ○ ○ ○
□ 学内フィールドワークⅡ 2 ○ ○ ○ ○ ○ ○
□ 学内フィールドワークⅢ 2 ○ ○ ○ ○ ○ ○
□ 短期インターンシップ 2 ○ ○
□ 長期インターンシップ 20 ○ ○ ○ ○ （4週～20週／4単位～20単位）
□ 短期留学 12 ○ ○ ○ ○ ○ ○ （1～12週まで/1単位～12単位）
□ 長期留学 20 ○ ○ ○ ○ ○ ○ （13週～／13単位～20単位）

□ 特別講義Ⅰ　キャリア・デザインⅠ 2 ○
□ 特別講義Ⅱ　キャリア・デザインⅡ 2 ○
□ 特別講義Ⅲ　リーダーシップ 2 ○ ○ ○ ○

□ 特別講義Ⅳ　教職実践論Ⅰ 2 ○
□ 特別講義Ⅴ　教職実践論Ⅱ 2 ○
□ 特別講義Ⅵ～ⅩⅩ 各2単位
□ 日本語教育の概要Ⅰ 2 ○
□ 日本語教育の概要Ⅱ 2 ○
□ 日本語教授法Ⅰ 2 ○
□ 日本語教授法Ⅱ 2 ○
□ 日本語教育教材研究Ⅰ 演 1 ○
□ 日本語教育教材研究Ⅱ 演 1 ○
□ 日本語教育演習Ⅰ 演 1 ○
□ 日本語教育演習Ⅱ 演 1 ○
□ 日本事情Ⅰ 2 ○
□ 日本事情Ⅱ 2 ○
□ 言語学概論Ⅰ 2 ○
□ 言語学概論Ⅱ 2 ○

（小計） 176 23 コース選択科目（計23単位）
合　　計 267 94

【授業の方法】　演：演習、実：実験・実習、無印：講義をさす。

※国際文化論の代わりに、海外英語特講を履修することができる。
【履修年次】履修年次の○印は開講時期をさす。　●印は教職課程履修者の推奨履修年次を示す。
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教職課程履修について　〔中学校教諭一種免許状、高等学校教諭一種免許状　国語〕

１．全学共通科目の履修について

別表Ⅳ－13

春 秋 春 秋 春 秋 春 秋
□ 日本国憲法 2 ● 　●

□ 英語Ⅰ 演 1 ○

□ 英語Ⅱ 演 1 ○

□ スポーツと健康Ⅰ 講、実 1 ○

□ スポーツと健康Ⅱ 講、実 1 ○

□ 情報活用演習（基礎） 演 1 ○

□ 情報活用演習（教職） 演 1 ○

２．「専門教育科目」の履修について

○教科に関する科目

○教職に関する科目
　上記の教科に関する科目に加えて、次表のとおり履修してください。
　当該教職に関する科目の単位は、専門教育科目(Ｂ類)の選択科目の単位に計上することができます。

別表Ⅳ―14

春 秋 春 秋 春 秋 春 秋
□ 教職入門 2 ○ ○ ● ●
□ 教育基礎論 2 ○ ○ ● ●
□ 教育心理学 2 △ △ ● ●
□ 発達心理学 2 △ △ ● ●
□ 特別支援教育総論 2 ○ ○ ● ●
□ 教育社会学Ⅰ 2 ○ ○ ● ●
□ 教育課程論 2 ○ ○ ● ●
□ 国語科教育法Ⅰ 演 2 ○ ○ ● ●
□ 国語科教育法Ⅱ 演 2 ○ ○ ● ●
□ 国語科教育法Ⅲ 演 2 ○ ● ●
□ 国語科教育法Ⅳ 演 2 ○ ● ●
□ 道徳教育の指導法 2 ○ ○ ● ●
□ 総合的な学習の時間の指導法 2 ○ ○ ● ●
□ 特別活動の指導法 2 ○ ○ ● ●
□ 教育方法・情報通信技術活用論 2 ○ ○ ● ●
□ 生徒指導（進路指導を含む） 2 ○ ○ ● ●
□ 教育相談 2 ○ ○ ● ●
□ 教職実践演習（中・高） 演 2 ○ ○ ● ●
□ 中学校教育実習 実 5 ○ ● ●
□ 高等学校教育実習 実 3 ○ ● ●
□ 介護体験実習 実 1 ○ ● ●

計 45 40 33
[注]

４．履修年次欄に●印を付された通り履修すること。春学期または秋学期に開講する。

３．教育実習について

４．介護体験について

　教育職員免許状を取得しようとする学生は、大学において、免許状に必要な授業科目の単位を修得するほか、
教育実習を行う必要があります。教育実習については別途指示があります。

　小学校・中学校教諭の免許状を取得しようとする場合は、教育職員免許法の特例等に基づき、社会福祉施設等
及び特殊教育諸学校において、７日間の介護等体験を行うことが必要です。

3

　「教科に関する科目」、「教職に関する科目」といった「専門教育科目」については、学則に規定する卒業要件とし
ての必修・選択等の区別にかかわらず、下記のとおりに履修してください。

　日本語・日本文学コースの専門教育科目（B類）に記載の中一免（国語）、高一免（国語）欄に○印のある科目を
履修してください。

4
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免

履修年次

○
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1 2

１．中学校教諭一種免許状を取得する者は、中免欄に○印を付された科目全部と△印を付された科目のうち１科目以上を履修しなければならない。

２．高学校教諭一種免許状を取得する者は、高免欄に○印を付された科目全部と△印を付された科目のうち１科目以上を履修しなければならない。

３．授業の方法欄の「演」は演習科目、「実」は実習科目、空欄は講義科目。

　教育職員免許状を取得するためには、各学科の卒業要件を満たすほか、「教育職員免許法」及び「教育職員免
許法施行規則」に定める所定の単位及び本学で定める単位を修得する必要があります。
　教育職員免許状の取得に必要な授業科目及び単位数、並びにその履修方法については下記のとおりです。理
解を深めて授業に臨んでください。
　なお、教育職員免許状を取得するための課程を選択履修する学生は、課程登録をする必要があります。原則とし
て2年次春学期に手続きします。詳しい日程は別途指示があります。

　教養科目、外国語科目、健康教育科目及び情報活用科目は、卒業要件と、教育職員免許状取得のための要件
を満たしますが、下記の科目を必ず含んで履修してください。

△はいずれか１科目必修

○

○
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令
和

５
年

度
　

聖
徳

大
学

　
文

学
部

  
文

学
科

　
日

本
語

・
日

本
文

学
コ

ー
ス

　
　

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

マ
ッ

プ

書
写

・
書

道
Ⅰ

書
写

・
書

道
Ⅱ

教
職

入
門

特
別

支
援

教
育

総
論

教
育

相
談

教
育

社
会

学
Ⅰ

教
職

実
践

演
習

日
本

国
憲

法
教

育
基

礎
論

総
合

的
な

学
習

の
時

間
の

指
導

法

情
報

活
用

演
習

（
教

職
）

教
育

方
法

学
教

育
課

程
論

道
徳

教
育

の
指

導
法

（
中

・
高

）
教

育
実

習

生
徒

指
導

特
別

活
動

の
指

導
法

国
語

科
教

育
法

Ⅰ
国

語
科

教
育

法
Ⅱ

国
語

科
教

育
法

Ⅲ
国

語
科

教
育

法
Ⅳ

介
護

体
験

学
習

教
職

特
別

講
座

教
職

特
別

講
座

日
本

語
教

育
の

概
要

Ⅰ
日

本
語

教
育

の
概

要
Ⅱ

日
本

語
教

育
演

習
Ⅰ

日
本

語
教

育
演

習
Ⅱ

日
本

語
教

授
法

Ⅰ
日

本
語

教
授

法
Ⅱ

日
本

事
情

Ⅰ
日

本
事

情
Ⅱ

日
本

語
教

育
教

材
研

究
Ⅰ

日
本

語
教

育
教

材
研

究
Ⅱ

専
門

ゼ
ミ

入
門

専
門

ゼ
ミ

Ⅰ
専

門
ゼ

ミ
Ⅱ

専
門

ゼ
ミ

Ⅲ
専

門
ゼ

ミ
Ⅳ

日
本

文
化

入
門

文
芸

創
作

Ⅰ
文

芸
創

作
Ⅱ

卒
業

研
究

卒
業

研
究

日
本

文
学

概
説

Ⅰ
日

本
文

学
概

説
Ⅱ

日
本

文
学

特
講

Ⅰ
日

本
文

学
特

講
Ⅱ

日
本

近
現

代
文

学
史

Ⅰ
日

本
近

現
代

文
学

史
Ⅱ

日
本

近
現

代
文

学
講

読
Ⅰ

日
本

近
現

代
文

学
講

読
Ⅱ

日
本

近
現

代
文

学
特

講
Ⅰ

日
本

近
現

代
文

学
特

講
Ⅱ

日
本

古
典

文
学

の
基

礎
Ⅰ

日
本

古
典

文
学

の
基

礎
Ⅱ

日
本

古
典

文
学

史
Ⅰ

日
本

古
典

文
学

史
Ⅱ

漢
文

学
の

基
礎

Ⅰ
漢

文
学

の
基

礎
Ⅱ

日
本

古
典

文
学

講
読

Ⅰ
日

本
古

典
文

学
講

読
Ⅱ

日
本

古
典

文
学

特
講

Ⅰ
日

本
古

典
文

学
特

講
Ⅱ

日
本

語
表

現
法

Ⅰ
日

本
語

表
現

法
Ⅱ

比
較

文
学

Ⅰ
比

較
文

学
Ⅱ

日
本

語
概

説
Ⅰ

日
本

語
概

説
Ⅱ

日
本

語
の

語
法

Ⅰ
日

本
語

の
語

法
Ⅱ

古
典

語
の

研
究

Ⅰ
古

典
語

の
研

究
Ⅱ

日
本

語
学

特
講

Ⅰ
日

本
語

学
特

講
Ⅱ

現
代

語
の

研
究

Ⅰ
現

代
語

の
研

究
Ⅱ

日
本

語
の

方
言

Ⅰ
日

本
語

の
方

言
Ⅱ

日
本

語
の

歴
史

Ⅰ
日

本
語

の
歴

史
Ⅱ

日
本

語
の

音
声

女
性

キ
ャ

リ
ア

論
Ⅰ

女
性

キ
ャ

リ
ア

論
Ⅱ

キ
ャ

リ
ア

戦
略

Ⅰ
キ

ャ
リ

ア
戦

略
Ⅱ

キ
ャ

リ
ア

戦
略

Ⅲ
キ

ャ
リ

ア
戦

略
Ⅳ

メ
デ

ィ
ア

論
入

門
プ

レ
ゼ

ン
テ

ー
シ

ョ
ン

Ⅰ
編

集
・

ジ
ャ

ー
ナ

リ
ズ

ム
論

プ
レ

ゼ
ン

テ
ー

シ
ョ

ン
Ⅱ

ホ
ス

ピ
タ

リ
テ

ィ
産

業
論

Ⅱ

ホ
ス

ピ
タ

リ
テ

ィ
英

語
Ⅰ

ホ
ス

ピ
タ

リ
テ

ィ
英

語
Ⅱ

ホ
ス

ピ
タ

リ
テ

ィ
英

語
Ⅲ

ホ
ス

ピ
タ

リ
テ

ィ
英

語
Ⅳ

学
内

フ
ィ

ー
ル

ド
ワ

ー
ク

Ⅰ
学

内
フ

ィ
ー

ル
ド

ワ
ー

ク
Ⅱ

短
期

イ
ン

タ
ー

ン
シ

ッ
プ

コ
ン

ピ
ュ

ー
タ

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
Ⅰ

コ
ン

ピ
ュ

ー
タ

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
Ⅱ

英
語

Ⅰ
英

語
Ⅱ

英
語

Ⅲ
英

語
Ⅳ

英
語

Ⅴ
英

語
Ⅵ

英
語

Ⅶ
英

語
Ⅷ

情
報

活
用

演
習

（
基

礎
）

教
養

科
目

教
養

科
目

聖
徳

教
育

Ⅰ
聖

徳
教

育
Ⅰ

聖
徳

教
育

Ⅰ
聖

徳
教

育
Ⅰ

聖
徳

教
育

Ⅰ
聖

徳
教

育
Ⅰ

聖
徳

教
育

Ⅰ
聖

徳
教

育
Ⅰ

聖
徳

教
育

Ⅱ
聖

徳
教

育
Ⅱ

聖
徳

教
育

Ⅱ
聖

徳
教

育
Ⅱ

聖
徳

教
育

Ⅱ
聖

徳
教

育
Ⅱ

S
E

IT
O

K
U

 A
c
a
d
e
m

ic
 L

it
e
ra

c
y 

Ⅰ
S

E
IT

O
K

U
 A

c
a
d
e
m

ic
 L

it
e
ra

c
y 

Ⅱ
S

E
IT

O
K

U
 A

c
a
d
e
m

ic
 L

it
e
ra

c
y 

Ⅲ

ス
ポ

ー
ツ

と
健

康
Ⅰ

ス
ポ

ー
ツ

と
健

康
Ⅱ

小
笠

原
流

礼
法

基
礎

講
座

４
年

次
春

学
期

４
年

次
秋

学
期

学
び

の
扉

を
開

こ
う

専
門

的
知

識
を

身
に

つ
け

よ
う

考
え

る
力

・
創

作
力

を
養

お
う

実
践

力
を

養
お

う

１
年

次
春

学
期

１
年

次
秋

学
期

２
年

次
春

学
期

２
年

次
秋

学
期

３
年

次
春

学
期

３
年

次
秋

学
期

各
学

問
領

域
の

専
門

能
力

を
身

に
つ

け
る

教
員

各 学 問 領 域 の 専 門 能 力 を 身 に つ け 、 主 体 的 に 課 題 を 解 決 で き る

日
本

語
教

員

日
本

の
言

語
と

文
学

を
理

解
す

る

社
会

人
と

し
て

必
要

な
能

力
を

身
に

つ
け

る

基
礎

ベ
ー

シ
ッ

ク
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

Ⅰ
異

文
化

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン

ホ
ス

ピ
タ

リ
テ

ィ
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

Ⅰ

人
間

性
を

高
め

る企
業

就
職

ベ
ー

シ
ッ

ク
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

Ⅱ

学
び

の
基

礎
を

身
に

つ
け

る

人
文

科
学

入
門

Ⅰ
（

Ｒ
Ｅ

科
目

）

教
育

目
標

１
年

次
２

年
次

３
年

次
４

年
次

学
習

の
基

礎
を

身
に

つ
け

る
学

習
へ

の
姿

勢
を

確
立

す
る

専
門

分
野

の
基

礎
を

理
解

す
る

〈
調

べ
る

・
考

え
る

・
議

論
す

る
〉

た
め

の
技

能
を

修
得

す
る

課
題

解
決

の
た

め
の

実
践

力
を

修
得

す
る

人
文

科
学

入
門

Ⅱ
（

Ｒ
Ｅ

科
目

）
国

際
文

化
論
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令
和

５
年

度
　

聖
徳

大
学

　
文

学
部

  
文

学
科

　
日

本
語

・
日

本
文

学
コ

ー
ス

　
学

び
で

得
ら

れ
る

成
果

（
L
e
a
rn

in
g
　

O
u

tc
o
m

e
s
）

各
学

問
領

域
の

専
門

能
力

を
身

に
つ

け
る

教
員

教
員

と
し

て
必

要
な

基
礎

的
知

識
が

身
に

つ
い

て
い

る
中

学
・

高
校

の
教

員
と

し
て

必
要

な
基

礎
的

知
識

・
技

能
が

身
に

つ
い

て
い

る

中
学

・
高

校
の

国
語

科
教

員
と

し
て

必
要

な
知

識
・

技
術

を
身

に
つ

け
、

そ
れ

を
教

科
の

指
導

に
応

用
で

き
る

日
本

語
教

員

学
位

授
与

の
方

針
に

掲
げ

る
学

習
成

果

１
年

次
2

年
次

3
年

次
4

年
次

実
習

に
お

け
る

課
題

を
振

り
返

り
、

自
己

の
課

題
を

発
見

す
る

こ
と

が
で

き
る

文
学

・
文

化
・

芸
術

に
関

す
る

学
問

領
域

の
基

礎
的

な
知

識
及

び
各

領
域

の
専

門
能

力
を

身
に

つ
け

、
主

体
的

に
課

題
を

解
決

で
き

る

各 学 問 領 域 の 専 門 能 力 を 身 に つ け 、 主 体 的 に 課 題 を 解 決 で き る

日
本

語
教

育
に

関
す

る
基

礎
的

な
知

識
・

技
能

を
説

明
で

き
る

日
本

語
教

育
の

専
門

的
な

知
識

・
技

能
を

身
に

つ
け

、
そ

の
応

用
的

側
面

を
学

び
、

実
践

で
き

る

グ
ロ

ー
バ

ル
社

会
を

生
き

る
た

め
の

英
語

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
力

を
も

有
し

た
総

合
的

な
人

間
力

を
身

に
つ

け
、

実
践

で
き

る

伝
統

の
本

物
教

育
に

よ
り

女
性

と
し

て
の

心
豊

か
な

教
養

を
養

い
、

日
本

社
会

の
気

品
の

模
範

と
し

て
の

礼
法

を
身

に
つ

け
、

実
践

で
き

る

日
本

の
言

語
と

文
学

を
理

解
し

、
そ

の
豊

か
さ

を
味

わ
い

実
践

で
き

る

日
本

文
化

の
根

底
を

成
す

日
本

語
学

・
日

本
文

学
の

基
本

的
な

概
念

を
学

び
、

説
明

で
き

る

日
本

語
学

・
日

本
文

学
の

基
礎

を
踏

ま
え

た
う

え
で

、
そ

の
歴

史
的

観
点

や
異

文
化

と
の

比
較

の
観

点
か

ら
、

応
用

的
側

面
を

学
び

、
身

に
つ

け
る

日
本

語
学

・
日

本
文

学
の

学
び

の
成

果
の

う
え

に
立

っ
て

、
対

話
的

ア
プ

ロ
ー

チ
や

主
体

的
な

調
査

研
究

を
通

し
て

、
そ

の
精

髄
に

迫
る

自
己

の
課

題
探

求
の

成
果

を
、

論
文

と
し

て
ま

と
め

、
わ

か
り

や
す

く
伝

え
る

こ
と

が
で

き
る

社
会

人
と

し
て

必
要

な
能

力
を

身
に

つ
け

る
社

会
人

と
し

て
必

要
な

資
質

を
理

解
し

、
基

礎
的

な
知

識
・

技
能

が
身

に
つ

い
て

い
る

自
己

の
キ

ャ
リ

ア
ビ

ジ
ョ

ン
を

設
定

し
、

そ
の

た
め

に
必

要
な

知
識

・
技

能
に

つ
い

て
理

解
し

て
い

る
課

題
に

対
す

る
解

答
を

論
理

的
に

導
き

出
し

、
わ

か
り

や
す

く
伝

え
る

こ
と

が
で

き
る

学
び

の
基

礎
を

身
に

つ
け

る
大

学
生

と
し

て
必

要
な

教
養

を
養

う
た

め
の

学
び

の
基

礎
を

身
に

つ
け

る

教
養

を
深

め
、

高
め

る
た

め
に

必
要

な
知

識
を

身
に

つ
け

、
学

際
的

洞
察

力
を

踏
ま

え
て

応
用

し
、

表
現

で
き

る

課
題

に
対

す
る

解
答

を
論

理
的

に
導

き
出

し
、

わ
か

り
や

す
く

伝
え

る
こ

と
が

で
き

る
現

代
社

会
の

課
題

を
認

識
し

、
社

会
に

働
き

か
け

る
こ

と
が

で
き

る

人
間

性
を

高
め

る
建

学
の

精
神

で
あ

る
「

和
」

を
理

解
し

、
「

礼
節

」
を

も
っ

て
行

動
で

き
る

「
礼

節
」

の
基

本
を

身
に

つ
け

、
実

践
で

き
る

。
日

本
女

性
の

模
範

と
し

て
の

「
気

品
」

と
は

何
か

を
理

解
で

き
る

身
に

つ
け

た
「

礼
節

」
を

応
用

し
、

実
践

で
き

る
。

教
養

を
さ

ら
に

深
め

、
そ

れ
を

さ
ま

ざ
ま

な
分

野
に

応
用

で
き

る

身
に

つ
け

た
「

気
品

」
と

「
礼

節
」

を
い

か
な

る
場

合
に

も
、

自
由

に
応

用
で

き
る

教
育

目
標

１
年

次
２

年
次

３
年

次
４

年
次

学
習

の
基

礎
を

身
に

つ
け

る
学

習
へ

の
姿

勢
を

確
立

す
る

専
門

分
野

の
基

礎
を

理
解

す
る

〈
調

べ
る

・
考

え
る

・
議

論
す

る
〉

た
め

の
技

能
を

修
得

す
る

課
題

解
決

の
た

め
の

実
践

力
を

修
得

す
る

学
び
の
扉
を
開
こ
う

専
⾨
的
知
識
を

⾝
に
つ
け
よ
う

考
え
る
⼒
・
創
作
⼒

を
⾝
に
つ
け
よ
う

実
践
⼒
を
養
お
う
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春学期 秋学期 春学期 秋学期
SEITOKU Academic Literacy Ⅰ SEITOKU Academic Literacy Ⅱ SEITOKU Academic Literacy Ⅲ 小笠原流礼法基礎講座
ベーシックコミュニケーションⅠ 日本国憲法 教養科目 教養科目
コンピュータ・コミュニケーションⅠ 異文化コミュニケーション 英語Ⅲ 英語Ⅳ

英語Ⅰ 英語Ⅱ コンピュータ・コミュニケーションⅡ

スポーツと健康Ⅰ スポーツと健康Ⅱ
情報活用演習（基礎） 情報活用演習（教職）

科目数 6 6 4 3
人文科学入門Ⅰ 人文科学入門Ⅱ キャリア戦略Ⅰ キャリア戦略Ⅱ

女性キャリア論Ⅰ ホスピタリティコミュニケーションⅠ 国際文化論 専門ゼミ入門
日本文化入門 女性キャリア論Ⅱ 日本古典文学史Ⅰ 日本古典文学史Ⅱ

日本文学概説Ⅰ 日本文学概説Ⅱ 日本語の語法Ⅰ 日本語の語法Ⅱ
日本語概説Ⅰ 日本語概説Ⅱ

日本近現代文学史Ⅰ 日本近現代文学史Ⅱ
日本古典文学の基礎Ⅰ 日本古典文学の基礎Ⅱ

科目数 7 7 4 4
書写・書道Ⅰ 書写・書道Ⅱ 日本古典文学講読Ⅰ 日本古典文学講読Ⅱ

メディア論入門 日本語表現法Ⅰ 日本語表現法Ⅱ
漢文学の基礎Ⅰ 漢文学の基礎Ⅱ
教職特別講座 教職特別講座

科目数 2 1 4 4
教職入門 特別支援教育総論

教育基礎論 教育課程論
教育方法・情報通信技術活用論 特別活動の指導法
生徒指導（進路指導を含む） 教育心理学

国語科教育法Ⅰ 国語科教育法Ⅱ
介護体験実習

科目数 0 0 6 5
科目数計 15 14 18 16

春学期 秋学期 春学期 秋学期
英語Ⅴ 英語Ⅵ 英語Ⅶ 英語Ⅷ

科目数 1 1 1 1
専門ゼミⅠ 専門ゼミⅡ 専門ゼミⅢ 専門ゼミⅣ

日本語の歴史Ⅰ 日本語の歴史Ⅱ 卒業研究 卒業研究

科目数 2 2 2 2
日本古典文学特講Ⅰ 日本古典文学特講Ⅱ 日本文学特講Ⅰ 日本文学特講Ⅱ

古典語の研究Ⅰ 古典語の研究Ⅱ 日本語学特講Ⅰ 日本語学特講Ⅱ
日本語の音声 比較文学Ⅱ 教職実践論Ⅱ
比較文学Ⅰ 日本近現代文学講読Ⅱ

日本近現代文学講読Ⅰ 教職実践論Ⅰ

科目数 5 5 3 2
道徳活動の指導法 教育社会学Ⅰ 教職実践演習（中・高）
国語科教育法Ⅲ 国語科教育法Ⅳ

総合的な学習の時間の指導法
教育相談

（中・高）教育実習
科目数 2 5 0 1
科目数計 10 13 6 6
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文学科　日本語・日本文学コース　教員免許取得履修モデル
　中学校教諭一種免許状、高等学校教諭一種免許状　（国語）を取得する場合

１年 ２年
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春学期 秋学期 春学期 秋学期
SEITOKU Academic Literacy Ⅰ SEITOKU Academic Literacy Ⅱ SEITOKU Academic Literacy Ⅲ 小笠原流礼法基礎講座
ベーシックコミュニケーションⅠ 日本国憲法 教養科目 教養科目
コンピュータ・コミュニケーションⅠ 異文化コミュニケーション 英語Ⅲ 英語Ⅳ

英語Ⅰ 英語Ⅱ コンピュータ・コミュニケーションⅡ

スポーツと健康Ⅰ スポーツと健康Ⅱ
情報活用演習（基礎）

科目数 6 5 4 3
人文科学入門Ⅰ 人文科学入門Ⅱ キャリア戦略Ⅰ キャリア戦略Ⅱ

女性キャリア論Ⅰ ホスピタリティコミュニケーションⅠ 日本古典文学史Ⅰ 専門ゼミ入門
日本文化入門 女性キャリア論Ⅱ 日本語の語法Ⅰ 日本古典文学史Ⅱ

日本文学概説Ⅰ 日本文学概説Ⅱ 日本語の歴史Ⅰ 日本語の語法Ⅱ
日本語概説Ⅰ 日本語概説Ⅱ 国際文化論 日本語の歴史Ⅱ

日本近現代文学史Ⅰ 日本近現代文学史Ⅱ
日本古典文学の基礎Ⅰ 日本古典文学の基礎Ⅱ

科目数 7 7 5 5
メディア論入門 ベーシックコミュニケーションⅡ 日本近現代文学講読Ⅰ 日本近現代文学講読Ⅱ

学内フィールドワークⅠ 学内フィールドワークⅡ 比較文学Ⅰ 比較文学Ⅱ
現代語の研究Ⅰ 現代語の研究Ⅱ
日本語表現法Ⅰ 日本語表現法Ⅱ

日本古典文学講読Ⅰ 日本古典文学講読Ⅱ
プレゼンテーションⅠ 編集・ジャーナリズム論

ホスピタリティ産業論Ⅱ

科目数 2 2 6 7
科目数計 15 14 14 15

春学期 秋学期 春学期 秋学期
英語Ⅴ 英語Ⅵ 英語Ⅶ 英語Ⅷ

科目数 １ １ １ １
専門ゼミⅠ 専門ゼミⅡ 専門ゼミⅢ 専門ゼミⅣ

日本語の歴史Ⅰ 日本語の歴史Ⅱ 卒業研究 卒業研究

科目数 2 2 2 2
日本近現代文学特講Ⅰ 日本近現代文学特講Ⅱ 日本文学特講Ⅰ 日本文学特講Ⅱ

文芸創作Ⅰ 文芸創作Ⅱ 日本語学特講Ⅰ 日本語学特講Ⅱ
キャリア戦略Ⅲ キャリア戦略Ⅳ

プレゼンテーションⅡ
短期インターンシップ

科目数 5 3 2 2
科目数計 8 6 5 5
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文学科　日本語・日本文学コース　企業就職履修モデル

１年 ２年
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文学科 歴史文化コース 専門教育科目 履修要項 

 
①卒業所要単位数は、全学共通科目（A 類）30 単位以上、専門教育科目（B 類）94 単位以上、計 124
単位以上です。 

②歴史文化コースの専門教育科目（B 類）の最低卒業所要単位数の内訳は下表のとおりとします。 

 

 

 

③歴史文化コースの専門教育科目（B 類）については、別表Ⅳ－15 の通り卒業必修欄に○印の付いてい

る科目 51 単位と選択必修科目 16 単位、そして別表Ⅳ－15 の選択科目及び別表Ⅳ－９、Ⅳ－12、Ⅳ－

20、Ⅳ－23、Ⅳ－24 から 27 単位以上を履修してください（同一科目を重複して履修することはでき

ません）。 
④中学校教諭一種免許状（社会）を取得しようとする者は、①に加えて、中一免（社会）欄に○印の付

いている科目を全部と、△印の付いている科目のうち 6 単位を選択履修してください。併せて別表Ⅳ

－16、17 に記載の通り履修してください。 
⑤高等学校教諭一種免許状（地理歴史）を取得しようとする者は、①に加えて、高一免（地歴）欄に○

印の付いている科目を全部と、△印の付いている科目のうち 4 単位を選択履修してください。併せて

別表Ⅳ－18、19 に記載の通り履修してください。 
⑥図書館司書、学校図書館司書教諭、社会教育主事、学芸員、レクリエーション関連、日本語教員養成

講座の資格を取得しようとする者は、①に加えて、別表Ⅷ－１～５（P.281～P.285）により、履修し

てください（一部、卒業要件に算入できない科目があります）。 
⑦単位を修得（成績表に S・A・B・C・N と表記）した場合には、各別表の履修チェック欄に印をつけ、

履修漏れの防止に努めてください。 
 
◎介護等の体験 

小学校・中学校教諭の免許状を取得しようとする場合は、教育職員免許法の特例等に関する法律に基づき、特別支援学校ま

たは社会福祉施設等において、7 日間の介護等の体験を行うことが必要です。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 

専門教育科目（Ｂ類） 

必修科目 選択必修科目 選択科目 計 

51 16 27 94 
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文学科　歴史文化コース　専門教育科目（Ｂ類） 別表Ⅳ―15
中 高
一 一
免 免

春 秋 春 秋 春 秋 春 秋

□ 人文科学入門Ⅰ（RE科目） 2 ○ ○
□ 人文科学入門Ⅱ（RE科目） 2 ○ ○
□ ホスピタリティコミュニケーションⅠ 2 ○ ○
□ 女性キャリア論Ⅰ 2 ○ ○
□ 女性キャリア論Ⅱ 2 ○ ○
□ キャリア戦略Ⅰ 2 ○ ○
□ キャリア戦略Ⅱ 2 ○ ○
□ 専門ゼミ入門（2年次秋） 演 1 ○ ○
□ 専門ゼミⅠ（3年次ゼミⅠ） 演 1 ○ ○
□ 専門ゼミⅡ（3年次ゼミⅡ） 演 1 ○ 　 ○
□ 専門ゼミⅢ（4年次ゼミⅠ） 演 1 ○ ○
□ 専門ゼミⅣ（4年次ゼミⅡ） 演 1 ○ ○
□ 卒業研究 4 ○ ○

（小計） 23 23 学科必修科目（計23単位）
□ 国際文化論 2 △ ○
□ 海外英語特講 4 △ ○ ※
□ 歴史文化入門Ⅰ 2 ○ ○
□ 歴史文化入門Ⅱ 2 ○ ○
□ 日本史概説Ⅰ 2 ○ ○ ○ ○
□ 日本史概説Ⅱ 2 ○ ○ ○ ○
□ 日本古代史Ⅰ 2 ○ △ ○ ○
□ 日本中世史Ⅰ 2 ○ △ ○ ○
□ 日本近世史Ⅰ 2 ○ △ ○ ○
□ 日本近現代史Ⅰ 2 ○ △ ○ ○
□ 日本考古学Ⅰ 2 ○ ○ ○
□ 民俗文化論Ⅰ 2 ○ ○
□ 日本美術史Ⅰ 2 ○ ○ ○
□ 西洋史概説 2 ○ ○ ○ ○ ●
□ 東洋史概説 2 ○ ○ ○ ○ ●

（小計） 32 28 コース必修科目（計28単位）
□ 日本古代史Ⅱ 2 △ △ ○
□ 日本中世史Ⅱ 2 △ △ ○
□ 日本近世史Ⅱ 2 △ △ ○
□ 日本近現代史Ⅱ 2 △ △ ○
□ 日本考古学Ⅱ 2 △ ○
□ 民俗文化論Ⅱ 2 ○
□ 日本美術史Ⅱ 2 △ ○
□ 古文書学Ⅰ 2 ○
□ 古文書学Ⅱ 2 ○
□ 日本史特講Ⅰ 2 ○
□ 日本史特講Ⅱ 2 ○ プレミアムＲＥ
□ 日本考古学特講 2 ○ プレミアムＲＥ
□ 民俗学特講 2 ○ プレミアムＲＥ
□ 芸術学特講 2 ○
□ 地理学Ⅰ 2 ○ ○ ○ ●
□ 地理学Ⅱ 2 ○ ○ ○ ●
□ 地誌学 2 ○ ○ ○
□ 社会学入門Ⅰ 2 ○ ○
□ 宗教学入門 2 ○ ○
□ 倫理学入門 2 ○ ○ ●
□ 政治学入門 2 ○ ○ ●
□ 経済学入門 2 ○ ○ ●

（小計） 44 16 コース選択必修科目（計16単位）

□ 日本文化入門 2 ○
□ 文化財研究Ⅰ 2 ○ プレミアムＲＥ
□ 文化財研究Ⅱ 2 ○ プレミアムＲＥ
□ 現代イギリス事情Ⅰ 演 1 ○
□ 現代イギリス事情Ⅱ 演 1 ○
□ 現代アメリカ事情Ⅰ 演 1 ○
□ 現代アメリカ事情Ⅱ 演 1 ○
□ イギリスの歴史 2 ○
□ アメリカの歴史 2 ○
□ 日本文学概説Ⅰ 2 ○
□ 日本文学概説Ⅱ 2 ○
□ 日本語概説Ⅰ 2 ○
□ 日本語概説Ⅱ 2 ○
□ 日本古典文学の基礎Ⅰ 演 1 ○
□ 日本古典文学の基礎Ⅱ 演 1 ○
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文学科　歴史文化コース　専門教育科目（Ｂ類） 別表Ⅳ―15
中 高
一 一
免 免

春 秋 春 秋 春 秋 春 秋

卒
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業
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方
法

単

位

授　　業　　科　　目

□ 漢文学の基礎Ⅰ 演 1 ○
□ 漢文学の基礎Ⅱ 演 1 ○
□ 日本古典文学史Ⅰ 2 ○
□ 日本古典文学史Ⅱ 2 ○
□ 日本近現代文学史Ⅰ 2 ○
□ 日本近現代文学史Ⅱ 2 ○
□ 日本語の歴史Ⅰ 2 ○
□ 日本語の歴史Ⅱ 2 ○
□ 書学入門 2 ○
□ 日本書道史概説 2 ○
□ 図書館概論 2 ○
□ 図書館情報資源概論 2 ○
□ メディア論入門 2 ○
□ 生涯学習概論 2 ○
□ 博物館概論 2 ○
□ 博物館経営論 2 ○
□ 博物館資料論 2 ○
□ 博物館資料保存論 2 ○
□ 博物館展示論 2 ○
□ 博物館情報・メディア論 2 ○
□ 博物館教育論 2 ○
□ 博物館実習 実 3 ○ ○
□ キャリア戦略Ⅲ 2 ○
□ キャリア戦略Ⅳ 2 ○
□ ベーシックコミュニケーションⅡ 2 ○
□ プレゼンテーションⅠ 2 ○
□ プレゼンテーションⅡ 2 ○
□ ビジネスコミュニケーションⅠ 2 ○
□ ビジネスコミュニケーションⅡ 2 ○
□ ビジネスコミュニケーションⅢ 2 ○
□ ホスピタリティ英語Ⅰ 2 ○
□ ホスピタリティ英語Ⅱ 2 ○
□ ホスピタリティ英語Ⅲ 2 ○
□ ホスピタリティ英語Ⅳ 2 ○
□ グローバルコミュニケーションⅠ 2 ○
□ グローバルコミュニケーションⅡ 2 ○
□ グローバルコミュニケーションⅢ 2 ○
□ グローバルコミュニケーションⅣ 2 ○
□ 学内フィールドワークⅠ 2 ○
□ 学内フィールドワークⅡ 2 ○
□ 学内フィールドワークⅢ 2 ○
□ 短期インターンシップ 2 ○ ○
□ 長期インターンシップ 20 ○ ○ ○ ○ （4週～20週／4単位～20単位）

□ 短期留学 12 ○ ○ ○ ○ ○ ○ （1～12週まで/1単位～12単位）

□ 長期留学 20 ○ ○ ○ ○ ○ ○ （13週～／13単位～20単位）

□ 特別講義Ⅰ　キャリア・デザインⅠ 2 ○
□ 特別講義Ⅱ　キャリア・デザインⅡ 2 ○
□ 特別講義Ⅲ　リーダーシップ 2 ○ ○ ○ ○
□ 特別講義Ⅳ　教職実践論Ⅰ 2 ○
□ 特別講義Ⅴ　教職実践論Ⅱ 2 ○
□ 特別講義Ⅵ～ⅩⅩ 各2単位

（小計） 169 27 コース選択科目（計27単位）

合　　計 268 94
【授業の方法】　演：演習、実：実験・実習、無印：講義をさす。

※１　中一免（社会）取得希望者は中一免（社会）欄の△の科目のうち６単位を選択履修すること。
※２　高一免（地理歴史）取得希望者は高一免（地歴）欄の△の科目のうち４単位を選択履修すること。
※３　国際文化論の代わりに、海外英語特講を履修することができる。

【履修年次】履修年次の○印は開講時期をさす。  ●印は教職課程履修者の推奨履修年次を示す。
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教職課程履修について　〔中学校教諭一種免許状　社会〕

１．全学共通科目の履修について

別表Ⅳ―16

春 秋 春 秋 春 秋 春 秋

□ 日本国憲法 2 ● ●
□ 英語Ⅰ 演 1 ○
□ 英語Ⅱ 演 1 ○
□ スポーツと健康Ⅰ 講、実 1 ○
□ スポーツと健康Ⅱ 講、実 1 ○
□ 情報活用演習（基礎） 演 1 ○
□ 情報活用演習（教職） 演 1 ○

２．「専門教育科目」の履修について

○教科に関する科目
　歴史文化コースの専門教育科目（B類）に記載の中一免（社会）欄に○印のある科目を履修してください。
○教職に関する科目
　上記の教科に関する科目に加えて、次表のとおり履修してください。
　当該教職に関する科目の単位は、専門教育科目(Ｂ類)の選択科目の単位に計上することができます。

別表Ⅳ―17

春 秋 春 秋 春 秋 春 秋

□ 教職入門 2 ● ●

□ 教育基礎論 2 ● ●

□ 教育心理学 2 ● ●

□ 発達心理学 2 ● ●

□ 特別支援教育総論 2 ● ●

□ 教育社会学Ⅰ 2 ● ●

□ 教育課程論 2 ● ●

□ 社会科・地歴科教育法Ⅰ 演 2 ● ●

□ 社会科・地歴科教育法Ⅱ 演 2 ● ●

□ 社会科・公民科教育法Ⅰ 演 2 ● ●

□ 社会科・公民科教育法Ⅱ 演 2 ● ●

□ 道徳教育の指導法 2 ● ●

□ 総合的な学習の時間の指導法 2 ● ●

□ 特別活動の指導法 2 ● ●

□ 教育方法・情報通信技術活用論 2 ● ●

□ 生徒指導（進路指導を含む） 2 ● ●

□ 教育相談 2 ● ●

□ 教職実践演習（中・高） 演 2 ● ●

□ 中学校教育実習 実 5 ● ●

□ 介護体験実習 実 1 ● ●

計 42

[注]
２．授業の方法欄の「演」は演習科目、「実」は実習科目、空欄は講義科目。

４．履修年次欄に●印を付された通り履修すること。春学期または秋学期に開講する。

３．教育実習について

４．介護体験について
　小学校・中学校教諭の免許状を取得しようとする場合は、教育職員免許法の特例等に基づき、社会福祉施設等
及び特殊教育諸学校において、７日間の介護等体験を行うことが必要です。

　「教科に関する科目」、「教職に関する科目」といった「専門教育科目」については、学則に規定する卒業要件と
しての必修・選択等の区別にかかわらず、下記のとおりに履修してください。

１．中学校教諭一種免許状を取得する者は、中免欄に○印を付された科目全部と△印を付された科目のうち１科目以上を履修しなければならない。

　教育職員免許状を取得しようとする学生は、大学において、免許状に必要な授業科目の単位を修得するほか、
教育実習を行う必要があります。教育実習については別途指示があります。

○

○

○

○

○

○

○

○

　教育職員免許状を取得するためには、各学科の卒業要件を満たすほか、「教育職員免許法」及び「教育職員免
許法施行規則」に定める所定の単位及び本学で定める単位を修得する必要があります。
　教育職員免許状の取得に必要な授業科目及び単位数、並びにその履修方法については下記のとおりです。理
解を深めて授業に臨んでください。
　なお、教育職員免許状を取得するための課程を選択履修する学生は、課程登録をする必要があります。原則と
して2年次春学期に手続きします。詳しい日程は別途指示があります。

　教養科目、外国語科目、健康教育科目及び情報活用科目は、卒業要件と、教育職員免許状取得のための要件
を満たしますが、下記の科目を必ず含んで履修してください。

△はいずれか１科目必修

○
○
○
○

○

△

△

中
免

○
○

備考

○ 春学期または秋学期に開講

1 2 3 4

履修年次

1 2

チ

ェ
ッ
ク
欄

授　業　科　目
授業
の

方法

単
位

履
修
が
必

要
な
科
目

備考

履修年次

3 4

チ

ェ
ッ
ク
欄

授　業　科　目
授業
の

方法

単
位
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教職課程履修について　〔高等学校教諭一種免許状　地歴〕

１．全学共通科目の履修について

別表Ⅳ―18

春 秋 春 秋 春 秋 春 秋

□ 日本国憲法 2 ● ●

□ 英語Ⅰ 演 1 ○

□ 英語Ⅱ 演 1 ○

□ スポーツと健康Ⅰ 講、実 1 ○

□ スポーツと健康Ⅱ 講、実 1 ○

□ 情報活用演習（基礎） 演 1 ○

□ 情報活用演習（教職） 演 1 ○

２．「専門教育科目」の履修について

○教科に関する科目
　歴史文化コースの専門教育科目（B類）に記載の高一免（地歴）欄に○印のある科目を履修してください。
○教職に関する科目
　上記の教科に関する科目に加えて、次表のとおり履修してください。
　当該教職に関する科目の単位は、専門教育科目(Ｂ類)の選択科目の単位に計上することができます。

別表Ⅳ―19

春 秋 春 秋 春 秋 春 秋

□ 教職入門 2 ● ●
□ 教育基礎論 2 ● ●
□ 教育心理学 2 ● ●
□ 発達心理学 2 ● ●
□ 特別支援教育総論 2 ● ●
□ 教育社会学Ⅰ 2 ● ●
□ 教育課程論 2 ● ●
□ 社会科・地歴科教育法Ⅰ 演 2 ● ●
□ 社会科・地歴科教育法Ⅱ 演 2 ● ●
□ 総合的な学習の時間の指導法 2 ● ●
□ 特別活動の指導法 2 ● ●
□ 教育方法・情報通信技術活用論 2 ● ●
□ 生徒指導（進路指導を含む） 2 ● ●
□ 教育相談 2 ● ●
□ 教職実践演習（中・高） 演 2 ● ●
□ 高等学校教育実習 実 3 ● ●

計 33
[注]

２．授業の方法欄の「演」は演習科目、「実」は実習科目、空欄は講義科目。

４．履修年次欄に●印を付された通り履修すること。春学期または秋学期に開講する。

３．教育実習について

備考

チ

ェ
ッ
ク
欄

授　業　科　目
授業
の

方法

単
位

高
免

履修年次

1 2 3 4

○
△

○
○
△

○
○
○

31

○
○
○
○
○
○

授　業　科　目
授
業
の

方
法

単
位

履修年次

1 2 3 4

履
修
が
必

要
な
科
目

　教育職員免許状を取得しようとする学生は、大学において、免許状に必要な授業科目の単位を修得するほか、
教育実習を行う必要があります。教育実習については別途指示があります。

○

○

△はいずれか１科目必修

○

○

○

○

○

　「教科に関する科目」、「教職に関する科目」といった「専門教育科目」については、学則に規定する卒業要件と
しての必修・選択等の区別にかかわらず、下記のとおりに履修してください。

○

　教育職員免許状を取得するためには、各学科の卒業要件を満たすほか、「教育職員免許法」及び「教育職員
免許法施行規則」に定める所定の単位及び本学で定める単位を修得する必要があります。
　教育職員免許状の取得に必要な授業科目及び単位数、並びにその履修方法については下記のとおりです。
理解を深めて授業に臨んでください。
　なお、教育職員免許状を取得するための課程を選択履修する学生は、課程登録をする必要があります。原則と
して2年次春学期に手続きします。詳しい日程は別途指示があります。

　教養科目、外国語科目、健康教育科目及び情報活用科目は、卒業要件と、教育職員免許状取得のための要
件を満たしますが、下記の科目を必ず含んで履修してください。

１．高等学校教諭一種免許状を取得する者は、高免欄に○印を付された科目全部と△印を付された科目のうち１科目以上を履修しなければならない。

備考

○ 春学期または秋学期に開講

チ

ェ
ッ
ク
欄

179－ －



180－ －





令
和

５
年

度
　

聖
徳

大
学

　
文

学
部

  
文

学
科

　
歴

史
文

化
コ

ー
ス

　
　

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

マ
ッ

プ

日
本

国
憲

法
教

職
入

門
教

育
心

理
学

道
徳

教
育

の
指

導
法

教
育

社
会

学
Ⅰ

教
職

実
践

演
習

情
報

活
用

演
習

（
教

職
）

教
育

基
礎

論
特

別
支

援
教

育
総

論
生

徒
指

導
総

合
的

な
学

習
の

時
間

の
指

導
法

教
育

課
程

論
教

育
相

談
特

別
活

動
の

指
導

法
教

育
方

法
学

社
会

科
･
地

歴
科

教
育

法
Ⅰ

社
会

科
･
地

歴
科

教
育

法
Ⅱ

社
会

科
･
公

民
科

教
育

法
Ⅱ

社
会

科
･
公

民
科

教
育

法
Ⅱ

介
護

体
験

実
習

（
中

・
高

）
教

育
実

習
教

職
特

別
講

座
教

職
特

別
講

座

生
涯

学
習

論
博

物
館

経
営

論
博

物
館

資
料

保
存

論
博

物
館

展
示

論
博

物
館

概
論

博
物

館
資

料
論

博
物

館
情

報
･
ﾒ
ﾃ
ﾞ
ｨ
ｱ
論

博
物

館
教

育
論

博
物

館
実

習

専
門

ゼ
ミ

入
門

専
門

ゼ
ミ

Ⅰ
専

門
ゼ

ミ
Ⅱ

専
門

ゼ
ミ

Ⅲ
専

門
ゼ

ミ
Ⅳ

歴
史

文
化

入
門

Ⅰ
歴

史
文

化
入

門
Ⅱ

文
化

財
研

究
Ⅰ

文
化

財
研

究
Ⅰ

文
化

財
研

究
Ⅱ

文
化

財
研

究
Ⅱ

日
本

史
概

説
Ⅰ

日
本

史
概

説
Ⅱ

日
本

中
世

史
Ⅰ

日
本

中
世

史
Ⅱ

古
文

書
学

Ⅰ
古

文
書

学
Ⅱ

卒
業

研
究

卒
業

研
究

日
本

古
代

史
Ⅰ

日
本

古
代

史
Ⅱ

日
本

近
現

代
史

Ⅰ
日

本
近

現
代

史
Ⅱ

日
本

史
特

講
Ⅰ

日
本

史
特

講
Ⅱ

日
本

近
世

史
Ⅰ

日
本

近
世

史
Ⅱ

日
本

考
古

学
Ⅰ

日
本

考
古

学
Ⅱ

芸
術

学
特

講
日

本
考

古
学

特
講

民
俗

文
化

論
Ⅰ

民
俗

文
化

論
Ⅱ

民
俗

学
特

講
日

本
美

術
史

Ⅰ
日

本
美

術
史

Ⅱ
西

洋
史

概
説

東
洋

史
概

説
地

理
学

Ⅰ
地

理
学

Ⅱ
地

誌
学

社
会

学
入

門
Ⅰ

宗
教

学
入

門
倫

理
学

入
門

政
治

学
入

門
経

済
学

入
門

女
性

キ
ャ

リ
ア

論
Ⅰ

女
性

キ
ャ

リ
ア

論
Ⅱ

キ
ャ

リ
ア

戦
略

Ⅰ
キ

ャ
リ

ア
戦

略
Ⅱ

キ
ャ

リ
ア

戦
略

Ⅲ
キ

ャ
リ

ア
戦

略
Ⅳ

メ
デ

ィ
ア

論
入

門
プ

レ
ゼ

ン
テ

ー
シ

ョ
ン

Ⅰ
プ

レ
ゼ

ン
テ

ー
シ

ョ
ン

Ⅱ

ホ
ス

ピ
タ

リ
テ

ィ
英

語
Ⅰ

ホ
ス

ピ
タ

リ
テ

ィ
英

語
Ⅱ

ホ
ス

ピ
タ

リ
テ

ィ
英

語
Ⅲ

ホ
ス

ピ
タ

リ
テ

ィ
英

語
Ⅳ

学
内

フ
ィ

ー
ル

ド
ワ

ー
ク

Ⅰ
学

内
フ

ィ
ー

ル
ド

ワ
ー

ク
Ⅱ

短
期

イ
ン

タ
ー

ン
シ

ッ
プ

コ
ン

ピ
ュ

ー
タ

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
Ⅰ

コ
ン

ピ
ュ

ー
タ

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
Ⅱ

英
語

Ⅰ
英

語
Ⅱ

英
語

Ⅲ
英

語
Ⅳ

外
国

語
外

国
語

情
報

活
用

演
習

（
基

礎
）

教
養

科
目

教
養

科
目

聖
徳

教
育

Ⅰ
聖

徳
教

育
Ⅰ

聖
徳

教
育

Ⅰ
聖

徳
教

育
Ⅰ

聖
徳

教
育

Ⅰ
聖

徳
教

育
Ⅰ

聖
徳

教
育

Ⅰ
聖

徳
教

育
Ⅰ

聖
徳

教
育

Ⅱ
聖

徳
教

育
Ⅱ

聖
徳

教
育

Ⅱ
聖

徳
教

育
Ⅱ

聖
徳

教
育

Ⅱ
聖

徳
教

育
Ⅱ

S
E

IT
O

K
U

 A
c
a
d

e
m

ic
 L

it
e
ra

c
y 

Ⅰ
S

E
IT

O
K

U
 A

c
a
d

e
m

ic
 L

it
e
ra

c
y 

Ⅱ
S

E
IT

O
K

U
 A

c
a
d

e
m

ic
 L

it
e
ra

c
y 

Ⅲ

ス
ポ

ー
ツ

と
健

康
Ⅰ

ス
ポ

ー
ツ

と
健

康
Ⅱ

小
笠

原
流

礼
法

基
礎

講
座

４
年

次
春

学
期

４
年

次
秋

学
期

学
び

の
扉

を
開

こ
う

専
門

的
知

識
を

身
に

つ
け

よ
う

考
え

る
力

・
創

作
力

を
養

お
う

実
践

力
を

養
お

う

１
年

次
春

学
期

１
年

次
秋

学
期

２
年

次
春

学
期

２
年

次
秋

学
期

３
年

次
春

学
期

３
年

次
秋

学
期

各
学

問
領

域
の

専
門

能
力

を
身

に
つ

け
る

教
員

各 学 問 領 域 の 専 門 能 力 を 身 に つ け 、 主 体 的 に 課 題 を 解 決 で き る

学
芸

員

日
本

の
歴

史
と

文
化

を
理

解
す

る

社
会

人
と

し
て

必
要

な
能

力
を

身
に

つ
け

る

基
礎

ベ
ー

シ
ッ

ク
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

Ⅰ
異

文
化

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン

ホ
ス

ピ
タ

リ
テ

ィ
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

Ⅰ

人
間

性
を

高
め

る企
業

就
職

ベ
ー

シ
ッ

ク
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

Ⅱ

学
び

の
基

礎
を

身
に

つ
け

る

人
文

科
学

入
門

Ⅰ
（

Ｒ
Ｅ

科
目

）

教
育

目
標

１
年

次
２

年
次

３
年

次
４

年
次

学
習

の
基

礎
を

身
に

つ
け

る
学

習
へ

の
姿

勢
を

確
立

す
る

専
門

分
野

の
基

礎
を

理
解

す
る

〈
調

べ
る

・
考

え
る

・
議

論
す

る
〉

た
め

の
技

能
を

修
得

す
る

課
題

解
決

の
た

め
の

実
践

力
を

修
得

す
る

人
文

科
学

入
門

Ⅱ
（

Ｒ
Ｅ

科
目

）
国

際
文

化
論

182－ －



令
和

５
年

度
　

聖
徳

大
学

　
文

学
部

  
文

学
科

　
歴

史
文

化
コ

ー
ス

　
学

び
で

得
ら

れ
る

成
果

（
L
e
a
rn

in
g
　

O
u

tc
o
m

e
s
）

各
学

問
領

域
の

専
門

能
力

を
身

に
つ

け
る

教
員

教
員

と
し

て
必

要
な

基
礎

的
知

識
が

身
に

つ
い

て
い

る
中

学
・

高
校

の
教

員
と

し
て

必
要

な
基

礎
的

知
識

・
技

能
が

身
に

つ
い

て
い

る

中
学

・
高

校
の

社
会

科
教

員
と

し
て

必
要

な
知

識
・

技
術

を
身

に
つ

け
、

そ
れ

を
実

習
の

場
で

活
用

す
る

こ
と

が
で

き
る

学
芸

員

学
位

授
与

の
方

針
に

掲
げ

る
学

習
成

果

１
年

次
2

年
次

3
年

次
4

年
次

実
習

に
お

け
る

課
題

を
振

り
返

り
、

自
己

の
課

題
を

発
見

す
る

こ
と

が
で

き
る

文
学

・
文

化
・

芸
術

に
関

す
る

学
問

領
域

の
基

礎
的

な
知

識
及

び
各

領
域

の
専

門
能

力
を

身
に

つ
け

、
主

体
的

に
課

題
を

解
決

で
き

る

各 学 問 領 域 の 専 門 能 力 を 身 に つ け 、 主 体 的 に 課 題 を 解 決 で き る

博
物

館
・

美
術

館
に

関
す

る
基

礎
的

な
知

識
・

技
能

が
身

に
つ

い
て

い
る

専
門

的
な

知
識

・
技

能
を

身
に

つ
け

、
博

物
館

・
美

術
館

に
お

け
る

実
習

で
活

用
す

る
こ

と
が

で
き

る

グ
ロ

ー
バ

ル
社

会
を

生
き

る
た

め
の

英
語

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
力

を
も

有
し

た
総

合
的

な
人

間
力

を
身

に
つ

け
、

実
践

で
き

る

伝
統

の
本

物
教

育
に

よ
り

女
性

と
し

て
の

心
豊

か
な

教
養

を
養

い
、

日
本

社
会

の
気

品
の

模
範

と
し

て
の

礼
法

を
身

に
つ

け
、

実
践

で
き

る

日
本

の
歴

史
と

文
化

を
理

解
す

る
日

本
史

学
・

考
古

学
・

民
俗

学
・

美
術

史
学

の
基

礎
的

な
知

識
・

技
能

が
身

に
つ

い
て

い
る

日
本

史
学

・
考

古
学

・
民

俗
学

・
美

術
史

学
の

専
門

的
知

識
を

身
に

つ
け

、
自

己
の

問
題

意
識

を
発

展
さ

せ
る

こ
と

が
で

き
る

調
査

・
研

究
の

技
能

を
身

に
つ

け
、

資
料

を
読

解
し

、
自

己
の

課
題

を
深

く
探

求
す

る
こ

と
が

で
き

る
自

己
の

課
題

探
求

の
成

果
を

、
論

文
と

し
て

ま
と

め
、

わ
か

り
や

す
く

伝
え

る
こ

と
が

で
き

る

社
会

人
と

し
て

必
要

な
能

力
を

身
に

つ
け

る
社

会
人

と
し

て
必

要
な

資
質

を
理

解
し

、
基

礎
的

な
知

識
・

技
能

が
身

に
つ

い
て

い
る

自
己

の
キ

ャ
リ

ア
ビ

ジ
ョ

ン
を

設
定

し
、

そ
の

た
め

に
必

要
な

知
識

・
技

能
に

つ
い

て
理

解
し

て
い

る
課

題
に

対
す

る
解

答
を

論
理

的
に

導
き

出
し

、
わ

か
り

や
す

く
伝

え
る

こ
と

が
で

き
る

学
び

の
基

礎
を

身
に

つ
け

る
大

学
生

と
し

て
必

要
な

教
養

を
養

う
た

め
の

学
び

の
基

礎
を

身
に

つ
け

る

教
養

を
深

め
、

高
め

る
た

め
に

必
要

な
知

識
を

身
に

つ
け

、
学

際
的

洞
察

力
を

踏
ま

え
て

応
用

し
、

表
現

で
き

る

人
間

性
を

高
め

る
建

学
の

精
神

で
あ

る
「

和
」

を
理

解
し

、
「

礼
節

」
を

も
っ

て
行

動
で

き
る

「
礼

節
」

の
基

本
を

身
に

つ
け

、
実

践
で

き
る

。
日

本
女

性
の

模
範

と
し

て
の

「
気

品
」

と
は

何
か

を
理

解
で

き
る

身
に

つ
け

た
「

礼
節

」
を

応
用

し
、

実
践

で
き

る
。

教
養

を
さ

ら
に

深
め

、
そ

れ
を

さ
ま

ざ
ま

な
分

野
に

応
用

で
き

る

身
に

つ
け

た
「

気
品

」
と

「
礼

節
」

を
い

か
な

る
場

合
に

も
、

自
由

に
応

用
で

き
る

教
育

目
標

１
年

次
２

年
次

３
年

次
４

年
次

学
習

の
基

礎
を

身
に

つ
け

る
学

習
へ

の
姿

勢
を

確
立

す
る

専
門

分
野

の
基

礎
を

理
解

す
る

〈
調

べ
る

・
考

え
る

・
議

論
す

る
〉

た
め

の
技

能
を

修
得

す
る

課
題

解
決

の
た

め
の

実
践

力
を

修
得

す
る

学
び
の
扉
を
開
こ
う

専
⾨
的
知
識
を

⾝
に
つ
け
よ
う

考
え
る
⼒
・
創
作
⼒

を
⾝
に
つ
け
よ
う

実
践
⼒
を
養
お
う
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春学期 秋学期 春学期 秋学期
SEITOKU Academic Literacy Ⅰ SEITOKU Academic Literacy Ⅱ SEITOKU Academic Literacy Ⅲ 小笠原流礼法基礎講座
ベーシックコミュニケーションⅠ 日本国憲法 教養科目 教養科目
コンピュータ・コミュニケーションⅠ 異文化コミュニケーション 英語Ⅲ 英語Ⅳ

英語Ⅰ 英語Ⅱ 中国語Ⅲ
スポーツと健康Ⅰ 中国語Ⅰ 中国語Ⅳ

情報活用演習（基礎） 中国語Ⅱ コンピュータ・コミュニケーションⅡ

スポーツと健康Ⅱ
情報活用演習（教職）

科目数 6 8 6 3
人文科学入門Ⅰ 人文科学入門Ⅱ キャリア戦略Ⅰ キャリア戦略Ⅱ

女性キャリア論Ⅰ ホスピタリティコミュニケーションⅠ 国際文化論 専門ゼミ入門
歴史文化入門Ⅰ 女性キャリア論Ⅱ 日本中世史Ⅰ 日本考古学Ⅱ
日本史概説Ⅰ 歴史文化入門Ⅱ 日本近現代史Ⅰ 日本美術史Ⅱ
日本古代史Ⅰ 日本史概説Ⅱ 日本考古学Ⅰ 民俗文化論Ⅱ
日本近世史Ⅰ 日本古代史Ⅱ 日本美術史Ⅰ
社会学入門Ⅰ 日本近世史Ⅱ 民俗文化論Ⅰ
宗教学入門

科目数 8 7 7 5
教職特別講座 教職特別講座

科目数 0 0 1 1
教職入門 教育心理学

教育基礎論 特別支援教育総論
社会科・地歴科教育法Ⅰ 教育課程論

介護体験実習 特別活動の指導法
社会科・地歴科教育法Ⅱ

科目数 0 0 4 5
科目数計 14 15 18 15

春学期 秋学期 春学期 秋学期

科目数 0 0 0 0
専門ゼミⅠ 専門ゼミⅡ 専門ゼミⅢ 専門ゼミⅣ
古文書学Ⅰ 古文書学Ⅱ 卒業研究 卒業研究
西洋史概説 東洋史概説
地理学Ⅰ 地理学Ⅱ

倫理学入門 地誌学
政治学入門 経済学入門

科目数 6 6 2 2
教職実践論Ⅰ 文化財研究Ⅱ（通年） 文化財研究Ⅱ（通年）

教職実践論Ⅱ

科目数 0 1 2 1
社会科・公民科教育法Ⅰ 社会科・公民科教育法Ⅱ 教職実践演習（中・高）

道徳活動の指導法 教育社会学Ⅰ
生徒指導（進路指導を含む） 総合的な学習の時間の指導法

教育相談 （中・高）教育実習
教育方法・情報通信技術活用論

科目数 5 4 0 1
科目数計 11 11 4 4

全
学
共
通
科
目

学
科
必
修
・
コ
ー

ス
必
修
・

コ
ー

ス
選
択
必
修
科
目

コ
ー
ス

選
択
科
目

教
職
科
目

全
学
共
通
科
目

学
科
必
修
・
コ
ー

ス
必
修
・

コ
ー

ス
選
択
必
修
科
目

コ
ー
ス

選
択
科
目

教
職
科
目

３年

文学科　歴史文化コース　免許・資格取得履修モデル
中学校教諭一種免許状（社会）、高等学校教諭一種免許状（地歴）を取得する場合

１年 ２年

４年
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春学期 秋学期 春学期 秋学期
SEITOKU Academic Literacy Ⅰ SEITOKU Academic Literacy Ⅱ SEITOKU Academic Literacy Ⅲ 小笠原流礼法基礎講座
ベーシックコミュニケーションⅠ 日本国憲法 教養科目 教養科目
コンピュータ・コミュニケーションⅠ 異文化コミュニケーション 英語Ⅲ 英語Ⅳ

英語Ⅰ 英語Ⅱ コンピュータ・コミュニケーションⅡ

スポーツと健康Ⅰ スポーツと健康Ⅱ
情報活用演習（基礎）

科目数 6 5 4 3
人文科学入門Ⅰ 人文科学入門Ⅱ キャリア戦略Ⅰ キャリア戦略Ⅱ

女性キャリア論Ⅰ ホスピタリティコミュニケーションⅠ 国際文化論 専門ゼミ入門
歴史文化入門Ⅰ 女性キャリア論Ⅱ 日本中世史Ⅰ 日本中世史Ⅱ
日本史概説Ⅰ 歴史文化入門Ⅱ 日本近現代史Ⅰ 日本近現代史Ⅱ
日本古代史Ⅰ 日本史概説Ⅱ 日本考古学Ⅰ 日本考古学Ⅱ
日本近世史Ⅰ 日本美術史Ⅰ 日本美術史Ⅱ

民俗文化論Ⅰ 民俗文化論Ⅱ

科目数 6 5 6 6
学内フィールドワークⅠ 学内フィールドワークⅡ ホスピタリティ英語Ⅱ ホスピタリティ英語Ⅲ

メディア論入門 ベーシックコミュニケーションⅡ プレゼンテーションⅠ
ホスピタリティ英語Ⅰ 情報資源概論

科目数 2 3 3 1
科目数計 14 12 13 12

春学期 秋学期 春学期 秋学期
英語Ⅴ 英語Ⅵ 英語Ⅶ 英語Ⅷ

科目数 1 1 1 1
専門ゼミⅠ 専門ゼミⅡ 専門ゼミⅢ 専門ゼミⅣ

日本史特講Ⅰ 日本考古学特講 卒業研究 卒業研究
芸術学特講 民俗学特講
西洋史概説 東洋史概説
政治学入門 経済学入門

科目数 5 5 2 2
キャリア戦略Ⅲ キャリア戦略Ⅳ

ホスピタリティ英語Ⅳ
プレゼンテーションⅡ
短期インターンシップ

科目数 4 1 0 0
科目数計 10 7 3 3

全
学
共
通
科
目

学
科
必
修
・
コ
ー
ス
必
修
・

コ
ー
ス
選
択
必
修
科
目

コ
ー
ス

選
択
科
目

全
学
共
通
科
目

学
科
必
修
・
コ
ー
ス
必
修
・

コ
ー
ス
選
択
必
修
科
目

コ
ー
ス

選
択
科
目

３年 ４年

文学科　歴史文化コース　企業就職履修モデル

１年 ２年
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文学科 書道文化コース 専門教育科目 履修要項 

 
①卒業所要単位数は、全学共通科目（A 類）30 単位以上、専門教育科目（B 類）94 単位以上、計 124
単位以上です。 

②書道文化コースの専門教育科目（B 類）の最低卒業所要単位数の内訳は下表のとおりとします。 

 

 

 

 

 

③書道文化コースの専門教育科目（B 類）については、別表Ⅳ－20 の通り卒業必修欄に○印の付いてい

る科目 49 単位と選択必修科目 8 単位、そしてⅣ－20 の選択科目及び別表Ⅳ－９、Ⅳ－12、Ⅳ－15、

Ⅳ－23、Ⅳ－24 から 37 単位以上を履修してください（同一科目を重複して履修することはできませ

ん）。 
④高等学校教諭一種免許状（書道）を取得しようとする者は、①に加えて、高一免（書道）欄に○印の

付いている科目を履修してください。併せて別表Ⅳ－21、22 に記載の通り履修してください。 
⑤図書館司書、学校図書館司書教諭、社会教育主事、学芸員、レクリエーション関連、日本語教員養成

講座の資格を取得しようとする者は、①に加えて、別表Ⅷ－１～５（P.281～P.285）により、履修し

てください（一部、卒業要件に算入できない科目があります）。 
⑥単位を修得（成績表に S・A・B・C・N と表記）した場合には、各別表の履修チェック欄に印をつけ、

履修漏れの防止に努めてください。 
 
 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

専門教育科目（Ｂ類） 

必修科目 選択必修科目 選択科目 計 

49 8 37 94 
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文学科　書道文化コース　専門教育科目（Ｂ類） 別表Ⅳ―20
高
一
免

春 秋 春 秋 春 秋 春 秋

□ 人文科学入門Ⅰ（RE科目） 2 ○ ○
□ 人文科学入門Ⅱ（RE科目） 2 ○ ○
□ ホスピタリティコミュニケーションⅠ 2 ○ ○
□ 女性キャリア論Ⅰ 2 ○ ○
□ 女性キャリア論Ⅱ 2 ○ ○
□ キャリア戦略Ⅰ 2 ○ ○
□ キャリア戦略Ⅱ 2 ○ ○
□ 専門ゼミ入門（2年次秋） 演 1 ○ ○
□ 専門ゼミⅠ（3年次ゼミⅠ） 演 1 ○ ○
□ 専門ゼミⅡ（3年次ゼミⅡ） 演 1 ○ 　 ○
□ 専門ゼミⅢ（4年次ゼミⅠ） 演 1 ○ ○
□ 専門ゼミⅣ（4年次ゼミⅡ） 演 1 ○ ○
□ 卒業研究 4 ○ ○

（小計） 23 23 学科必修科目（計23単位）
□ 国際文化論 2 △ ○
□ 海外英語特講 4 △ ○ ※
□ 書学入門 2 ○ ○ ○
□ 日本書道史概説 2 ○ ○ ○
□ 楷書の技法（Ａ）Ⅰ 演 1 ○ ○ ○
□ 楷書の技法（Ａ）Ⅱ 演 1 ○ ○ ○
□ 楷書の技法（Ｂ）Ⅰ 演 1 ○ ○ ○
□ 楷書の技法（Ｂ）Ⅱ 演 1 ○ ○ ○
□ 行書の技法Ⅰ 演 1 ○ ○ ○
□ 行書の技法Ⅱ 演 1 ○ ○ ○
□ 草書の技法Ⅰ 演 1 ○ ○ ○
□ 草書の技法Ⅱ 演 1 ○ ○ ○
□ 隷書の技法 演 1 ○ ○ ○
□ 篆書の技法 演 1 ○ ○ ○
□ かなの技法Ⅰ 演 1 ○ ○ ○
□ かなの技法Ⅱ 演 1 ○ ○ ○
□ 篆刻の技法Ⅰ 演 1 ○ ○
□ 篆刻の技法Ⅱ 演 1 ○ ○
□ 中国書道史概説 2 ○ ○ ○
□ 書論・鑑賞 2 ○ ○ 〇
□ 漢文学の基礎Ⅰ 演 1 ○ ○ ○
□ 漢文学の基礎Ⅱ 演 1 ○ ○ ○

（小計） 30 26 コース必修科目（計26単位）
□ 漢字作品制作法Ⅰ 2 　 ○
□ 漢字作品制作法Ⅱ 2 ○
□ かな作品制作法Ⅰ 2 ○
□ かな作品制作法Ⅱ 2 ○
□ 古文書学Ⅰ 2 ○
□ 古文書学Ⅱ 2 ○
□ 漢字かな交じり書法 演 1 ○
□ 実用書道 演 1 ○

（小計） 14 8 コース選択必修科目（計８単位）

□ 日本文化入門 2 ○
□ 現代イギリス事情Ⅰ 演 1 ○
□ 現代イギリス事情Ⅱ 演 1 ○
□ 現代アメリカ事情Ⅰ 演 1 ○
□ 現代アメリカ事情Ⅱ 演 1 ○
□ イギリスの歴史 2 ○
□ アメリカの歴史 2 ○
□ 日本文学概説Ⅰ 2 ○
□ 日本文学概説Ⅱ 2 ○
□ 日本語概説Ⅰ 2 ○
□ 日本語概説Ⅱ 2 ○
□ 日本古典文学史Ⅰ 2 ○ ○ ●
□ 日本古典文学史Ⅱ 2 ○ ○ ●
□ 日本近現代文学史Ⅰ 2 ○ ○ ●
□ 日本近現代文学史Ⅱ 2 ○ ○ ●
□ 日本語の語法Ⅰ 2 ○
□ 日本語の語法Ⅱ 2 ○
□ 日本語の歴史Ⅰ 2 ○ ●
□ 日本語の歴史Ⅱ 2 ○ ●

履　修　年　次

(

書
道

)

1 2 3 4

区
　
　
分

チ
ェ
ッ
ク
欄

授
業
の
方
法

単

位

卒

業

必

修

学
　
科
　
必
　
修
　
科
　
目

コ
　
ー
　
ス
　
選
　
択
　
科
　
目

備考

コ
　
ー
　
ス
　
必
　
修
　
科
　
目

コ
ー
ス
選
択
必
修

授　　業　　科　　目
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文学科　書道文化コース　専門教育科目（Ｂ類） 別表Ⅳ―20
高
一
免

春 秋 春 秋 春 秋 春 秋

履　修　年　次

(

書
道

)

1 2 3 4

区
　
　
分

チ
ェ
ッ
ク
欄

授
業
の
方
法

単

位

卒

業

必

修

備考授　　業　　科　　目

□ 日本古典文学の基礎Ⅰ 演 1 ○ ●
□ 日本古典文学の基礎Ⅱ 演 1 ○ ●
□ 日本語表現法Ⅰ 演 1 ○
□ 日本語表現法Ⅱ 演 1 ○
□ 日本古典文学講読Ⅰ 2 ○
□ 日本古典文学講読Ⅱ 2 ○
□ 書写・書道Ⅰ 演 1 ○ ○
□ 書写・書道Ⅱ 演 1 ○ ○
□ 日本語の音声 2 ○
□ 漢文講読Ⅰ 2 ○ ●
□ 漢文講読Ⅱ 2 ○ ●
□ 日本史概説Ⅰ 2 ○
□ 日本史概説Ⅱ 2 ○
□ 日本古代史Ⅰ 2 ○
□ 日本古代史Ⅱ 2 ○
□ 日本中世史Ⅰ 2 ○
□ 日本中世史Ⅱ 2 ○
□ 日本近世史Ⅰ 2 ○
□ 日本近世史Ⅱ 2 ○
□ 日本近現代史Ⅰ 2 ○
□ 日本近現代史Ⅱ 2 ○
□ 東洋史概説 2 ○ ●
□ 図書館概論 2 ○
□ 図書館情報資源概論 2 ○
□ 日本語教育の概要Ⅰ 2 ○
□ 日本語教育の概要Ⅱ 2 ○
□ 日本語教授法Ⅰ 2 ○
□ 日本語教授法Ⅱ 2 ○
□ 日本語教育教材研究Ⅰ 演 1 ○
□ 日本語教育教材研究Ⅱ 演 1 ○
□ 日本語教育演習Ⅰ 演 1 ○
□ 日本語教育演習Ⅱ 演 1 ○
□ 日本事情Ⅰ 2 ○
□ 日本事情Ⅱ 2 ○
□ 言語学概論Ⅰ 2 ○
□ 言語学概論Ⅱ 2 ○
□ キャリア戦略Ⅲ 2 ○
□ キャリア戦略Ⅳ 2 ○
□ ベーシックコミュニケーションⅡ 2 ○
□ プレゼンテーションⅠ 2 ○
□ プレゼンテーションⅡ 2 ○
□ ビジネスコミュニケーションⅠ 2 ○
□ ビジネスコミュニケーションⅡ 2 ○
□ ビジネスコミュニケーションⅢ 2 ○
□ 学内フィールドワークⅠ 2 ○ ○ ○ ○ ○ ○
□ 学内フィールドワークⅡ 2 ○ ○ ○ ○ ○ ○
□ 学内フィールドワークⅢ 2 ○ ○ ○ ○ ○ ○
□ 短期インターンシップ 2 ○ ○
□ 長期インターンシップ 20 ○ ○ ○ ○ （4週～20週／4単位～20単位）

□ 短期留学 12 ○ ○ ○ ○ ○ ○ （1～12週まで/1単位～12単位）

□ 長期留学 20 ○ ○ ○ ○ ○ ○ （13週～／13単位～20単位）

□ 特別講義Ⅰ　キャリア・デザインⅠ 2 ○
□ 特別講義Ⅱ　キャリア・デザインⅡ 2 ○
□ 特別講義Ⅲ　リーダーシップ 2 ○ ○ ○ ○
□ 特別講義Ⅳ　教職実践論Ⅰ 2 ○
□ 特別講義Ⅴ　教職実践論Ⅱ 2 ○
□ 特別講義Ⅵ～ⅩⅩ 各2単位

（小計） 182 37 10 コース選択科目（計37単位）

合　　計 249 94

※国際文化論の代わりに、海外英語特講を履修することができる。
【履修年次】履修年次の○印は開講時期をさす。 ●印は教職課程履修者の推奨履修年次を示す。

コ
　
ー
　
ス
　
選
　
択
　
科
　
目

【授業の方法】　演：演習、実：実験・実習、無印：講義をさす。
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教職課程履修について　〔高等学校教諭一種免許状　書道〕

１．全学共通科目の履修について

別表Ⅳ―21

春 秋 春 秋 春 秋 春 秋

□ 日本国憲法 2 ● ●

□ 英語Ⅰ 演 1 ○

□ 英語Ⅱ 演 1 ○

□ スポーツと健康Ⅰ 講、実 1 ○

□ スポーツと健康Ⅱ 講、実 1 ○

□ 情報活用演習（基礎） 演 1 ○

□ 情報活用演習（教職） 演 1 ○

２．「専門教育科目」の履修について

○教科に関する科目

○教職に関する科目
　上記の教科に関する科目に加えて、次表のとおり履修してください。
　当該教職に関する科目の単位は、専門教育科目(Ｂ類)の選択科目の単位に計上することができます。

別表Ⅳ―22

春 秋 春 秋 春 秋 春 秋

□ 教職入門 2 ● ●
□ 教育基礎論 2 ● ●
□ 教育心理学 2 ● ●
□ 発達心理学 2 ● ●
□ 特別支援教育総論 2 ● ●
□ 教育社会学Ⅰ 2 ● ●
□ 教育課程論 2 ● ●
□ 書道科教育法Ⅰ 演 2 ● ●
□ 書道科教育法Ⅱ 演 2 ● ●
□ 総合的な学習の時間の指導法 2 ● ●
□ 特別活動の指導法 2 ● ●
□ 教育方法・情報通信技術活用論 2 ● ●
□ 生徒指導（進路指導を含む） 2 ● ●
□ 教育相談 2 ● ●
□ 教職実践演習（中・高） 演 2 ● ●
□ 高等学校教育実習 実 3 ● ●

計 33

[注]

２．授業の方法欄の「演」は演習科目、「実」は実習科目、空欄は講義科目。

４．履修年次欄に●印を付された通り履修すること。春学期または秋学期に開講する。

３．教育実習について
　教育職員免許状を取得しようとする学生は、大学において、免許状に必要な授業科目の単位を修得するほか、
教育実習を行う必要があります。教育実習については別途指示があります。

○
○
○
○
○

○
○
○
○
○
○
31

チ

ェ
ッ
ク
欄

授　業　科　目
授業
の

方法

単
位

履
修
が
必

要
な
科
目

○

備考

○ 春学期または秋学期に開講

1 2 3 4

履修年次

△はいずれか１科目必修

○

○

○

○

○
○
△
△

備考1 2

　「教科に関する科目」、「教職に関する科目」といった「専門教育科目」については、学則に規定する卒業要件と
しての必修・選択等の区別にかかわらず、下記のとおりに履修してください。

　書道文化コースの専門教育科目（B類）に記載の高一免（書道）欄に○印のある科目を履修してください。

チ

ェ
ッ
ク
欄

高
免

授　業　科　目
授業
の

方法

単
位

１．高学校教諭一種免許状を取得する者は、高免欄に○印を付された科目全部と△印を付された科目のうち１科目以上を履修しなければならない。

　教育職員免許状を取得するためには、各学科の卒業要件を満たすほか、「教育職員免許法」及び「教育職員免
許法施行規則」に定める所定の単位及び本学で定める単位を修得する必要があります。

　教育職員免許状の取得に必要な授業科目及び単位数、並びにその履修方法については下記のとおりです。理
解を深めて授業に臨んでください。
　なお、教育職員免許状を取得するための課程を選択履修する学生は、課程登録をする必要があります。原則と
して2年次春学期に手続きします。詳しい日程は別途指示があります。

　教養科目、外国語科目、健康教育科目及び情報活用科目は、卒業要件と、教育職員免許状取得のための要件
を満たしますが、下記の科目を必ず含んで履修してください。

3 4

履修年次

○

○
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日
本

国
憲

法
教

職
入

門
教

育
心

理
学

生
活

指
導

教
育

社
会

学
Ⅰ

教
職

実
践

演
習

書
写

・
書

道
Ⅰ

書
写

・
書

道
Ⅱ

教
育

基
礎

論
教

育
課

程
論

書
道

科
教

育
法

Ⅰ
書

道
科

教
育

法
Ⅱ

情
報

活
用

演
習

（
教

職
）

教
育

方
法

学
特

別
活

動
の

指
導

法
総

合
的

な
学

習
の

時
間

の
指

導
法

教
育

相
談

特
別

支
援

教
育

総
論

（
高

校
）

教
育

実
習

教
職

特
別

講
座

教
職

特
別

講
座

専
門

ゼ
ミ

入
門

専
門

ゼ
ミ

Ⅰ
専

門
ゼ

ミ
Ⅱ

専
門

ゼ
ミ

Ⅲ
専

門
ゼ

ミ
Ⅳ

卒
業

制
作

卒
業

制
作

書
学

入
門

中
国

書
道

史
概

説
日

本
書

道
史

概
説

書
論

・
鑑

賞

日
本

文
学

概
説

Ⅰ
日

本
文

学
概

説
Ⅱ

日
本

近
現

代
文

学
史

Ⅰ
日

本
近

現
代

文
学

史
Ⅱ

日
本

古
典

文
学

史
Ⅰ

日
本

古
典

文
学

史
Ⅱ

日
本

語
の

歴
史

Ⅰ
日

本
語

の
歴

史
Ⅱ

日
本

古
典

文
学

の
基

礎
Ⅰ

日
本

古
典

文
学

の
基

礎
Ⅱ

日
本

語
概

説
Ⅰ

日
本

語
概

説
Ⅱ

漢
文

学
の

基
礎

Ⅰ
漢

文
学

の
基

礎
Ⅱ

東
洋

史
概

説
漢

文
講

読
Ⅰ

漢
文

講
読

Ⅱ

古
文

書
学

Ⅰ
古

文
書

学
Ⅱ

楷
書

の
技

法
（

Ａ
）

Ⅰ
楷

書
の

技
法

（
Ａ

）
Ⅱ

楷
書

の
技

法
（

Ｂ
）

Ⅰ
楷

書
の

技
法

（
Ｂ

）
Ⅱ

漢
字

作
品

制
作

法
Ⅰ

漢
字

作
品

制
作

法
Ⅱ

漢
字

か
な

交
じ

り
書

法
実

用
書

道

行
書

の
技

法
Ⅰ

行
書

の
技

法
Ⅱ

草
書

の
技

法
Ⅰ

草
書

の
技

法
Ⅱ

隷
書

の
技

法
篆

書
の

技
法

か
な

の
技

法
Ⅰ

か
な

の
技

法
Ⅱ

か
な

作
品

制
作

法
Ⅰ

か
な

作
品

制
作

法
Ⅱ

篆
刻

の
技

法
Ⅰ

篆
刻

の
技

法
Ⅱ

女
性

キ
ャ

リ
ア

論
Ⅰ

女
性

キ
ャ

リ
ア

論
Ⅱ

キ
ャ

リ
ア

戦
略

Ⅰ
キ

ャ
リ

ア
戦

略
Ⅱ

キ
ャ

リ
ア

戦
略

Ⅲ
キ

ャ
リ

ア
戦

略
Ⅳ

メ
デ

ィ
ア

論
入

門
プ

レ
ゼ

ン
テ

ー
シ

ョ
ン

Ⅰ
プ

レ
ゼ

ン
テ

ー
シ

ョ
ン

Ⅱ

ホ
ス

ピ
タ

リ
テ

ィ
英

語
Ⅰ

ホ
ス

ピ
タ

リ
テ

ィ
英

語
Ⅱ

ホ
ス

ピ
タ

リ
テ

ィ
英

語
Ⅲ

ホ
ス

ピ
タ

リ
テ

ィ
英

語
Ⅳ

学
内

フ
ィ

ー
ル

ド
ワ

ー
ク

Ⅰ
学

内
フ

ィ
ー

ル
ド

ワ
ー

ク
Ⅱ

短
期

イ
ン

タ
ー

ン
シ

ッ
プ

英
語

Ⅰ
英

語
Ⅱ

英
語

Ⅲ
英

語
Ⅳ

外
国

語
外

国
語

情
報

活
用

演
習

（
基

礎
）

教
養

科
目

教
養

科
目

聖
徳

教
育

Ⅰ
聖

徳
教

育
Ⅰ

聖
徳

教
育

Ⅰ
聖

徳
教

育
Ⅰ

聖
徳

教
育

Ⅰ
聖

徳
教

育
Ⅰ

聖
徳

教
育

Ⅰ
聖

徳
教

育
Ⅰ

聖
徳

教
育

Ⅱ
聖

徳
教

育
Ⅱ

聖
徳

教
育

Ⅱ
聖

徳
教

育
Ⅱ

聖
徳

教
育

Ⅱ
聖

徳
教

育
Ⅱ

S
E

IT
O

K
U

 A
c
a
d
e
m

ic
 L

it
e
ra

c
y 

Ⅰ
S

E
IT

O
K

U
 A

c
a
d
e
m

ic
 L

it
e
ra

c
y 

Ⅱ
S

E
IT

O
K

U
 A

c
a
d
e
m

ic
 L

it
e
ra

c
y 

Ⅲ

ス
ポ

ー
ツ

と
健

康
Ⅰ

ス
ポ

ー
ツ

と
健

康
Ⅱ

小
笠

原
流

礼
法

基
礎

講
座

　
　

　
令

和
５

年
度

　
聖

徳
大

学
　

文
学

部
　

文
学

科
　

書
道

文
化

コ
ー

ス
　

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

マ
ッ

プ

１
年

次
春

学
期

１
年

次
秋

学
期

２
年

次
春

学
期

２
年

次
秋

学
期

３
年

次
春

学
期

３
年

次
秋

学
期

４
年

次
春

学
期

４
年

次
秋

学
期

学
び

の
扉

を
開

こ
う

専
門

的
知

識
を

身
に

つ
け

よ
う

考
え

る
力

・
創

作
力

を
養

お
う

実
践

力
を

養
お

う

各 学 問 領 域 の 専 門 能 力 を 身 に つ け 、 主 体 的 に 課 題 を 解 決 で き る

理
論

と
技

法
を

学
ぶ

書
学

技
法

社
会

人
と

し
て

必
要

な
能

力
を

身
に

つ
け

る

基
礎

ベ
ー

シ
ッ

ク
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

Ⅰ
異

文
化

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン

ホ
ス

ピ
タ

リ
テ

ィ
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

Ⅰ

企
業

就
職

各
学

問
領

域
の

専
門

能
力

を
身

に
つ

け
る

教
員

ベ
ー

シ
ッ

ク
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

Ⅱ

学
び

の
基

礎
を

身
に

つ
け

る

人
文

科
学

入
門

Ⅰ
（

Ｒ
Ｅ

科
目

）
人

文
科

学
入

門
Ⅱ

（
Ｒ

Ｅ
科

目
）

コ
ン

ピ
ュ

ー
タ

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
Ⅰ

課
題

解
決

の
た

め
の

実
践

力
を

修
得

す
る

学
習

へ
の

姿
勢

を
確

率
す

る

国
際

文
化

論

コ
ン

ピ
ュ

ー
タ

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
Ⅱ

人
間

性
を

高
め

る

教
育

目
標

１
年

次
２

年
次

３
年

次
4

年
次

学
習

の
基

礎
を

身
に

つ
け

る
専

門
分

野
の

基
礎

を
理

解
す

る
〈

調
べ

る
・

考
え

る
・

創
作

す
る

〉
た

め
の

技
能

を
修

得
す

る
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令
和

５
年

度
　

聖
徳

大
学

　
文

学
部

  
文

学
科

　
書

道
文

化
コ

ー
ス

　
学

び
で

得
ら

れ
る

成
果

（
L
e
a
rn

in
g
 O

u
tc

o
m

e
s
)

１
年

次
2

年
次

3
年

次
4

年
次

各
学

問
領

域
の

専
門

能
力

を
身

に
つ

け
る

教
員

と
し

て
必

要
な

基
礎

的
知

識
が

身
に

つ
い

て
い

る
高

校
の

教
員

と
し

て
必

要
な

基
礎

的
知

識
・

技
術

が
身

に
つ

い
て

い
る

高
校

の
国

語
教

員
と

し
て

必
要

な
知

識
・

技
術

を
身

に
つ

け
て

、
そ

れ
を

教
科

の
指

導
に

応
用

で
き

る
実

習
に

お
け

る
課

題
を

振
り

返
り

、
自

己
の

課
題

を
発

見
す

る
こ

と
が

で
き

る

文
学

・
文

化
・

芸
術

に
関

す
る

学
問

領
域

の
基

礎
的

な
知

識
及

び
各

領
域

の
専

門
能

力
を

身
に

つ
け

、
主

体
的

に
課

題
を

解
決

で
き

る

各 学 問 領 域 の 専 門 能 力 を 身 に つ け 、 主 体 的 に 課 題 を 解 決 で き る

グ
ロ

ー
バ

ル
社

会
を

生
き

る
た

め
の

英
語

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
力

を
も

有
し

た
総

合
的

な
人

間
力

を
身

に
つ

け
、

実
践

で
き

る

伝
統

の
本

物
教

育
に

よ
り

女
性

と
し

て
の

心
豊

か
な

教
養

を
養

い
、

日
本

社
会

の
気

品
の

模
範

と
し

て
の

礼
法

を
身

に
つ

け
、

実
践

で
き

る

学
位

授
与

の
方

針
に

掲
げ

る
学

習
成

果

社
会

人
と

し
て

必
要

な
能

力
を

身
に

つ
け

る
社

会
人

と
し

て
必

要
な

教
養

と
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

能
力

が
身

に
つ

く
社

会
人

と
し

て
必

要
な

教
養

と
国

際
性

を
身

に
つ

け
、

そ
の

成
果

を
発

信
で

き
る

社
会

人
と

し
て

必
要

な
論

理
的

思
考

力
を

身
に

つ
け

、
そ

れ
を

表
出

す
る

能
力

が
養

わ
れ

る

理
論

と
技

法
を

学
ぶ

書
道

の
基

礎
知

識
及

び
題

材
に

使
用

す
る

漢
文

の
基

礎
知

識
を

理
解

し
習

得
す

る
書

道
史

を
理

解
し

、
古

典
文

学
や

漢
文

と
書

道
と

の
関

わ
り

を
理

解
す

る
こ

と
が

で
き

る
書

学
と

技
法

を
身

に
つ

け
、

多
角

的
な

視
点

で
作

品
を

鑑
賞

・
解

説
で

き
る

書
学

と
技

法
を

身
に

つ
け

、
作

品
制

作
に

結
び

つ
け

る
こ

と
が

で
き

る

楷
書

の
技

法
を

理
解

で
き

る
楷

・
行

・
隷

・
篆

の
四

書
体

及
び

か
な

の
特

徴
と

技
法

を
理

解
し

、
書

く
こ

と
が

で
き

る

楷
・

行
・

草
・

隷
・

篆
・

か
な

に
加

え
、

篆
刻

の
特

徴
と

技
法

を
も

理
解

し
、

漢
字

・
か

な
・

篆
刻

の
作

品
制

作
法

を
身

に
つ

け
る

こ
と

が
で

き
る

書
作

品
及

び
実

用
書

道
の

書
法

を
理

解
し

、
日

常
に

応
用

で
き

る
よ

う
に

な
る

身
に

つ
い

た
「

礼
節

」
を

実
践

で
き

る
教

養
を

さ
ら

に
深

め
、

そ
れ

を
さ

ま
ざ

ま
な

分
野

に
応

用
で

き
る

身
に

つ
い

た
「

気
品

」
と

「
礼

節
」

を
い

か
な

る
場

合
に

も
、

自
由

に
応

用
で

き
る

学
び

の
基

礎
を

身
に

付
け

る
大

学
生

と
し

て
必

要
な

教
養

を
養

う
た

め
の

学
び

の
基

礎
を

身
に

う
け

る

教
養

を
深

め
、

高
め

る
た

め
に

必
要

な
知

識
を

身
に

つ
け

、
学

際
的

洞
察

力
を

踏
ま

え
て

応
用

し
、

表
現

で
き

る

人
間

性
を

高
め

る
建

学
の

精
神

で
あ

る
「

和
」

を
理

し
、

「
礼

節
」

を
も

っ
て

行
動

で
き

る

「
礼

節
」

の
基

本
を

身
に

つ
け

、
実

践
で

き
る

日
本

女
性

の
模

範
と

し
て

の
「

気
品

」
と

は
何

か
を

理
解

で
き

る

学
習

へ
の

姿
勢

を
確

率
す

る

教
育

目
標

１
年

次
２

年
次

３
年

次
4

年
次

学
習

の
基

礎
を

身
に

つ
け

る
専

門
分

野
の

基
礎

を
理

解
す

る
〈

調
べ

る
・

考
え

る
・

創
作

す
る

〉
た

め
の

技
能

を
修

得
す

る
課

題
解

決
の

た
め

の
実

践
力

を
修

得
す

る

学
び
の
扉
を
開
こ
う

専
⾨
的
知
識
を

⾝
に
つ
け
よ
う

創
作
⼒
を
養
お
う

作
品
制
作
⼒
と
実
⽤
能
⼒
を
⾝
に
つ
け
よ

う
学
び
の
扉
を
開
こ
う

専
⾨
的
知
識
を

⾝
に
つ
け
よ
う

考
え
る
⼒
・
創
作
⼒
を
養

お
う

実
践
⼒
を
養
お
う
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春学期 秋学期 春学期 秋学期
SEITOKU Academic Literacy Ⅰ SEITOKU Academic Literacy Ⅱ SEITOKU Academic Literacy Ⅲ 小笠原流礼法基礎講座
ベーシックコミュニケーションⅠ 日本国憲法 教養科目 教養科目
コンピュータ・コミュニケーションⅠ 異文化コミュニケーション 英語Ⅲ 英語Ⅳ

英語Ⅰ 英語Ⅱ 中国語Ⅲ
スポーツと健康Ⅰ 中国語Ⅰ 中国語Ⅳ

情報活用演習（基礎） 中国語Ⅱ コンピュータ・コミュニケーションⅡ

スポーツと健康Ⅱ
情報活用演習（教職）

科目数 6 8 6 3
人文科学入門Ⅰ 人文科学入門Ⅱ キャリア戦略Ⅰ キャリア戦略Ⅱ
女性キャリア論Ⅰ ホスピタリティコミュニケーションⅠ 国際文化論 専門ゼミ入門

書学入門 女性キャリア論Ⅱ 楷書の技法（B)Ⅰ 日本書道史概説
楷書の技法（Ａ）Ⅰ 楷書の技法（Ａ）Ⅱ 行書の技法Ⅰ 楷書の技法（Ｂ）Ⅱ
漢文学の基礎Ⅰ 漢文学の基礎Ⅱ 隷書の技法 行書の技法Ⅱ

かなの技法Ⅰ 篆書の技法
中国書道史概説 かなの技法Ⅱ

科目数 5 5 7 7

科目数 0 0 0 0
書写・書道Ⅰ 書写・書道Ⅱ 教職特別講座 教職特別講座
日本文学概説Ⅰ 日本文学概説Ⅱ

科目数 2 2 1 1
教職入門 特別支援教育総論
教育基礎論 教育課程論

教育方法・情報通信技術活用論 特別活動の指導法
教育相談
教育心理学

科目数 3 5
科目数計 13 15 17 17

春学期 秋学期 春学期 秋学期

科目数 0 0 0 0
専門ゼミⅠ 専門ゼミⅡ 専門ゼミⅢ 専門ゼミⅣ
草書の技法Ⅰ 草書の技法Ⅱ 卒業研究 卒業研究
篆刻の技法Ⅰ 篆刻の技法Ⅱ

書論・鑑賞

科目数 3 4 2 2
漢字作品制作法Ⅰ 漢字作品制作法Ⅱ 漢字かな交じり書法 実用書道
かな作品制作法Ⅰ かな作品制作法Ⅱ

科目数 2 2 1 1
日本古典文学の基礎Ⅰ 日本古典文学の基礎Ⅱ 日本語の歴史Ⅰ 日本語の歴史Ⅱ

日本語概説Ⅰ 日本語概説Ⅱ 教職実践論Ⅱ
日本古典文学史Ⅰ 日本古典文学史Ⅱ
日本近現代文学史Ⅰ 日本近現代文学史Ⅱ

漢文講読Ⅰ 漢文講読Ⅱ
東洋史概説
教職実践論Ⅰ

科目数 5 7 2 1
書道科教育法Ⅰ 教育社会学Ⅰ 教職実践演習（中・高）

生徒指導（進路指導を含む） 書道科教育法Ⅱ
総合的な学習の時間の指導法

高等学校教育実習
科目数 2 ４ 0 1
科目数計 12 17 5 5

教
職
科
目

３年 ４年

全
学
共
通
科
目

学
科
必
修
科
目
・

コ
ー
ス
必
修
科
目

コ
ー
ス

選
択
必
修

コ
ー
ス

選
択
科
目

全
学
共
通
科
目

学
科
必
修
科
目
・

コ
ー
ス
必
修
科
目

コ
ー
ス

選
択
必
修

コ
ー
ス

選
択
科
目

教
職
科
目

文学科　書道文化コース　教員免許取得履修モデル
　　高等学校教諭一種免許状　（書道）を取得する場合

１年 ２年
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春学期 秋学期 春学期 秋学期
SEITOKU Academic Literacy Ⅰ SEITOKU Academic Literacy Ⅱ SEITOKU Academic Literacy Ⅲ 小笠原流礼法基礎講座
ベーシックコミュニケーションⅠ 日本国憲法 教養科目 教養科目
コンピュータ・コミュニケーションⅠ 異文化コミュニケーション 英語Ⅲ 英語Ⅳ

英語Ⅰ 英語Ⅱ 中国語Ⅲ
スポーツと健康Ⅰ 中国語Ⅰ 中国語Ⅳ

情報活用演習（基礎） 中国語Ⅱ コンピュータ・コミュニケーションⅡ

スポーツと健康Ⅱ

科目数 6 7 6 3
人文科学入門Ⅰ 人文科学入門Ⅱ キャリア戦略Ⅰ キャリア戦略Ⅱ

女性キャリア論Ⅰ ホスピタリティコミュニケーションⅠ 国際文化論 専門ゼミ入門
書学入門 女性キャリア論Ⅱ 楷書の技法（B)Ⅰ 日本書道史概説

楷書の技法（Ａ）Ⅰ 楷書の技法（Ａ）Ⅱ 行書の技法Ⅰ 楷書の技法（Ｂ）Ⅱ
漢文学の基礎Ⅰ 漢文学の基礎Ⅱ 隷書の技法 行書の技法Ⅱ

かなの技法Ⅰ 篆書の技法
中国書道史概説 かなの技法Ⅱ

科目数 5 5 7 7

数目科 0 0 0 0
書写・書道Ⅰ 書写・書道Ⅱ 日本古典文学購読Ⅰ 日本古典文学購読Ⅱ

日本文学概説Ⅰ 学内フィールドワークⅡ 日本近現代文学史Ⅰ 日本近現代文学史Ⅱ
日本文化入門 漢文購読Ⅰ 漢文購読Ⅱ

学内フィールドワークⅠ 東洋史概説
科目数 4 2 3 4

科目数 0 0 0 0
科目数計 15 14 16 14

春学期 秋学期 春学期 秋学期

科目数 0 0 0 0
専門ゼミⅠ 専門ゼミⅡ 専門ゼミⅢ 専門ゼミⅣ

草書の技法Ⅰ 草書の技法Ⅱ 卒業研究 卒業研究
篆刻の技法Ⅰ 篆刻の技法Ⅱ

書論・鑑賞

科目数 3 4 2 2
漢字作品制作法Ⅰ 漢字作品制作法Ⅱ 漢字かな交じり書法 実用書道
かな作品制作法Ⅰ かな作品制作法Ⅱ

科目数 2 2 1 1
日本古典文学史Ⅰ 日本古典文学史Ⅱ 日本事情Ⅰ 日本事情Ⅱ

日本語教育の概要Ⅰ 日本語教育の概要Ⅱ
古文書学Ⅰ 古文書学Ⅱ

キャリア戦略Ⅲ キャリア戦略Ⅳ
短期インターンシップ

科目数 5 4 1 1

科目数 0 0 0 0
科目数計 10 10 4 4

４年

全
学
共
通
科
目

学
科
必
修
科
目
・

コ
ー
ス
必
修
科
目

コ
ー
ス

選
択
必
修

コ
ー
ス

選
択
科
目

教
職
科
目

学
科
必
修
科
目
・

コ
ー
ス
必
修
科
目

コ
ー
ス

選
択
必
修

コ
ー
ス

選
択
科
目

教
職
科
目

３年

文学科　書道文化コース　企業就職履修モデル

１年 ２年

全
学
共
通
科
目
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文学科 図書館情報コース 専門教育科目 履修要項 

 
①卒業所要単位数は、全学共通科目（A 類）30 単位以上、専門教育科目（B 類）94 単位以上、計 124
単位以上です。 

②図書館情報コースの専門教育科目（B 類）の最低卒業所要単位数の内訳は下表のとおりとします。 

 

 

 

 

 

③図書館情報コースの専門教育科目（B 類）については、別表Ⅳ－23 の通り卒業必修欄に○印の付いて

いる科目 51 単位と選択必修科目 10 単位、そして別表Ⅳ－23 の選択科目及び別表Ⅳ－９、Ⅳ－12、Ⅳ

－15、Ⅳ－20、Ⅳ－24 から 33 単位以上を履修してください（同一科目を重複して履修することはで

きません）。 

④図書館情報コースは、図書館司書資格取得が卒業必修となっており、卒業要件を満たすことにより図

書館司書資格を取得することができます。 
⑤社会教育主事、学芸員、レクリエーション関連、日本語教員養成講座の資格を取得しようとする者は、

①に加えて、別表Ⅷ－２～５（P.282～P.285）により、履修してください（一部、卒業要件に算入で

きない科目があります）。 
⑥単位を修得（成績表に S・A・B・C・N と表記）した場合には、各別表の履修チェック欄に印をつけ、

履修漏れの防止に努めてください。 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

専門教育科目（Ｂ類） 

必修科目 選択必修科目 選択科目 計 

51 10 33 94 
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文学科　図書館情報コース　専門教育科目（Ｂ類） 別表Ⅳ―23

春 秋 春 秋 春 秋 春 秋
□ 人文科学入門Ⅰ（RE科目） 2 ○ ○
□ 人文科学入門Ⅱ（RE科目） 2 ○ ○
□ ホスピタリティコミュニケーションⅠ 2 ○ ○
□ 女性キャリア論Ⅰ 2 ○ ○
□ 女性キャリア論Ⅱ 2 ○ ○
□ キャリア戦略Ⅰ 2 ○ ○
□ キャリア戦略Ⅱ 2 ○ ○
□ 専門ゼミ入門（2年次秋） 演 1 ○ ○
□ 専門ゼミⅠ（3年次ゼミⅠ） 演 1 ○ ○
□ 専門ゼミⅡ（3年次ゼミⅡ） 演 1 ○ 　 ○
□ 専門ゼミⅢ（4年次ゼミⅠ） 演 1 ○ ○
□ 専門ゼミⅣ（4年次ゼミⅡ） 演 1 ○ ○
□ 卒業研究 4 ○ ○

（小計） 23 23 学科必修科目（計23単位）
□ 国際文化論 2 △ ○
□ 海外英語特講 4 △ ○ ※
□ 図書館概論 2 ○ ○
□ 生涯学習概論 2 ○ ○
□ 図書館情報資源概論 2 ○ ○ 「学校司書」対応科目
□ 情報資源組織論 2 ○ ○ 「学校司書」対応科目
□ 図書館情報技術論 2 ○ ○ 「学校司書」対応科目
□ 情報資源組織演習Ⅰ 演 1 ○ ○ 「学校司書」対応科目
□ 情報資源組織演習Ⅱ 演 1 ○ ○ 「学校司書」対応科目
□ 図書館サービス概論 2 ○ ○
□ 図書・図書館史 2 ○ ○
□ 情報サービス論 2 ○ ○ 「学校司書」対応科目
□ 情報サービス演習Ⅰ 演 1 ○ ○ 「学校司書」対応科目
□ 情報サービス演習Ⅱ 演 1 ○ ○ 「学校司書」対応科目
□ 児童サービス論 2 ○ ○
□ 図書館サービス特論 2 ○ ○ プレミアムＲＥ
□ 図書館制度・経営論 2 ○ ○

（小計） 32 28 コース必修科目（計28単位）
□ 図書館基礎特論 2 ○
□ 図書館施設論 2 ○
□ 図書館情報資源特論 2 ○
□ 図書館情報学特論Ⅰ 2 ○ 「学校司書」対応科目
□ 図書館情報学特論Ⅱ 2 ○
□ 未来図書館論 2 ○ プレミアムＲＥ
□ 原典講読 2 ○
□ 図書館総合演習 演 1 △ ○ プレミアムＲＥ　※
□ 図書館実習 実 1 △ ○
□ 学校経営と学校図書館 2 ○ 「学校司書」対応科目
□ 学習指導と学校図書館 2 ○ 「学校司書」対応科目
□ 読書と豊かな人間性 2 ○ 「学校司書」対応科目
□ 情報メディアの活用 2 ○
□ 古文書学Ⅰ 2 ○
□ 古文書学Ⅱ 2 ○

（小計） 28 10 コース選択必修科目（計10単位）
□ メディア論入門 2 ○
□ ホスピタリティ概論 2 ○
□ ホスピタリティマネジメントⅠ 2 ○
□ ホスピタリティマネジメントⅡ 2 ○
□ ホスピタリティ産業論Ⅰ 2 ○
□ ホスピタリティ産業論Ⅱ 2 ○
□ ベーシックコミュニケーションⅡ 2 ○
□ ホスピタリティコミュニケーションⅡ 2 ○
□ キャリア戦略Ⅲ 2 ○
□ キャリア戦略Ⅳ 2 ○
□ プレゼンテーションⅠ 2 ○
□ プレゼンテーションⅡ 2 ○
□ グローバルコミュニケーションⅠ 2 ○
□ グローバルコミュニケーションⅡ 2 ○
□ グローバルコミュニケーションⅢ 2 ○
□ グローバルコミュニケーションⅣ 2 ○
□ ビジネスコミュニケーションⅠ 2 ○
□ ビジネスコミュニケーションⅡ 2 ○
□ ビジネスコミュニケーションⅢ 2 ○
□ 英語のスピーキング･リスニングⅠ 2 ○
□ 英語のスピーキング･リスニングⅡ 2 ○
□ 英語のスピーキング･リスニングⅢ 2 ○
□ 英語のスピーキング･リスニングⅣ 2 ○
□ 英語のスピーキング･リスニングⅤ 2 ○
□ 英語のスピーキング･リスニングⅥ 2 ○
□ 現代イギリス事情Ⅰ 演 1 ○
□ 現代イギリス事情Ⅱ 演 1 ○
□ 現代アメリカ事情Ⅰ 演 1 ○
□ 現代アメリカ事情Ⅱ 演 1 ○

区
　
　
分

チ
ェ
ッ
ク
欄

授
業
の
方
法

単

位

卒

業

必

修

履　修　年　次

授　　業　　科　　目 備考

コ
ー
ス
選
択
必
修
科
目

コ
　
ー
　
ス
　
選
　
択
　
科
　
目

コ
　
ー
　
ス
　
必
　
修
　
科
　
目

1 2 3 4

学
　
科
　
必
　
修
　
科
　
目
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文学科　図書館情報コース　専門教育科目（Ｂ類） 別表Ⅳ―23

春 秋 春 秋 春 秋 春 秋

区
　
　
分

チ
ェ
ッ
ク
欄

授
業
の
方
法

単

位

卒

業

必

修

履　修　年　次

授　　業　　科　　目 備考1 2 3 4

□ イギリスの歴史 2 ○
□ アメリカの歴史 2 ○
□ 書学入門 2 ○
□ 編集・ジャーナリズム論 2 ○
□ 日本語表現法Ⅰ 演 1 ○
□ 日本語表現法Ⅱ 演 1 ○
□ 日本古典文学の基礎Ⅰ　　 演 1 ○
□ 日本古典文学の基礎Ⅱ 演 1 ○
□ 漢文学の基礎Ⅰ 演 1 ○
□ 漢文学の基礎Ⅱ 演 1 ○
□ 日本古典文学史Ⅰ　　　　 2 ○
□ 日本古典文学史Ⅱ　　　　 2 ○
□ 日本近現代文学史Ⅰ 2 ○
□ 日本近現代文学史Ⅱ 2 ○
□ 日本語の語法Ⅰ 2 ○
□ 日本語の歴史Ⅰ　　　　　 2 ○
□ 日本語の歴史Ⅱ　　　　　 2 ○
□ 民俗文化論Ⅰ 2 ○
□ 民俗文化論Ⅱ 2 ○
□ 日本美術史Ⅰ 2 ○
□ 日本美術史Ⅱ 2 ○
□ 歴史文化入門Ⅰ 2 ○
□ 歴史文化入門Ⅱ 2 ○
□ 日本史概説Ⅰ 2 ○
□ 日本史概説Ⅱ 2 ○
□ 博物館概論 2 ○
□ 博物館経営論 2 ○
□ 博物館資料論 2 ○
□ 博物館資料保存論 2 ○
□ 博物館展示論 2 ○
□ 博物館情報・メディア論 2 ○
□ 博物館教育論 2 ○
□ 博物館実習 実 3 ○ ○
□ 日本語教育の概要Ⅰ 2 ○
□ 日本語教育の概要Ⅱ 2 ○
□ 日本語教授法Ⅰ 2 ○
□ 日本語教授法Ⅱ 2 ○
□ 日本語教育教材研究Ⅰ 演 1 ○
□ 日本語教育教材研究Ⅱ 演 1 ○
□ 日本語教育演習Ⅰ 演 1 ○
□ 日本語教育演習Ⅱ 演 1 ○
□ 日本事情Ⅰ 2 ○
□ 日本事情Ⅱ 2 ○
□ 言語学概論Ⅰ 2 ○
□ 言語学概論Ⅱ 2 ○

（インターンシップ）
□ 学内フィールドワークⅠ 2 ○ ○ ○ ○ ○ ○
□ 学内フィールドワークⅡ 2 ○ ○ ○ ○ ○ ○
□ 学内フィールドワークⅢ 2 ○ ○ ○ ○ ○ ○
□ 短期インターンシップ 2 ○ ○
□ 長期インターンシップ 20 ○ ○ ○ ○ （4週～20週／4単位～20単位）

（留学）
□ 短期留学 12 ○ ○ ○ ○ ○ ○ （1～12週まで/1単位～12単位）
□ 長期留学 20 ○ ○ ○ ○ ○ ○ （13週～／13単位～20単位）
□ 特別講義Ⅰ　キャリア・デザインⅠ 2 ○
□ 特別講義Ⅱ　キャリア・デザインⅡ 2 ○
□ 特別講義Ⅲ　リーダーシップ 2 ○ ○ ○ ○
□ 特別講義Ⅳ～ⅩⅩ 各2単位

（小計） 201 33 コース選択科目（計33単位）

（合計） 284 94
【授業の方法】　演：演習、実：実験・実習、無印：講義をさす。

【履修年次】履修年次の○印は開講時期をさす。
【「学校司書」対応科目】この表中に表記された科目以外に必要な科目があります。

どちらか1科目を選択して履修してください。必ず、ライブラリーアテンダント・学校司書履修モデルを見てください。

※２　図書館総合演習・図書館実習は、どちらかを選択して履修すること。
※１　国際文化論の代わりに、海外英語特講を履修することができる。

コ
　
ー
　
ス
　
選
　
択
　
科
　
目

教職課程論、教育基礎論、発達心理学、教育心理学、特別支援教育総論です。発達心理学と教育心理学については、
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令
和

５
年

度
　

聖
徳

大
学

　
文

学
部

  
文

学
科

　
図

書
館

情
報

コ
ー

ス
　

　
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
マ

ッ
プ

生
涯

学
習

概
論

図
書

・
図

書
館

史
図

書
館

概
論

図
書

館
情

報
技

術
論

図
書

館
制

度
・

経
営

論
図

書
館

サ
ー

ビ
ス

概
論

児
童

サ
ー

ビ
ス

論
図

書
館

サ
ー

ビ
ス

特
論

情
報

サ
ー

ビ
ス

論
情

報
サ

ー
ビ

ス
演

習
Ⅰ

情
報

サ
ー

ビ
ス

演
習

Ⅱ
情

報
資

源
組

織
論

図
書

館
情

報
資

源
概

論
情

報
資

源
組

織
演

習
Ⅰ

情
報

資
源

組
織

演
習

Ⅱ

学
校

経
営

と
学

校
図

書
館

読
書

と
豊

か
な

人
間

性

学
習

指
導

と
学

校
図

書
館

教
育

基
礎

論
特

別
支

援
教

育
総

論
発

達
心

理
学

教
育

課
程

論
図

書
館

情
報

学
特

論
Ⅰ

専
門

ゼ
ミ

入
門

専
門

ゼ
ミ

Ⅰ
専

門
ゼ

ミ
Ⅱ

専
門

ゼ
ミ

Ⅲ
専

門
ゼ

ミ
Ⅳ

図
書

館
施

設
論

図
書

館
基

礎
特

論
未

来
図

書
館

論
卒

業
研

究
図

書
館

実
習

図
書

館
総

合
演

習
図

書
館

情
報

学
特

論
Ⅱ

原
典

購
読

情
報

メ
デ

ィ
ア

の
活

用
図

書
館

情
報

資
源

特
論

古
文

書
学

Ⅰ
古

文
書

学
Ⅱ

女
性

キ
ャ

リ
ア

論
Ⅰ

女
性

キ
ャ

リ
ア

論
Ⅱ

キ
ャ

リ
ア

戦
略

Ⅰ
キ

ャ
リ

ア
戦

略
Ⅱ

キ
ャ

リ
ア

戦
略

Ⅲ
キ

ャ
リ

ア
戦

略
Ⅳ

ベ
ー

シ
ッ

ク
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

Ⅰ
異

文
化

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン

ホ
ス

ピ
タ

リ
テ

ィ
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

Ⅰ

メ
デ

ィ
ア

論
入

門
ベ

ー
シ

ッ
ク

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
Ⅱ

ビ
ジ

ネ
ス

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
Ⅰ

ビ
ジ

ネ
ス

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
Ⅱ

ビ
ジ

ネ
ス

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
Ⅲ

プ
レ

ゼ
ン

テ
ー

シ
ョ

ン
Ⅰ

ホ
ス

ピ
タ

リ
テ

ィ
産

業
論

Ⅰ
ホ

ス
ピ

タ
リ

テ
ィ

産
業

論
Ⅱ

ホ
ス

ピ
タ

リ
テ

ィ
英

語
Ⅰ

ホ
ス

ピ
タ

リ
テ

ィ
英

語
Ⅱ

ホ
ス

ピ
タ

リ
テ

ィ
英

語
Ⅲ

ホ
ス

ピ
タ

リ
テ

ィ
英

語
Ⅳ

学
内

フ
ィ

ー
ル

ド
ワ

ー
ク

Ⅰ
学

内
フ

ィ
ー

ル
ド

ワ
ー

ク
Ⅱ

短
期

イ
ン

タ
ー

ン
シ

ッ
プ

コ
ン

ピ
ュ

ー
タ

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
Ⅰ

コ
ン

ピ
ュ

ー
タ

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
Ⅱ

英
語

Ⅰ
英

語
Ⅱ

英
語

Ⅲ
英

語
Ⅳ

英
語

Ⅴ
英

語
Ⅵ

英
語

Ⅶ
英

語
Ⅷ

情
報

活
用

演
習

（
基

礎
）

教
養

科
目

教
養

科
目

聖
徳

教
育

Ⅰ
聖

徳
教

育
Ⅰ

聖
徳

教
育

Ⅰ
聖

徳
教

育
Ⅰ

聖
徳

教
育

Ⅰ
聖

徳
教

育
Ⅰ

聖
徳

教
育

Ⅰ
聖

徳
教

育
Ⅰ

聖
徳

教
育

Ⅱ
聖

徳
教

育
Ⅱ

聖
徳

教
育

Ⅱ
聖

徳
教

育
Ⅱ

聖
徳

教
育

Ⅱ
聖

徳
教

育
Ⅱ

S
E

IT
O

K
U

 A
c
a
d
e
m

ic
 L

it
e
ra

c
y 

Ⅰ
S

E
IT

O
K

U
 A

c
a
d
e
m

ic
 L

it
e
ra

c
y 

Ⅱ
S

E
IT

O
K

U
 A

c
a
d
e
m

ic
 L

it
e
ra

c
y 

Ⅲ

ス
ポ

—
ツ

と
健

康
Ⅰ

ス
ポ

ー
ツ

と
健

康
Ⅱ

小
笠

原
流

礼
法

基
礎

講
座

４
年

次
春

学
期

４
年

次
秋

学
期

学
び

の
扉

を
開

こ
う

専
門

的
知

識
を

身
に

つ
け

よ
う

考
え

る
力

・
創

作
力

を
養

お
う

実
践

力
を

養
お

う

１
年

次
春

学
期

１
年

次
秋

学
期

２
年

次
春

学
期

２
年

次
秋

学
期

３
年

次
春

学
期

３
年

次
秋

学
期

２
年

次
３

年
次

４
年

次

各
学

問
領

域
の

専
門

能
力

を
身

に
つ

け
る

司
書

資
格

各 学 問 領 域 の 専 門 能 力 を 身 に つ け 、 主 体 的 に 課 題 を 解 決 で き る

学
校

司
書

図
書

館
情

報
学

を
深

く
理

解
し

、
実

践
力

を
身

に
つ

け
る

社
会

人
と

し
て

必
要

な
能

力
を

身
に

つ
け

る

基
礎  

企
業

就
職

学
び

の
基

礎
を

身
に

つ
け

る

〈
調

べ
る

・
考

え
る

・
議

論
す

る
〉

た
め

の
技

能
を

修
得

す
る

課
題

解
決

の
た

め
の

実
践

力
を

修
得

す
る

人
間

性
を

高
め

る

教
育

目
標

１
年

次

学
習

の
基

礎
を

身
に

つ
け

る
学

習
へ

の
姿

勢
を

確
立

す
る

専
門

分
野

の
基

礎
を

理
解

す
る

人
文

科
学

入
門

Ⅰ
（

Ｒ
Ｅ

科
目

）
人

文
科

学
入

門
Ⅱ

（
Ｒ

Ｅ
科

目
）

国
際

文
化

論
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令
和

５
年

度
　

聖
徳

大
学

　
文

学
部

  
文

学
科

　
図

書
館

情
報

コ
ー

ス
　

学
び

で
得

ら
れ

る
成

果
（

L
e
a
rn

in
g
　

O
u

tc
o
m

e
s
）

１
年

次
2

年
次

3
年

次
4

年
次

各
学

問
領

域
の

専
門

能
力

を
身

に
つ

け
る

図
書

館
に

関
す

る
基

礎
的

な
知

識
・

技
能

が
身

に
つ

い
て

い
る

図
書

館
に

関
す

る
専

門
的

な
知

識
・

技
能

が
身

に
つ

い
て

い
る

図
書

館
に

関
す

る
専

門
的

な
知

識
・

技
術

を
深

め
る

こ
と

が
で

き
る

文
学

・
文

化
・

芸
術

に
関

す
る

学
問

領
域

の
基

礎
的

な
知

識
及

び
各

領
域

の
専

門
能

力
を

身
に

つ
け

、
主

体
的

に
課

題
を

解
決

で
き

る

各 学 問 領 域 の 専 門 能 力 を 身 に つ け 、 主 体 的 に 課 題 を 解 決 で き る

グ
ロ

ー
バ

ル
社

会
を

生
き

る
た

め
の

英
語

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
力

を
も

有
し

た
総

合
的

な
人

間
力

を
身

に
つ

け
、

実
践

で
き

る

伝
統

の
本

物
教

育
に

よ
り

女
性

と
し

て
の

心
豊

か
な

教
養

を
養

い
、

日
本

社
会

の
気

品
の

模
範

と
し

て
の

礼
法

を
身

に
つ

け
、

実
践

で
き

る

学
位

授
与

の
方

針
に

掲
げ

る
学

習
成

果

図
書

館
情

報
学

を
深

く
理

解
し

、
実

践
力

を
身

に
つ

け
る

図
書

館
情

報
学

の
専

門
的

知
識

を
身

に
つ

け
、

自
己

の
問

題
意

識
を

発
展

さ
せ

る
こ

と
が

で
き

る

図
書

館
お

よ
び

図
書

館
情

報
学

に
関

す
る

専
門

的
な

知
識

・
技

能
を

実
習

で
活

用
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

ま
た

、
調

査
・

研
究

の
技

能
を

身
に

つ
け

、
資

料
を

読
解

し
、

自
己

の
課

題
を

深
く

探
求

す
る

こ
と

が
で

き
る

こ
れ

ま
で

の
実

践
を

通
し

て
自

己
の

課
題

を
再

発
見

す
る

こ
と

が
で

き
る

。
あ

わ
せ

て
、

自
己

の
課

題
探

求
の

成
果

を
、

論
文

と
し

て
ま

と
め

、
わ

か
り

や
す

く
伝

え
る

こ
と

が
で

き
る

社
会

人
と

し
て

必
要

な
能

力
を

身
に

つ
け

る
社

会
人

と
し

て
必

要
な

資
質

を
理

解
し

、
基

礎
的

な
知

識
・

技
能

が
身

に
つ

い
て

い
る

自
己

の
キ

ャ
リ

ア
ビ

ジ
ョ

ン
を

設
定

し
、

そ
の

た
め

に
必

要
な

知
識

・
技

能
に

つ
い

て
理

解
し

て
い

る
課

題
に

対
す

る
解

答
を

論
理

的
に

導
き

出
し

、
わ

か
り

や
す

く
伝

え
る

こ
と

が
で

き
る

現
代

社
会

の
課

題
を

認
識

し
、

社
会

に
働

き
か

け
る

こ
と

が
で

き
る

学
び

の
基

礎
を

身
に

つ
け

る
大

学
生

と
し

て
必

要
な

教
養

を
養

う
た

め
の

学
び

の
基

礎
を

身
に

つ
け

る

教
養

を
深

め
、

高
め

る
た

め
に

必
要

な
知

識
を

身
に

つ
け

、
学

際
的

洞
察

力
を

踏
ま

え
て

応
用

し
、

表
現

で
き

る

人
間

性
を

高
め

る
建

学
の

精
神

で
あ

る
「

和
」

を
理

解
し

、
「

礼
節

」
を

も
っ

て
行

動
で

き
る

「
礼

節
」

の
基

本
を

身
に

つ
け

、
実

践
で

き
る

。
日

本
女

性
の

模
範

と
し

て
の

「
気

品
」

と
は

何
か

を
理

解
で

き
る

身
に

つ
け

た
「

礼
節

」
を

応
用

し
、

実
践

で
き

る
。

教
養

を
さ

ら
に

深
め

、
そ

れ
を

さ
ま

ざ
ま

な
分

野
に

応
用

で
き

る

身
に

つ
け

た
「

気
品

」
と

「
礼

節
」

を
い

か
な

る
場

合
に

も
、

自
由

に
応

用
で

き
る

教
育

目
標

１
年

次
２

年
次

３
年

次
４

年
次

学
習

の
基

礎
を

身
に

つ
け

る
学

習
へ

の
姿

勢
を

確
立

す
る

専
門

分
野

の
基

礎
を

理
解

す
る

〈
調

べ
る

・
考

え
る

・
議

論
す

る
〉

た
め

の
技

能
を

修
得

す
る

課
題

解
決

の
た

め
の

実
践

力
を

修
得

す
る

学
び
の
扉
を
開
こ
う

専
⾨
的
知
識
を

⾝
に
つ
け
よ
う

考
え
る
⼒
・
創
作
⼒

を
⾝
に
つ
け
よ
う

実
践
⼒
を
養
お
う
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春学期 秋学期 春学期 秋学期
SEITOKU Academic Literacy Ⅰ SEITOKU Academic Literacy Ⅱ SEITOKU Academic Literacy Ⅲ 小笠原流礼法基礎講座
ベーシックコミュニケーションⅠ 異文化コミュニケーション 教養科目 教養科目
コンピュータ・コミュニケーションⅠ 英語Ⅱ 英語Ⅲ 英語Ⅳ

英語Ⅰ スポーツと健康Ⅱ コンピュータ・コミュニケーションⅡ

スポーツと健康Ⅰ 日本国憲法
情報活用演習（基礎）

科目数 6 5 4 3
人文科学入門Ⅰ 人文科学入門Ⅱ キャリア戦略Ⅰ キャリア戦略Ⅱ

女性キャリア論Ⅰ ホスピタリティコミュニケーションⅠ 国際文化論 専門ゼミ入門
○図書館概論 女性キャリア論Ⅱ ○◎情報サービス演習Ⅰ ○◎情報資源組織演習Ⅱ

○生涯学習概論 〇◎図書館情報資源概論 ○児童サービス論 ○◎情報サービス演習Ⅱ
〇◎情報資源組織論 ○図書館サービス概論 ○◎情報資源組織演習Ⅰ ◎図書館情報学特論Ⅰ

○◎情報サービス論 ○図書館制度・経営論 ◎学習指導と学校図書館
○◎図書館情報技術論 ○図書・図書館史 ◎学校経営と学校図書館

科目数 5 7 7 7
学内フィールドワークⅠ 学内フィールドワークⅡ 民俗文化論Ⅰ 民俗文化論Ⅱ

メデイア論入門 ベーシックコミュニケーションⅡ ビジネスコミュニケーションⅠ ビジネスコミュニケーションⅡ

ホスピタリティ概論 編集・ジャーナリズム論

科目数 3 2 2 3
◎教育基礎論 ◎特別支援教育総論

◎教育課程論

科目数 0 0 1 2
科目数計 14 14 14 15

春学期 秋学期 春学期 秋学期
英語Ⅴ 英語Ⅵ 英語Ⅶ 英語Ⅷ

科目数 1 1 1 1
専門ゼミⅠ 専門ゼミⅡ 専門ゼミⅢ 専門ゼミⅣ
図書館実習 未来図書館論 卒業研究 卒業研究

◎読書と豊かな人間性 図書館施設論 情報メディアの活用
図書館基礎特論 ○図書館サービス特論

図書館情報学特論Ⅱ 図書館情報資源特論

科目数 5 5 3 2
ビジネスコミュニケーションⅢ

プレゼンテーションⅠ

短期インターンシップ

科目数 3 1 0 0
◎発達心理学

科目数 1 0 0 0
科目数計 10 7 4 3

全
学
共
通
科
目

学
科
必
修
科
目
・

コ
ー
ス
必
修
科
目
・

コ
ー

ス
選
択
必
修
科
目

コ
ー
ス

選
択
科
目

教
職
科
目

全
学
共
通
科
目

学
科
必
修
科
目
・

コ
ー
ス
必
修
科
目
・

コ
ー

ス
選
択
必
修
科
目

コ
ー
ス

選
択
科
目

教
職
科
目

３年

文学科　図書館情報コース　履修モデル
ライブラリーアテンダント、学校司書履修モデル

(〇が司書資格科目、◎が学校司書モデルカリキュラム対応科目）

１年 ２年

４年
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春学期 秋学期 春学期 秋学期
SEITOKU Academic Literacy Ⅰ SEITOKU Academic Literacy Ⅱ SEITOKU Academic Literacy Ⅲ 小笠原流礼法基礎講座
ベーシックコミュニケーションⅠ 異文化コミュニケーション 教養科目 教養科目
コンピュータ・コミュニケーションⅠ 英語Ⅱ 英語Ⅲ 英語Ⅳ

英語Ⅰ スポーツと健康Ⅱ コンピュータ・コミュニケーションⅡ

スポーツと健康Ⅰ 日本国憲法
情報活用演習（基礎）

科目数 6 5 4 3
人文科学入門Ⅰ 人文科学入門Ⅱ キャリア戦略Ⅰ キャリア戦略Ⅱ

女性キャリア論Ⅰ 女性キャリア論Ⅱ 国際文化論 専門ゼミ入門
〇図書館概論 ホスピタリティコミュニケーションⅠ 〇情報サービス演習Ⅰ 〇情報資源組織演習Ⅱ

〇生涯学習概論 〇図書館情報資源概論 〇児童サービス論 〇情報サービス演習Ⅱ
〇情報資源組織論 〇図書館サービス概論 〇情報資源組織演習Ⅰ 〇図書館サービス特論

〇情報サービス論 〇図書館制度・経営論
〇図書館情報技術論 ○図書・図書館史

科目数 5 7 7 5
学内フィールドワークⅠ 学内フィールドワークⅡ 英語のスピーキング・リスニングⅢ 英語のスピーキング・リスニングⅣ

英語のスピーキング・リスニングⅠ 英語のスピーキング・リスニングⅡ メディア論入門 ベーシックコミュニケーションⅡ

ホスピタリティ概論 ホスピタリティ英語Ⅰ ビジネスコミュニケーションⅠ ビジネスコミュニケーションⅡ

ホスピタリティ英語Ⅱ 編集・ジャーナリズム論
ホスピタリティ英語Ⅲ

科目数 3 3 4 5
科目数計 14 15 15 13

春学期 秋学期 春学期 秋学期
英語Ⅴ 英語Ⅵ 英語Ⅶ 英語Ⅷ

科目数 1 1 1 1
専門ゼミⅠ 専門ゼミⅡ 専門ゼミⅢ 専門ゼミⅣ

図書館情報学特論Ⅱ 未来図書館論 卒業研究 卒業研究
図書館実習 原典購読

図書館情報資源特論
図書館施設論

科目数 3 5 2 2
キャリア戦略Ⅲ キャリア戦略Ⅳ

ビジネスコミュニケーションⅢ ホスピタリティ産業論Ⅱ
短期インターンシップ

プレゼンテーションⅠ

ホスピタリティ産業論Ⅰ

科目数 5 2 0 0
科目数計 9 8 3 3

学
科
必
修
科
目
・

コ
ー
ス
必
修
科
目
・

コ
ー

ス
選
択
必
修
科
目

コ
ー
ス

選
択
科
目

全
学
共
通
科
目

学
科
必
修
科
目
・

コ
ー
ス
必
修
科
目
・

コ
ー

ス
選
択
必
修
科
目

コ
ー
ス

選
択
科
目

３年

全
学
共
通
科
目

文学科　図書館情報コース　履修モデル
ライブラリーアテンダント、企業就職履修モデル

（〇が司書資格科目）

１年 ２年

４年
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文学科 教養デザインコース 専門教育科目 履修要項 

 
①卒業所要単位数は、全学共通科目（A 類）30 単位以上、専門教育科目（B 類）94 単位以上、計 124
単位以上です。 

②教養デザインコースの専門教育科目（B 類）の最低卒業所要単位数の内訳は下表のとおりとします。 

 

 

 

 

 

③教養デザインコースの専門教育科目（B 類）については、別表Ⅳ－24 の通り卒業必修欄に○印の付い

ている科目 23 単位、ホスピタリティ・ヒューマン・ビジネス・グローバル・人文科学基礎の科目よ

り 40 単位、そして別表Ⅳ－24 の選択科目及び別表Ⅳ－９、Ⅳ－12、Ⅳ－15、Ⅳ－20、Ⅳ－23 から 31
単位以上を履修してください（同一科目を重複して履修することはできません）。 

④図書館司書、学校図書館司書教諭、社会教育主事、学芸員、レクリエーション関連、日本語教員養成

講座の資格を取得しようとする者は、①に加えて、別表Ⅷ－１～５（P.281～P.285）により、履修し

てください（一部、卒業要件に算入できない科目があります）。 
⑤単位を修得（成績表に S・A・B・C・N と表記）した場合には、各別表の履修チェック欄に印をつけ、

履修漏れの防止に努めてください。 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

専門教育科目（Ｂ類） 

必修科目 選択必修科目 選択科目 計 

23 40 31 94 
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教養デザインコース　専門教育科目（Ｂ類） 別表Ⅳ―24

春 秋 春 秋 春 秋 春 秋

□ 人文科学入門Ⅰ（RE科目） 2 ○ ○ エアラインプラチナＰ
□ 人文科学入門Ⅱ（RE科目） 2 ○ ○
□ ホスピタリティコミュニケーションⅠ 2 ○ ○
□ 女性キャリア論Ⅰ 2 ○ ○
□ 女性キャリア論Ⅱ 2 ○ ○
□ キャリア戦略Ⅰ 2 ○ ○
□ キャリア戦略Ⅱ 2 ○ ○
□ 専門ゼミ入門（2年次秋） 演 1 ○ ○
□ 専門ゼミⅠ（3年次ゼミⅠ） 演 1 ○ ○
□ 専門ゼミⅡ（3年次ゼミⅡ） 演 1 ○ 　 ○
□ 専門ゼミⅢ（4年次ゼミⅠ） 演 1 ○ ○
□ 専門ゼミⅣ（4年次ゼミⅡ） 演 1 ○ ○
□ 卒業研究 4 ○ ○

（小計） 23 23 学科必修科目（計23単位）
(ホスピタリティ)

□ ホスピタリティ概論 2 △ ○ エアラインプラチナＰ
□ ホスピタリティコミュニケーションⅡ 2 △ ○ エアラインプラチナＰ
□ ホスピタリティマネジメントⅠ 2 △ ○ エアラインプラチナＰ
□ ホスピタリティマネジメントⅡ 2 △ ○ エアラインプラチナＰ
□ ホスピタリティ産業論Ⅰ 2 △ ○ エアラインプラチナＰ
□ ホスピタリティ産業論Ⅱ 2 △ ○

12
(ヒューマン・コミュニケーション)

□ ベーシックコミュニケーションⅡ 2 △ ○
□ プレゼンテーションⅠ 2 △ ○ プレミアムＲＥ
□ プレゼンテーションⅡ 2 △ ○ エアラインプラチナＰ
□ ロジカルコミュニケーションⅠ 2 △ ○
□ ロジカルコミュニケーションⅡ 2 △ ○

10
(ビジネス・コミュニケーション)

□ キャリア戦略Ⅲ 2 △ ○ エアラインプラチナＰ/プレミアムＲＥ

□ キャリア戦略Ⅳ 2 △ ○ エアラインプラチナＰ
□ ビジネスコミュニケーションⅠ 2 △ ○ プレミアムＲＥ
□ ビジネスコミュニケーションⅡ 2 △ ○ プレミアムＲＥ
□ ビジネスコミュニケーションⅢ 2 △ ○ プレミアムＲＥ

10
(グローバル・コミュニケーション)

□ ホスピタリティ英語Ⅰ 2 △ ○ SEEP
□ ホスピタリティ英語Ⅱ 2 △ ○ SEEP
□ ホスピタリティ英語Ⅲ 2 △ ○
□ ホスピタリティ英語Ⅳ 2 △ ○
□ グローバルコミュニケーションⅠ 2 △ ○ SEEP
□ グローバルコミュニケーションⅡ 2 △ ○ SEEP
□ グローバルコミュニケーションⅢ 2 △ ○ SEEP
□ グローバルコミュニケーションⅣ 2 △ ○ SEEP

16
(人文科学基礎科目)

□ 現代イギリス事情Ⅰ 演 1 △ ○
□ 現代イギリス事情Ⅱ 演 1 △ ○
□ 現代アメリカ事情Ⅰ 演 1 △ ○
□ 現代アメリカ事情Ⅱ 演 1 △ ○
□ 日本文学概説Ⅰ 2 △ ○
□ 日本文学概説Ⅱ 2 △ ○
□ 日本語概説Ⅰ 2 △ ○
□ 日本語概説Ⅱ 2 △ ○
□ 歴史文化入門Ⅰ 2 △ ○
□ 歴史文化入門Ⅱ 2 △ ○
□ 日本史概説Ⅰ 2 △ ○
□ 日本史概説Ⅱ 2 △ ○
□ 書学入門 2 △ ○
□ 日本書道史概説 2 △ ○
□ 図書館概論 2 △ ○
□ 図書館情報資源概論 2 △ ○
□ 図書館サービス概論 2 △ ○
□ メディア論入門 2 △ ○
□ 編集・ジャーナリズム論 2 △ ○
□ 情報サービス論 2 △ ○
□ 児童サービス論 2 △ ○

（小計） 86 40

卒

業

必

修

履　修　年　次

学
　
科
　
必
　
修
　
科
　
目

コ
　
ー
　
ス
　
選
　
択
　
必
　
修
　
科
　
目

△（ホスピタリティ、
ヒューマン、ビジネス、グ
ローバル、人文科学基礎）
から40単位以上必修

区
　
　
分

チ
ェ
ッ
ク
欄

授　　業　　科　　目

授
業
の
方
法

単

位

備考
1 2 3 4
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教養デザインコース　専門教育科目（Ｂ類） 別表Ⅳ―24

春 秋 春 秋 春 秋 春 秋

卒

業

必

修

履　修　年　次区
　
　
分

チ
ェ
ッ
ク
欄

授　　業　　科　　目

授
業
の
方
法

単

位

備考
1 2 3 4

（英米文学系）
□ 基礎英文法Ⅰ 2 ○ SEEP
□ 基礎英文法Ⅱ 2 ○ SEEP
□ 英語学入門Ⅰ 2 ○
□ 英語学入門Ⅱ 2 ○
□ 英文法Ⅰ 2 ○
□ 英文法Ⅱ 2 ○
□ 英語学Ⅰ 2 ○
□ 英語学Ⅱ 2 ○
□ 英語のスピーキング･リスニングⅠ 2 ○ SEEP
□ 英語のスピーキング･リスニングⅡ 2 ○ SEEP
□ 英語の語彙と用法Ⅰ 演 1 ○ SEEP
□ 英語の語彙と用法Ⅰ 演 1 ○ SEEP
□ 英語の語彙と用法Ⅲ 演 1 ○ SEEP　
□ 英語の語彙と用法Ⅳ 演 1 ○ SEEP
□ 英語音声学Ⅰ 演 1
□ 英語のリーディングⅠ 2 ○ SEEP
□ 英語のリーディングⅡ 2 ○ SEEP
□ 英語のリーディングⅢ 2 ○ SEEP
□ 英語のリーディングⅣ 2 ○ SEEP
□ 英語のライティングⅠ 2 ○
□ 英語のライティングⅡ 2 ○
□ 英語のスピーキング･リスニングⅢ 2 ○
□ 英語のスピーキング･リスニングⅣ 2 ○
□ 英語のスピーキング･リスニングⅤ 2 ○
□ 英語のスピーキング･リスニングⅥ 2 ○
□ 英語のコミュニケーションⅠ 2 ○ SEEP
□ 英語のコミュニケーションⅡ 2 ○ SEEP
□ メディアの英語 2 ○ SEEP
□ イギリスの歴史 2 ○ ※
□ アメリカの歴史 2 ○ ※
□ イギリス文学史Ⅰ 2 ○
□ イギリス文学史Ⅱ 2 ○
□ アメリカ文学史Ⅰ 2 ○
□ アメリカ文学史Ⅱ 2 ○
□ 英米の詩Ⅰ 演 1 ○
□ 英米の詩Ⅱ 演 1 ○
□ 英米の戯曲Ⅰ 演 1 ○
□ 英米の戯曲Ⅱ 演 1 ○
□ 英米の小説Ⅰ 演 1 ○
□ 英米の小説Ⅱ 演 1 ○

（日本文学系）
□ 日本語表現法Ⅰ 演 1 ○
□ 日本語表現法Ⅱ 演 1 ○
□ 日本古典文学の基礎Ⅰ　　 演 1 ○
□ 日本古典文学の基礎Ⅱ 演 1 ○
□ 漢文学の基礎Ⅰ 演 1 ○
□ 漢文学の基礎Ⅱ 演 1 ○
□ 日本古典文学史Ⅰ　　　　 2 ○
□ 日本古典文学史Ⅱ　　　　 2 ○
□ 日本近現代文学史Ⅰ 2 ○
□ 日本近現代文学史Ⅱ 2 ○
□ 日本語の語法Ⅰ 2 ○
□ 日本語の歴史Ⅰ　　　　　 2 ○
□ 日本語の歴史Ⅱ　　　　　 2 ○
□ 現代語の研究Ⅰ 2 ○
□ 現代語の研究Ⅱ 2 ○
□ 文芸創作Ⅰ 2 ○
□ 文芸創作Ⅱ 2 ○
□ 比較文学Ⅰ 2 ○
□ 比較文学Ⅱ 2 ○
□ 日本古典文学講読Ⅰ 2 ○
□ 日本古典文学講読Ⅱ 2 ○
□ 日本近現代文学講読Ⅰ 2 ○
□ 日本近現代文学講読Ⅱ 2 ○
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教養デザインコース　専門教育科目（Ｂ類） 別表Ⅳ―24

春 秋 春 秋 春 秋 春 秋

卒

業

必

修

履　修　年　次区
　
　
分

チ
ェ
ッ
ク
欄

授　　業　　科　　目

授
業
の
方
法

単

位

備考
1 2 3 4

（歴史文化系）
□ 日本考古学Ⅰ 2 ○
□ 日本考古学Ⅱ 2 ○
□ 民俗文化論Ⅰ 2 ○
□ 民俗文化論Ⅱ 2 ○
□ 日本美術史Ⅰ 2 ○
□ 日本美術史Ⅱ 2 ○
□ 西洋史概説 2 ○
□ 東洋史概説 2 ○
□ 社会学入門Ⅰ 2 ○
□ 宗教学入門 2 ○
□ 政治学入門 2 ○
□ 経済学入門 2 ○
□ 地理学Ⅰ 2 ○
□ 地理学Ⅱ 2 ○
□ 日本古代史Ⅰ 2 ○
□ 日本古代史Ⅱ 2 ○
□ 日本中世史Ⅰ 2 ○
□ 日本中世史Ⅱ 2 ○
□ 日本近世史Ⅰ 2 ○
□ 日本近世史Ⅱ 2 ○
□ 日本近現代史Ⅰ 2 ○
□ 日本近現代史Ⅱ 2 ○
□ 古文書学Ⅰ 2 ○
□ 古文書学Ⅱ 2 ○

（図書館司書科目）
□ 情報資源組織論 2 ○
□ 図書館情報技術論 2 ○
□ 情報資源組織演習Ⅰ 演 1 ○
□ 情報資源組織演習Ⅱ 演 1 ○
□ 図書・図書館史 2 ○
□ 情報サービス演習Ⅰ 演 1 ○
□ 情報サービス演習Ⅱ 演 1 ○
□ 図書館サービス特論 2 ○
□ 図書館制度・経営論 2 ○
□ 図書館情報資源特論 2 ○
□ 図書館実習 実 1 ○

（博物館学芸員科目）
□ 生涯学習概論 2 ○
□ 博物館概論 2 ○
□ 博物館経営論 2 ○
□ 博物館資料論 2 ○
□ 博物館資料保存論 2 ○
□ 博物館展示論 2 ○
□ 博物館情報・メディア論 2 ○
□ 博物館教育論 2 ○
□ 博物館実習 実 3 ○ ○

（インターンシップ）
□ 学内フィールドワークⅠ 2 ○ ○ ○ ○ ○ ○
□ 学内フィールドワークⅡ 2 ○ ○ ○ ○ ○ ○
□ 学内フィールドワークⅢ 2 ○ ○ ○ ○ ○ ○
□ 短期インターンシップ 2 ○ ○
□ 長期インターンシップ 20 ○ ○ ○ ○ （4週～20週／4単位～20単位）

（留学）
□ 短期留学 12 ○ ○ ○ ○ ○ ○
□ 長期留学 20 ○ ○ ○ ○ ○ ○ （13週～／13単位～20単位）

（海外語学研修）
□ 海外英語特講 △ 4 ○ ※
□ 国際文化論 △ 2 ○ ※

（特別講義）
□ 特別講義Ⅰ　キャリア・デザインⅠ 2 ○
□ 特別講義Ⅱ　キャリア・デザインⅡ 2 ○
□ 特別講義Ⅲ　リーダーシップ 2 ○ ○ ○ ○
□ 特別講義Ⅳ～ⅩⅩ 各2単位

（小計） 265 31 コース選択科目（計31単位）

合　　計 374 94
【授業の方法】　演：演習、実：実験・実習、無印：講義をさす。
【履修年次】履修年次の○印は開講時期をさす。
※海外英語特講・国際文化論は、どちらかを選択して履修すること。
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令
和

５
年

度
　

聖
徳

大
学

　
文

学
部

  
文

学
科

　
教

養
デ

ザ
イ

ン
コ

ー
ス

　
　

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

マ
ッ

プ

ベ
ー

シ
ッ

ク
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

Ⅰ
ベ

ー
シ

ッ
ク

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
Ⅱ

学
内

フ
ィ

ー
ル

ド
ワ

ー
ク

Ⅰ
学

内
フ

ィ
ー

ル
ド

ワ
ー

ク
Ⅱ

学
内

フ
ィ

ー
ル

ド
ワ

ー
ク

Ⅲ
キ

ャ
リ

ア
戦

略
Ⅲ

キ
ャ

リ
ア

戦
略

Ⅳ

イ
ン

タ
ー

ン
シ

ッ
プ

短
期

海
外

英
語

特
講

特
別

講
義

　
Ⅰ

特
別

講
義

　
Ⅱ

特
別

講
義

　
Ⅲ

特
別

講
義

　
Ⅳ

現
代

イ
ギ

リ
ス

事
情

Ⅰ
現

代
イ

ギ
リ

ス
事

情
Ⅱ

現
代

ア
メ

リ
カ

事
情

Ⅰ
現

代
ア

メ
リ

カ
事

情
Ⅱ

日
本

語
表

現
法

Ⅰ
日

本
語

表
現

法
Ⅱ

専
門

ゼ
ミ

入
門

専
門

ゼ
ミ

Ⅰ
専

門
ゼ

ミ
Ⅱ

専
門

ゼ
ミ

Ⅲ
専

門
ゼ

ミ
Ⅳ

異
文

化
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

ロ
ジ

カ
ル

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
Ⅰ

ロ
ジ

カ
ル

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
Ⅱ

卒
業

研
究

ビ
ジ

ネ
ス

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
Ⅰ

ビ
ジ

ネ
ス

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
Ⅱ

ビ
ジ

ネ
ス

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
Ⅲ

プ
レ

ゼ
ン

テ
ー

シ
ョ

ン
Ⅰ

プ
レ

ゼ
ン

テ
ー

シ
ョ

ン
Ⅱ

ホ
ス

ピ
タ

リ
テ

ィ
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

Ⅰ
ホ

ス
ピ

タ
リ

テ
ィ

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
Ⅱ

ホ
ス

ピ
タ

リ
テ

ィ
概

論
ホ

ス
ピ

タ
リ

テ
ィ

産
業

論
Ⅰ

ホ
ス

ピ
タ

リ
テ

ィ
産

業
論

Ⅱ

ホ
ス

ピ
タ

リ
テ

ィ
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
Ⅰ

ホ
ス

ピ
タ

リ
テ

ィ
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
Ⅱ

ホ
ス

ピ
タ

リ
テ

ィ
英

語
Ⅰ

ホ
ス

ピ
タ

リ
テ

ィ
英

語
Ⅱ

ホ
ス

ピ
タ

リ
テ

ィ
英

語
Ⅲ

ホ
ス

ピ
タ

リ
テ

ィ
英

語
Ⅳ

グ
ロ

ー
バ

ル
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

Ⅰ
グ

ロ
ー

バ
ル

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
Ⅱ

グ
ロ

ー
バ

ル
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

Ⅲ
グ

ロ
ー

バ
ル

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
Ⅳ

英
語

の
ス

ピ
ー

キ
ン

グ
・

リ
ス

ニ
ン

グ
Ⅰ

英
語

の
ス

ピ
ー

キ
ン

グ
・

リ
ス

ニ
ン

グ
Ⅱ

英
語

の
ス

ピ
ー

キ
ン

グ
・

リ
ス

ニ
ン

グ
Ⅲ

英
語

の
ス

ピ
ー

キ
ン

グ
・

リ
ス

ニ
ン

グ
Ⅳ

英
語

の
ス

ピ
ー

キ
ン

グ
・

リ
ス

ニ
ン

グ
Ⅴ

英
語

の
ス

ピ
ー

キ
ン

グ
・

リ
ス

ニ
ン

グ
Ⅵ

英
語

の
語

彙
と

用
法

Ⅰ
英

語
の

語
彙

と
用

法
Ⅱ

英
語

の
語

彙
と

用
法

Ⅲ
英

語
の

語
彙

と
用

法
Ⅳ

女
性

キ
ャ

リ
ア

論
Ⅰ

女
性

キ
ャ

リ
ア

論
Ⅱ

キ
ャ

リ
ア

戦
略

Ⅰ
キ

ャ
リ

ア
戦

略
Ⅱ

英
語

Ⅰ
英

語
Ⅱ

英
語

Ⅲ
英

語
Ⅳ

英
語

の
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

Ⅰ
英

語
の

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
Ⅱ

メ
デ

ィ
ア

の
英

語
コ

ン
ピ

ュ
ー

タ
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

Ⅰ
コ

ン
ピ

ュ
ー

タ
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

Ⅱ
日

本
文

学
概

説
Ⅰ

日
本

文
学

概
説

Ⅱ
日

本
近

現
代

文
学

史
Ⅰ

日
本

近
現

代
文

学
史

Ⅱ
基

礎
英

文
法

Ⅰ
基

礎
英

文
法

Ⅱ
英

文
法

Ⅰ
英

文
法

Ⅱ
メ

デ
ィ

ア
論

入
門

外
国

語
外

国
語

情
報

活
用

演
習

（
基

礎
）

教
養

科
目

教
養

科
目

教
養

科
目

聖
徳

教
育

Ⅰ
聖

徳
教

育
Ⅰ

聖
徳

教
育

Ⅰ
聖

徳
教

育
Ⅰ

聖
徳

教
育

Ⅰ
聖

徳
教

育
Ⅰ

聖
徳

教
育

Ⅰ
聖

徳
教

育
Ⅰ

聖
徳

教
育

Ⅱ
聖

徳
教

育
Ⅱ

聖
徳

教
育

Ⅱ
聖

徳
教

育
Ⅱ

聖
徳

教
育

Ⅱ
聖

徳
教

育
Ⅱ

S
E

IT
O

K
U

 A
c
a
d

e
m

ic
 L

it
e
ra

c
y 

Ⅰ
S

E
IT

O
K

U
 A

c
a
d

e
m

ic
 L

it
e
ra

c
y 

Ⅱ
S

E
IT

O
K

U
 A

c
a
d

e
m

ic
 L

it
e
ra

c
y 

Ⅲ

小
笠

原
流

礼
法

基
礎

講
座

４
年

次
春

学
期

４
年

次
秋

学
期

学
び

の
扉

を
開

こ
う

専
門

的
知

識
を

身
に

つ
け

よ
う

考
え

る
力

・
創

作
力

を
養

お
う

実
践

力
を

養
お

う

１
年

次
春

学
期

１
年

次
秋

学
期

２
年

次
春

学
期

２
年

次
秋

学
期

３
年

次
春

学
期

３
年

次
秋

学
期

人
間

性
を

高
め

る

各
学

問
領

域
の

専
門

能
力

を
身

に
つ

け
る

各 学 問 領 域 の 専 門 能 力 を 身 に つ け 、 主 体 的 に 課 題 を 解 決 で き る

ビ
ジ

ネ
ス

社
会

・
グ

ロ
ー

バ
ル

社
会

で
働

く
上

で
必

要
な

知
識

・
能

力
・

態
度

を
身

に
つ

け
る

ビ
ジ

ネ
ス

社
会

人
と

し
て

必
要

な
能

力
を

身
に

つ
け

る

学
び

の
基

礎
を

身
に

つ
け

る

人
文

科
学

入
門

Ⅰ
人

文
科

学
入

門
Ⅱ

英
米

の
小

説
Ⅰ

英
米

の
小

説
Ⅱ

文
芸

創
作

Ⅰ
文

芸
創

作
Ⅱ

グ
ロ

ー
バ

ル

教
育

目
標

１
年

次
２

年
次

３
年

次
４

年
次

学
習

の
基

礎
を

身
に

つ
け

る
学

習
へ

の
姿

勢
を

確
立

す
る

専
門

分
野

の
基

礎
を

理
解

す
る

〈
調

べ
る

・
考

え
る

・
議

論
す

る
〉

た
め

の
技

能
を

修
得

す
る

課
題

解
決

の
た

め
の

実
践

力
を

修
得

す
る
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令
和

５
年

度
　

聖
徳

大
学

　
文

学
部

  
文

学
科

　
教

養
デ

ザ
イ

ン
コ

ー
ス

　
学

び
で

得
ら

れ
る

成
果

（
L
e
a
rn

in
g
　

O
u

tc
o
m

e
s
）

各
学

問
領

域
の

専
門

能
力

を
身

に
つ

け
る

社
会

人
と

し
て

の
基

礎
的

知
識

が
身

に
つ

い
て

い
る

業
界

、
業

種
、

職
種

な
ど

働
く

上
で

必
要

な
社

会
科

学
領

域
の

基
礎

的
な

知
識

・
技

術
が

み
に

つ
い

て
い

る

・
課

題
に

対
す

る
解

答
を

論
理

的
に

導
き

出
し

、
わ

か
り

や
す

く
伝

え
る

こ
と

が
で

き
る

・
企

業
や

団
体

で
の

就
業

を
通

し
て

職
業

意
識

を
醸

成
し

、
企

業
、

団
体

で
働

く
上

で
必

要
な

知
識

・
技

能
・

態
度

が
身

に
つ

い
て

い
る

現
代

社
会

の
課

題
を

認
識

し
、

主
体

的
に

社
会

に
働

き
か

け
る

社
会

人
基

礎
力

が
身

に
つ

い
て

い
る

各 学 問 領 域 の 専 門 能 力 を 身 に つ け 、 主 体 的 に 課 題 を 解 決 で き る

グ
ロ

ー
バ

ル
社

会
を

生
き

る
た

め
に

必
要

な
異

文
化

対
応

力
・

英
語

力
・

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
力

を
身

に
着

け
常

に
顧

客
思

考
と

チ
ー

ム
ワ

ー
ク

を
意

識
し

て
課

題
解

決
に

取
り

組
み

、
国

際
社

会
に

貢
献

で
き

る
社

会
人

基
礎

力
の

高
い

人
材

を
育

成
す

る

学
位

授
与

の
方

針
に

掲
げ

る
学

習
成

果

１
年

次
2

年
次

3
年

次
4

年
次

ビ
ジ

ネ
ス

社
会

に
お

け
る

調
査

・
研

究
の

技
能

を
身

に
つ

け
、

資
料

を
読

解
し

、
自

己
の

課
題

を
深

く
探

求
す

る
こ

と
が

で
き

る

グ
ロ

ー
バ

ル
社

会
で

必
要

な
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

能
力

の
基

礎
が

身
に

つ
い

て
い

る

グ
ロ

ー
バ

ル
社

会
に

必
要

な
基

礎
的

な
英

語
力

・
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

力
及

び
多

様
な

価
値

観
を

受
入

れ
円

滑
な

対
人

関
係

を
構

築
す

る
技

術
・

態
度

が
身

に
つ

い
て

い
る

グ
ロ

ー
バ

ル
社

会
に

お
け

る
調

査
・

研
究

の
技

能
を

身
に

つ
け

、
資

料
を

読
解

し
、

自
己

の
課

題
を

深
く

探
求

す
る

こ
と

が
で

き
る

文
学

・
文

化
・

芸
術

等
人

文
科

学
に

関
す

る
基

礎
的

な
知

識
及

び
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

力
・

プ
レ

ゼ
ン

テ
ー

シ
ョ

ン
力

・
ホ

ス
ピ

タ
リ

テ
ィ

領
域

の
専

門
知

識
・

能
力

を
身

に
つ

け
、

社
会

で
起

こ
る

様
々

な
課

題
に

対
し

て
積

極
的

に
取

り
組

み
、

地
域

社
会

に
貢

献
で

き
る

人
材

を
育

成
す

る

身
に

つ
け

た
「

気
品

」
と

「
礼

節
」

を
い

か
な

る
場

合
に

も
、

自
由

に
応

用
で

き
る

伝
統

の
本

物
教

育
に

よ
り

女
性

と
し

て
の

心
豊

か
な

教
養

を
養

い
、

日
本

社
会

の
気

品
の

模
範

と
し

て
の

礼
法

を
身

に
つ

け
、

実
践

で
き

る
人

材
を

育
成

す
る

学
び

の
基

礎
を

身
に

つ
け

る
大

学
生

と
し

て
必

要
な

教
養

を
養

う
た

め
の

学
び

の
基

礎
を

身
に

つ
け

る

教
養

を
深

め
、

高
め

る
た

め
に

必
要

な
知

識
を

身
に

つ
け

、
学

際
的

洞
察

力
を

踏
ま

え
て

応
用

し
、

表
現

で
き

る

調
査

・
研

究
の

成
果

を
、

論
文

と
し

て
ま

と
め

、
わ

か
り

や
す

く
伝

え
る

こ
と

が
で

き
る

身
に

つ
け

た
教

養
を

応
用

し
、

課
題

に
対

す
る

解
答

を
導

き
出

し
、

わ
か

り
や

す
く

伝
え

る
こ

と
が

で
き

る

社
会

人
と

し
て

必
要

な
能

力
を

身
に

つ
け

る
社

会
人

と
し

て
必

要
な

資
質

を
理

解
し

、
基

礎
的

な
知

識
・

技
能

が
身

に
つ

い
て

い
る

自
己

の
キ

ャ
リ

ア
ビ

ジ
ョ

ン
を

設
定

し
、

そ
の

た
め

に
必

要
な

知
識

・
技

能
に

つ
い

て
理

解
し

て
い

る

グ
ロ

ー
バ

ル

ビ
ジ

ネ
ス

社
会

・
グ

ロ
－

バ
ル

社
会

で
働

く
上

で
必

要
な

知
識

・
能

力
・

態
度

を
身

に
つ

け
る

ビ
ジ

ネ
ス

ビ
ジ

ネ
ス

社
会

で
必

要
な

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
能

力
の

基
礎

が
身

に
つ

い
て

い
る

諸
課

題
に

つ
い

て
個

人
で

考
え

発
信

し
、

チ
ー

ム
内

議
論

を
通

し
て

合
意

形
成

す
る

た
め

に
必

要
な

技
能

・
態

度
を

身
に

つ
い

て
い

る

４
年

次

学
習

の
基

礎
を

身
に

つ
け

る
学

習
へ

の
姿

勢
を

確
立

す
る

専
門

分
野

の
基

礎
を

理
解

す
る

〈
調

べ
る

・
考

え
る

・
議

論
す

る
〉

た
め

の
技

能
を

修
得

す
る

課
題

解
決

の
た

め
の

実
践

力
を

修
得

す
る

人
間

性
を

高
め

る
建

学
の

精
神

で
あ

る
「

和
」

を
理

解
し

、
「

礼
節

」
を

も
っ

て
行

動
で

き
る

「
礼

節
」

の
基

本
を

身
に

つ
け

、
実

践
で

き
る

。
日

本
女

性
の

模
範

と
し

て
の

「
気

品
」

と
は

何
か

を
理

解
で

き
る

身
に

つ
け

た
「

礼
節

」
を

応
用

し
、

実
践

で
き

る
。

教
養

を
さ

ら
に

深
め

、
そ

れ
を

さ
ま

ざ
ま

な
分

野
に

応
用

で
き

る

教
育

目
標

１
年

次
２

年
次

３
年

次

学
び
の
扉
を
開
こ
う

専
⾨
的
知
識
を

⾝
に
つ
け
よ
う

考
え
る
⼒
・
創
作
⼒

を
⾝
に
つ
け
よ
う

実
践
⼒
を
養
お
う
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春学期 秋学期 春学期 秋学期
SEITOKU Academic Literacy Ⅰ SEITOKU Academic Literacy Ⅱ SEITOKU Academic Literacy Ⅲ 小笠原流礼法基礎講座
ベーシックコミュニケーションⅠ 異文化コミュニケーション 教養科目 教養科目
コンピュータ・コミュニケーションⅠ 英語Ⅱ 教養科目 英語Ⅳ

英語Ⅰ スポーツと健康Ⅱ 英語Ⅲ
スポーツと健康Ⅰ コンピュータ・コミュニケーションⅡ

情報活用演習（基礎）

科目数 6 4 5 3
人文科学入門Ⅰ 人文科学入門Ⅱ キャリア戦略Ⅰ キャリア戦略Ⅱ

女性キャリア論Ⅰ ホスピタリティコミュニケーションⅠ 専門ゼミ入門
女性キャリア論Ⅱ

科目数 2 3 1 2
ホスピタリティ概論 ベーシックコミュニケーションⅡ ホスピタリティコミュニケーションⅡ ホスピタリティ産業論Ⅱ
現代アメリカ事情Ⅰ ホスピタリティ英語Ⅰ ホスピタリティ産業論Ⅰ ホスピタリティマネジメントⅡ

歴史文化入門Ⅰ グローバルコミュニケーションⅠ ホスピタリティマネジメントⅠ グローバルコミュニケーションⅢ

メディア論入門 歴史文化入門Ⅱ プレゼンテーションⅠ
ホスピタリティ英語Ⅱ

グローバルコミュニケーションⅡ

科目数 4 4 6 3
英語の語彙と用法Ⅰ 英語の語彙と用法Ⅱ 英語の語彙と用法Ⅲ 英語の語彙と用法Ⅳ

英語のリーディングⅠ 英語のリーディングⅡ 英語のリーディングⅢ 英語のリーディングⅣ
基礎英文法Ⅰ 基礎英文法Ⅱ 英語のスピーキング・リスニングⅢ 英語のスピーキング・リスニングⅣ

英語のスピーキング・リスニングⅠ 英語のスピーキング・リスニングⅡ 海外英語特講
学内フィールドワークⅠ 学内フィールドワークⅡ

科目数 5 5 4 3
科目数計 17 16 16 11

春学期 秋学期 春学期 秋学期
英語Ⅴ 英語Ⅵ 英語Ⅶ 英語Ⅷ

科目数 1 1 1 1
専門ゼミⅠ 専門ゼミⅡ 専門ゼミⅢ 専門ゼミⅣ

卒業研究 卒業研究

科目数 1 1 2 2
キャリア戦略Ⅲ キャリア戦略Ⅳ

ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙコミュニケーションⅣ 日本史概説Ⅱ
日本史概説Ⅰ

科目数 3 2 0 0
英語のスピーキング・リスニングⅤ 英語のスピーキング・リスニングⅥ

短期インターンシップ
短期留学

科目数 3 1 0 0
科目数計 8 5 3 3

全
学
共
通
科
目

学
科
必
修
科
目
・

選
択
必
修
科
目

コ
ー
ス
選
択

必
修
科
目

コ
ー
ス

選
択
科
目

全
学
共
通
科
目

学
科
必
修
科
目
・

選
択
必
修
科
目

コ
ー
ス
選
択

必
修
科
目

コ
ー
ス

選
択
科
目

３年

文学科　教養デザインコース：国際・エアライン履修モデル

１年 ２年

４年
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春学期 秋学期 春学期 秋学期
SEITOKU Academic Literacy Ⅰ SEITOKU Academic Literacy Ⅱ SEITOKU Academic Literacy Ⅲ 小笠原流礼法基礎講座
ベーシックコミュニケーションⅠ 異文化コミュニケーション 教養科目 教養科目
コンピュータ・コミュニケーションⅠ 英語Ⅱ 教養科目 英語Ⅳ

英語Ⅰ スポーツと健康Ⅱ 英語Ⅲ
スポーツと健康Ⅰ コンピュータ・コミュニケーションⅡ

情報活用演習（基礎）

科目数 6 4 5 3
人文科学入門Ⅰ 人文科学入門Ⅱ キャリア戦略Ⅰ キャリア戦略Ⅱ

女性キャリア論Ⅰ ホスピタリティコミュニケーションⅠ 専門ゼミ入門
女性キャリア論Ⅱ

科目数 2 3 １ 2
ホスピタリティ概論 現代アメリカ事情Ⅱ ホスピタリティコミュニケーションⅡ ホスピタリティマネジメントⅡ

現代アメリカ事情Ⅰ ベーシックコミュニケーションⅡ ホスピタリティマネジメントⅠ ホスピタリティ産業論Ⅱ
日本史概説Ⅰ ホスピタリティ英語Ⅰ ホスピタリティ産業論Ⅰ ビジネスコミュニケーションⅡ

歴史文化入門Ⅰ 日本史概説Ⅱ プレゼンテーションⅠ 編集ジャーナリズム論
メディア論入門 歴史文化入門Ⅱ ビジネスコミュニケーションⅠ 情報サービス論

図書館情報資源概論 ホスピタリティ英語Ⅱ

科目数 5 6 6 5
日本語表現法Ⅰ 日本語表現法Ⅱ 日本近現代文学史Ⅰ 日本近現代文学史Ⅱ

英語のスピーキング・リスニングⅠ 英語のスピーキング・リスニングⅡ 現代語の研究Ⅰ 英語のスピーキング・リスニングⅣ

学内フィールドワークⅠ 学内フィールドワークⅡ 英語のスピーキング・リスニングⅢ 現代語の研究Ⅱ

科目数 3 3 3 3
科目数計 16 16 15 13

春学期 秋学期 春学期 秋学期
英語Ⅴ 英語Ⅵ 英語Ⅶ 英語Ⅷ

科目数 1 1 1 1
専門ゼミⅠ 専門ゼミⅡ 専門ゼミⅢ 専門ゼミⅣ

卒業研究 卒業研究

科目数 1 1 2 2
キャリア戦略Ⅲ キャリア戦略Ⅳ
日本語の歴史Ⅰ 日本語の歴史Ⅱ

科目数 2 2 0 0
英語のスピーキング・リスニングⅤ 英語のスピーキング・リスニングⅤ

短期インターンシップ 特別講義Ⅰ

科目数 2 2 0 0
科目数計 6 6 3 3

全
学
共
通
科
目

学
科
必
修
科
目
・

選
択
必
修
科
目

コ
ー
ス
選
択

必
修
科
目

コ
ー
ス

選
択
科
目

全
学
共
通
科
目

学
科
必
修
科
目
・

選
択
必
修
科
目

コ
ー
ス
選
択

必
修
科
目

コ
ー
ス

選
択
科
目

３年

文学科　教養デザインコース：国内企業履修モデル

１年 ２年

４年
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人間栄養学部 人間栄養学科 
 

卒業認定・学位授与の方針（ディプロマ・ポリシー） 

人間栄養学部人間栄養学科は、人間の身体と心と社会的存在という三つの側面を支える

食生活を健全に保つための人間栄養学を教授し、豊かな人間性と実践力をかね備えた、科

学的根拠に基づいた「栄養の指導」を実践できる管理栄養士を養成してきました。 

現代社会は、少子高齢化や疾病構造の変化が進む中で、国民の健康の維持・増進、生活

習慣病の発症及び重症化の予防に重点を置いた対策が推進され、健康寿命の延伸と健康格

差の縮小に貢献する人材の育成が求められています。 

このような社会の要請に応えるため、人間栄養学科は、保健・医療・福祉・産業・教育

の分野において個人並びに集団に対する食事管理、栄養教育、栄養管理を実践する能力を

備えた「人に頼られ、喜ばれ、愛される管理栄養士」を育成し、健やかで心豊かに生活で

きる活力ある社会の実現に貢献しています。 

以上の理念を具現化するために、以下の四つの教育目標を設定します。 

【教育目標】 

１．管理栄養士としての専門職業人の自覚と使命感、並びに他者を思いやる人間性を育成 

する。 

２．食生活上の課題や問題の本質を洞察し、適切な解決策を提案できる創造的思考力と、 

問題解決に向けた行動をとる実践力を育成する。 

３．管理栄養士に必要な知識と技能を修得し、それに基づいた適切な「栄養の指導」を 

行うことができる能力を育成する。 

４．グローバルな視野を備え、自らの意思で実践活動を起こすことができる高い実践力 

を育成する。 

上記の教育目標に基づき、以下の学習成果を設定します。 

【学習成果】 

１．管理栄養士としての自覚と誇り、並びに使命感をもち、他者と連携、協調して責任あ 

る行動をすることができる。 

２．自己を客観的に分析・表現し、自己成長の素となる持続的、自律的な学びをデザイン 

することができる。 

３．食生活上の課題や問題を数理的・論理的に考察することができ、アイディアや洞察力 

を生かし、多面的に問題にアプローチすることができる。 

４．目的に応じた食事を設計し、幼児から高齢者までのすべての人から喜ばれる食事を提 

供するとともに、健康の維持・増進、疾病の予防・治療に貢献することができる。 

５．人間栄養学に関する科学的根拠を理解し、その根拠に基づいた実践活動ができると 

ともに、その根拠を構築するための研究計画を提案することができる。 

６．グローバル社会が求める人間栄養学を理解する論理的並びに創造的思考力が身につい 

ており、多様な実践活動に主体的かつ協働的に取り組むことができる。 

以上の学習成果を達成するために編成された教育課程において所定の単位を修得した人

に、卒業を認定し、学士（栄養学）の学位を授与します。 

 

人
間
栄
養
学
部
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教育課程編成・実施の方針（カリキュラム・ポリシー） 

人間栄養学科では、学習成果を体系的に達成するために、建学の精神「和」に基づいた

本学独自の人間教育等を目的とする全学共通科目と専門教育科目の教育課程を以下の方針

に基づいて編成しています。 

【教育課程編成の方針】 

１．学びの基礎力を身につける「人間栄養学基礎分野科目」を設定し、全学共通科目の学 

修と共に、管理栄養士としての専門職業人意識と基礎力を育成します。 

２．専門教育科目群には多くの実習・演習科目を設け、情報活用力、生涯学習力、問題解 

決能力を涵養し、問題解決に向けた行動をとる実践力を育成します。 

３．管理栄養士指定科目の他、人間栄養学調理実習を設定し、適切な「栄養の指導」を実 

践現場で行うことができる知識と技能を育てます。 

４．多種多様な資格免許取得のための科目群を専門選択科目として設け、社会が求める多 

様な分野の知識・能力並びに実践力を育てます。 

【教育課程実施の方針】 

 人間栄養学科では、学習成果を効果的に達成するために、授業計画（シラバス）に以下

の教育課程実施の方針を示し、質の高い学習過程を展開しています。 

１．専門教育科目群は、「食品と調理」を学ぶ科目群と、「栄養・代謝と疾患」を学ぶ科目 

群、「社会と健康」 を学ぶ科目群に分けて、授業科目の関連がわかるように配慮し学

習の成果を高めています。 

２．すべての授業、実習において、授業方法としてアクティブ・ラーニングを導入し、セ

ルフ・アセスメントに基づいた自律的な学びを促進しています。 

 

入学者受け入れの方針（アドミッション・ポリシー） 

人間栄養学科は、建学の精神「和」を尊ぶ人間性教育の環境のもと、食生活上の課題や

問題の本質を洞察する力、並びに創造的思考力と実践力、自律力を身につけ、科学的根拠

に基づいた「栄養の指導」を実践できる管理栄養士を目指す基本的な資質を持った人を求

めています。具体的には次のような入学者を求めています。 

１．食と健康に強い関心を持ち、管理栄養士として社会に貢献したいという強い意欲と決 

意を持っている人。 

２．自然科学が好きで、科学的なものの考え方ができる基本的な能力を身につけている人。 

３．知的好奇心に満ち溢れ、常に向上心をもって努力できる人。 

４．明朗活発で人との交流を大切にし、人間性豊かで、礼節を重んじる人。 

 

人間栄養学科では、このような人を受け入れるために、多様な受験機会を用意しさまざ

まな入学試験を行っています。こうした試験においては、本学科での学修に必要な科学的

な知識・技能、基礎的な学力、主体的な判断力、創造的な考えを表現できる力、仲間と協

働して学びを作っていく力などについて、書類審査（調査書、推薦書など）、学力試験、

面接などを組み合わせて総合的に評価します。 
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学習成果の修得状況を測る⼿法と時期

卒業時に⾝に付く学習成果あなたの学習成果の修得状況を測る
⼿法と測定時期

他者評価⾃⼰評価

⼈間栄養学部 ⼈間栄養学科

社会と健康
を学ぶ科⽬群のGPA

⼈間栄養学科ルーブリック

毎学期末

毎学年末

栄養・代謝と疾患
を学ぶ科⽬群のGPA

⼈間栄養学科ルーブリック

毎学期末

毎学年末

⾷品と調理
を学ぶ科⽬群のGPA

⼈間栄養学科ルーブリック

毎学期末

毎学年末

⼈間性
を⾼める科⽬群のGPA

⼈間栄養学科ルーブリック

毎学期末

毎学年末

学びの基礎学⼒
をつける科⽬群のGPA

⼈間栄養学科ルーブリック

毎学期末

毎学年末

６．⼈間栄養学に関する科学的根
拠を理解し、その根拠に基づいた実
践活動ができるとともに、その根拠を
構築するための研究計画を提案する
ことができる。

２．⽬的に応じた⾷事を設計し、
幼児から⾼齢者までのすべての⼈か
ら喜ばれる⾷事を提供するとともに、
健康の維持・増進、疾病の予防・治
療に貢献することができる。

３．⾷⽣活上の課題や問題を数
理的・論理的に考察することができ、
アイディアや洞察⼒を⽣かし、多⾯的
に問題にアプローチすることができる。

４．⾃⼰を客観的に分析・表現し、
⾃⼰成⻑の素となる持続的、⾃律
的な学びをデザインすることができる。

５．管理栄養⼠としての⾃覚と誇り、
並びに使命感をもち、他者と連携、
協調して責任ある⾏動をすることがで
きる。

１．グローバル社会が求める⼈間栄
養学を理解する論理的並びに創造
的思考⼒が⾝についており、多様な
実践活動に主体的かつ協働的に取
り組むことができる。

卒業論⽂・卒業ゼミのGPA

⼈間栄養学科ルーブリック

４年秋

毎学年末

キャリア・アセスメントテスト ３春

総合演習Ⅰ~Ⅳ外部模試成績 ４年春秋

臨地実習ⅠⅡ ⾃⼰評価 実習録に記載

臨地実習ⅢⅣ ⾃⼰評価 実習録に記載
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人間栄養学部 人間栄養学科 全学共通科目 履修要項 
 

① 卒業所要単位数は、全学共通科目（A 類）30 単位以上、専門教育科目（B 類）105 単位以上、計 135 単位

以上です。 

② 全学共通科目（A 類）については、別表Ⅴ－１、２、３、４、５、６、７、８のとおり履修してください

（同一科目を重複して履修することはできません）。 
③ 全学共通科目（A 類）の最低卒業所要単位数の内訳は、下表のとおりとします。 

 

全 学 共 通 科 目（Ａ類） 

聖徳教育 

科目 

教養科目、専門基礎科目及び

外国語科目 

健康教育 

科目 

情報活用 

科目 
計 

7 20 2 1 30 

 
④ 聖徳教育科目（別表Ⅴ－１）は、すべて卒業必修です。授業内容の詳細については、学生便覧及びシラバ

スを参照してください。 
⑤ 教養科目（別表Ⅴ－２）は、外国語科目と併せて 12 単位以上（外国語は８単位以上）が必修ですので、

卒業までに４単位以上修得してください。 
また、D 類の「日本国憲法」は、教育職員免許状を取得しようとする者は必修です。 

⑥ 専門基礎科目（別表Ⅴ―４）は、「化学入門Ⅰ」、「化学入門Ⅱ」、「生物学入門Ⅰ」及び「生物学入門Ⅱ」

の計８単位が必修です。 
⑦ 外国語科目（別表Ⅴ－５）は、英語Ⅰ、英語Ⅱ、英語Ⅲ、英語Ⅳ、英語Ⅴ、英語Ⅵ、英語Ⅶ及び英語Ⅷの

計８単位が必修です。 
⑧ 健康教育科目（別表Ⅴ－６）及び情報活用科目（別表Ⅴ－７）は、備考の記載のとおり履修してください。 
⑨ 単位を修得した場合（成績表に S・A・B・C・N と表記される）には、各別表の履修チェック欄に印をつ

け履修漏れの防止に努めてください。 
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全学共通科目（A類）

聖徳教育科目 別表Ⅴ－１

春 秋 春 秋 春 秋 春 秋

□ 2 ○ ● ● ● 春学期または秋学期に開講

□ 演 1 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ △ 聖徳教育の詳細については、

□ 演 1 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 学生便覧を参照すること。

□ 演 1 ○ ○

□ 演 1 ○ ○

□ 演 1 ○ ● ●

7

教養科目 　 別表Ⅴ－２

春 秋 春 秋 春 秋 春 秋

□ 自分を見つめ・拡げ・伝える（芸術領域） 2 ○ ○ ○ △

□ 自分を見つめ・拡げ・伝える（文学領域） 2 ○ ○ ○

□ 自分を見つめ・拡げ・伝える（歴史領域） 2 ○ ○ ○

□ 自分を見つめ・拡げ・伝える（文化領域Ⅰ） 2 ○ ○ ○

□ 自分を見つめ・拡げ・伝える（文化領域Ⅱ・インターンシップ） 2 ○ ○ ○

□ 自分を見つめ・拡げ・伝える（看護領域） 2 ○ ○ ○

□ 自然・社会・科学技術を考える（自然領域） 2 ○ ○ ○

□ 自然・社会・科学技術を考える（科学技術領域） 2 ○ ○ ○

□ 自然・社会・科学技術を考える（社会領域） 2 ○ ○ ○

□ 自然・社会・科学技術を考える（環境領域） 2 ○ ○ ○

□ 自然・社会・科学技術を考える（健康領域） 2 ○ ○ ○

□ 心とからだの美的本質を追求する（心の領域） 2 ○ ○ ○

□ 心とからだの美的本質を追求する（からだの領域） 2 ○ ○ ○

□ 心とからだの美的本質を追求する（栄養領域） 2 ○ ○ ○

□ 心とからだの美的本質を追求する（スポーツ領域） 2 ○ ○ ○

□ 心とからだの美的本質を追求する（ケア領域） 2 ○ ○ ○

□
D
類

日本国憲法 2 ● ● △ 日本国憲法は教育職員免許状を
取得しようとする者は必ず修得すること。

Business Field Linkageプログラム 別表Ⅴ－３

春 秋 春 秋 春 秋 春 秋

□ ビジネス・フィールド・リンケージ原論 1 ● ● ● ●

□ キャリア教育関連科目※

□ 現代社会におけるビジネスリテラシー 2 ● ● ● ●

□ 法律・健康知識で身を守るセルフマネジメント 2 ● ●

□ 就活にも役立つメディアリテラシー 2 ● ●

□ 戦略的ビジネスマネジメント 2 ● ● ●

□ 国際社会問題を考える 2 ● ● ●

□ グローバルコミュニケーション 2 ● ● ●

□ Practical　English CommunicationⅠ 2 ○

□ Practical　English CommunicationⅡ 2 ○

□ Practical　English CommunicationⅢ 2 ○

□ 新時代のリーダーシップデザイン 2 ● ●

□ 戦略的ビジネスプランニング 2 ● ● ●

□ 顧客価値を創出するマーケティング 2 ● ● ●

□ 文系人材のためのDX・AIリテラシー 2 ● ●

□ ビジネス・データサイエンスⅠ 2 ● ● ●

□ ビジネス・データサイエンスⅡ 2 ● ● ●

□ ビジネス・データサイエンスⅢ 2 ● ● ●

□ 地域社会の価値を創造する実践論 2 ● ●

□ 行政の役割を体験するインターンシップ 2 ● ●

□ 行政の理解と試験対策 2 ○

※キャリア教育関連科目は各学部学科教育課程の設定による。

＜副専攻履修について＞

①自分の目標とするキャリアに合わせた副専攻を上記５つの副専攻から選択し、その副専攻に該当する必修科目と共通必修科目

「ビジネス・フィールド・リンケージ原論」、他の副専攻の科目と併せて２０単位を修得すること。

②修得単位（共通区分を除く）の取り扱いについては、次のとおり教養科目の単位に6単位まで充当することができます。

（但し「ビジネス・データサイエンスⅠ、Ⅱ、Ⅲ」及び「Practical　English CommunicationⅠ、Ⅱ、Ⅲ」は除く）

③副専攻を申請しなくても必要な科目を履修することができます。

④履修する科目はキャップ制の対象外とします。

⑤履修状況については、各学期の成績通知票において履修済みの科目の成績を確認することができます。

※○は配当年次を示す。●はいずれかの学期で履修することを示す。なお、配当年次・学期の上位学年についてはいずれの科目も任意に履修できます。

Business Field Linkageプログラムの科目から２０単位以上修得すると学んだことを認証する「修了証」を授与します。必要な要件は下記の通りです。

いずれかの学期で履修

いずれかの学期で履修

いずれかの学期で履修

いずれかの学期で履修

いずれかの学期で履修

いずれかの学期で履修

いずれかの学期で履修

いずれかの学期で履修

いずれかの学期で履修

いずれかの学期で履修

いずれかの学期で履修

いずれかの学期で履修

いずれかの学期で履修

いずれかの学期で履修

チ

ェ
ッ
ク

欄

区分

共通

価値増幅型
マネジメント副専攻

グローバル
人材育成副専攻

ビジネス再生・
創生副専攻

チ

ェ
ッ
ク
欄

授　業　科　目

授
業
の
方
法

単
　
位

卒
業
必
修

履　修　年　次

備考1 2 3 4

聖徳教育Ⅰ

備考1

聖徳教育Ⅱ

聖徳教育Ⅲ(SEITOKU Academic Literacy Ⅰ)

聖徳教育Ⅲ(SEITOKU Academic Literacy Ⅱ)

小笠原流礼法基礎講座

計

【授業の方法】演：演習、無印：講義をさす。

聖徳教育Ⅲ(SEITOKU Academic Literacy Ⅲ)

2科目以上（４単位）を履修すること
（B類、C類から履修することが望ましい）

2 3 4

A
類

【履修年次】履修年次欄の○印は開講時期をさす。

単
　
位

卒
業
必
修

履　修　年　次チ

ェ
ッ
ク
欄

授　業　科　目

授
業
の
方
法

2 3 4

B
類

C
類

卒
業
必
修

履　修　年　次
授業科目

授

業

の

方

法

単
　
位

備考1

地域活性化・
価値創造副専攻

ビジネス・データ
サイエンス副専攻

いずれかの学期で履修

いずれかの学期で履修
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専門基礎科目 別表Ⅴ－４

春 秋 春 秋 春 秋 春 秋

□ 化学入門Ⅰ 2 ○ ○

□ 化学入門Ⅱ 2 ○ ○

□ 生物学入門Ⅰ 2 ○ ○

□ 生物学入門Ⅱ 2 ○ ○

計 8

【受講区分】注：化学入門Ⅰ・Ⅱ、生物学入門Ⅰ・Ⅱすべて履修すること。

外国語科目 別表Ⅴ－５

春 秋 春 秋 春 秋 春 秋

□ 英語Ⅰ 演 1 ○ ○ △ 別表Ⅴ-2の教養科目と外国語科目を併せて

□ 英語Ⅱ 演 1 ○ ○ １２単位以上修得すること。

□ 英語Ⅲ 演 1 ○ ○

□ 英語Ⅳ 演 1 ○ ○

□ 英語Ⅴ 演 1 ○ ○

□ 英語Ⅵ 演 1 ○ ○

□ 英語Ⅶ 演 1 ○ ○

□ 英語Ⅷ 演 1 ○ ○

計 8

健康教育科目 別表Ⅴ－６

春 秋 春 秋 春 秋 春 秋

□ スポーツと健康Ⅰ ※ 1 ○ ○

□ スポーツと健康Ⅱ ※ 1 ○ ○

計 2

【授業の方法】無印：講義。※印は講義及び実技科目をさす。

【受講区分】注：スポーツと健康Ⅰ・Ⅱいずれも履修すること。

情報活用科目 別表Ⅴ－７

春 秋 春 秋 春 秋 春 秋

□ 情報活用演習(基礎) 演 1 ○ ○ △ 情報活用科目の受講区分は注のとおり

□ 情報活用演習(教職) 演 1 ○

□ 情報活用演習(応用) 演 1 ○

□ 情報活用演習(統計) 演 1 ○

□ 情報活用演習(表現) 演 1 ○

計 5

【授業の方法】演：演習、無印：講義をさす。

【履修年次】履修年次欄の○印は開講時期をさす。

注: 1） （基礎）必修。

     2） 教育職員免許状を取得しようとする者は、（基礎）と（教職）必修。

     3) 情報活用科目を2単位以上修得した場合の1単位のみは教養科目の単位に含めることができる。

チ

ェ
ッ
ク
欄

授　業　科　目

授
業
の
方
法

単
　
位

【履修年次】履修年次欄の○印は開講時期をさす。

【授業の方法】演：演習、無印：講義をさす。

卒
業
必
修

履　修　年　次

備考1 2 3 4

授　業　科　目
単
　
位

3

授
業
の
方
法

4 備考1

履　修　年　次

2

チ

ェ
ッ
ク
欄

卒
業
必
修

チ

ェ
ッ
ク
欄

授　業　科　目

授
業
の
方
法

単
　
位

卒
業
必
修

【授業の方法】演：演習、無印：講義をさす。

【履修年次】履修年次欄の○印は開講時期をさす。

履　修　年　次

卒
業
必
修

履　修　年　次

3 4

備考1 2 3 4

【履修年次】履修年次欄の○印は開講時期をさす。

チ

ェ
ッ
ク
欄

授　業　科　目

授
業
の
方
法

単
　
位

【受講区分】

備考1 2
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帰国子女科目 別表Ⅴ－８

春 秋 春 秋 春 秋 春 秋

□ 日本語Ⅰ 演 1 ○ △ 帰国子女科目は、教養科目又は外国語の単位に

□ 日本語Ⅱ 演 1 ○ 替えることができる。

□ 日本語Ⅲ 演 1 ○

□ 日本語Ⅳ 演 1 ○

□ 日本語Ⅴ 演 1 ○

□ 日本語Ⅵ 演 1 ○

□ 日本の社会と歴史Ⅰ 2 ○

□ 日本の社会と歴史Ⅱ 2 ○

計 10

【授業の方法】演：演習、無印：講義をさす。

【履修年次】履修年次欄の○印は開講時期をさす。

4

チ

ェ
ッ
ク
欄

授　業　科　目

授
業
の
方
法

単
　
位

備考

卒
業
必
修

履　修　年　次

1 2 3

223－ －



人間栄養学部 人間栄養学科 専門教育科目 履修要項 
 

① 卒業所要単位数は、全学共通科目（A 類）30 単位以上、専門教育科目（B 類）105 単位以上、計 135 単位

以上です。 

② 専門教育科目（B 類）の最低卒業所要単位数の内訳は、下表のとおりとします。 

 

専門教育科目（B 類） 

必修科目 選択科目 計 

105 － 105 

 
③ 専門教育科目（B 類）については、別表Ⅴ－９の卒業必修欄に○印の付いている科目 105 単位を履修して

ください。 
④ 中学校、高等学校教諭一種免許状（家庭）を取得しようとする者は、①に加えて別表Ⅴ－９の教免（家庭）

欄に○印の付いている科目を履修してください。併せて別表Ⅴ－10、11 に記載のとおり履修してくださ

い（別表Ⅴ－11 の科目は卒業要件に算入することは出来ません）。 
⑤ 中学校、高等学校教諭一種免許状（保健）を取得しようとする者は、①に加えて別表Ⅴ－９の教免（保健）

欄に○印の付いている科目を履修してください。併せて別表Ⅴ－12、13 に記載のとおり履修してくださ

い（別表Ⅴ－13 の科目は卒業要件に算入することは出来ません）。 
⑥ フードスペシャリスト受験資格を取得しようとする者は、①に加えて別表Ⅴ－９の FS 欄に○印の付いて

いる科目を履修してください。 
⑦ 栄養教諭一種免許状を取得しようとする者は、①に加えて別表Ⅴ－９の栄養教諭欄に○印の付いている科

目を履修してください。併せて別表Ⅴ－14、15 に記載のとおり履修してください（別表Ⅴ－15 の科目は

卒業要件に算入することは出来ません）。        
⑧ 食品衛生管理者及び食品衛生監視員の資格を取得しようとする者は、①に加えて別表Ⅴ－９の食品衛生欄

に○印の付いている科目を履修してください。 
⑨ 図書館司書、学校図書館司書教諭、社会教育主事、学芸員、レクリエーション関係、日本語教員養成講座

の資格を取得しようとする者は、①に加えて別表Ⅷ－１～５により、履修してください（卒業要件に算入

することは出来ません）。 
⑩ 単位を修得した場合（成績表に S・A・B・C・N と表記される）には、各別表の履修チェック欄に印をつ

け履修漏れの防止に努めてください。 
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人間栄養学科　専門教育科目（B類） 別表Ⅴ－9

春 秋 春 秋 春 秋 春 秋

□ 人間と栄養Ⅰ 演 1 ○ ○

□ 人間と栄養Ⅱ 演 1 ○ ○

□ 基礎化学実験 実 1 ○ ○ ○

□ 統計学演習Ⅰ 演 1 ○ ○

□ 統計学演習Ⅱ 演 1 ○ ○

□ キャリアプランニング 演 1 ○ ○

□ 管理栄養士活動論 演 1 ○ ○

□ 調理学実習Ⅰ 実 1 ○ ○ ○ ○

□ 調理学実習Ⅱ 実 1 ○ ○ ○

□ 調理学実習Ⅲ 実 1 ○ ○

□ 調理学実習Ⅳ 実 1 ○ ○ ○

□ 社会・環境と健康Ⅰ 2 ○ ○ ○ ○

□ 社会・環境と健康Ⅱ 2 ○ ○ ○ ○

□ 社会・環境と健康Ⅲ 2 ○ ○ ○

□ 公衆衛生学実習 実 1 ○ ○

□ 解剖学・生理学Ⅰ 2 ○ ○ ○ ○

□ 解剖学・生理学Ⅱ 2 ○ ○ ○ ○

□ 生化学Ⅰ 2 ○ ○ ○

□ 生化学Ⅱ 2 ○ ○

□ 免疫学 2 ○ ○ ○ ○

□ 臨床医学入門Ⅰ 2 ○ ○

□ 臨床医学入門Ⅱ 2 ○ ○ ○ ○

□ 臨床医学入門Ⅲ 2 ○ ○

□ 解剖学・病理学実習 実 1 ○ ○ ○

□ 生理学実習Ⅰ 実 1 ○ ○

□ 生理学実習Ⅱ 実 1 ○ ○

□ 生化学実験Ⅰ 実 1 ○ ○ ○

□ 生化学実験Ⅱ 実 1 ○ ○

□ 食べ物と健康Ⅰ 2 ○ ○ ○ ○ ○

□ 食べ物と健康Ⅱ 2 ○ ○ ○ ○ ○

□ 食べ物と健康Ⅲ 2 ○ ○ ○ ○ ○

□ 食べ物と健康Ⅳ 2 ○ ○ ○ ○

□ 食品科学実験Ⅰ 実 1 ○ ○ ○ ○

□ 食品科学実験Ⅱ 実 1 ○ ○ ○ ○

□ 食品衛生学実験 実 1 ○ ○ ○

□ 食事設計実習 実 1 ○ ○

□ 基礎栄養学Ⅰ 2 ○ ○ ○ ○ ○

□ 基礎栄養学Ⅱ 2 ○ ○ ○ ○

□ 基礎栄養学実験 実 1 ○ ○ ○

□ 応用栄養学Ⅰ 2 ○ ○ ○ ○

□ 応用栄養学Ⅱ 2 ○ ○ ○

□ 応用栄養学Ⅲ 2 ○ ○

□ 応用栄養学実習 実 1 ○ ○

□ 栄養教育論Ⅰ 2 ○ ○ ○

□ 栄養教育論Ⅱ 2 ○ ○

□ 栄養教育論Ⅲ 2 ○ ○

□ 栄養教育論実習 実 1 ○ ○ ○

□ 臨床栄養学Ⅰ 2 ○ ○ ○

□ 臨床栄養学Ⅱ 2 ○ ○ ○ ○

□ 臨床栄養学Ⅲ 2 ○ ○ ○

□ 臨床栄養学Ⅳ 2 ○ ○

□ 臨床栄養学実習Ⅰ 実 1 ○ ○ ○

□ 臨床栄養学実習Ⅱ 実 1 ○ ○

□ 公衆栄養学Ⅰ 2 ○ ○ ○ ○

□ 公衆栄養学Ⅱ 2 ○ ○

□ 公衆栄養学実習 実 1 ○ ○

□ 給食経営管理論Ⅰ 2 ○ ○

□ 給食経営管理論Ⅱ 2 ○ ○

□ 給食マネジメント実習 実 1 ○ ○

□ 給食運営管理実習 実 1 ○ ○
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春 秋 春 秋 春 秋 春 秋
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□ 臨地実習Ⅰ 実 1 ○ ○

□ 臨地実習Ⅱ 実 1 ○ ○

□ 臨地実習Ⅲ 実 1 ○ ○

□ 臨地実習Ⅳ 実 1 ○ ○

□ 臨地実習Ⅴ 実 1 ○

□ 臨地実習Ⅰ・Ⅱ事前事後指導 演 1 ○ ○

□ 臨地実習Ⅲ・Ⅳ事前事後指導 演 1 ○ ○

□ 臨地実習Ⅴ事前事後指導 演 1 ○

□ 総合演習Ⅰ 演 1 ○ ○

□ 総合演習Ⅱ 演 1 ○ ○

□ 総合演習Ⅲ 演 1 ○ ○

□ 総合演習Ⅳ 演 1 ○ ○

□ 卒業研究 演 4 ○ ○ ○ ○

□ 卒業論文 演 4 ○ ○ ○

□ フードスペシャリスト論 2 ○ ○

□ 食品官能評価・識別論 2 ○ ○

□ 食品産業マーケティング論 2 ○ ○

□ フードコーディネート論 2 ○ ○

□ 食教育法Ⅰ 2 ○ ○

□ 食教育法Ⅱ 2 ○ ○

□ 家庭経営学（含家族関係学） 2 ○ ○

□ 生活経済学 2 ○ ○

□ 被服学（含被服製作実習） 2 ○ ○

□ 住居学（含製図） 2 ○ ○

□ 保育学（含実習） 2 ○ ○

□ 家庭看護学 2 高免 ○

□ 家庭電気・機械および生活情報 2 高免 ○

□ 小児保健学 2 ○ ○

□ 児童保健学（学校保健） 2 ○ ○

□ 健康心理学・精神衛生 2 ○ ○

143

【授業の方法】演：演習、実：実習、無印：講義をさす。

◎別表Ⅴ-8に記載されている科目で、太字（ゴシック）になっている科目は管理栄養士指定科目です。

　 この科目が進級基準の「管理栄養士指定科目の修得」要件の科目となります。
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教職課程履修について〔中学校教諭一種免許状、高等学校教諭一種免許状　家庭〕
　教育職員免許状を取得するためには、各学科の卒業要件を満たすほか、「教育職員免許法」及び「教育職員
免許法施行規則」に定める所定の単位及び本学で定める単位を修得する必要があります。
　教育職員免許状の取得に必要な授業科目及び単位数、並びにその履修方法については下記のとおりです。
理解を深めて授業に臨んでください。
　なお、教育職員免許状を取得するための課程を選択履修する学生は、課程履修登録をする必要があります。
原則として２年次春学期に手続きします。詳しい日程は別途指示があります。

１．全学共通科目の履修について
　教養科目、外国語科目、健康教育科目及び情報活用科目は、卒業要件を充足することと、教育職員免許状
取得のための要件を満たすことを共有することになります。下記の科目を必ず含んで履修してください。

別表Ⅴ－10

春 秋 春 秋 春 秋 春 秋

□ 日本国憲法 2 ● ●
□ 英語Ⅰ 演 1 ○
□ 英語Ⅱ 演 1 ○
□ スポーツと健康Ⅰ 講、実 1 ○
□ スポーツと健康Ⅱ 講、実 1 ○
□ 情報活用演習（基礎） 演 1 ○
□ 情報活用演習（教職） 演 1 ○

２．「専門教育科目」の履修について
　「教科に関する科目」、「教職に関する科目」といった「専門教育科目」については、学則に規定する卒業要件と
しての必修・選択等の別にかかわらず、下記のとおりに履修してください。
○教科に関する科目
　人間栄養学科の専門教育科目（B類）に記載の教免（家庭）欄に○印のある科目を履修してください。
○教職に関する科目
　上記の教科に関する科目に加えて、次表のとおり履修してください。

別表Ⅴ－11

春 秋 春 秋 春 秋 春 秋
□ 教職入門 2 ○ ○ ○
□ 教育基礎論 2 ○ ○ ○
□ 教育心理学 2 △ △ ○
□ 発達心理学 2 △ △ ○
□ 特別支援教育総論 2 ○ ○ ○
□ 教育社会学 2 ○ ○ ○
□ 教育課程論 2 ○ ○ ○
□ 家庭科教育法Ⅰ 演 2 ○ ○ ○
□ 家庭科教育法Ⅱ 演 2 ○ ○ ○
□ 家庭科教育法Ⅲ 演 2 ○ ○
□ 家庭科教育法Ⅳ 演 2 ○ ○
□ 道徳教育の指導法 2 ○ ○
□ 総合的な学習の時間の指導法 2 ○ ○ ● ●
□ 特別活動の指導法 2 ○ ○ ○
□ 教育方法・情報通信技術活用論 2 ○ ○ ○
□ 生徒指導（進路指導を含む） 2 ○ ○ ○
□ 教育相談 2 ○ ○ ○
□ 教職実践演習（中・高） 演 2 ○ ○ ○
□ 中学校教育実習 実 5 ○
□ 高等学校教育実習 実 3 ○
□ 介護体験実習 実 1 ○

計 45 40 31
[注] １．中学校教諭一種免許状を取得する者は、中免欄に○印を付された科目全部と△印を付された科目のうち１科目以上を履修しなければならない。

２．高等学校教諭一種免許状を取得する者は、高免欄に○印を付された科目全部と△印を付された科目のうち１科目以上を履修しなければならない。

３．授業の方法欄の「演」は演習科目、「実」は実習科目、空欄は講義科目。

４．履修年次欄に○印を付されたとおり履修すること。

３．教育実習について
　教育職員免許状を取得しようとする学生は、大学において、免許状に必要な授業科目の単位を修得するほか、
教育実習を行う必要があります。教育実習については別途指示があります。

４．介護等の体験について
　小学校・中学校教諭の免許状を取得しようとする場合は、教育職員免許法の特例等に基づき、社会福祉施設等
及び特別支援学校において、７日間の介護等の体験を行うことが必要です。
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教職課程履修について〔中学校教諭一種免許状、高等学校教諭一種免許状　保健〕
　教育職員免許状を取得するためには、各学科の卒業要件を満たすほか、「教育職員免許法」及び「教育職員
免許法施行規則」に定める所定の単位及び本学で定める単位を修得する必要があります。
　教育職員免許状の取得に必要な授業科目及び単位数、並びにその履修方法については下記のとおりです。
理解を深めて授業に臨んでください。
　なお、教育職員免許状を取得するための課程を選択履修する学生は、課程履修登録をする必要があります。
原則として２年次春学期に手続きします。詳しい日程は別途指示があります。

１．全学共通科目の履修について
　教養科目、外国語科目、健康教育科目及び情報活用科目は、卒業要件を充足することと、教育職員免許状
取得のための要件を満たすことを共有することになります。下記の科目を必ず含んで履修してください。

別表Ⅴ－12

春 秋 春 秋 春 秋 春 秋

□ 日本国憲法 2 ● ●
□ 英語Ⅰ 演 1 ○
□ 英語Ⅱ 演 1 ○
□ スポーツと健康Ⅰ 講、実 1 ○
□ スポーツと健康Ⅱ 講、実 1 ○
□ 情報活用演習（基礎） 演 1 ○
□ 情報活用演習（教職） 演 1 ○

２．「専門教育科目」の履修について
　「教科に関する科目」、「教職に関する科目」といった「専門教育科目」については、学則に規定する卒業要件と
しての必修・選択等の別にかかわらず、下記のとおりに履修してください。
○教科に関する科目
　人間栄養学科の専門教育科目（B類）に記載の教免（保健）欄に○印のある科目を履修してください。
○教職に関する科目
　上記の教科に関する科目に加えて、次表のとおり履修してください。

別表Ⅴ－13

春 秋 春 秋 春 秋 春 秋
□ 教職入門 2 ○ ○ ○
□ 教育基礎論 2 ○ ○ ○
□ 教育心理学 2 △ △ ○
□ 発達心理学 2 △ △ ○
□ 特別支援教育総論 2 ○ ○ ○
□ 教育社会学 2 ○ ○ ○
□ 教育課程論 2 ○ ○ ○
□ 保健科教育法Ⅰ 演 2 ○ ○ ○
□ 保健科教育法Ⅱ 演 2 ○ ○ ○
□ 保健科教育法Ⅲ 演 2 ○ ○
□ 保健科教育法Ⅳ 演 2 ○ ○
□ 道徳教育の指導法 2 ○ ○
□ 総合的な学習の時間の指導法 2 ○ ○ ● ●
□ 特別活動の指導法 2 ○ ○  ○
□ 教育方法・情報通信技術活用論 2 ○ ○ ○
□ 生徒指導（進路指導を含む） 2 ○ ○ ○
□ 教育相談 2 ○ ○ ○
□ 教職実践演習（中・高） 演 2 ○ ○ ○
□ 中学校教育実習 実 5 ○
□ 高等学校教育実習 実 3 ○
□ 介護体験実習 実 1 ○

計 45 40 31
[注] １．中学校教諭一種免許状を取得する者は、中免欄に○印を付された科目全部と△印を付された科目のうち１科目以上を履修しなければならない。

２．高等学校教諭一種免許状を取得する者は、高免欄に○印を付された科目全部と△印を付された科目のうち１科目以上を履修しなければならない。

３．授業の方法欄の「演」は演習科目、「実」は実習科目、空欄は講義科目。

４．履修年次欄に○印を付されたとおり履修すること。

３．教育実習について
　教育職員免許状を取得しようとする学生は、大学において、免許状に必要な授業科目の単位を修得するほか、
教育実習を行う必要があります。教育実習については別途指示があります。

４．介護等の体験について
　小学校・中学校教諭の免許状を取得しようとする場合は、教育職員免許法の特例等に基づき、社会福祉施設等
及び特別支援学校において、７日間の介護等の体験を行うことが必要です。
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欄
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授業
の

方法

単
位
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教職課程履修について〔栄養教諭一種免許状〕
　教育職員免許状を取得するためには、各学科の卒業要件を満たすほか、「教育職員免許法」及び「教育職員
免許法施行規則」に定める所定の単位及び本学で定める単位を修得する必要があります。
　教育職員免許状の取得に必要な授業科目及び単位数、並びにその履修方法については下記のとおりです。
理解を深めて授業に臨んでください。
　なお、教育職員免許状を取得するための課程を選択履修する学生は、課程履修登録をする必要があります。
原則として２年次春学期に手続きします。詳しい日程は別途指示があります。

１．全学共通科目の履修について
　教養科目、外国語科目、健康教育科目及び情報活用科目は、卒業要件を充足することと、教育職員免許状
取得のための要件を満たすことを共有することになります。下記の科目を必ず含んで履修してください。

別表Ⅴ－14

春 秋 春 秋 春 秋 春 秋
□ 日本国憲法 2 ● ●
□ 英語Ⅰ 演 1 ○
□ 英語Ⅱ 演 1 ○
□ スポーツと健康Ⅰ 講、実 1 ○
□ スポーツと健康Ⅱ 講、実 1 ○
□ 情報活用演習（基礎） 演 1 ○
□ 情報活用演習（教職） 演 1 ○

２．「専門教育科目」の履修について
　「栄養に係る教育に関する科目」、「教職に関する科目」といった「専門教育科目」については、学則に規定する
卒業要件としての必修・選択等の別にかかわらず、下記のとおりに履修してください。

○栄養に係る教育に関する科目
　人間栄養学科の専門教育科目（B類）に記載の栄養教諭欄に○印のある科目を履修してください。
○教職に関する科目
　上記の教科に関する科目に加えて、次表のとおり履修してください。

別表Ⅴ－15

春 秋 春 秋 春 秋 春 秋
□ 教職入門 2 ○
□ 教育基礎論 2 ○
□ 発達心理学 2 ○
□ 特別支援教育総論 2 ○
□ 教育課程・方法論 2 ○
□ 道徳・特別活動論 2 ○
□ 総合的な学習の時間の指導法 2 ● ●
□ 生徒指導論 2 ○
□ 教育相談 2 ○
□ 教職実践演習（栄養教諭） 演 2 ○
□ 栄養教育実習 実 2

計 22
[注] １．栄養教諭一種免許状を取得する者は、栄養教諭欄に○印を付された科目全部を履修しなければならない。

２．上記の科目は、卒業所要単位数には算入しない。

３．授業の方法欄の「演」は演習科目、「実」は実習科目、空欄は講義科目。

４．履修年次欄に○印を付されたとおり履修すること。

５．栄養教諭一種免許状の課程履修は、人間栄養学科の学生のみを対象とする。

３．教育実習について
　教育職員免許状を取得しようとする学生は、大学において、免許状に必要な授業科目の単位を修得するほか、
教育実習を行う必要があります。教育実習については別途指示があります。

○

チ

ェ
ッ
ク

欄

授　業　科　目
授業
の

方法

単
位

○

○
○

22

○
○
○
○

○
○
○

備考

栄
養
教
諭

○
○

○
○
○
○

チ

ェ
ッ
ク

欄

授　業　科　目
授業
の

方法

単
位

備考

○ 春学期または秋学期に開講

履
修
が

必
要
な

科
目

履修年次
1 2 3 4

1 2 3 4
履修年次
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２
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３
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４
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人 に 頼 ら れ る → 科 学 的 根 拠 に 基 づ く 「 栄 養 の 指 導 」 が で き る

人 に 喜 ば れ る → 個 人 の ニ ー ズ に 応 じ た お い し い 食 事 を 提 供 で き る

人 に 愛 さ れ る → す べ て の 人 々 と コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン を と る こ と が で き る
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232－ －



学
習

成
果

●
社

会
・

環
境

と
健

康
Ⅰ

●
社

会
・

環
境

と
健

康
Ⅱ

●
社

会
・

環
境

と
健

康
Ⅲ

●
公

衆
衛

生
学

実
習

*

●
臨

地
実

習
Ⅴ

　
事

前
事

後
指

導
（

選
択

）

●
公

衆
栄

養
学

Ⅰ
●

公
衆

栄
養

学
Ⅱ

●
公

衆
栄

養
学

実
習

●
栄

養
教

育
論

Ⅰ
●

栄
養

教
育

論
Ⅱ

●
栄

養
教

育
論

Ⅲ

●
栄

養
教

育
論

実
習

●
臨

地
実

習
Ⅲ

・
Ⅳ

　
　

事
前

事
後

指
導

●
臨

床
栄

養
学

実
習

Ⅰ
●

臨
床

栄
養

学
実

習
Ⅱ

●
臨

床
栄

養
学

Ⅰ
●

臨
床

栄
養

学
Ⅱ

●
臨

床
栄

養
学

Ⅲ

●
臨

床
医

学
入

門
Ⅰ

●
臨

床
医

学
入

門
Ⅱ

●
臨

床
医

学
入

門
Ⅲ

●
応

用
栄

養
学

Ⅰ
●

応
用

栄
養

学
Ⅱ

●
応

用
栄

養
学

実
習

●
免

疫
学

●
基

礎
栄

養
学

Ⅰ
●

基
礎

栄
養

学
Ⅱ

●
応

用
栄

養
学

Ⅲ
●

生
理

学
実

習
Ⅱ

*

●
基

礎
栄

養
学

実
験

●
生

化
学

実
験

Ⅰ
●

生
化

学
実

験
Ⅱ

●
生

理
学

実
習

Ⅰ
●

生
化

学
Ⅰ

●
生

化
学

Ⅱ

●
解

剖
学

・
生

理
学

Ⅰ
●

解
剖

学
・

生
理

学
Ⅱ

●
解

剖
学

・
病

理
学

実
習

●
食

事
設

計
実

習

●
給

食
経

営
管

理
論

Ⅱ

●
食

べ
物

と
健

康
Ⅲ

●
給

食
経

営
管

理
論

Ⅰ
●

食
品

衛
生

学
実

験
●

給
食

運
営

管
理

実
習

●
食

品
科

学
実

験
Ⅰ

●
食

品
科

学
実

験
Ⅱ

●
給

食
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
実

習

●
食

べ
物

と
健

康
Ⅰ

●
食

べ
物

と
健

康
Ⅱ

●
食

べ
物

と
健

康
Ⅳ

○
調

理
学

実
習

Ⅳ

○
調

理
学

実
習

Ⅰ
○

調
理

学
実

習
Ⅱ

○
調

理
学

実
習

Ⅲ

　
英

語
Ⅰ

・
Ⅲ

　
英

語
Ⅱ

・
Ⅳ

　
英

語
Ⅴ

・
Ⅶ

　
英

語
Ⅵ

・
Ⅷ

○
統

計
学

演
習

Ⅰ
○

統
計

学
演

習
Ⅱ

　
情

報
活

用
演

習

○
基

礎
化

学
実

験

○
化

学
入

門
Ⅰ

・
Ⅱ

○
生

物
学

入
門

Ⅰ
・

Ⅱ

○
人

間
と

栄
養

Ⅰ

○
人

間
と

栄
養

Ⅱ

H
u

m
a
n

it
y

（
人

間
性

）
を

高
め

る

キ
ャ

リ
ア

プ
ラ

ン
ニ

ン
グ

S
e
it
o
k
u

 A
c
a
d
e
m

ic
 L

it
e
ra

c
y

ア
メ

リ
カ

研
修

旅
行

管
理

栄
養

士
活

動
論

テ
ー

ブ
ル

マ
ナ

ー

  
  

  
  

 聖
徳

大
学

　
人

間
栄

養
学

部
人

間
栄

養
学

科
　

学
び

で
得

ら
れ

る
成

果
（

S
e
it
o
k
u

 L
e
a
rn

in
g
 O

u
tc

o
m

e
s
)

●
印

は
管

理
栄

養
士

指
定

○
印

は
学

科
指

定
無

印
は

全
学

共
通

１
年

次
２

年
次

３
年

次
４

年
次

　 🌼🌼 　 健 康 な 生 活 を 栄 養 管 理 で サ ポ ー ト す る 信 頼 さ れ る 管 理 栄 養 士 　 🌼🌼

C
lin

ic
a
l　

N
u

tr
it
io

n
 

a
n

d
 D

ie
te

ti
c
s
 

( 栄
養

・
代

謝
と

疾
患

)
を

学
ぶ

２
．

目
的

に
応

じ
た

食
事

を
設

計
し

、
幼

児
か

ら
高

齢
者

ま
で

の
す

べ
て

の
人

か
ら

喜
ば

れ
る

食
事

を
提

供
す

る
と

と
も

に
、

健
康

の
維

持
・

増
進

、
疾

病
の

予
防

・
治

療
に

貢
献

す
る

こ
と

が
で

き
る

。

●
臨

床
　

栄
養

学
Ⅳ

F
o
o
d

 S
c
ie

n
c
e
 a

n
d

 
F

o
o
d

 S
e
rv

ic
e
 

M
a
n

a
g
e
m

e
n

t
(食

品
と

調
理

)
を

学
ぶ

●
臨

地
実

習
Ⅰ

・
Ⅱ

●
臨

地
実

習
Ⅰ

・
Ⅱ

　
　

事
前

事
後

指
導

３
．

食
生

活
上

の
課

題
や

問
題

を
数

理
的

・
論

理
的

に
考

察
す

る
こ

と
が

で
き

、
ア

イ
デ

ィ
ア

や
洞

察
力

を
生

か
し

、
多

面
的

に
問

題
に

ア
プ

ロ
ー

チ
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

２
．

上
記

の
通

り

B
a
s
ic

 A
b

ili
ty

(学
び

の
基

礎
力

)
を

身
に

つ
け

る

４
．

自
己

を
客

観
的

に
分

析
・

表
現

で
き

、
持

続
的

・
自

律
的

学
び

を
表

現
で

き
る

。

５
．

管
理

栄
養

士
と

し
て

の
自

覚
と

誇
り

、
並

び
に

使
命

感
を

も
ち

、
他

者
と

連
携

、
協

調
し

て
責

任
あ

る
行

動
を

す
る

こ
と

が
で

き
る

。

P
u

b
lic

 H
e
a
lt
h

　
N

u
tr

it
io

n
(社

会
と

健
康

) 
を

学
ぶ

６
．

人
間

栄
養

学
に

関
す

る
科

学
的

根
拠

を
理

解
し

、
そ

の
根

拠
に

基
づ

い
た

実
践

活
動

が
で

き
る

と
と

も
に

、
そ

の
根

拠
を

構
築

す
る

た
め

の
研

究
計

画
を

提
案

す
る

こ
と

が
で

き
る

。

１
．

グ
ロ

ー
バ

ル
社

会
が

求
め

る
人

間
栄

養
学

を
理

解
す

る
論

理
的

並
び

に
創

造
的

思
考

力
が

身
に

つ
い

て
お

り
、

多
様

な
実

践
活

動
に

主
体

的
か

つ
協

働
的

に
取

り
組

む
こ

と
が

で
き

る
。

人 に 頼 ら れ る → 科 学 的 根 拠 に 基 づ く 「 栄 養 の 指 導 」 が で き る

人 に 喜 ば れ る → 個 人 の ニ ー ズ に 応 じ た お い し い 食 事 を 提 供 で き る

人 に 愛 さ れ る → す べ て の 人 々 と コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン を と る こ と が で き る

●
臨

地
実

習
Ⅴ

（
選

択
）

食
に
興

味
関

心
を
持

ち
、
自

主
的

学
習

習
慣
を
身
に
つ
け
る
。

科
学

的
根

拠
を
活

用
す
る
た
め

の
知

識
を
「
身
に
付
け
る

科
学

的
根

拠
を
活

用
す
る
た

め
の

技
能
を
身
に
着
け
る
。

科
学

的
根

拠
を
構

築
す
る

活
動

を
ス
タ
ー
ト
す
る
。

学
位

授
与

の
方

針
で
掲

げ
る
学

習
成

果

● 総 合 演 習 Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ 特 別 講 習

● 卒 業 論 文 ・ 卒 業 ゼ ミ

●
臨

地
実

習
Ⅲ

・ Ⅳ
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管
理
栄
養
士
受
験
資
格

栄
養
教
育
論

入
学
試
験

栄
養
教
諭

臨
床
栄
養
系

公
衆
栄
養
系

介
護
福
祉

施
設

給
食
経
営
管
理
系

給
食
施
設
（事
業
所
・保
育
所
等
）

第
3ス
テ
ッ
プ

総
合
演
習
管
理
栄
養
士
実
力
講
座

問
題
発
見
・解
決
型
ゼ
ミ

第
2ス
テ
ッ
プ

専
門
分
野

専
門
基
礎
分
野

人
体
の
構
造
と
機
能
及
び

疾
病
の
成
り
立
ち

食
べ
物
と
健
康

第
1ス
テ
ッ
プ

学
習
基
礎
力
の
習
得

専
門
的
職
業
人
基
礎
力
の
習
得

専
門
知
識
基
礎
力
の
習
得

管
理
栄
養
士

高
校
生

大
学
生

社
会
人

乳
児
か
ら
高
齢
者
ま
で
の
様
々
な
人
の
健
康
状
態
の
ア
セ
ス
メ
ン
ト
を
行
い
，適
切
な
栄
養
管
理
が
で
き
る
人
材
を
育
成
す
る
。

人
間
栄
養
学
部
人
間
栄
養
学
科
に
お
け
る
教
育
概
念
図

管
理
栄
養
士
養
成
指
定
科
目

を
学
び
ま
す

応
用
栄
養
学

基
礎
栄
養
学

社
会
・環
境
と
健
康

公
衆
栄
養
学

研
究
教
育
系

食
品
開
発

教
育
機
関

大
学
院
進
学

行
政
（保
健
所
・市
町
村
）

教
員
採
用
試
験

卒
業
（見
込
）

栄
養
教
諭

指
定
科
目

管
理
栄
養
士
国
家
試
験

大
学
で
の
学
習
に
必
要
な
ス
キ
ル
と

基
礎
知
識
・心
構
え
を
学
び
ま
す

国
家
試
験
に
合
格
で
き
る
学
力
と
管
理
栄

養
士
業
務
で
遭
遇
す
る
問
題
を
発
見
・解
決

で
き
る
能
力
を
養
い
ま
す

病
院
等
医
療
機
関

臨
床
栄
養
学

栄
養
士
免
許

栄
養
教
諭
一
種
免
許

栄
養
士

給
食
経
営
管
理
論

取
得
で
き
る
主
な
資
格

管
理
栄
養
士
国
家
試
験
受
験
資
格

栄
養
士
免
許

栄
養
教
諭
一
種
免
許
状

卒
業
論
文
・卒
業
研
究





春学期 秋学期 春学期 秋学期
SEITOKU Academic Literacy Ⅰ SEITOKU Academic Literacy Ⅱ SEITOKU Academic Literacy Ⅲ 小笠原流礼法基礎講座

英語Ⅰ 日本国憲法 英語Ⅲ 英語Ⅳ
英語Ⅴ 教養科目 英語Ⅶ 英語Ⅷ

スポーツと健康Ⅰ 英語Ⅱ
情報活用演習（基礎） 英語Ⅵ

化学入門Ⅰ スポーツと健康Ⅱ
化学入門Ⅱ 情報活用演習（教職）

生物学入門Ⅰ
生物学入門Ⅱ

科目数 9 7 3 3
人間と栄養Ⅰ 統計学演習Ⅱ 調理学実習Ⅲ 調理学実習Ⅳ
人間と栄養Ⅱ 調理学実習Ⅱ 社会・環境と健康Ⅰ 生化学Ⅱ
基礎化学実験 解剖学・生理学Ⅱ 生化学Ⅰ 臨床医学入門Ⅱ
統計学演習Ⅰ 生理学実習Ⅰ 臨床医学入門Ⅰ 生化学実験Ⅱ

キャリアプランニング 食べ物と健康Ⅰ 解剖学・病理学実習 食品科学実験Ⅱ
調理学実習Ⅰ 食べ物と健康Ⅲ 生化学実験Ⅰ 応用栄養学Ⅱ

解剖学・生理学Ⅰ 食べ物と健康Ⅳ 食べ物と健康Ⅱ 応用栄養学Ⅲ
食品科学実験Ⅰ 食品衛生学実験 栄養教育論Ⅰ
食事設計実習 基礎栄養学Ⅱ 臨床栄養学Ⅰ
基礎栄養学Ⅰ 応用栄養学Ⅰ 公衆栄養学Ⅰ

基礎栄養学実験 給食経営管理論Ⅰ 給食経営管理論Ⅱ
給食運営管理論

科目数 7 11 11 12
食教育法Ⅰ 食教育法Ⅱ 教職入門 発達心理学

教育基礎論 教育相談
教育課程・方法論 特別支援教育総論

生徒指導論
科目数 1 1 4 3
科目数計 17 19 18 18

春学期 秋学期 春学期 秋学期
社会・環境と健康Ⅱ 管理栄養士活動論 臨床栄養学Ⅳ 総合演習Ⅲ

公衆衛生学実習 社会・環境と健康Ⅲ 総合演習Ⅰ 総合演習Ⅳ
生理学実習Ⅱ 免疫学 総合演習Ⅱ 卒業研究

応用栄養学実習 臨床医学入門Ⅲ 卒業研究
栄養教育論Ⅱ 栄養教育論Ⅲ
臨床栄養学Ⅱ 栄養教育論実習

臨床栄養学実習Ⅰ 臨床栄養学Ⅲ
公衆栄養学Ⅱ 臨床栄養学実習Ⅱ

給食マネジメント実習 公衆栄養学Ⅱ
公衆栄養学実習

卒業研究
科目数 9 11 4 3

卒業論文 卒業論文 卒業論文

科目数 1 1 1
臨地実習Ⅰ 臨地実習Ⅲ
臨地実習Ⅱ 臨地実習Ⅳ

臨地実習Ⅰ・Ⅱ事前事後指導 臨地実習Ⅴ
臨地実習Ⅲ・Ⅳ事前事後指導
臨地実習Ⅴ事前事後指導

科目数 5 3
道徳・特別活動論 総合的な学習の時間の指導法 栄養教育実習

教職実践演習（栄養教諭）

科目数 1 1 2
科目数計 15 16 5 6

３年 ４年

人間栄養学科　免許・資格取得履修モデル
（管理栄養士・食品衛生管理者及び食品衛生監視員・栄養教諭　履修モデル）

１年 ２年

栄
養
教
諭
科
目

学
科
必
修
科
目

学
科
選
択
科
目

実
習

栄
養
教
諭
科
目

全
学
共
通
科
目

学
科
必
修
科
目
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春学期 秋学期 春学期 秋学期
SEITOKU Academic Literacy Ⅰ SEITOKU Academic Literacy Ⅱ SEITOKU Academic Literacy Ⅲ 小笠原流礼法基礎講座

英語Ⅰ 教養科目 教養科目 英語Ⅳ
英語Ⅴ 英語Ⅱ 英語Ⅲ 英語Ⅷ

スポーツと健康Ⅰ 英語Ⅵ 英語Ⅶ
情報活用演習（基礎） スポーツと健康Ⅱ

化学入門Ⅰ
化学入門Ⅱ

生物学入門Ⅰ
生物学入門Ⅱ

科目数 9 5 4 3
人間と栄養Ⅰ 統計学演習Ⅱ 調理学実習Ⅲ 調理学実習Ⅳ
人間と栄養Ⅱ 調理学実習Ⅱ 社会・環境と健康Ⅰ 生化学Ⅱ
基礎化学実験 解剖学・生理学Ⅱ 生化学Ⅰ 臨床医学入門Ⅱ
統計学演習Ⅰ 生理学実習Ⅰ 臨床医学入門Ⅰ 生化学実験Ⅱ

キャリアプランニング 食べ物と健康Ⅰ 解剖学・病理学実習 食品科学実験Ⅱ
調理学実習Ⅰ 食べ物と健康Ⅲ 生化学実験Ⅰ 応用栄養学Ⅱ

解剖学・生理学Ⅰ 食べ物と健康Ⅳ 食べ物と健康Ⅱ 応用栄養学Ⅲ
食品科学実験Ⅰ 食品衛生学実験 栄養教育論Ⅰ
食事設計実習 基礎栄養学Ⅱ 臨床栄養学Ⅰ
基礎栄養学Ⅰ 応用栄養学Ⅰ 公衆栄養学Ⅰ

基礎栄養学実験 給食経営管理論Ⅰ 給食経営管理論Ⅱ
給食運営管理論

科目数 7 11 11 12
フードコーディネート論

科目数 1
科目数計 16 16 16 15

春学期 秋学期 春学期 秋学期
社会・環境と健康Ⅱ 管理栄養士活動論 臨床栄養学Ⅳ 総合演習Ⅲ

公衆衛生学実習 社会・環境と健康Ⅲ 総合演習Ⅰ 総合演習Ⅳ
生理学実習Ⅱ 免疫学 総合演習Ⅱ 卒業研究

応用栄養学実習 臨床医学入門Ⅲ 卒業研究
栄養教育論Ⅱ 栄養教育論Ⅲ
臨床栄養学Ⅱ 栄養教育論実習

臨床栄養学実習Ⅰ 臨床栄養学Ⅲ
公衆栄養学Ⅱ 臨床栄養学実習Ⅱ

給食マネジメント実習 公衆栄養学Ⅱ
公衆栄養学実習

卒業研究
科目数 9 11 4 3

フードスペシャリスト論 卒業論文 卒業論文 卒業論文
食品官能評価・識別論

食品産業マーケティング論

科目数 1 3 1 1
臨地実習Ⅰ 臨地実習Ⅲ
臨地実習Ⅱ 臨地実習Ⅳ

臨地実習Ⅰ・Ⅱ事前事後指導 臨地実習Ⅴ
臨地実習Ⅲ・Ⅳ事前事後指導
臨地実習Ⅴ事前事後指導

科目数 5 3
科目数計 15 17 5 4

実
習

学
科
必
修
科
目

人間栄養学科　免許・資格取得履修モデル
（管理栄養士・食品衛生管理者及び食品衛生監視員・フードスペシャリスト　履修モデル）

３年 ４年

学
科
選
択

科
目

１年 ２年

全
学
共
通
科
目

学
科
選
択

科
目

学
科
必
修
科
目
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看護学部 看護学科 

 

卒業認定・学位授与の方針（ディプロマ・ポリシー） 

看護学部看護学科は、本学の理念である「確かな人間性と洞察力を備えた専門性の高い実践力

を有する自立した女性の育成」のもと、保健医療福祉分野における人材育成を目的に、2014 年に

設置されました。 

看護学部看護学科は、本学の人間教育に基づき、自らを律し、自立した女性としてチームの中

で主体的に考え実践できる、凛とした看護専門職を育成し、地域社会へ貢献します。 

看護学部看護学科は、本学教育理念に基づいて、以下の三つの教育目標を掲げます。 

【教育目標】 

１． 高い人間的資質と倫理性を備え、高度な医療と地域の看護に従事できる凛とした看護専門職

女性を育成する。 

２． 地域医療体制の向上に寄与する。 

３． 保健・医療・福祉に貢献できる実践的な教育研究を推進する。 

 

【学習成果】 

１．看護専門職に必要な気品と実践力を備えている。 

２．看護実践に必要な専門的知識・技術を修得し、それに基づいた総合的な判断力と課題解決力

を有し、対話による合意形成を行うことができる。 

３．保健・医療・福祉・教育などの多職種との連携を図り、どんな時代にも、どんな場所でも、

寛容に対応でき、必要とされるケアが提供できる。 

４． 地域の特性を踏まえて健康課題を探求し、実践できる。 

 

教育課程編成・実施の方針（カリキュラム・ポリシー） 

看護学部看護学科では、建学の精神を具現化する核となる科目として全学共通科目と学部共通

科目を配置し、その上に専門性の高い実践力を育む専門教育科目（専門基礎科目、専門科目）に

よる教育課程を編成しています。 

学部共通科目と専門教育科目については、以下の方針に基づいて編成しています。 

【教育課程編成の方針】 

１． 看護学部看護学科の教育課程のうち、学部共通科目、専門教育科目（専門基礎科目、専門科

目）は、四年間の教育を通じて看護専門職に必要な基礎的能力から看護実践に必要な総合的

かつ専門的な知識と技能が修得できるように編成する。 

２．学部共通科目には、自己教育力の醸成や専門職としての基盤をつくるための 1 年次生から 4

年次生混合の少人数ゼミを配置する。 

３．専門教育科目：専門基礎科目には、根拠に基づく看護を展開するために必要な能力を身につ 

  ける科目を配置する。 

４ 専門教育科目：専門科目には、講義、演習、実習科目をおき、それらが有機的に連動する内

容とする。 

看
護
学
部
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５． 専門科目には、看護学を学ぶ基礎としての「看護学原論」を置き、其々の専門分野の特性を

理解するための各『総論』とのつながりを明確にする。さらに、一年次から四年次まで段階

的に『看護実践シミュレーション演習』を配置し、『方法論』と連動させながら多様な場での

看護実践力を身につける。さらに、『看護学実習』では、1 年次の実習で地域や病院の理解を

促し、2 年次・3 年次と多様な臨地での実習を行うことで、人々の健康や健康障害への理解と

看護過程の展開を学べるような配置にする。加えて、1 年次から 4 年次に実習の事前・事後

に『実践演習』を配置し実習での体験を深める。 

６．保健師課程では、保健行政やヘルスケアマネジメント、ヘルスデータサイエンスを学び、公

衆衛生看護活動を科学的根拠に基づき展開できるようにする。 

 

【教育課程実施の方針】 

１． 講義科目はアクティブ・ラーニングを取り入れて、学生が主体的に学べるように工夫し実施 

する。 

２． 演習科目は『看護実践シミュレーション演習』と『方法論』及び『実践演習』を連動 

させて実施する。 

３．実習科目は、＜ライフステージ＞と＜場＞を意識した内容とし、事前事後の学びの評価を充

実する。 

 

入学者受け入れの方針（アドミッション・ポリシー） 

看護学部看護学科では、本学の人間教育の実績を活かして、保健医療福祉分野に貢献できる看

護専門職を育成するため、高い人間的資質と倫理性を備え、高度な医療と地域の看護に従事する

ために、看護への意欲を持つ人、他者と協働しながら課題に取り組むことを大切にする人、物事

を冷静に論理的に捉えようと努力できる人の入学を求めています。具体的には以下の通りです。 

１．看護への意欲をもつ人 

 １）看護に関心があり、保健・医療・福祉分野に貢献したい人 

 ２）看護師・保健師の資格取得に向けて努力できる人 

２．他者と協働しながら課題に取り組むことを大切にする人 

 １）他者への思いやりがあり、人間の弱さを共感的に理解できる人 

 ２）他者の言葉に耳を傾け、気配りが行き届く優しい関係を築ける人 

３．物事を冷静に論理的に捉えようと努力できる人 

 １）生命の大切さ、人間の尊厳を理解できる人 

 ２）文章読解力と冷静で的確な判断力をもった人 

 

看護学部看護学科では、このような人を受け入れるために、多様な受験機会を用意しています。

具体的には、書類審査（調査書、推薦書など）、学力試験、面接などを組み合わせて総合的に評

価します。 
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学習成果の修得状況を測る⼿法と時期

卒業時に⾝に付く学習成果

１．看護専⾨職に必要な気品と
実践⼒を備えている

あなたの学習成果の修得状況を測る
⼿法と測定時期

⼈間を全⼈的に理解する能⼒に関する
科⽬のGPA

学外研修ルーブリック

看護研究科⽬のGPA（看護研究の基礎、
看護研究⽅法論、看護研究ゼミナール）

２．看護実践に必要な専⾨的
知識・技術を習得し、それに基
づいた総合的な判断⼒と課題
解決⼒を有し、対話による合意
形成を⾏うことができる

⼈・ヒトを総合的に理解する能⼒に関
する科⽬のGPA

看護実践ｼﾐｭﾚｰｼｮﾝⅠ〜Ⅳ⾃⼰評価

３．保健・医療・福祉・教育など
の多職種との連携を図り、どん
な時代にも、どんな場所でも、
寛容に対応でき、必要とされる
ケアが提供できる

多様なケア環境とチーム体制に関する
実践能⼒に関する科⽬のGPA

キャリア・アセスメントテスト

卒業時看護技術到達度チェック
⾃⼰評価

他者評価⾃⼰評価

毎学年末

毎学年末

毎学年末

３学年末

毎学年末

看護学部 看護学科

課題探究学習ｾﾐﾅｰⅠ〜Ⅳ⾃⼰評価 毎学年末

⼩笠原流礼法基礎講座評価 1学年末

毎学年末

根拠に基づく看護を計画的に実践する
基礎的能⼒に関する科⽬のGPA

1,2,3年次 各実習 臨地実習評価

発達課題対応する看護実践能⼒に
関する科⽬のGPA

専⾨職として研鑽し続ける基本的能
⼒に関する科⽬のGPA

地域・在宅看護実習、健康増進訪
問実習 臨地実習評価

4. 地域の特性を踏まえて健康
課題を探求し、実践できる

看護実践ｼﾐｭﾚｰｼｮﾝⅠ〜Ⅳ GPA

毎学年末

4学年末

毎学年末

毎学年末

看護統合実習 臨地実習評価

毎学年末

毎学年末

4学年末

毎学年末

毎学年末
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（１）　看護学部看護学科の卒業所要単位数は、次表のとおり全学共通科目は18単位、学部共通科目は4単位、

　　　専門教育科目は109単位、合計131単位以上です。

80 － 109 131

（２）　看護学部看護学科の学生は、全学共通科目については、別表Ⅳ-１、Ⅳ-２、Ⅳ-３、Ⅳ-４、Ⅳ-５のとおり

履修してください。

①　聖徳教育科目（別表Ⅵ－１）はすべて卒業必修です。授業内容の詳細については、学生便覧及び

　　　　　　シラバスを参照してください。

②　外国語科目（別表Ⅵ－２）は英語Ⅰ～Ⅳの４単位が必修です。

③　情報活用科目（別表Ⅵ－３）は情報活用演習（基礎）の１単位が必修です。

④　教養科目（別表Ⅵ－５）は、６単位以上選択必修です。

（３） 学部共通科目(別表Ⅳ－６)は、課題探究学習セミナーⅠ～Ⅳの４単位が卒業必修です。

（４）　専門教育科目については、別表Ⅵ－８のとおり卒業必修に○の付された専門基礎科目29単位と専門科目

80単位の合計109単位が卒業必修となります。

（５）　保健師国家試験受験資格取得希望者の選択については、選抜試験によって決定します。選抜試験は２年次

の講義が終了した以降に実施する予定です。なお、選抜試験詳細はガイダンスで説明します。

（６）　単位を取得（成績表にＳ／Ａ／Ｂ／Ｃ／Ｎと表記）した場合には、各別表の履修チェック欄に印をつけ、

履修漏れの防止に努めてください。

※ 保健師課程履修希望者のうち、保健師資格取得後に養護教諭二種免許状の申請を予定している学生は、

下記の４科目について、必ず在学中に履修し取得しておくこと。

スポーツと健康Ⅰ

スポーツと健康Ⅱ

情報活用演習（教職）

日本国憲法

※ 卒業後に社会福祉主事任用資格の取得を希望する学生は、下記の3科目を在学中に履修し取得しておくこと。
公衆衛生学
社会保障論
看護学原論

（７）　２年次から３年次へ進級基準については、卒業要件単位数のうち、進級基準要件の科目を修得しなければ

なりません。詳細は２ページに記載されている⑧進級基準についてを確認してください。

4 1

小計

18

教養 専門基礎
科目

4

必修科目

専門
科目

専門教育科目全学共通科目 学部共通科目

課題探究
学習

セミナー
外国語

情報
活用

合計

看護学部　看護学科　履修要項

47 6

聖徳
教育

計
選択
科目

29

小計
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[全学共通科目]

聖徳教育科目 別表Ⅵ－1

春 秋 春 秋 春 秋 春 秋

□ 聖徳教育Ⅰ 演 1 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

□ 聖徳教育Ⅱ 演 1 ○ ○ ○

□ SEITOKU Academic Literacy Ⅰ 演 1 ○ ○

□ SEITOKU Academic Literacy Ⅱ 演 1 ○ ○ ○

□ SEITOKU Academic Literacy Ⅲ 演 1 ○ ● ●

□ 小笠原流礼法基礎講座 2 ○ ○

7

外国語科目 別表Ⅵ－2

春 秋 春 秋 春 秋 春 秋

□ 英語Ⅰ 演 1 ○ ○

□ 英語Ⅱ 演 1 ○ ○

□ 英語Ⅲ 演 1 ○ ○

□ 英語Ⅳ 演 1 ○ ○

□ 英語Ⅴ 演 1 ○

□ 英語Ⅵ 演 1 ○

□ 英語Ⅶ 演 1 ○

□ 英語Ⅷ 演 1 ○

□ フランス語Ⅰ 演 1 ○

□ フランス語Ⅱ 演 1 ○

□ フランス語Ⅲ 演 1 ○

□ フランス語Ⅳ 演 1 ○

□ フランス語Ⅴ 演 1 ○

□ フランス語Ⅵ 演 1 ○

□ フランス語Ⅶ 演 1 ○

□ フランス語Ⅷ 演 1 ○

□ ドイツ語Ⅰ 演 1 ○

□ ドイツ語Ⅱ 演 1 ○

□ ドイツ語Ⅲ 演 1 ○

□ ドイツ語Ⅳ 演 1 ○

□ ドイツ語Ⅴ 演 1 ○

□ ドイツ語Ⅵ 演 1 ○

□ ドイツ語Ⅶ 演 1 ○

□ ドイツ語Ⅷ 演 1 ○

□ イタリア語Ⅰ 演 1 ○

□ イタリア語Ⅱ 演 1 ○

□ イタリア語Ⅲ 演 1 ○

□ イタリア語Ⅳ 演 1 ○

□ イタリア語Ⅴ 演 1 ○

□ イタリア語Ⅵ 演 1 ○

□ イタリア語Ⅶ 演 1 ○

□ イタリア語Ⅷ 演 1 ○

□ 中国語Ⅰ 演 1 ○

□ 中国語Ⅱ 演 1 ○

□ 中国語Ⅲ 演 1 ○

□ 中国語Ⅳ 演 1 ○

□ 中国語Ⅴ 演 1 ○

□ 中国語Ⅵ 演 1 ○

□ 中国語Ⅶ 演 1 ○

□ 中国語Ⅷ 演 1 ○

□ 韓国語Ⅰ 演 1 ○

□ 韓国語Ⅱ 演 1 ○

□ 韓国語Ⅲ 演 1 ○

□ 韓国語Ⅳ 演 1 ○

□ 韓国語Ⅴ 演 1 ○

□ 韓国語Ⅵ 演 1 ○

□ 韓国語Ⅶ 演 1 ○

□ 韓国語Ⅷ 演 1 ○

48

【授業の方法】演：演習、無印：講義をさす。

【履修年次】履修年次欄の○印は開講時期をさす。

聖徳教育の詳細について
は、学生便覧、シラバスを
参照すること。（通年履修）

卒
業
必
修

単
　
位

計

備考

授
業
の
方
法

チ

ェ
ッ
ク
欄

授　業　科　目 21

履　修　年　次

1 2

3 4

3 4

計

外国語科目については、卒
業必修科目として英語Ⅰ、
Ⅱ、Ⅲ、Ⅳ（４単位）必修。

チ

ェ
ッ
ク
欄

授　業　科　目

授
業
の
方
法

単
　
位

卒
業
必
修

履　修　年　次

備考
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情報活用科目 別表Ⅵ－3

春 秋 春 秋 春 秋 春 秋

□ 演 1 ○ ○

□ 演 1 ○

□ 演 1 ○

□ 演 1 ○

□ 演 1 ○

5

帰国子女科目 別表Ⅵ－4
卒

業

必

修

1 2 3 4
春 秋 春 秋 春 秋 春 秋

□ 演 1 ○
□ 演 1 ○
□ 演 1 ○
□ 演 1 ○
□ 演 1 ○
□ 演 1 ○
□ 2 ○
□ 2 ○

10

教養科目 別表Ⅵ－5

春 秋 春 秋 春 秋 春 秋

□ 2 ☆ ○

□ 2 ☆ ○

□ 2 ☆ ○

□ 2 ☆ ○

□ 2 ☆ ○

□ 2 ☆ ○

□ 2 ☆ ○

□ 2 ☆ ○

□ 2 ☆ ○

□ 2 ☆ ○

□ 2 ☆ ○

□ 2 ☆ ○

□ 2 ☆ ○

□ 2 ☆ ○

□ 2 ☆ ○

□ 2 ○

□ ※ 1 ○

□ ※ 1 ○

46

[学部共通科目] 別表Ⅵ－6

春 秋 春 秋 春 秋 春 秋

□ 演 1 ○ ○

□ 演 1 ○ ○

□ 演 1 ○ ○

□ 演 1 ○ ○

4

【授業の方法】演：演習、無印：講義をさす。

【履修年次】履修年次欄の○印は開講時期をさす。

自然・社会・科学技術を考える（科学技術領域）

心とからだの美的本質を追求する（からだの領域）

心とからだの美的本質を追求する（栄養領域）

情報活用演習（基礎）

情報活用演習（教職）　(※)

情報活用演習（応用）

情報活用演習（統計）

情報活用演習（表現）

授　業　科　目

計

自分を見つめ・拡げ・伝える（芸術領域）

自分を見つめ・拡げ・伝える（文学領域）

自分を見つめ・拡げ・伝える（歴史領域）

自分を見つめ・拡げ・伝える（文化領域Ⅰ）

自分を見つめ・拡げ・伝える（看護領域）

自然・社会・科学技術を考える（自然領域）

4

スポーツと健康Ⅱ　(※)

スポーツと健康Ⅰ　(※)

授　業　科　目 1 2

課題探究学習セミナーⅠ(自己教育力の基盤)

課題探究学習セミナーⅡ(自己研鑽の方法)

課題探究学習セミナーⅢ(キャリアデザインの構想)

3

授

業

の

方

法

単
　
位

課題探究学習セミナーⅣ(専門性の探究)

計

履　修　年　次
備考

計

2 3 4

チ

ェ
ッ
ク

欄

授

業

の

方

法

単
　
位

卒
業
必
修

履　修　年　次
授　業　科　目

チ

ェ
ッ
ク

欄

備考1 2 3 4

(※)保健師課程で養護教諭
二種免許取得希望者は、情
報活用演習(教職)を必ず履修
すること。

B
類

C
類

D
類

チ

ェ
ッ
ク

欄

授

業

の

方

法

自然・社会・科学技術を考える（健康領域）

日本国憲法　(※)

心とからだの美的本質を追求する（ケア領域）

心とからだの美的本質を追求する（スポーツ領域）

備考

☆印を付した教養科目より
６単位以上選択必修

(※)保健師課程で養護教
諭二種免許取得希望者は
必ず履修すること。

４単位必修

A
類

履　修　年　次
1

心とからだの美的本質を追求する（心の領域）

日本語Ⅳ
日本語Ⅴ
日本語Ⅵ

チ

ェ
ッ
ク

欄

授

業

の

方

法

卒
業
必
修

単
　
位

卒
業
必
修

自然・社会・科学技術を考える（社会領域）

自然・社会・科学技術を考える（環境領域）

日本の社会と歴史Ⅰ
日本の社会と歴史Ⅱ

計

備考
履　修　年　次

授　業　科　目

日本語Ⅰ
日本語Ⅱ
日本語Ⅲ

単
　
位
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Business Field Linkageプログラム 別表Ⅵ－7

春 秋 春 秋 春 秋 春 秋

□ ビジネス・フィールド・リンケージ原論 1 ● ● ● ●
□ キャリア教育関連科目※

□ 現代社会におけるビジネスリテラシー 2 ● ● ● ●
□ 法律・健康知識で身を守るセルフマネジメント 2 ● ●
□ 就活にも役立つメディアリテラシー 2 ● ●
□ 戦略的ビジネスマネジメント 2 ● ● ●
□ 国際社会問題を考える 2 ● ● ●
□ グローバルコミュニケーション 2 ● ● ●
□ Practical　English CommunicationⅠ 2 ○
□ Practical　English CommunicationⅡ 2 ○
□ Practical　English CommunicationⅢ 2 ○
□ 新時代のリーダーシップデザイン 2 ● ●
□ 戦略的ビジネスプランニング 2 ● ● ●
□ 顧客価値を創出するマーケティング 2 ● ● ●
□ 文系人材のためのDX・AIリテラシー 2 ● ●
□ ビジネス・データサイエンスⅠ 2 ● ● ●
□ ビジネス・データサイエンスⅡ 2 ● ● ●
□ ビジネス・データサイエンスⅢ 2 ● ● ●
□ 地域社会の価値を創造する実践論 2 ● ●
□ 行政の役割を体験するインターンシップ 2 ● ●
□ 行政の理解と試験対策 2 ○

※キャリア教育関連科目は各学部学科教育課程の設定による。

※○は配当年次を示す。●はいずれかの学期で履修することを示す。なお、配当年次・学期の上位学年についてはいずれの科目も

任意に履修できます。

＜副専攻履修について＞

Business Field Linkageプログラムの科目から２０単位以上修得すると学んだことを認証する「修了証」を授与します。必要な要件は

下記の通りです。

①自分の目標とするキャリアに合わせた副専攻を上記５つの副専攻から選択し、その副専攻に該当する必修科目と共通必修科目

「ビジネス・フィールド・リンケージ原論」、他の副専攻の科目と併せて２０単位を修得すること。

②修得単位（共通区分を除く）の取り扱いについては、次のとおり教養科目の単位に6単位まで充当することができます。

（但し「ビジネス・データサイエンスⅠ、Ⅱ、Ⅲ」及び「Practical　English CommunicationⅠ、Ⅱ、Ⅲ」は除く）

③副専攻を申請しなくても必要な科目を履修することができます。

④履修する科目はキャップ制の対象外とします。

⑤履修状況については、各学期の成績通知票において履修済みの科目の成績を確認することができます。

いずれかの学期で履修

いずれかの学期で履修

いずれかの学期で履修

いずれかの学期で履修

いずれかの学期で履修

いずれかの学期で履修

いずれかの学期で履修

いずれかの学期で履修

いずれかの学期で履修

いずれかの学期で履修

いずれかの学期で履修

いずれかの学期で履修

いずれかの学期で履修

チ

ェ
ッ
ク
欄

地域活性化・
価値創造副専

攻

いずれかの学期で履修

価値増幅型
マネジメント副

専攻

備考1 2 3 4

いずれかの学期で履修

グローバル
人材育成副専

攻

ビジネス再生・
創生　副専攻

ビジネス・
データ

サイエンス
副専攻

卒
業
必
修

履　修　年　次授
業
の
方
法

単
　
位

区分

共通

授業科目

いずれかの学期で履修
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[専門教育科目] 別表Ⅵ－8

春 秋 春 秋 春 秋 春 秋

□ 形態機能学Ⅰ(呼吸器・循環器他) 2 ○ ○

□ 形態機能学Ⅱ(消化器・神経他) 2 ○ ○

□ 形態機能学Ⅲ(内分泌・泌尿器他) 2 ○ ○

□ 看護のための生化学 1 ○ ○

□ 看護のための薬理学 2 ○ ○

□ 看護のための病理学 1 ○ ○

□ 看護のための感染症学 1 ○ ○

□ 生物入門　　　　　　　　　 1 ○

□ 疾病治療論Ⅰ(呼吸器・循環器他) 2 ○ ○

□ 疾病治療論Ⅱ(消化器・内分泌他) 2 ○ ○

□ 疾病治療論Ⅲ（神経・運動器他） 2 ○ ○

□ 疾病治療論Ⅳ(精神・老年) 1 ○ ○

□ 疾病治療論Ⅴ(母子） 1 ○ ○

□ 臨床栄養学 2 ○ ○

□ 疫学　　※　　　　　　　　　　　　　　　 2 ○ ○

□ 保健統計と健康　　　　　　　　　　 2 ○ ○ ○

□ 公衆衛生学 1 ○ ○

□ 臨床心理学 1 ○ ○

□ 臨床検査法 1 ○ ○

□ 社会保障論 2 ○ ○

□ 保健医療福祉システム論Ⅰ(保健・医療行政)　※ 2 ○ ○

□ 保健医療福祉システム論Ⅱ(福祉行政)　　　 　※ 1 ○ ○

□ 医療安全学 1 ○ ○

35

春 秋 春 秋 春 秋 春 秋

□ 看護学原論 2 ○ ○

□ 公衆衛生看護学総論 2 ○ ○ ○

□ 基礎看護技術Ⅰ（共通技術） 演 1 ○ ○

□ 基礎看護技術Ⅱ（生活援助技術） 演 2 ○ ○

□ 基礎看護技術Ⅲ（診療の補助技術） 演 1 ○ ○

□ ヘルスアセスメント 演 1 ○ ○

□ 看護過程論 演 1 ○ ○

□ コミュニケーション論 演 1 ○

□ 看護史と看護理論概説 1 ○ ○

□ 看護実践シミュレーションⅠ(対象の捉え方) 演 1 ○ ○

□ 看護実践シミュレーションⅡ-1(計画に基づいた看護実践) 演 1 ○ ○

□ 看護実践シミュレーションⅡ-2(健康課題への看護実践) 演 1 ○ ○

□ 看護実践シミュレーションⅢ-1(課題別看護実践) 演 1 ○ ○

□ 看護実践シミュレーションⅢ-2(看護実践と評価) 演 1 ○ ○

□ 看護実践シミュレーションⅣ-1(チーム医療における看護実践) 演 1 ○ ○

□ 看護実践シミュレーションⅣ-2(看護学・専門職としての学びの統合) 演 1 ○ ○

□ 成人看護学総論 1 ○ ○

□ 成人・老年看護学方法論Ⅰ（急性・回復期） 演 2 ○ ○

□ 成人・老年看護学方法論Ⅱ（慢性・終末期） 演 2 ○ ○

□ 地域・在宅看護総論 2 ○ ○ ○

□ 地域・在宅看護方法論 演 2 ○ ○ ○

□ 健康行動・健康教育論 2 ○ ○ ○

□ 家族看護学の基礎 1 ○ ○ ○

□ 母性看護学総論 1 ○ ○

□ 母性看護学方法論 演 2 ○ ○

□ 小児看護学総論 1 ○ ○

□ 小児看護学方法論 演 2 ○ ○

チ

ェ
ッ
ク

欄

授　業　科　目

授

業

の

方

法

単
　
位

①

卒

業

必

修

専
門
教
育
科
目

専
門
基
礎
科
目

計

②
保
健
師

履修年次
備考1 2 3 4

①

卒

業

必

修

備考1 2 3 4

チ

ェ
ッ
ク

欄

授　業　科　目

授

業

の

方

法

単
　
位

※看護師課程のみの学
生も選択可。

※看護師課程のみの学
生も選択可。

専
門
教
育
科
目

専
門
科
目

②
保
健
師

履修年次
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春 秋 春 秋 春 秋 春 秋

□ 精神看護学総論 1 ○ ○

□ 精神看護学方法論 演 2 ○ ○

□ 老年看護学総論 1 ○ ○

□ 成人・老年看護学方法論Ⅲ（QOL維持期） 演 2 ○ ○

□ 公衆衛生看護活動論Ⅰ(対象別の支援) 2 ○ ○

□ 公衆衛生看護活動論Ⅱ(保健指導の技術) 演 2 ○ ○

□ データヘルスプロモーション理論・実践論 2 ○ ○

□ 公衆衛生看護政策論 2 ○ ○

□ クリティカルケア論　　　　　　 1 ○

□ 災害看護論 1 ○ ○

□ 専門職連携活動論 1 ○ ○

□ 国際看護論　　　　　　　　　　 1 ○

□ 看護倫理学 1 ○ ○

□ 看護マネジメント論 2 ○ ○

□ 感染看護学 1 ○ ○

□ 看護情報学 1 ○

□ 看護研究の基礎 1 ○ ○

□ 看護研究方法論 演 1 ○ ○

□ 看護研究ゼミナールⅠ(研究計画) 演 1 ○ ○

□ 看護研究ゼミナールⅡ（卒業研究） 演 1 ○ ○

□ 実践演習Ⅰ(看護実践の基礎) 演 1 ○ ○

□ 実践演習Ⅱ(根拠に基づいた看護実践) 演 1 ○ ○

□ 実践演習Ⅲ(看護実践への準備・まとめ) 演 2 ○ ○

□ 実践演習Ⅳ(多様なケア環境への実践) 演 1 ○ ○

□ 看護入門実習 実 1 ○ ○

□ コミュニティ看護実習Ⅰ(生活者) 実 1 ○ ○

□ コミュニティ看護実習Ⅱ(要支援者) 実 1 ○ ○

□ 看護基盤実習 実 2 ○ ○

□ 療養生活看護実習Ⅰ（急性期） 実 2 ○ ○

□ 療養生活看護実習Ⅱ（回復期） 実 2 ○ ○

□ 療養生活看護実習Ⅲ（慢性期） 実 2 ○ ○

□ 精神保健看護実習 実 2 ○ ○

□ 地域・在宅看護実習 実 2 ○ ○

□ 育成看護実習Ⅰ（小児） 実 2 ○ ○

□ 育成看護実習Ⅱ（母性） 実 2 ○ ○

□ 外来看護実習 実 1 ○ ○

□ 健康増進訪問実習 実 1 ○ ○

□ 看護統合実習 実 2 ○ ○

□ 公衆衛生看護コミュニティ実習 実 2 ○ ○

□ 公衆衛生看護マネジメント実習 実 3 ○ ○

単　　位　　計 97

【授業の方法】演：演習、無印：講義をさす。

【履修年次】履修年次欄の○印は開講時期をさす。

◎別表Ⅵ-7に記載されている科目で、太字（ゴシック）になっている科目は、進級基準要件の科目となります。

チ

ェ
ッ
ク

欄

授　業　科　目

授

業

の

方

法

単
　
位

①

卒

業

必

修

②
保
健
師

履修年次
1 2 3 4

専
門
教
育
科
目

専
門
科
目

備考
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地 域 に 貢 献 す る 凛 と し た 看 護 専 門 職 者

基 礎 看 護 学 実 習 Ⅰ

成 人 看 護 学 実 習 Ⅰ

成 人 看 護 学 実 習 Ⅱ

母 性 看 護 学 実 習

小 児 看 護 学 実 習

老 年 看 護 学 実 習 Ⅱ

精 神 看 護 学 実 習

地
域

に
目

を
向

け
感

性
豊

か
な

看
護

実
践

者
を

め
ざ

そ
う

ア
セ

ス
メ

ン
ト

に
基

づ
い

た
看

護
の

実
践

力
を

高
め

よ
う

ア
セ

ス
メ

ン
ト

力
を

重
点

的
に

高
め

よ
う

人
へ

の
理

解
を

深
め

、
円

滑
な

人
間

関
係

を
築

く
能

力
を

強
化

し
よ

う

令
和

5
年

度
入

学
生

聖
徳

大
学

看
護

学
部

看
護

学
科

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

マ
ッ

プ
(看

護
師

+
保

健
師

資
格

）

1年
次
春
学
期

１
年
次
秋
学
期

２
年
次
春
学
期

２
年
次
秋
学
期

３
年
次
春
学
期

３
年
次
秋
学
期

４
年
次
春
学
期

４
年
次
秋
学
期

看
護

入
門

実
習

看
護

基
盤

実
習

外
来

看
護

実
習

健
康

増
進

訪
問

実
習

健
康

増
進

訪
問

実
習

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

看
護

実
習

Ⅰ
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
看

護
実

習
Ⅱ

精
神

保
健

看
護

実
習

看
護

統
合

実
習

療
養

生
活

看
護

実
習

Ⅰ
（

急
性

期
）

地
域

・
在

宅
看

護
実

習

療
養

生
活

看
護

実
習

Ⅱ
（

回
復

期
）

公
衆

衛
生

看
護

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

実
習

療
養

生
活

看
護

実
習

Ⅲ
（

慢
性

期
）

公
衆

衛
生

看
護

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

実
習

育
成

看
護

実
習

Ⅰ
（

小
児

）

育
成

看
護

実
習

Ⅱ
（

母
性

）

保
健

統
計

と
健

康
健

康
行

動
・

健
康

教
育

論
デ

ー
タ

ヘ
ル

ス
プ

ロ
モ

ー
シ

ョ
ン

理
論

・
実

践
論

公
衆

衛
生

看
護

活
動

論
Ⅰ

公
衆

衛
生

看
護

活
動

論
Ⅱ

公
衆

衛
生

看
護

政
策

論

疫
学

保
健

医
療

福
祉

シ
ス

テ
ム

論
Ⅰ

保
健

医
療

福
祉

シ
ス

テ
ム

論
Ⅱ

社
会

保
障

論
公

衆
衛

生
看

護
学

総
論

地
域

・
在

宅
看

護
総

論
地

域
・

在
宅

看
護

方
法

論
専

門
職

連
携

活
動

論
ク

リ
テ

ィ
カ

ル
ケ

ア
論

成
人

・
老

年
看

護
学

方
法

論
Ⅰ

（
急

性
・

回
復

期
）

成
人

・
老

年
看

護
学

方
法

論
Ⅱ

（
慢

性
・

終
末

期
）

成
人

・
老

年
看

護
学

方
法

論
Ⅲ

（
Q

O
L

維
持

期
）

災
害

看
護

論

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
論

国
際

看
護

論

成
人

看
護

学
総

論
老

年
看

護
学

総
論

小
児

看
護

学
総

論
小

児
看

護
学

方
法

論

臨
床

心
理

学
家

族
看

護
学

の
基

礎
母

性
看

護
学

総
論

母
性

看
護

学
方

法
論

精
神

看
護

学
総

論
精

神
看

護
学

方
法

論

看
護

学
原

論
公

衆
衛

生
学

保
健

統
計

と
健

康
疫

学
保

健
医

療
福

祉
シ

ス
テ

ム
論

Ⅰ
保

健
医

療
福

祉
シ

ス
テ

ム
論

Ⅱ

基
礎

看
護

技
術

Ⅰ
基

礎
看

護
技

術
Ⅱ

基
礎

看
護

技
術

Ⅲ
健

康
行

動
・

健
康

教
育

論

ヘ
ル

ス
ア

セ
ス

メ
ン

ト
臨

床
検

査
法

看
護

過
程

論

看
護

実
践

シ
ミ

ュ
レ

ー
シ

ョ
ン

Ⅰ
看

護
実

践
シ

ミ
ュ

レ
ー

シ
ョ

ン
Ⅱ

－
１

看
護

実
践

シ
ミ

ュ
レ

ー
シ

ョ
ン

Ⅱ
－

２
看

護
実

践
シ

ミ
ュ

レ
ー

シ
ョ

ン
Ⅲ

-1
看

護
実

践
シ

ミ
ュ

レ
ー

シ
ョ

ン
Ⅲ

-2
看

護
実

践
シ

ミ
ュ

レ
ー

シ
ョ

ン
Ⅳ

-１
看

護
実

践
シ

ミ
ュ

レ
ー

シ
ョ

ン
Ⅳ

-２

実
践

演
習

Ⅰ
実

践
演

習
Ⅱ

実
践

演
習

Ⅲ
実

践
演

習
Ⅳ

看
護

史
と

看
護

理
論

概
説

医
療

安
全

学
看

護
情

報
学

看
護

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

論

看
護

倫
理

学

感
染

看
護

学

看
護

研
究

の
基

礎
看

護
研

究
方

法
論

看
護

研
究

ゼ
ミ

ナ
ー

ル
Ⅰ

看
護

研
究

ゼ
ミ

ナ
ー

ル
Ⅱ

課
題

探
究

学
習

セ
ミ

ナ
ー

Ⅰ
課

題
探

究
学

習
セ

ミ
ナ

ー
Ⅱ

課
題

探
究

学
習

セ
ミ

ナ
ー

Ⅲ
課

題
探

究
学

習
セ

ミ
ナ

ー
Ⅳ

形
態

機
能

学
Ⅰ

形
態

機
能

学
Ⅲ

疾
病

治
療

論
Ⅰ

疾
病

治
療

論
Ⅳ

形
態

機
能

学
Ⅱ

看
護

の
た

め
の

病
理

学
疾

病
治

療
論

Ⅱ
疾

病
治

療
論

Ⅴ

看
護

の
た

め
の

生
化

学
看

護
の

た
め

の
薬

理
学

疾
病

治
療

論
Ⅲ

臨
床

栄
養

学

看
護

の
た

め
の

感
染

症
学

生
物

入
門

英
語

Ⅰ
英

語
Ⅱ

英
語

Ⅲ
英

語
Ⅳ

情
報

活
用

演
習

（
基

礎
）

情
報

活
用

演
習

（
教

職
）

聖
徳

教
育

Ⅰ
聖

徳
教

育
Ⅰ

聖
徳

教
育

Ⅰ
聖

徳
教

育
Ⅰ

聖
徳

教
育

Ⅰ
聖

徳
教

育
Ⅰ

聖
徳

教
育

Ⅰ
聖

徳
教

育
Ⅰ

聖
徳

教
育

Ⅱ
小

笠
原

流
礼

法
基

礎
講

座
聖

徳
教

育
Ⅱ

-
1

聖
徳

教
育

Ⅱ
－

２

S
E

IT
O

K
U

 A
c
a
d
e
m

ic
 L

it
e
ra

c
y 

Ⅰ
S

E
IT

O
K

U
 A

c
a
d
e
m

ic
 L

it
e
ra

c
y 

Ⅲ

S
E

IT
O

K
U

 A
c
a
d
e
m

ic
 L

it
e
ra

c
y 

Ⅱ
S

E
IT

O
K

U
 A

c
a
d
e
m

ic
 L

it
e
ra

c
y 

Ⅱ

根
拠

に
基

づ
く

判
断

・
看

護
実

践
能

力

公
衆

衛
生

看
護

の
実

践
能

力

多
様

な
ケ

ア
環

境
と

チ
ー

ム
体

制
に

関
す

る
実

践
能

力

発
達

課
題

に
対

応
す

る
看

護
実

践
能

力

人
・

ヒ
ト

を
総

合
的

に
理

解
す

る
能

力

人
間

を
全

人
的

に
理

解
す

る
能

力

全
学

共
通

科
目

（
Ａ

領
域

：
自

分
を

見
つ

め
・

拡
げ

・
伝

え
る

領
域

、
Ｂ

領
域

：
自

然
・

社
会

・
科

学
技

術
を

考
え

る
領

域
、

Ｃ
領

域
：

心
と

か
ら

だ
の

美
的

本
質

を
追

求
す

る
領

域
）

か
ら

6
単

位
以

上
選

択
必

修

　
　

　
　

　
　

全
学

共
通

科
目

（
D

領
域

：
ス

ポ
ー

ツ
と

健
康

Ⅰ
、

ス
ポ

ー
ツ

と
健

康
Ⅱ

、
日

本
国

憲
法

、
B

u
s
in

e
s
s
 F

ie
ld

 L
in

k
a
g
）

専
門

職
と

し
て

研
鑽

し
続

け
る

基
本

的
能

力

根
拠

に
基

づ
く

看
護

を
計

画
的

に
実

践
す

る
基

礎
的

能
力
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地 域 に 貢 献 す る 凛 と し た 看 護 専 門 職 者

基 礎 看 護 学 実 習 Ⅰ

成 人 看 護 学 実 習 Ⅰ

成 人 看 護 学 実 習 Ⅱ

母 性 看 護 学 実 習

小 児 護 学 実 習

老 年 看 護 学 実 習 Ⅱ

精 神 看 護 学 実 習

ア
セ

ス
メ

ン
ト

力
を

重
点

的
に

高
め

よ
う

人
へ

の
理

解
を

深
め

、
円

滑
な

人
間

関
係

を
築

く
能

力
を

強
化

し
よ

う

聖
徳

大
学

看
護

学
部

看
護

学
科

（
看

護
師

課
程

+
保

健
師

課
程

）
学

び
で

得
ら

れ
る

学
習

成
果

（
L
e
a
rn

in
g
 O

u
tc

o
m

e
s
 ）

学
位

授
与

の
方

針
で

掲
げ

る
学

習
成

果

地
域

に
目

を
向

け
感

性
豊

か
な

看
護

実
践

者
を

め
ざ

そ
う

ア
セ

ス
メ

ン
ト

に
基

づ
い

た
看

護
の

実
践

力
を

高
め

よ
う

1
年

次
2

年
次

3
年

次
4

年
次

学
習

成
果

グ
ロ

ー
バ

ル
社

会
に

お
け

る
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

力
が

身
に

つ
い

て
い

る

グ
ロ

ー
バ

ル
社

会
に

お
け

る
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

力
が

身
に

つ
い

て
い

る

多
様

な
ケ

ア
環

境
で

多
職

種
と

連
携

で
き

る
知

識
・

技
術

・
態

度
の

一
部

が
身

に
つ

い
て

い
る

多
様

な
ケ

ア
環

境
で

多
職

種
と

連
携

で
き

る
知

識
・

技
術

・
態

度
の

一
部

が
身

に
つ

い
て

い
る

多
様

な
ケ

ア
環

境
で

多
職

種
と

連
携

で
き

る
知

識
・

技
術

・
態

度
が

身
に

つ
い

て
い

る

多
様

な
ケ

ア
環

境
で

多
職

種
と

連
携

で
き

る
知

識
・

技
術

・
態

度
が

身
に

つ
い

て
い

る

主
な

疾
患

と
対

象
の

病
態

生
理

に
つ

い
て

説
明

で
き

る

成
人

期
の

発
達

課
題

、
人

の
心

理
に

つ
い

て
説

明
で

き
る

各
期

の
発

達
課

題
等

に
つ

い
て

説
明

で
き

る

看
護

実
践

に
必

要
な

総
合

的
か

つ
専

門
的

な
知

識
・

技
術

・
態

度
が

身
に

つ
い

て
い

る

看
護

実
践

に
必

要
な

課
題

別
の

知
識

・
技

術
・

態
度

が
身

に
つ

い
て

い
る

1
.看

護
専

門
職

に
必

要
な

気
品

と
実

践
力

を
備

え
て

い
る

病
院

や
施

設
に

お
け

る
対

象
の

看
護

の
必

要
性

を
説

明
で

き
る

病
院

や
施

設
に

お
い

て
対

象
の

発
達

段
階

お
よ

び
健

康
の

段
階

に
応

じ
た

看
護

を
実

践
で

き
る

地
域

の
特

性
と

健
康

課
題

を
探

求
し

、
看

護
の

実
際

の
場

面
で

の
課

題
解

決
が

で
き

る
実

践
力

が
身

に
つ

い
て

い
る

保
健

医
療

福
祉

シ
ス

テ
ム

等
に

つ
い

て
説

明
で

き
る

地
域

ケ
ア

の
質

の
管

理
を

説
明

で
き

る
公

衆
衛

生
看

護
の

展
開

方
法

を
説

明
で

き
る

2
.看

護
実

践
に

必
要

な
専

門
的

知
識

・
技

術
を

修
得

し
、

そ
れ

に
基

づ
い

た
総

合
的

な
判

断
力

と
課

題
解

決
力

を
有

し
、

対
話

に
よ

る
合

意
形

成
を

行
う

こ
と

が
で

き
る

人
・

ヒ
ト

を
総

合
的

に
理

解
す

る
能

力

看
護

を
実

践
的

・
研

究
的

に
学

ぶ
た

め
の

準
備

が
で

き
る

看
護

実
践

に
必

要
な

基
礎

的
な

知
識

・
技

術
・

態
度

の
一

部
が

身
に

つ
い

て
い

る

看
護

実
践

に
必

要
な

基
礎

的
な

知
識

・
技

術
・

態
度

が
身

に
つ

い
て

い
る

4
.地

域
の

特
性

を
踏

ま
え

て
健

康
課

題
を

探
究

し
、

実
践

で
き

る3
.保

健
・

医
療

・
福

祉
・

教
育

な
ど

の
多

職
種

と
の

連
携

を
図

り
、

ど
ん

な
時

代
に

も
、

ど
ん

な
場

所
で

も
、

寛
容

に
対

応
で

き
、

必
要

と
さ

れ
る

ケ
ア

が
提

供
で

き
る

人
間

を
全

人
的

に
理

解
す

る
能

力

看
護

を
実

践
的

・
研

究
的

に
学

び
、

具
体

的
な

方
法

が
身

に
つ

い
て

い
る

看
護

職
と

し
て

の
看

護
管

理
の

視
点

を
も

ち
、

看
護

ケ
ア

の
質

の
向

上
の

た
め

の
研

究
の

基
礎

が
身

に
つ

い
て

い
る

人
体

の
構

造
と

機
能

、
主

な
疾

患
に

つ
い

て
説

明
で

き
る

多
様

な
環

境
に

合
わ

せ
た

看
護

実
践

に
必

要
な

知
識

・
技

術
・

態
度

が
身

に
つ

い
て

い
る

人
間

理
解

の
た

め
の

知
識

が
身

に
つ

い
て

い
る

グ
ロ

ー
バ

ル
社

会
に

お
け

る
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

力
が

身
に

つ
い

て
い

る

発
達

課
題

に
対

応
す

る
看

護
実

践
能

力

多
様

な
ケ

ア
環

境
と

チ
ー

ム
体

制
に

関
す

る
実

践
能

力

看
護

を
実

践
的

・
研

究
的

に
学

び
、

多
面

的
な

視
点

か
ら

説
明

で
き

る

根
拠

に
基

づ
く

看
護

を
計

画
的

に
実

践
す

る
基

礎
的

能
力

専
門

職
と

し
て

研
鑽

し
続

け
る

基
本

的
能

力

公
衆

衛
生

看
護

の
実

践
能

力

根
拠

に
基

づ
く

判
断

・
看

護
実

践
能

力
病

院
・

施
設

等
で

の
看

護
の

機
能

と
役

割
が

説
明

で
き

る
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地 域 に 貢 献 す る 凛 と し た 看 護 専 門 職 者

基 礎 看 護 学 実 習 Ⅰ

成 人 看 護 学 実 習 Ⅰ

成 人 看 護 学 実 習 Ⅱ

母 性 看 護 学 実 習

小 児 看 護 学 実 習

老 年 看 護 学 実 習 Ⅱ

精 神 看 護 学 実 習

地
域

に
目

を
向

け
感

性
豊

か
な

看
護

実
践

者
を

め
ざ

そ
う

ア
セ

ス
メ

ン
ト

に
基

づ
い

た
看

護
の

実
践

力
を

高
め

よ
う

ア
セ

ス
メ

ン
ト

力
を

重
点

的
に

高
め

よ
う

人
へ

の
理

解
を

深
め

、
円

滑
な

人
間

関
係

を
築

く
能

力
を

強
化

し
よ

う

令
和

5
年

度
入

学
生

聖
徳

大
学

看
護

学
部

看
護

学
科

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

マ
ッ

プ
(看

護
師

資
格

）

1年
次
春
学
期

１
年
次
秋
学
期

２
年
次
春
学
期

２
年
次
秋
学
期

３
年
次
春
学
期

３
年
次
秋
学
期

４
年
次
春
学
期

４
年
次
秋
学
期

看
護

入
門

実
習

看
護

基
盤

実
習

外
来

看
護

実
習

健
康

増
進

訪
問

実
習

健
康

増
進

訪
問

実
習

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

看
護

実
習

Ⅰ
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
看

護
実

習
Ⅱ

精
神

保
健

看
護

実
習

看
護

統
合

実
習

療
養

生
活

看
護

実
習

Ⅰ
（

急
性

期
）

地
域

・
在

宅
看

護
実

習

療
養

生
活

看
護

実
習

Ⅱ
（

回
復

期
）

療
養

生
活

看
護

実
習

Ⅲ
（

慢
性

期
）

育
成

看
護

実
習

Ⅰ
（

小
児

）

育
成

看
護

実
習

Ⅱ
（

母
性

）

社
会

保
障

論
公

衆
衛

生
看

護
学

総
論

地
域

・
在

宅
看

護
総

論
地

域
・

在
宅

看
護

方
法

論
専

門
職

連
携

活
動

論
ク

リ
テ

ィ
カ

ル
ケ

ア
論

成
人

・
老

年
看

護
学

方
法

論
Ⅰ

（
急

性
・

回
復

期
）

成
人

・
老

年
看

護
学

方
法

論
Ⅱ

（
慢

性
・

終
末

期
）

成
人

・
老

年
看

護
学

方
法

論
Ⅲ

（
Q

O
L

維
持

期
）

災
害

看
護

論

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
論

国
際

看
護

論

成
人

看
護

学
総

論
老

年
看

護
学

総
論

小
児

看
護

学
総

論
小

児
看

護
学

方
法

論

臨
床

心
理

学
家

族
看

護
学

の
基

礎
母

性
看

護
学

総
論

母
性

看
護

学
方

法
論

精
神

看
護

学
総

論
精

神
看

護
学

方
法

論

看
護

学
原

論
公

衆
衛

生
学

保
健

統
計

と
健

康
疫

学

保
健

医
療

福
祉

シ
ス

テ
ム

論
Ⅰ

保
健

医
療

福
祉

シ
ス

テ
ム

論
Ⅱ

基
礎

看
護

技
術

Ⅰ
基

礎
看

護
技

術
Ⅱ

基
礎

看
護

技
術

Ⅲ
健

康
行

動
・

健
康

教
育

論

ヘ
ル

ス
ア

セ
ス

メ
ン

ト
臨

床
検

査
法

看
護

過
程

論

看
護

実
践

シ
ミ

ュ
レ

ー
シ

ョ
ン

Ⅰ
看

護
実

践
シ

ミ
ュ

レ
ー

シ
ョ

ン
Ⅱ

－
１

看
護

実
践

シ
ミ

ュ
レ

ー
シ

ョ
ン

Ⅱ
－

２
看

護
実

践
シ

ミ
ュ

レ
ー

シ
ョ

ン
Ⅲ

-1
看

護
実

践
シ

ミ
ュ

レ
ー

シ
ョ

ン
Ⅲ

-2
看

護
実

践
シ

ミ
ュ

レ
ー

シ
ョ

ン
Ⅳ

-１
看

護
実

践
シ

ミ
ュ

レ
ー

シ
ョ

ン
Ⅳ

-２

実
践

演
習

Ⅰ
実

践
演

習
Ⅱ

実
践

演
習

Ⅲ
実

践
演

習
Ⅳ

看
護

史
と

看
護

理
論

概
説

医
療

安
全

学
看

護
情

報
学

看
護

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

論

看
護

倫
理

学

感
染

看
護

学

看
護

研
究

の
基

礎
看

護
研

究
方

法
論

看
護

研
究

ゼ
ミ

ナ
ー

ル
Ⅰ

看
護

研
究

ゼ
ミ

ナ
ー

ル
Ⅱ

課
題

探
究

学
習

セ
ミ

ナ
ー

Ⅰ
課

題
探

究
学

習
セ

ミ
ナ

ー
Ⅱ

課
題

探
究

学
習

セ
ミ

ナ
ー

Ⅲ
課

題
探

究
学

習
セ

ミ
ナ

ー
Ⅳ

形
態

機
能

学
Ⅰ

形
態

機
能

学
Ⅲ

疾
病

治
療

論
Ⅰ

疾
病

治
療

論
Ⅳ

形
態

機
能

学
Ⅱ

看
護

の
た

め
の

病
理

学
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Ⅱ
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語

Ⅰ
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Ⅲ
英

語
Ⅳ

情
報

活
用

演
習

（
基

礎
）

情
報

活
用

演
習

（
教

職
）

聖
徳

教
育

Ⅰ
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Ⅰ
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Ⅱ
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追
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力
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護
実

践
能

力
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地 域 に 貢 献 す る 凛 と し た 看 護 専 門 職 者

基 礎 看 護 学 実 習 Ⅰ

成 人 看 護 学 実 習 Ⅰ

成 人 看 護 学 実 習 Ⅱ

母 性 看 護 学 実 習

小 児 護 学 実 習

老 年 看 護 学 実 習 Ⅱ

精 神 看 護 学 実 習

ア
セ

ス
メ

ン
ト

力
を

重
点

的
に

高
め

よ
う

人
へ

の
理

解
を

深
め

、
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築
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ア
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・
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的
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的
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音楽学部 音楽学科 

 

卒業認定・学位授与の方針（ディプロマ・ポリシー） 

音楽学部にあっては、これまでにすぐれた音楽家や質の高い音楽教員、音楽療法士、音

楽指導員など音楽にかかわる専門的職業人を中心とした多くの人材を輩出し、音楽文化の

発展に寄与してきました。 
音楽は社会や人々をつなぎ生活を豊かにする重要な文化であり、その発展に貢献できる

人材の育成に社会の期待が寄せられています。音楽学科では、総合大学の中にある音楽学

部音楽学科という他にはない学科の特質を活かし、優れた感性と表現能力をもち音楽文化

の発展に貢献できる音楽家や、音楽を広く総合的視野からとらえ専門的職業人に必要な理

論と能力、人間力をもった音楽教員などの指導者、音楽療法士、音楽関連企業人の育成を

目指し、次のような目標を掲げ教育を行います。 
【教育目標】 

１．音楽や音楽キャリアに関わる豊かで専門的な知識や技能を身につけた人材の育成。 

２．自己の音楽的課題を明確にし、主体的、創造的、協働的に学ぶことができる人材の育

成。 

３. 音楽家や音楽教育者、音楽療法士、音楽関連企業人などの専門的職業人を目指し生涯

にわたって学び続ける使命感、責任感を有した人材の育成。 

４. 社会を生きる総合的な人間力を備えている人材の育成。 

こうした教育目標に基づき、以下のような学習成果を設定します。 

【学習成果】 

１．豊かな音楽表現力や音楽キャリアに関わる専門的能力をもつことができる。 

２．主体的、創造的、協働的に学ぶことができる。 

３．専門的職業人としての使命感、責任感をもつことができる。 

４．音楽活動に関する英語コミュニケーション力をも有した総合的人間力をもつことがで

きる。 

以上のような学習成果に基づいて編成された教育課程を履修し、修了した人に学士（音

楽）の学位を授与します。 

 

教育課程編成・実施の方針（カリキュラム・ポリシー） 

【教育課程編成の方針】 

学位授与の方針に則して、音楽学部音楽学科においては、ディプロマ・ポリシーに掲げ

た学習成果の達成のために次の科目群を設定します。 

１．専門的な知識、理論、技能を高める科目群や音楽キャリアにかかわる科目群 

２．主体的、創造的、協働的に学ぶ科目群 

３．専門的職業人としての使命感、責任感を高める科目群 

４．人間力を高める科目群 

音
楽
学
部

255－ －



 

 

これらの科目群に沿って配置された次のような授業により教育課程を編成し、学習成果

及び教育目標を達成します。 

１．音楽専門実技や理論、音楽教育関連科目、音楽療法関連科目を学習することにより、

自らの目指す音楽キャリアに関する専門的な能力を身につける。 

２．音楽の専門実技及び演習、音楽教育、音楽療法にかかわる演習・実技関連科目の学習

を通して、主体的、創造的、協働的に学ぶ力を身につける。 

３．学内発表、卒業研究、教育実習、音楽療法実習、インターシップなどの学習を通して、

専門的職業人としての使命感、責任感を身につける。 

４．聖徳教育科目、教養科目、外国語科目、健康教育科目、情報活用科目、及び音楽キャ

リア教育関連科目の学習を通して、社会を生きる総合的な人間力を養う。 

 専門科目を中心としたこれらの教育課程は、初年次教育、教養教育、キャリア教育とも

密接な関係をもって編成されます。人間力の基礎ともなる学外研修を含んだ「聖徳教育Ⅰ、

Ⅱ、Ⅲ」を中心とした初年次教育や教養教育の学習、コミュニケーション力を養う英語や

演奏に必要なイタリア語等の外国語の学習、専門的職業人へ向けた使命感形成の基礎とな

る音楽キャリアデザインⅠ、Ⅱ、Ⅲを中心とした音楽キャリア教育関連科目等が音楽専門

科目と緊密な関係を持ちつつ編成されます。 

【教育課程実施の方針】 

教育課程については、自ら課題を発見し解決を図るという主体的、創造的な方法で実施

します。また、演奏や舞台を協働してつくるチーム基盤的な学習などのアクティブ・ラー

ニング的手法も取り入れながら教育課程を実施します。 

 

入学者受け入れの方針（アドミッション・ポリシー） 

 音楽が社会や人をつなぐ豊かな絆であるということが再認識されています。音楽学部音

楽学科では、そうした音楽の発展に音楽家として貢献できる人材を育成しています。その

ような人材に必要な力はディプロマ・ポリシーで示しています。 
 こうした目的を理解し、目的を達成できる資質をもった人を音楽学部音楽学科では求め

ています。具体的には、次のような入学者を求めています。 
１．音楽が好きで、音楽家、音楽教員や音楽療法士、音楽関連企業人として社会に貢献す

る夢をもっている人。 
２．音楽実技や理論など音楽に関する授業や音楽キャリアに関する授業に主体的、創造的、

協働的に取り組むことのできる人。 
３．学内外での音楽活動や実習などで必要となるコミュニケーション力など基礎的な力を

もっている人。 
 音楽学部音楽学科では、多様な受験機会を用意しさまざまな入学試験を行っています。

こうした試験においては、本学科での学習に必要な音楽的な知識、技能、基礎的な学力、

主体的な判断力、創造的に考え表現できる力、仲間と協働して学びを作っていく力などに

ついて、実技試験、学力試験、面接などを組み合わせて総合的に評価します。 
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学習成果の修得状況を測る⼿法と時期

卒業時に⾝に付く学習成果

１．豊かな⾳楽表現⼒や⾳楽キャ
リアに関わる専⾨的能⼒を持つ。

あなたの学習成果の修得状況を測る
⼿法と測定時期

「演奏表現・創作のスキルを⾝につける」
科⽬群総合GPA

レッスン記録票

「⾳楽の専⾨的な知識・理論を⾝につ
ける」科⽬群総合GPA

２．主体的、創造的、協働的に
学ぶことができる。

新⼊⽣オリエンテーションルーブリック

学外研修ルーブリック

３．専⾨的職業⼈としての使命感、
責任感を持つ。

キャリア・アセスメントテスト

他者評価⾃⼰評価

毎学期末

毎学期末

毎レッスン時

毎学期末

３春

新オリ直後

学外研修直後

⾳楽学部 ⾳楽学科

卒業研究ルーブリック 4年次末

「⾳楽教育の知識とスキルを⾝につけ
る」総合GPA

「⾳楽療法の知識とスキルを⾝につけ
る」総合GPA

毎学期末

毎学期末

「⾳楽を主体的・創造的・協働的に学
ぶ」科⽬群総合GPA

学びの達成度実感調査(在学⽣) 1,2,3春

毎学期末「専⾨的職業⼈としての使命感・責任
感を⾼める」科⽬群総合GPA

実習後実習録

4．⾳楽活動に関する総合的な
⼈間⼒を持つ。

学びの達成度実感調査(卒年⽣)

学びの記録 主に⾯談時

「⼈間⼒を⾼める」科⽬群総合GPA 毎学期末

4年次末
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音楽学部 音楽学科 全学共通科目 履修要項 

 

① 卒業所要単位数は、全学共通科目（A 類）30 単位以上、専門教育科目（B 類）94 単位以上、計 124

単位以上です。 

② 音楽学部の全学共通科目（A 類）の最低卒業所要単位数の内訳は、下記のとおりとします。 
 

全学共通科目（Ａ類） 

聖徳教育 
教養科目と

外国語 
健康教育 情報活用 計 

7 20 2 1 30 

 
③ 音楽学部の学生は、全学共通科目（A 類）については、別表Ⅶ-1、2、3、4、5、6 のとおり

履修してください（同一科目を重複して履修することはできません）。 

④ 聖徳教育科目（別表Ⅶ-1）はすべて卒業必修です。授業内容の詳細については、学生便覧及

びシラバスを参照してください。 

⑤ 教養科目（別表Ⅶ-2）は外国語科目と併せて 20 単位以上が必修です（外国語は 8 単位以上

必修）。1 年次秋学期から開講しますので、各学期 2 科目程度を、A 類～C 類まで一つの類

に集中することなくバランスよく履修してください。 

D 類の「日本国憲法」は教育職員免許状を取得する者は必修です。 

⑥ 外国語科目（別表Ⅶ-3）は、英語Ⅰ、英語Ⅱ、英語Ⅲ、英語Ⅳ（4 単位）及び選択外国語と

して、英語、フランス語、ドイツ語、イタリア語のうち 1 か国語（4 単位）、計 8 単位以上

が必修です。 

⑦ 健康教育科目（別表Ⅶ-4）は欄外の受講区分に従い履修してください。 

⑧ 情報活用科目（別表Ⅶ-5）は欄外の受講区分に従い履修してください。 

⑨ 単位を修得した場合（成績表に S・A・B・C と表記される）には、各別表の履修チェック

欄に印をつけ履修漏れの防止に努めてください。 
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全学共通科目（A類）

聖徳教育科目 別表Ⅶ-1

春 秋 春 秋 春 秋 春 秋

2 ○ ● ●

演 1 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

演 1 ○ ○ ○

演 1 ○ ○

演 1 ○ ○

演 1 ○ ● ●

7

【授業の方法】演：演習、無印：講義をさす。

【履修年次】履修年次の○印は開講時期をさす。

教養科目 別表Ⅶ-2

春 秋 春 秋 春 秋 春 秋

□ 自分を見つめ・拡げ・伝える(芸術領域) 2 ○ ○ ○

□ 自分を見つめ・拡げ・伝える(文学領域) 2 ○ ○ ○

□ 自分を見つめ・拡げ・伝える(歴史領域) 2 ○ ○ ○

□ 自分を見つめ・拡げ・伝える(文化領域Ⅰ) 2 ○ ○ ○

□ 自分を見つめ・拡げ・伝える(文化領域Ⅱ・インターンシップ) 演 1

□ 自然・社会・科学技術を考える(自然領域) 2 ○ ○ ○

□ 自然・社会・科学技術を考える(科学技術領域) 2 ○ ○ ○

□ 自然・社会・科学技術を考える(社会領域) 2 ○ ○ ○

□ 自然・社会・科学技術を考える(環境領域) 2 ○ ○ ○

□ 心とからだの美的本質を追求する(心の領域) 2 ○ ○ ○

□ 心とからだの美的本質を追求する(からだの領域) 2 ○ ○ ○

□ 心とからだの美的本質を追求する(栄養領域) 2 ○ ○ ○

□ 心とからだの美的本質を追求する(スポーツ領域) 2 ○ ○ ○

□ 日本国憲法 2 ● ●

27

【授業の方法】演：演習、無印：講義をさす。

【履修年次】履修年次の○印は開講時期をさす。

               また●印を付された授業科目は時間割編成上、春学期または秋学期いずれかに配当されるので時間割を確認すること。

Business Field Linkageプログラム

春 秋 春 秋 春 秋 春 秋

□ ビジネス・フィールド・リンケージ原論 1 ● ● ● ●

□ キャリア教育関連科目※

□ 現代社会におけるビジネスリテラシー 2 ● ● ● ●

□ 法律・健康知識で身を守るセルフマネジメント 2 ● ●

□ 就活にも役立つメディアリテラシー 2 ● ●

□ 戦略的ビジネスマネジメント 2 ● ● ●

□ 国際社会問題を考える 2 ● ● ●

□ グローバルコミュニケーション 2 ● ● ●

□ Practical　English CommunicationⅠ 2 ○

□ Practical　English CommunicationⅡ 2 ○

□ Practical　English CommunicationⅢ 2 ○

□ 新時代のリーダーシップデザイン 2 ● ●

□ 戦略的ビジネスプランニング 2 ● ● ●

□ 顧客価値を創出するマーケティング 2 ● ● ●

□ 文系人材のためのDX・AIリテラシー 2 ● ●

□ ビジネス・データサイエンスⅠ 2 ● ● ●

□ ビジネス・データサイエンスⅡ 2 ● ● ●

□ ビジネス・データサイエンスⅢ 2 ● ● ●

□ 地域社会の価値を創造する実践論 2 ● ●

□ 行政の役割を体験するインターンシップ 2 ● ●

□ 行政の理解と試験対策 2 ○

※キャリア教育関連科目は各学部学科教育課程の設定による。

＜副専攻履修について＞

Business Field Linkageプログラムの科目から２０単位以上修得すると学んだことを認証する「修了証」を授与します。必要な要件は下記の通りです。

①自分の目標とするキャリアに合わせた副専攻を上記５つの副専攻から選択し、その副専攻に該当する必修科目と共通必修科目

「ビジネス・フィールド・リンケージ原論」、他の副専攻の科目と併せて２０単位を修得すること。

②修得単位（共通区分を除く）の取り扱いについては、次のとおり教養科目の単位に6単位まで充当することができます。

（但し「ビジネス・データサイエンスⅠ、Ⅱ、Ⅲ」及び「Practical　English CommunicationⅠ、Ⅱ、Ⅲ」は除く）

③副専攻を申請しなくても必要な科目を履修することができます。
④履修する科目はキャップ制の対象外とします。
⑤履修状況については、各学期の成績通知票において履修済みの科目の成績を確認することができます。

いずれかの学期で履修

いずれかの学期で履修

※○は配当年次を示す。●はいずれかの学期で履修することを示す。なお、配当年次・学期の上位学年についてはいずれの科目も任意に履修できます。

いずれかの学期で履修

いずれかの学期で履修

いずれかの学期で履修

いずれかの学期で履修

いずれかの学期で履修

C
類

D
類

□

□

区
　
　
分

A
類

B
類

いずれかの学期で履修

グローバル
人材育成副

専攻

ビジネス
再生・創生

副専攻

ビジネス・
データ

サイエンス
副専攻

地域活性
化・

価値創造副
専攻

価値増幅型
マネジメント

副専攻

いずれかの学期で履修

いずれかの学期で履修

いずれかの学期で履修

いずれかの学期で履修

いずれかの学期で履修

いずれかの学期で履修

いずれかの学期で履修

チ

ェ
ッ
ク
欄

□

□

□

□

2 3 4

共通
いずれかの学期で履修

卒
業
必
修

履　修　年　次

備考1

チ

ェ
ッ
ク
欄

区分 授業科目

授
業
の
方
法

単
　
位

△教養科目と別表Ⅶ-3外国語科目を併せて
    20単位以上を修得すること（外国語は8単
    位以上を修得すること）

△教養科目は表中のＡ類、Ｂ類及びＣ類から
　 １科目以上選択し、12単位以上修得するこ
   と。 また同じ科目（領域）を重複履修するこ
   とはできません。

△日本国憲法は、教育職員免許状を取得す
   る者は必ず修得すること。

履修年次

備考1 2 3 4

聖徳教育Ⅲ(SEITOKU Academic LiteracyⅢ)

計

チ

ェ
ッ
ク
欄

授業科目

授
業
の
方
法

単
位

卒
業
必
修

聖徳教育Ⅰ △聖徳教育の詳細については、学生便覧、
シラバスを参照すること。聖徳教育Ⅱ

聖徳教育Ⅲ(SEITOKU Academic LiteracyⅠ)

聖徳教育Ⅲ(SEITOKU Academic LiteracyⅡ)

小笠原流礼法基礎講座 ●春学期または秋学期に開講

授業科目

授
業
の
方
法

単
位

卒
業
必
修

履修年次

備考1 2 3 4
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外国語科目 別表Ⅶ-3

春 秋 春 秋 春 秋 春 秋

□ 演 1 ○ ○

□ 演 1 ○ ○

□ 演 1 ○ ○

□ 演 1 ○ ○

□ 演 1 ○

□ 演 1 ○

□ 演 1 ○

□ 演 1 ○

□ 演 1 ○

□ 演 1 ○

□ 演 1 ○

□ 演 1 ○

□ 演 1 ○

□ 演 1 ○

□ 演 1 ○

□ 演 1 ○

□ 演 1 ○

□ 演 1 ○

□ 演 1 ○

□ 演 1 ○

□ 演 1 ○

□ 演 1 ○

□ 演 1 ○

□ 演 1 ○

□ 演 1 ○

□ 演 1 ○

□ 演 1 ○

□ 演 1 ○

□ 演 1 ○

□ 演 1 ○

□ 演 1 ○

□ 演 1 ○

32

【授業の方法】演：演習、無印：講義をさす。

【履修年次】履修年次の○印は開講時期をさす。

フランス語Ⅱ

ドイツ語Ⅰ

△別表Ⅶ-2教養科目と外国語科目を併せて
   20単位以上を修得すること。

△外国語科目は、8単位以上を修得するこ
   と。英語Ⅰ、英語Ⅱ、英語Ⅲ、英語Ⅳ
   （各1単位）は必修です。また、選択外国
   語として【英語（Ⅴ～Ⅷ）、フランス語（Ⅰ
   ～Ⅳ）、ドイツ語（Ⅰ～Ⅳ）、イタリア語（Ⅰ
   ～Ⅳ）】のうち１か国語 （４単位）を修得
   すること。

△各学科で指定している外国語科目につい
    ては、指示のとおりに履修すること。

△英語・イタリア語以外の外国語のⅠ～Ⅳ
　 は、ⅠとⅡ、ⅢとⅣで週２コマ開講される
   ので同時に履修すること。

英語Ⅳ

英語Ⅴ

英語Ⅵ

フランス語Ⅴ

3

イタリア語Ⅷ

英語Ⅶ

英語Ⅷ

フランス語Ⅶ

1

チ

ェ
ッ
ク
欄

授
業
の
方
法

授業科目

フランス語Ⅰ

計

イタリア語Ⅶ

単
位

卒
業
必
修

イタリア語Ⅳ

ドイツ語Ⅲ

ドイツ語Ⅳ

イタリア語Ⅰ

ドイツ語Ⅴ

英語Ⅰ

英語Ⅱ

英語Ⅲ

2

フランス語Ⅷ

履修年次

備考4

イタリア語Ⅵ

イタリア語Ⅲ

ドイツ語Ⅷ

ドイツ語Ⅱ

フランス語Ⅳ

フランス語Ⅵ

フランス語Ⅲ

ドイツ語Ⅵ

ドイツ語Ⅶ

イタリア語Ⅱ

イタリア語Ⅴ
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健康教育科目 別表Ⅶ-4

春 秋 春 秋 春 秋 春 秋

□ ※ 1 ○

□ ※ 1 ○

□ ※ 1 ○

□ ※ 1 ○

4

【授業の方法】無印：講義をさす。※印は講義及び実技科目をさす。

【履修年次】履修年次の○印は開講時期をさす。

【受講区分】[注]　１）小学校教諭免許状を取得しようとする学生は、スポーツと健康Ⅰ・Ⅱ（小免）を履修すること。

　　 　　　　　　　　　 2）上記以外の学生は、スポーツと健康Ⅰ・Ⅱを履修すること。

情報活用科目 別表Ⅶ-5

春 秋 春 秋 春 秋 春 秋

□ 演 1 ○ ○

□ 演 1 ○

□ 演 1 ○

□ 演 1 ○

□ 演 1 ○

5

【授業の方法】演：演習、無印：講義をさす。

【履修年次】履修年次の○印は開講時期をさす。

【受講区分】[注]　１）教育職員免許状または音楽療法士(1種)を取得しようとする者は、（基礎）と（教職）両科目とも必修です。

　　 　　　　　　　　 2）情報活用科目を2単位以上修得した場合の1単位のみは教養科目の単位に含めることができる。

帰国子女科目 別表Ⅶ-6

春 秋 春 秋 春 秋 春 秋

□ 演 1 ○

□ 演 1 ○

□ 演 1 ○

□ 演 1 ○

□ 演 1 ○

□ 演 1 ○

□ 2 ○

□ 2 ○

10

【授業の方法】演：演習、無印：講義をさす。

【履修年次】履修年次の○印は開講時期をさす。

計

スポーツと健康Ⅰ △健康教育科目の受講区分は注のとおり。

スポーツと健康Ⅱ

△帰国子女科目は、教養科目または外国語
の単位に替えることができる。

日本語Ⅱ

日本語Ⅲ

日本語Ⅳ

日本語Ⅴ

スポーツと健康Ⅱ（小免）

計

3 4

情報活用演習（表現）

計

備考

備考

日本語Ⅵ

日本の社会と歴史Ⅱ

日本の社会と歴史Ⅰ

備考

△情報活用科目の受講区分は注のとおり。

日本語Ⅰ

1 2 3 4

卒
業
必
修

履修年次

1 2 3 4

チ

ェ
ッ
ク
欄

授業科目

授
業
の
方
法

単
位

情報活用演習（基礎）

情報活用演習（教職）

情報活用演習（応用）

情報活用演習（統計）

チ

ェ
ッ
ク
欄

授業科目

授
業
の
方
法

単
位

卒
業
必
修

履修年次

スポーツと健康Ⅰ（小免）

履修年次チ

ェ
ッ
ク
欄

授業科目

授
業
の
方
法

単
位

卒
業
必
修

1 2
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音楽学部 音楽学科 専門教育科目 履修要項 

 

① 卒業所要単位数は、全学共通科目（A 類）30 単位以上、専門教育科目（B 類）94 単位以上、計 124

単位以上です。 

② 音楽学部の専門教育科目（B 類）の最低卒業所要単位数の内訳は、下記のとおりとします。 

 

専門教育科目（B 類） 

必修科目 選択科目 計 

30 64 94 

 
③ 音楽療法士（１種）を取得しようとする者は、別表Ⅶ-7 の卒業必修欄に○印のついている科

目及び音楽療法士（１種）欄に○印のついている科目を加えて、①のとおり履修してくださ

い。また、認定音楽療法士受験資格を取得しようとする者は、別表Ⅶ-7 の卒業必修欄に○印

のついている科目及び認定音楽療法士受験資格欄に○印のついている科目を加えて、①のと

おり履修してください。 

なお、音楽療法士（１種）及び認定音楽療法士受験資格を取得しようとする者は、別表Ⅶ-12

の教職に関する科目の［注］6 に記載の科目も加えて履修してください。 

④ 中学校教諭一種免許状（音楽）及び高等学校教諭一種免許状（音楽）を取得しようとする者

は、別表Ⅶ-10、11、12 に記載の科目を含めて、①とおり履修してください。（別表Ⅶ-11 の

科目は卒業所要単位数に選択科目として算入することができます） 

⑤ 中学校教諭一種免許状（音楽）及び高等学校教諭一種免許状（音楽）に加えて、小学校教諭

免許状（一種・二種）を取得しようとする者は、①④に加えて別途配布する資料のとおり履

修してください。音楽学部においては、小学校教諭免許状（一種・二種）のみを取得するこ

とはできません。（小学校教諭免許状取得のための科目は卒業所要単位数に算入することは

できません） 

⑥ 図書館司書、学校図書館司書教諭、社会教育主事、学芸員、レクリエーション関係、日本語

教員養成講座の資格を取得しようとする者は①に加えて、別表Ⅷ-1、2、3、4、5 により、

履修してください（これらの科目は卒業要件に算入することはできません）。 

⑦ 単位を修得した場合（成績表に S・A・B・C と表記される）には、各別表の履修チェック

欄に印をつけ履修漏れの防止に努めてください。 
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音楽学科　専門教育科目（Ｂ類） 別表Ⅶ-7

春 秋 春 秋 春 秋 春 秋

□ 音楽文化概論 2 ○ ○

□ 音楽基礎理論Ⅰ 2 ○ 〇 〇 〇 ○

□ ソルフェージュⅠ 2 演 ○ 〇 〇 〇 ○

□ 音楽キャリアデザインⅠ 2 ○ ○

□ 合唱（第九）Ⅰ 2 演 ○ 〇 〇 〇 ○

□ 合唱（第九）Ⅱ 2 演 ○ 〇 ○

□ 西洋音楽史 2 ○ 〇 〇 〇 ○

□ 音楽実技A-Ⅰ 2 演 ○ 〇 ▲b ▲a ○

□ 音楽実技A-Ⅱ 2 演 ○ 〇 ▲b ▲a ○

□ 音楽実技B-Ⅰ 1 演 ○ 〇 ▲b ▲a ○

□ 音楽実技B-Ⅱ 1 演 ○ 〇 ▲b ▲a ○

□ 音楽ﾜｰｸｼｮｯﾌﾟⅠ（ｵﾍﾟﾗ・ﾐｭｰｼﾞｶﾙ・吹奏楽・合唱） 1 演 ○

□ 音楽ﾜｰｸｼｮｯﾌﾟⅡ（ｵﾍﾟﾗ・ﾐｭｰｼﾞｶﾙ・吹奏楽・合唱） 1 演 ○

□ 音楽実技A-Ⅲ 2 演 ○ ○ ▲b ○

□ 音楽実技A-Ⅳ 2 演 ○ ○ ▲b ○

□ 音楽実技A-Ⅴ 2 演 ○

□ 音楽実技A-Ⅵ 2 演 ○

□ 音楽実技A-Ⅶ 2 演 ○

□ 音楽実技A-Ⅷ 2 演 ○

□ 音楽実技B-Ⅲ 1 演 ○

□ 音楽実技B-Ⅳ 1 演 ○

□ 音楽実技B-Ⅴ 1 演 ○

□ 音楽実技B-Ⅵ 1 演 ○

□ 音楽実技B-Ⅶ 1 演 ○

□ 音楽実技B-Ⅷ 1 演 ○

□ 応用実技Ⅰ 4 演 ○ ○ ※プロアーティストメジャーのみ

□ 応用実技Ⅱ 4 演 ○ ○ ※プロアーティストメジャーのみ

□ 応用実技Ⅲ 4 演 ○ ○ ※プロアーティストメジャーのみ

□ 応用実技Ⅳ 4 演 ○ ○ ※プロアーティストメジャーのみ

□ 演奏特論Ⅰ 4 ○ ○ ※プロアーティストメジャーのみ

□ 演奏特論Ⅱ 4 ○ ○ ※プロアーティストメジャーのみ

□ 演奏特論Ⅲ 4 ○ ○ ※プロアーティストメジャーのみ

□ 演奏特論Ⅳ 4 ○ ○ ※プロアーティストメジャーのみ

□ 音楽ﾜｰｸｼｮｯﾌﾟⅢ(ｵﾍﾟﾗ・ﾐｭｰｼﾞｶﾙ・吹奏楽・合唱） 1 演 ○

□ 音楽ﾜｰｸｼｮｯﾌﾟⅣ(ｵﾍﾟﾗ・ﾐｭｰｼﾞｶﾙ・吹奏楽・合唱） 1 演 ○

□ 音楽ﾜｰｸｼｮｯﾌﾟⅤ(ｵﾍﾟﾗ・ﾐｭｰｼﾞｶﾙ・吹奏楽・合唱） 1 演 ○

□ 音楽ﾜｰｸｼｮｯﾌﾟⅥ(ｵﾍﾟﾗ・ﾐｭｰｼﾞｶﾙ・吹奏楽・合唱） 1 演 ○

□ 音楽ﾜｰｸｼｮｯﾌﾟⅦ(ｵﾍﾟﾗ・ﾐｭｰｼﾞｶﾙ・吹奏楽・合唱） 1 演 ○

□ 音楽ﾜｰｸｼｮｯﾌﾟⅧ(ｵﾍﾟﾗ・ﾐｭｰｼﾞｶﾙ・吹奏楽・合唱） 1 演 ○

□ ｱﾝｻﾝﾌﾞﾙ研究Ⅰ（声楽・鍵盤・管弦打・ﾐｭｰｼﾞｶﾙ） 2 演 ○

□ ｱﾝｻﾝﾌﾞﾙ研究Ⅱ（声楽・鍵盤・管弦打・ﾐｭｰｼﾞｶﾙ） 2 演 ○

□ ｱﾝｻﾝﾌﾞﾙ研究Ⅲ（声楽・鍵盤・管弦打・ﾐｭｰｼﾞｶﾙ） 2 演 ○

□ ｱﾝｻﾝﾌﾞﾙ研究Ⅳ（声楽・鍵盤・管弦打・ﾐｭｰｼﾞｶﾙ） 2 演 ○

□ ｱﾝｻﾝﾌﾞﾙ研究Ⅴ（声楽・鍵盤・管弦打・ﾐｭｰｼﾞｶﾙ） 2 演 ○

□ ｱﾝｻﾝﾌﾞﾙ研究Ⅵ（声楽・鍵盤・管弦打・ﾐｭｰｼﾞｶﾙ） 2 演 ○

□ 音楽表現演習A-Ⅰ（声楽） 2 演 ○ イタリア歌曲

□ 音楽表現演習A-Ⅱ（声楽） 2 演 ○ イタリア歌曲

□ 音楽表現演習A-Ⅲ（声楽） 2 演 ○ 日本歌曲

□ 音楽表現演習A-Ⅳ（声楽） 2 演 ○ 日本歌曲

□ 音楽表現演習A-Ⅴ（声楽） 2 演 ○ ドイツ歌曲

□ 音楽表現演習A-Ⅵ（声楽） 2 演 ○ ドイツ歌曲

□ 音楽表現演習A-Ⅶ（声楽） 2 演 ○ フランス歌曲

□ 音楽表現演習A-Ⅷ（声楽） 2 演 ○ フランス歌曲

□ 音楽表現演習B-Ⅰ（ダンス） 2 演 ○

□ 音楽表現演習B-Ⅱ（ダンス） 2 演 ○

□ 音楽表現演習B-Ⅲ（ダンス） 2 演 ○

□ 音楽表現演習B-Ⅳ（ダンス） 2 演 ○

□ 音楽表現演習B-Ⅴ（ダンス） 2 演 ○

□ 音楽表現演習B-Ⅵ（ダンス） 2 演 ○

□ 音楽表現演習C-Ⅰ（バレエ） 2 演 ○

□ 音楽表現演習C-Ⅱ（バレエ） 2 演 ○

□ 音楽表現演習C-Ⅲ（バレエ） 2 演 ○

□ 音楽表現演習C-Ⅳ（バレエ） 2 演 ○

□ 音楽表現演習C-Ⅴ（バレエ） 2 演 ○

□ 音楽表現演習C-Ⅵ（バレエ） 2 演 ○

▲a　教員免許の取得を希望する場合
は音楽実技A-1かB-１を声楽
音楽実技A-ⅡかB-Ⅱを器楽
で履修すること。

音
楽
療
法
士

１
種

認
定
音
楽
療

法
士

教
免
必
修

標準履修年次

備考1 2 3 4

▲b　認定音楽療法士受験資格を希望
する場合は音楽実技Aか音楽実技Bで
「声楽」「器楽（ピアノ）」「器楽
（管・弦・打楽器）」の3種目をそれ
ぞれ2単位以上履修すること。なお、
「器楽（管・弦・打楽器）」に「ギ
ター演習」を充てることができる。

音
楽
学
科
共
通
科
目

卒
業
必
修

音
楽
学
科
ス
タ
ー

ト
ア
ッ

プ
科
目

チ
ェ
ッ

ク
欄

授業科目
単
位

授
業
の
方
法
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音楽学科　専門教育科目（Ｂ類） 別表Ⅶ-7

春 秋 春 秋 春 秋 春 秋

音
楽
療
法
士

１
種

認
定
音
楽
療

法
士

教
免
必
修

標準履修年次

備考1 2 3 4

卒
業
必
修

チ
ェ
ッ

ク
欄

授業科目
単
位

授
業
の
方
法

□ 音楽表現演習D-Ⅰ（ピアノ） 2 演 ○

□ 音楽表現演習D-Ⅱ（ピアノ） 2 演 ○

□ 音楽表現演習D-Ⅲ（ピアノ） 2 演 ○

□ 音楽表現演習D-Ⅳ（ピアノ） 2 演 ○

□ 音楽表現演習D-Ⅴ（ピアノ） 2 演 ○

□ 音楽表現演習D-Ⅵ（ピアノ） 2 演 ○

□ 音楽表現演習E-Ⅰ（ピアノ） 2 演 ○

□ 音楽表現演習E-Ⅱ（ピアノ） 2 演 ○

□ 音楽表現演習E-Ⅲ（ピアノ） 2 演 ○

□ 音楽表現演習E-Ⅳ（ピアノ） 2 演 ○

□ 音楽表現演習E-Ⅴ（ピアノ） 2 演 ○

□ 音楽表現演習E-Ⅵ（ピアノ） 2 演 ○

□ 音楽表現演習F-Ⅰ（ピアノ） 2 演 ○

□ 音楽表現演習F-Ⅱ（ピアノ） 2 演 ○

□ 音楽表現演習F-Ⅲ（ピアノ） 2 演 ○

□ 音楽表現演習F-Ⅳ（ピアノ） 2 演 ○

□ 音楽表現演習F-Ⅴ（ピアノ） 2 演 ○

□ 音楽表現演習F-Ⅵ（ピアノ） 2 演 ○

□ 音楽表現演習G-Ⅰ（電子オルガン） 2 演 ○

□ 音楽表現演習G-Ⅱ（電子オルガン） 2 演 ○

□ 音楽表現演習G-Ⅲ（電子オルガン） 2 演 ○

□ 音楽表現演習G-Ⅳ（電子オルガン） 2 演 ○

□ 音楽表現演習G-Ⅴ（電子オルガン） 2 演 ○

□ 音楽表現演習G-Ⅵ（電子オルガン） 2 演 ○

□ 音楽表現演習H-Ⅰ（パイプオルガン） 2 演 ○

□ 音楽表現演習H-Ⅱ（パイプオルガン） 2 演 ○

□ 音楽表現演習H-Ⅲ（パイプオルガン） 2 演 ○

□ 音楽表現演習H-Ⅳ（パイプオルガン） 2 演 ○

□ 音楽表現演習H-Ⅴ（パイプオルガン） 2 演 ○

□ 音楽表現演習H-Ⅵ（パイプオルガン） 2 演 ○

□ 音楽表現演習I-Ⅰ（管弦楽） 2 演 ○

□ 音楽表現演習I-Ⅱ（管弦楽） 2 演 ○

□ 音楽表現演習I-Ⅲ（管弦楽） 2 演 ○

□ 音楽表現演習I-Ⅳ（管弦楽） 2 演 ○

□ 音楽表現演習I-Ⅴ（管弦楽） 2 演 ○

□ 音楽表現演習I-Ⅵ（管弦楽） 2 演 ○

□ 音楽表現特別演習 2 演 〇 ○ 〇 〇 〇 〇 〇 ○ ※1～4年通年科目

□ 音楽基礎理論Ⅱ 2 〇 〇 ○

□ ソルフェージュⅡ 2 演 ○

□ ソルフェージュⅢ 2 演 ○

□ ソルフェージュⅣ 2 演 ○

□ ソルフェージュⅤ 2 演 ○

□ ソルフェージュⅥ 2 演 ○

□ 和声法Ⅰ 2 ○ 〇 ○

□ 和声法Ⅱ 2 ○

□ 和声法Ⅲ 2 ○

□ 和声法Ⅳ 2 ○

□ 作曲（含む教材編曲法）Ⅰ 2 演 〇 ○

□ 作曲（含む教材編曲法）Ⅱ 2 演 ○

□ 対位法Ⅰ 2 演 ○

□ 対位法Ⅱ 2 演 ○

□ コンピュータ音楽Ⅰ 2 演 ○

□ コンピュータ音楽Ⅱ 2 演 ○

□ 電子楽譜制作法 2 演 ○

□ ポピュラー作曲法（含む編曲法)Ⅰ 2 演 ○

□ ポピュラー作曲法（含む編曲法)Ⅱ 2 演 ○

□ 管弦楽史 2 ○ （隔年開講）

□ 鍵盤音楽史 2 ○ （隔年開講）

□ 声楽史 2 ○ （隔年開講）

□ ポピュラー音楽概論　 2 ○ （隔年開講）

□ 民族音楽学概論（含む日本の伝統音楽） 2 〇 〇 ○

□ 音楽療法概論 2 〇 〇 ○

□ 音楽心理学 2 〇 〇 ○

□ 楽器と環境 2 ○ （隔年開講）

音
楽
学
科
共
通
科
目
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音楽学科　専門教育科目（Ｂ類） 別表Ⅶ-7

春 秋 春 秋 春 秋 春 秋

音
楽
療
法
士

１
種

認
定
音
楽
療

法
士

教
免
必
修

標準履修年次

備考1 2 3 4

卒
業
必
修

チ
ェ
ッ

ク
欄

授業科目
単
位

授
業
の
方
法

□ 音楽家のためのリテラシー 2 ○ ● ● ●印　卒業研究（演奏・作品・論文）

□ 音声学 2 ○ において論文を選択する場合は、

□ 障害児と音楽 2 ○ 春学期または秋学期いずれかで履修

□ 成人・高齢者と音楽 2 ○ （音声学：隔年開講）

□ 音楽療法の理論と技法Ⅰ 2 〇 〇 ○

□ 音楽療法の理論と技法Ⅱ 2 〇 〇 ○

□ 音楽療法各論A 2 〇 〇 ○

□ 音楽療法各論B 2 〇 〇 〇

□ 音楽療法各論C 2 〇 〇 ○

□ 医学概論 2 〇 〇 ○

□ 臨床医学各論Ⅰ 2 〇 〇 〇

□ 臨床医学各論Ⅱ 2 〇 〇 〇

□ 臨床心理学Ⅰ 2 〇 〇 〇

□ 臨床心理学Ⅱ 2 〇 〇 〇

□ 社会福祉概論 2 〇 〇 〇

□ ギター演習 2 演 ▲c ○

□ リトミック 2 演 ▲c ○ （隔年開講）

□ バロックダンス 2 演 ○ （隔年開講）

□ 伴奏法Ⅰ 2 演 ○ ○

□ 伴奏法Ⅱ 2 演 ○

□ 即興演奏 2 演 ○

□ 指揮法 2 演 〇 〇 ○ ○

□ 日本音楽演習A（歌唱）　 2 演 〇 〇 ○ ○

□ 日本音楽演習B（和楽器） 2 演 ○ ○

□ 合奏 2 演 〇 〇 ○ 〇

□ 音楽キャリアデザインⅡ 2 ○

□ 音楽キャリアデザインⅢ 2 ○

□ 音楽指導法A 2 ○ ピアノ（隔年開講）

□ 音楽指導法B 2 ○ 吹奏楽（隔年開講）

□ 音楽指導法C 2 ○ 合唱（隔年開講）

□ 教職演習Ⅰ 2 演 ○

□ 教職演習Ⅱ 2 演 ○

□ 障害児教育論 2 〇 〇 〇

□ 介護概論 2 〇 〇 〇

□ 音楽療法技能A 2 演 〇 〇 〇

□ 音楽療法技能B 2 演 〇 〇

□ 音楽療法技能C 2 演 〇 〇 〇

□ 音楽療法演習 2 演 〇 ○

□ 施設実習 2 実 〇 〇 ▲d ▲d

□ 音楽療法実習Ⅰ 1 実 〇 〇 〇

□ 音楽療法実習Ⅱ 1 実 〇 〇 〇

□ 音楽療法実習Ⅲ 1 実 〇 〇 〇

□ 音楽療法実習Ⅳ 1 実 〇 〇

□ 卒業研究 4 演 ○ ○ ○ ○

344 30
【授業の方法】演：演習、実：実習、無印：講義をさす。

【履修年次】履修年次の○印は開講時期をさす。

計

▲d 2年次春学期・秋学期のいずれか
に2週間実施

音
楽
学
科
共
通
科
目

▲c　認定音楽療法士受験資格希望者
はどちらか一つは履修すること

265－ －



別表Ⅶ-8
科目例示 授業科目 単位

音楽理論 音楽基礎理論I 2

音楽理論 音楽基礎理論II 2

音楽心理学 音楽心理学 2

音楽史 西洋音楽史 2

指揮法 指揮法 2

合唱 合唱（第九）I 2

合唱 合唱（第九）II 2

声楽 日本音楽演習A（歌唱）または音楽実技A 、音楽実技B＊1

ソルフェージュ ソルフェージュI 2

アンサンブル 合奏 2

器楽（鍵盤） ＊1

器楽（管弦打） ＊1

音楽療法概論 音楽療法概論 2

音楽療法各論A 2

音楽療法各論B 2

音楽療法各論C 2

音楽療法技能A（歌唱・伴奏） 2

音楽療法技能C（作曲、編曲、アンサンブル、指揮） 2

音楽療法の理論と技法I 2

音楽療法の理論と技法II 2

音楽科教育法 音楽科教育法I（教職） 2

障害児教育 障害児教育論 2

社会福祉概論 社会福祉概論 2

介護概論・介護実技 介護概論 2

医学概論 医学概論 2

臨床医学 臨床医学各論I 2

臨床医学 臨床医学各論II 2

臨床心理学 臨床心理学I 2

臨床心理学 臨床心理学II 2

発達心理学 発達心理学（教職） 2

施設介護実習 施設実習 2

音楽療法実習 音楽療法実習I 1

音楽療法実習 音楽療法実習II 1

音楽療法実習 音楽療法実習III 1

語学 英語、その他外国語 8

情報処理 情報活用演習（基礎） 1

情報処理 情報活用演習（教職） 1

81

②音楽療法分野（16単位） 音楽療法各論・演習
（基礎、臨床、技法等）

音楽療法士（1種）資格取得に関する科目

分野

①音楽分野（30単位）

I.　理論
（8単位）

II.実技
（22単位）

＊1  音楽実技は鍵盤楽器、声楽、管弦打を含む10単位必要である。管弦打にはギター演習を当てることができる。

⑤教養関連科目＊2

計

＊2  その他、一般教育科目を上記⑤のものを含めて24単位以上になるよう履修すること。

③音楽療法関連分野（20単位）

教育

福祉

医学・看護

心理

④音楽療法実習（5単位）
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別表Ⅶ-9
規定科目 単位 授業科目 単位

 音楽理論／通論 4  音楽基礎理論Ⅰ、Ⅱ 2、2

 和声学 2  和声法Ⅰ 2

 音楽心理学 2  音楽心理学 2

 音楽教育学 2  音楽科教育法Ⅰ（教職） 2

 西洋音楽史 2  西洋音楽史 2

 日本の音楽 2  日本音楽演習A（歌唱） 2

 民族音楽学 2  民族音楽学概論（含む日本の伝統音楽） 2

 ソルフェージュ 2  ソルフェージュⅠ 2

 ピアノ 2  音楽実技A-Ⅰ、Ⅱ、Ⅲ、Ⅳ、音楽実技B-Ⅰ、Ⅱより選択 2

 声楽 2  音楽実技A-Ⅰ、Ⅱ、Ⅲ、Ⅳ、音楽実技B-Ⅰ、Ⅱより選択 2

 器楽（管、弦、打楽器） 2  音楽実技A-Ⅰ、Ⅱ、Ⅲ、Ⅳ、音楽実技B-Ⅰ、Ⅱより選択 2

 合唱 2  合唱（第九）Ⅰ 2

 合奏 2  合奏 2

 指揮法 2  指揮法 2

 ギターまたはリトミック 2  ギター演習またはリトミック 2

 音楽療法概論 2  音楽療法概論 2

 音楽療法の理論と技法 4  音楽療法の理論と技法Ⅰ、Ⅱ 2、2

 音楽療法各論Ⅰ 2  音楽療法各論A 2

 音楽療法各論Ⅱ 2  音楽療法各論B 2

 音楽療法各論Ⅲ 2  音楽療法各論C 2

 音楽療法技能Ⅰ 2  音楽療法技能A 2

 音楽療法技能Ⅱ 2  音楽療法技能B 2

 音楽療法技能Ⅲ 2  音楽療法技能C 2

 音楽療法演習 2  音楽療法演習 2

 施設実習 2

 音楽療法実習Ⅰ、Ⅱ、Ⅲ、Ⅳ 4

 卒業論文 4  卒業研究 4

 医学概論 2  医学概論 2

 臨床医学各論Ⅰ 2  臨床医学各論Ⅰ 2

 臨床医学各論Ⅱ 2  臨床医学各論Ⅱ 2

 臨床心理学Ⅰ 2  臨床心理学Ⅰ 2

 臨床心理学Ⅱ 2  臨床心理学Ⅱ 2

 社会福祉概論 2  社会福祉概論 2

 発達心理学 2  発達心理学（教職） 2

 障害児教育 2  障害児教育論 2

 介護概論 2  介護概論 2

8  英語、その他外国語 8

88 計 88

＊1  音楽実技（管弦打楽器）にはギター演習を当てることができる。その場合は、「ギター演習またはリトミック」でリトミックを選択すること。

認定音楽療法士受験資格に関する科目

分野

Ⅰ．理論

①音楽分野
　（32単位）

Ⅱ．実技
　　 「副科を含む」

⑤語学　（8単位）

計

②音楽療法分野
　（30単位）

 音楽療法実習 6

③医学・心理学分野
　（10単位）

④福祉・教育分野
　（8単位）
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卒 業 研 究 （ 通 年 ）

音 楽 の 発 展 に 貢 献 で き る 優 れ た 音 楽 的 能 力 と 人 間 力 の あ る 音 楽 家 、 音 楽 職 業 人 を 目 指 し て

演
奏

表
現

・
創

作
の

ス
キ

ル
を

身
に

つ
け

る

応
用

実
技

Ⅱ
応

用
実

技
Ⅲ

応
用

実
技

Ⅳ

音
楽

教
育

の
知

識
と

ス
キ

ル
を

身
に

つ
け

る

教
職

科
目

（
教

育
実

習
を

含
む

）

音
楽

療
法

の
知

識
と

ス
キ

ル
を

身
に

つ
け

る

②
協

働
的

に
学

ぶ
科

目
群

音
楽

を
主

体
的

・
創

造
的

・
協

働
的

に
学

ぶ
ア

ン
サ

ン
ブ

ル
研

究
Ⅴ

音
楽

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ
Ⅶ

③
使

命
感

・
責

任
感

科
目

群
専

門
的

職
業

人
と

し
て

の
使

命
感

・
責

任
感

を
高

め
る

施
設

実
習

（
2

年
次

に
2

週
間

）

音
楽

療
法

実
習

Ⅲ

④
人

間
力

科
目

群
人

間
力

を
高

め
る

聖
徳

教
育

Ⅰ

聖
徳

教
育

Ⅱ
聖

徳
教

育
Ⅱ

教
育

目
標

１
年

次
2

年
次

３
年

次
４

年
次

優
れ

た
音

楽
人

に
必

要
な

知
識

と
技

能
の

基
礎

を
教

授
す

る
音

楽
を

学
ぶ

喜
び

と
共

に
、

専
門

的
能

力
の

大
切

さ
を

教
授

す
る

体
得

さ
せ

た
知

識
と

技
能

を
基

に
、

実
践

力
を

開
発

す
る

音
楽

人
と

し
て

自
立

し
、

社
会

に
貢

献
で

き
る

応
用

力
を

持
っ

た
人

材
を

育
成

す
る
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令
和

5
年

度
入

学
生

　
聖

徳
大

学
　

音
楽

学
部

　
音

楽
学

科
　

学
び

で
得

ら
れ

る
成

果
（

L
e
a
rn

in
g
 O

u
tc

o
m

e
s
）

年
次

別
学

習
テ

ー
マ

１
年

次
２

年
次

３
年

次
４

年
次

卒
業

認
定

・
学

位
授

与
の

方
針

に
掲

げ
る

学
習

成
果

音
楽

の
基

本
を

学
ぼ

う
よ

り
専

門
的

な
学

び
に

踏
み

込
も

う
自

分
の

力
を

試
し

て
み

よ
う

自
立

し
た

音
楽

職
業

人
へ

①
知

識
・

技
能

科
目

群

音
楽

の
専

門
的

な
知

識
・

理
論

を
修

得
す

る
音

楽
の

専
門

的
な

知
識

・
理

論
の

基
礎

が
身

に
つ

い
て

い
る

音
楽

の
専

門
的

な
知

識
・

理
論

の
基

礎
的

な
力

を
応

用
す

る
こ

と
が

で
き

る
音

楽
の

専
門

的
な

知
識

・
理

論
を

さ
ま

ざ
ま

な
場

面
に

応
用

す
る

こ
と

が
で

き
る

音
楽

教
育

者
と

し
て

の
キ

ャ
リ

ア
に

関
わ

る
専

門
的

能
力

の
基

礎
が

身
に

つ
い

て
い

る
音

楽
教

育
者

と
し

て
の

キ
ャ

リ
ア

に
関

わ
る

専
門

的
能

力
を

持
つ

こ
と

が
で

き
る

音 楽 の 発 展 に 貢 献 で き る 優 れ た 音 楽 的 能 力 と 人 間 力 の あ る

音 楽 家 、 音 楽 職 業 人 を 目 指 し て

演
奏

表
現

・
創

作
の

ス
キ

ル
を

身
に

つ
け

る
音

楽
表

現
・

創
作

ス
キ

ル
の

基
礎

が
身

に
つ

い
て

い
る

音
楽

表
現

・
創

作
ス

キ
ル

の
、

よ
り

専
門

的
な

力
が

身
に

つ
い

て
い

る
音

楽
表

現
・

創
作

ス
キ

ル
の

、
さ

ら
に

高
度

な
力

が
身

に
つ

い
て

い
る

そ
れ

ま
で

に
身

に
つ

け
た

音
楽

表
現

・
創

作
ス

キ
ル

を
豊

か
に

活
用

す
る

こ
と

が
で

き
る

音
楽

表
現

や
音

楽
制

作
に

関
わ

る
専

門
的

能
力

を
も

つ
こ

と
が

で
き

る

音
楽

教
育

の
知

識
と

ス
キ

ル
を

身
に

つ
け

る

音
楽

に
関

す
る

さ
ら

に
高

度
な

知
識

・
理

論
を

身
に

つ
け

て
い

る

音
楽

教
育

者
と

し
て

の
キ

ャ
リ

ア
に

関
わ

る
専

門
的

能
力

を
じ

ゅ
う

ぶ
ん

身
に

つ
け

て
い

る

音
楽

キ
ャ

リ
ア

（
音

楽
教

育
関

係
）

に
関

わ
る

専
門

的
能

力
を

も
つ

こ
と

が
で

き
る

音
楽

療
法

の
知

識
と

ス
キ

ル
を

身
に

つ
け

る
音

楽
療

法
士

と
し

て
の

キ
ャ

リ
ア

に
関

わ
る

専
門

的
能

力
の

基
礎

が
身

に
つ

い
て

い
る

音
楽

療
法

士
と

し
て

の
キ

ャ
リ

ア
に

関
わ

る
専

門
的

能
力

を
持

つ
こ

と
が

で
き

る
音

楽
療

法
士

と
し

て
の

キ
ャ

リ
ア

に
関

わ
る

専
門

的
能

力
を

じ
ゅ

う
ぶ

ん
身

に
つ

け
て

い
る

音
楽

療
法

士
と

し
て

の
キ

ャ
リ

ア
に

関
わ

る
専

門
的

能
力

を
じ

ゅ
う

ぶ
ん

身
に

つ
け

て
い

る

音
楽

キ
ャ

リ
ア

（
音

楽
療

法
関

係
）

に
関

わ
る

専
門

的
能

力
を

も
つ

こ
と

が
で

き
る

① 豊 か な 音 楽 表 現 力 や 音 楽 キ ャ リ ア に 関 わ る

専 門 的 能 力 を 持 つ

音
楽

の
知

識
や

理
論

に
関

わ
る

専
門

的
能

力
を

も
つ

こ
と

が
で

き
る

②
主

体
的

、
創

造
的

、
協

働
的

に
学

ぶ
こ

と
が

で
き

る

③
使

命
感

・
責

任
感

科
目

群

専
門

的
職

業
人

と
し

て
の

使
命

感
・

責
任

感
を

高
め

る
専

門
的

職
業

人
の

使
命

に
つ

い
て

理
解

す
る

こ
と

が
で

き
る

専
門

的
職

業
人

の
使

命
に

つ
い

て
深

く
理

解
す

る
と

と
も

に
、

現
場

を
知

り
、

責
任

を
自

覚
す

る
こ

と
が

で
き

る

専
門

的
職

業
人

の
使

命
感

、
責

任
感

に
つ

い
て

、
理

論
と

実
践

を
と

お
し

て
実

感
す

る
こ

と
が

で
き

る

専
門

的
職

業
人

と
し

て
の

使
命

感
、

責
任

感
を

持
つ

こ
と

が
で

き
る

③
専

門
的

職
業

人
と

し
て

の
使

命
感

、
責

任
感

を
も

つ
こ

と
が

で
き

る

②
協

働
的

に
学

ぶ
科

目
群

音
楽

を
主

体
的

・
創

造
的

・
協

働
的

に
学

ぶ
創

造
的

、
協

働
劇

な
学

び
に

、
主

体
的

に
関

わ
る

こ
と

が
で

き
る

自
分

の
役

割
を

理
解

し
、

主
体

的
、

創
造

的
、

協
働

劇
な

学
び

を
展

開
す

る
こ

と
が

で
き

る
主

体
的

、
創

造
的

、
協

働
劇

な
学

び
の

リ
ー

ダ
ー

と
し

て
活

動
す

る
こ

と
が

で
き

る

音
楽

を
学

ぶ
喜

び
と

共
に

、
専

門
的

能
力

の
大

切
さ

を
教

授
す

る
体

得
さ

せ
た

知
識

と
技

能
を

基
に

、
実

践
力

を
開

発
す

る
音

楽
人

と
し

て
自

立
し

、
社

会
に

貢
献

で
き

る
応

用
力

を
持

っ
た

人
材

を
育

成
す

る

④
人

間
力

科
目

群
人

間
力

を
高

め
る

音
楽

職
業

人
に

求
め

ら
れ

る
基

礎
的

な
理

解
力

、
外

国
語

力
と

健
康

が
身

に
つ

い
て

い
る

音
楽

職
業

人
に

求
め

ら
れ

る
多

様
な

教
養

や
理

解
力

、
外

国
語

力
と

礼
儀

作
法

が
が

身
に

つ
い

て
い

る

多
様

な
経

験
か

ら
、

音
楽

職
業

人
に

ふ
さ

わ
し

い
総

合
的

な
人

間
力

を
身

に
つ

け
る

こ
と

が
で

き
る

多
様

な
経

験
か

ら
、

音
楽

職
業

人
に

ふ
さ

わ
し

い
総

合
的

な
人

間
力

を
じ

ゅ
う

ぶ
ん

身
に

つ
け

て
い

る

④
音

楽
活

動
に

関
す

る
英

語
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

力
も

有
し

た
総

合
的

人
間

力
を

も
つ

こ
と

が
で

き
る

教
育

目
標

１
年

次
2

年
次

３
年

次
４

年
次

優
れ

た
音

楽
人

に
必

要
な

知
識

と
技

能
の

基
礎

を
教

授
す

る

主
体

的
、

創
造

的
、

協
働

劇
な

学
び

か
ら

、
豊

か
な

成
果

を
上

げ
る

こ
と

が
で

き
る
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春学期 秋学期 春学期 秋学期
SEITOKU Academic LiteracyⅠ SEITOKU Academic LiteracyⅡ 教養科目２ SEITOKU Academic LiteracyⅢ

英語Ⅰ 日本国憲法 小笠原流礼法基礎講座 教養科目３
外国語Ⅰ 教養科目１ 英語Ⅲ 教養科目４
スポーツと健康Ⅰ 英語Ⅱ 外国語Ⅲ 教養科目５
情報活用演習（基礎） 外国語Ⅱ 英語Ⅳ

スポーツと健康Ⅱ 外国語Ⅳ
情報活用演習（教職）

科目数 5 7 4 6
＊音楽文化概論 ＊音楽キャリアデザインⅠ 音楽実技A-Ⅲ 音楽実技A-Ⅳ
＊音楽基礎理論Ⅰ ＊合唱（第九）Ⅱ 和声法Ⅰ
＊ソルフェージュⅠ ＊西洋音楽史
＊合唱(第九)Ⅰ ＊音楽実技A-Ⅱ
＊音楽実技A-Ⅰ ＊音楽実技B-Ⅱ
＊音楽実技B-Ⅰ

科目数 6 5 2 1
応用実技Ⅰ 応用実技Ⅰ 応用実技Ⅱ 応用実技Ⅰ
演奏特論Ⅰ 演奏特論Ⅰ 演奏特論Ⅱ 演奏特論Ⅱ
音楽表現演習D-Ⅰ 音楽表現演習D-Ⅱ アンサンブル研究Ⅰ アンサンブル研究Ⅱ

音楽表現演習E-Ⅰ 音楽表現演習E-Ⅱ

科目数 3 3 4 4
14 15 10 11

春学期 秋学期 春学期 秋学期

科目数 0 0 0 0
卒業研究 卒業研究

科目数 0 0 1 1
応用実技Ⅲ 応用実技Ⅲ 応用実技Ⅳ 応用実技Ⅳ
演奏特論Ⅱ 演奏特論Ⅱ 演奏特論Ⅱ 演奏特論Ⅱ
音楽実技A-V 音楽実技A-Ⅵ 音楽実技A-Ⅶ 音楽実技A-Ⅷ
アンサンブル研究Ⅲ アンサンブル研究Ⅳ アンサンブル研究Ⅴ アンサンブル研究Ⅵ
音楽表現演習F-Ⅰ 音楽表現演習F-Ⅱ 音楽表現特別演習

科目数 5 5 4 5
5 5 5 6

表中の＊印はスタートアップ・プログラムです。
外国語はイタリア語・ドイツ語・フランス語から選択します。表の外国語はイタリア語の例です。

科目数

音楽学部　音楽学科　（プロ・アーティストメジャー）　履修モデル（ピアノを中心に学ぶ場合の例）

１年 ２年

（
Ａ
類

）

全
学
共
通
科
目

必
修
科
目

音
楽
学
科
専
門
教
育
科
目

（
Ｂ
類

）

必
修
科
目

選
択
科
目

科目数計

３年 ４年

音
楽
学
科
専
門
教
育
科
目

（
Ｂ
類

）

必
修
科
目

選
択
科
目

（
Ａ
類

）

全
学

共
通
科
目

必
修
科
目
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春学期 秋学期 春学期 秋学期
SEITOKU Academic LiteracyⅠ SEITOKU Academic LiteracyⅡ 教養科目２ SEITOKU Academic LiteracyⅢ

英語Ⅰ 日本国憲法 小笠原流礼法基礎講座 教養科目３
外国語Ⅰ 教養科目１ 英語Ⅲ 教養科目４
スポーツと健康Ⅰ 英語Ⅱ 外国語Ⅲ 教養科目５
情報活用演習（基礎） 外国語Ⅱ 英語Ⅳ

スポーツと健康Ⅱ 外国語Ⅳ
情報活用演習（教職）

科目数 5 7 4 6
＊音楽文化概論 ＊音楽キャリアデザインⅠ 音楽実技A-Ⅲ 音楽実技A-Ⅳ
＊音楽基礎理論Ⅰ ＊合唱（第九）Ⅱ 和声法Ⅰ
＊ソルフェージュⅠ ＊西洋音楽史
＊合唱(第九)Ⅰ ＊音楽実技A-Ⅱ
＊音楽実技A-Ⅰ ＊音楽実技B-Ⅱ
＊音楽実技B-Ⅰ

科目数 6 5 2 1
音楽ワークショップⅠ 音楽ワークショップⅡ 音楽ワークショップⅢ 音楽ワークショップⅣ
音楽表現演習A-Ⅰ 音楽表現演習A-Ⅱ 音楽実技B-Ⅲ 音楽実技B-Ⅳ

アンサンブル研究Ⅰ アンサンブル研究Ⅱ
音楽表現演習A-Ⅲ 音楽表現演習A-Ⅳ
コンピュータ音楽Ⅰ リトミック
音楽キャリアデザインⅡ 声楽史

科目数 2 2 6 6
13 14 12 13

春学期 秋学期 春学期 秋学期

科目数 0 0 0 0
卒業研究 卒業研究

科目数 0 0 1 1
音楽ワークショップⅤ 音楽ワークショップⅥ 音楽ワークショップⅦ 音楽ワークショップⅧ
音楽実技A-V 音楽実技A-Ⅵ 音楽実技A-Ⅶ 音楽実技A-Ⅷ
音楽実技B-Ⅴ 音楽実技B-Ⅵ 音楽実技B-Ⅶ 音楽実技B-Ⅷ
アンサンブル研究Ⅲ アンサンブル研究Ⅳ アンサンブル研究Ⅴ アンサンブル研究Ⅵ
音楽表現演習A-Ⅴ 音楽表現演習A-Ⅵ 音楽表現演習A-Ⅶ 音楽表現演習A-Ⅷ
電子楽譜制作法 バロックダンス 音楽表現特別演習

科目数 6 6 5 6
6 6 6 7

表中の＊印はスタートアップ・プログラムです。
外国語はイタリア語・ドイツ語・フランス語から選択します。表の外国語はイタリア語の例です。

（
Ａ
類

）

全
学
共
通
科
目

必
修
科
目

必
修
科
目

音楽学部　音楽学科　（音楽表現メジャー）　履修モデル

１年 ２年

音
楽
学
科
専
門
教
育
科
目

（
Ｂ
類

）

選
択
科
目

３年 ４年

科目数計

音
楽
学
科
専
門
教
育
科
目

（
Ｂ
類

）

科目数

（
Ａ
類

）

全
学

共
通
科
目

必
修
科
目

必
修
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春学期 秋学期 春学期 秋学期
SEITOKU Academic LiteracyⅠ SEITOKU Academic LiteracyⅡ 教養科目２ SEITOKU Academic LiteracyⅢ

英語Ⅰ 日本国憲法 小笠原流礼法基礎講座 教養科目３
外国語Ⅰ 教養科目１ 英語Ⅲ 教養科目４
スポーツと健康Ⅰ 英語Ⅱ 外国語Ⅲ 教養科目５
情報活用演習（基礎） 外国語Ⅱ 英語Ⅳ

スポーツと健康Ⅱ 外国語Ⅳ
情報活用演習（教職）

科目数 5 7 4 6
＊音楽文化概論 ＊音楽キャリアデザインⅠ 音楽実技A-Ⅲ 音楽実技A-Ⅳ
＊音楽基礎理論Ⅰ ＊合唱（第九）Ⅱ 和声法Ⅰ
＊ソルフェージュⅠ ＊西洋音楽史
＊合唱(第九)Ⅰ ＊音楽実技A-Ⅱ
＊音楽実技A-Ⅰ ＊音楽実技B-Ⅱ
＊音楽実技B-Ⅰ

科目数 6 5 2 1
音楽ワークショップⅠ 音楽ワークショップⅡ 音楽ワークショップⅢ 音楽ワークショップⅣ

音楽実技B-Ⅲ 音楽実技B-Ⅳ
コンピュータ音楽Ⅰ 和声法Ⅱ
音楽キャリアデザインⅡ ○指揮法
○民族音楽学概論（含む日本の伝統音楽） ○教育心理学
○合奏 ○特別支援教育総論
○教職入門 ○教育課程論
○教育基礎論 ○音楽科教育法Ⅱ
○音楽科教育法Ⅰ ○特別活動の指導法
○教育方法学 ○教育相談
○生徒指導（進路指導を含む）
○介護体験実習

科目数 1 1 12 10
12 13 18 17

春学期 秋学期 春学期 秋学期

科目数 0 0 0 0
卒業研究 卒業研究

科目数 0 0 1 1
音楽ワークショップⅤ 音楽ワークショップⅥ 音楽ワークショップⅦ 音楽ワークショップⅧ
音楽実技B-Ⅴ 音楽実技B-Ⅵ 音楽実技B-Ⅶ 音楽実技B-Ⅷ
○作曲（含む教材編曲法）Ⅰ 作曲（含む教材編曲法）Ⅱ 教職演習Ⅱ ○教職実践演習（中・高）
○伴奏法Ⅰ 教職演習Ⅰ ○教育実習(中・高)
○日本音楽演習A（歌唱） ○日本音楽演習B（和楽器）
○音楽科教育法Ⅲ ○教育社会学Ⅰ
○道徳教育の指導法 ○音楽科教育法Ⅳ
○総合的な学習の時間の指導法

科目数 8 7 4 3
8 7 5 4

表中の＊印はスタートアップ・プログラムです。
表中の○印は教職（中・高免許）科目です。
外国語はイタリア語・ドイツ語・フランス語から選択します。表の外国語はイタリア語の例です。
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春学期 秋学期 春学期 秋学期
SEITOKU Academic LiteracyⅠ SEITOKU Academic LiteracyⅡ 教養科目２ SEITOKU Academic LiteracyⅢ
英語Ⅰ 日本国憲法 小笠原流礼法基礎講座 教養科目３
外国語Ⅰ 教養科目１ 英語Ⅲ 教養科目４
スポーツと健康Ⅰ 英語Ⅱ 外国語Ⅲ 教養科目５
情報活用演習（基礎） 外国語Ⅱ 英語Ⅳ

スポーツと健康Ⅱ 外国語Ⅳ
情報活用演習（教職）

科目数 5 7 4 6
＊音楽文化概論 ＊音楽キャリアデザインⅠ 音楽実技A-Ⅲ 音楽実技A-Ⅳ
＊音楽基礎理論Ⅰ ＊合唱（第九）Ⅱ 和声法Ⅰ
＊ソルフェージュⅠ ＊西洋音楽史
＊合唱(第九)Ⅰ ＊音楽実技A-Ⅱ
＊音楽実技A-Ⅰ ＊音楽実技B-Ⅱ
＊音楽実技B-Ⅰ

科目数 6 5 2 1
音楽ワークショップⅠ 音楽ワークショップⅡ 音楽ワークショップⅢ 音楽ワークショップⅣ
障害児と音楽 成人・高齢者と音楽 音楽実技B-Ⅲ 音楽実技B-Ⅳ
◎音楽療法概論 ◎音楽基礎理論Ⅱ 音楽キャリアデザインⅡ 和声法Ⅱ

◎医学概論 コンピュータ音楽Ⅰ ◎音楽療法の理論と技法Ⅱ
◎社会福祉概論 ◎音楽療法の理論と技法Ⅰ ◎音楽療法各論C
◎障害児教育論 ◎音楽療法各論A ◎臨床心理学Ⅰ
◎音楽療法技能A ◎合奏 ◎リトミック

◎民族音楽学概論（含む日本の伝統音楽） ◎指揮法
◎施設実習 ◎音楽療法技能C
◎音楽科教育法Ⅰ ◎音楽療法演習
◎教育基礎論

科目数 3 7 11 10
14 19 17 17

春学期 秋学期 春学期 秋学期

科目数 0 0 0 0
卒業研究 卒業研究

科目数 0 0 1 1
音楽ワークショップⅤ 音楽ワークショップⅥ 音楽ワークショップⅦ 音楽ワークショップⅧ
作曲（含む教材編曲法）Ⅰ 作曲（含む教材編曲法）Ⅱ ◎音楽療法実習Ⅲ ◎音楽療法実習Ⅳ
伴奏法Ⅰ ◎音楽療法各論B
音楽キャリアデザインⅢ ◎臨床医学各論Ⅱ
◎臨床医学各論Ⅰ ◎音楽療法実習Ⅱ
◎臨床心理学Ⅱ ◎音楽心理学
◎介護概論
◎音楽療法技能B
◎音楽療法実習Ⅰ
◎日本音楽演習A（歌唱）
◎音楽家のためのリテラシー
◎ギター演習
◎発達心理学

科目数 13 6 2 2
13 6 3 3

表中の＊印はスタートアップ・プログラムです。
表中の◎印は音楽療法士の資格に必要な科目です。
外国語はイタリア語・ドイツ語・フランス語から選択します。表の外国語はイタリア語の例です。
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教職課程履修について〔中学校教諭一種免許状（音楽）、高等学校教諭一種免許状（音楽）〕

　教育職員免許状を取得するためには、各学科の卒業要件を満たすほか、「教育職員免許法」及び「教育職員免許法

施行規則」に定める所定の単位及び本学で定める単位を修得する必要があります。

　教育職員免許状の取得に必要な授業科目及び単位数、並びにその履修方法については下記のとおりです。理解を深

めて授業に臨んでください。

　なお、教育職員免許状を取得するための課程を選択履修する学生は、課程履修登録をする必要があります。原則と

して２年次春学期に手続きします。詳しい日程は別途指示があります。

１．全学共通科目の履修について

　教養科目、外国語科目、健康教育科目及び情報活用科目は、卒業要件を充足することと、教員免許状取得のための

要件を満たすことを共有することになりますが、下記の科目を必ず含んで履修してください。

別表Ⅶ-10

春 秋 春 秋 春 秋 春 秋

□ 日本国憲法 2 ○

□ 英語Ⅰ 演 1 ○

□ 英語Ⅱ 演 1 ○

□ スポーツと健康Ⅰ 講、実 1 ○

□ スポーツと健康Ⅱ 講、実 1 ○

□ 情報活用演習（基礎） 演 1 ○

□ 情報活用演習（教職） 演 1 ○

２．「専門教育科目」の履修について

　「教科に関する科目」、「教職に関する科目」といった「専門教育科目」については、学則に規定する卒業要件とし

ての必修・選択等の別にかかわりなく、下記のとおりに履修してください。

○教科に関する科目

　　教科に関する科目については、下表のとおり履修してください

別表Ⅶ-11

春 秋 春 秋 春 秋 春 秋

□ 音楽基礎理論Ⅰ 2 ○

□ ソルフェージュⅠ 演 2 ○

□ 合唱（第九）Ⅰ 演 2 ○

□ 民族音楽学概論（含む日本の伝統音楽） 2 ○

□ 伴奏法Ⅰ 演 2 ○

□ 作曲（含む教材編曲法）Ⅰ 演 2 ○

□ 日本音楽演習A（歌唱） 演 2 ○

□ 日本音楽演習B（和楽器） 演 2 ○

□ 音楽実技A-Ⅰ 演 2 ▲a

□ 音楽実技A-Ⅱ 演 2 ▲a

□ 音楽実技B-Ⅰ 演 1 ▲a

□ 音楽実技B-Ⅱ 演 1 ▲a

□ 西洋音楽史 2 ○

□ 合奏 演 2 ○

□ 指揮法 演 2 ○

▲a
音楽実技A-ⅠかB-Ⅰを声楽
音楽実技A-ⅡかB-Ⅱを器楽で
履修する。

授業科目

授
業
の
方
法

単
位

備考
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ェ
ッ
ク
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業
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方
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1

履修年次

2 3 4

チ

ェ
ッ
ク
欄

履修年次

備考1 2 3 4
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○教職に関する科目

上記の教科に関する科目に加えて、下表のとおり履修してください。

別表Ⅶ-12

春 秋 春 秋 春 秋 春 秋

□ 教職入門 2 ○ ○ ○

□ 教育基礎論 2 ○ ○ ○ 　［注］6.参照

□ 発達心理学 2 ○ ○ ○ 　［注］6.参照

□ 特別支援教育総論 2 ○ ○ ○

□ 教育社会学Ⅰ 2 ○ ○ ○

□ 教育課程論 2 ○ ○ ○

□ 音楽科教育法Ⅰ 演 2 ○ ○ ○ 　［注］6.参照

□ 音楽科教育法Ⅱ 演 2 ○ ○ ○

□ 音楽科教育法Ⅲ 演 2 ○ ○ ○

□ 音楽科教育法Ⅳ 演 2 ○ ○ ○

□ 道徳教育の指導法 2 ○ ○

□ 総合的な学習の時間の指導法 2 ○ ○ ● ●

□ 特別活動の指導法 2 ○ ○ ○

□ 教育方法・情報通信技術活用論 2 ○ ○ ○

□ 生徒指導（進路指導を含む） 2 ○ ○ ○

□ 教育相談 2 ○ ○ ○

□ 教職実践演習（中・高） 演 2 ○ ○ ○

□ 中学校教育実習 実 5 ○

□ 高等学校教育実習 実 3 ○

□ 介護体験実習 実 1 ○

計 45 40 35

[注] １．中学校教諭一種免許状を取得する者は、中免欄に○印を付された科目全部を履修しなければならない。

２．高等学校教諭一種免許状を取得する者は、高免欄に○印を付された科目全部を履修しなければならない。

３．授業の方法欄の「演」は演習、「実」は実習、空欄は講義をさす。

４．履修年次欄の○印は開講時期をさす。

    また●印を付された授業科目は時間割編成上、春学期または秋学期いずれかに配当されるので時間割を確認すること。

５．教職に関する科目は卒業要件に算入することができる。

６．音楽療法士（1種）、認定音楽療法士受験資格を取得する者は、「教育基礎論」（認定音楽療法士受験資格のみ）、「発達心理学」、「音楽科教育法Ⅰ」

　　を必ず履修すること。

３．教育実習について

　教育職員免許状を取得しようとする学生は、大学において、免許状に必要な授業科目の単位を修得するほか、教育

実習を行う必要があります。教育実習については別途指示があります。

４．介護体験について

　小学校・中学校教諭の免許状を取得しようとする場合は、教育職員免許法の特例等に基づき、社会福祉施設等及び

特殊教育諸学校において、７日間の介護等の体験を行うことが必要です。
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　各種資格を取得するためには、各学科の卒業要件を満たすほか、資格ごとに所定の単位並びに本学で定める科目を
履修する必要があります。
　資格を取得するために必要な授業科目及び単位数、並びにその履修方法については、下記のとおりです。
理解を深めて授業に臨んでください。

１．「取得できる免許・資格」について
　本学で取得できる資格は下記のとおりです。

文
学
部

人
間
栄
養
学
部

看
護
学
部

音
楽
学
部

児
童
学
科

教
育
学
科

文
学
科

心
理
学
科

社
会
福
祉
学
科

人
間
栄
養
学
科

看
護
学
科

音
楽
学
科

幼稚園教諭一種免許状 40,000 ○※ （○） ※幼稚園教員養成コースは必修
小学校教諭一種免許状 60,000 （○） ○ ○※1 ※1 中高免とあわせて取得可能
小学校教諭二種免許状 30,000 ○※ ※中高免とあわせて取得可能
中学校教諭一種免許状 60,000 （○） （○） （○） ○ ○
中学校教諭一種免許状 40,000 ○ （○）
高等学校教諭一種免許状 60,000 （○） （○） ○ ○ ○
高等学校教諭一種免許状 40,000 ○ （○）
特別支援学校教諭一種免許状 30,000 （○） ○※ ※小免とあわせて取得可能
養護教諭一種免許状 40,000 ○
栄養教諭一種免許状 20,000 ○
社会福祉士（受験資格） 60,000 ○
精神保健福祉士（受験資格） 60,000 ○

保育士 60,000 ○※2 ○※3
※2 保育士養成コースは必修
※3 社会福祉コースと養護教諭コース
は取得可能

介護福祉士（受験資格） 100,000 ○※ ※介護福祉コースのみ取得可能
公認心理師（受験資格） 別途指示 ○※4
社会福祉主事（任用資格） - ○ ○ ○ ○ ○※ ※音楽療法士を取得する場合取得可能
児童福祉司（任用資格） - ○ ○ ○
児童指導員（任用資格） - ○ ○ ○
社会教育主事（任用資格） 50,000 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
図書館司書 20,000 ○ ○ ○※ ○ ○ ○ ○ ※図書館情報コースは必修
学校図書館司書教諭 20,000 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
学芸員 60,000 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
管理栄養士（受験資格） - ○※ ※必修
栄養士 - ○※ ※必修
食品衛生管理者（任用資格） - ○
食品衛生監視員（任用資格） - ○
看護師（受験資格） - ○※ ※必修
保健師（受験資格） 60,000 ○
フードスペシャリスト（受験資格） - ○
レクリエーションインストラクター 20,000 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
キャンプインストラクター 20,000 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
認定心理士 - ○ ○
ピアヘルパー（受験資格） - ○ ○ ○
音楽療法士（１種） 別途指示 ○
認定音楽療法士（受験資格） 別途指示 ○
ジュニアスポーツ指導員(受験資格) 別途指示 ○
障がい者スポーツ指導員 別途指示 ○
健康運動実践指導者(受験資格) 別途指示 ○
日本語教員養成講座 60,000 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

[注] ①学校図書館司書教諭の修了証書は、学校の教諭の免許状を有するものについてその効力が生じる資格です。
②学校図書館司書教諭と図書館司書の両資格取得希望者の履修費は、合わせて２０，０００円です。
③学芸員の資格については、３年次に実習配属が確定してから別途連絡します。
④小・中学校教諭免許状を取得する場合には、介護等の体験が必要です。
  「介護等の体験を要する者」は、別途、介護等体験実習費１０，０００円が必要になります。
⑤【看護学部】保健師（受験資格）の資格取得については、３年次より履修します。
   ２年次秋学期に説明会を実施します。
※4 卒業後、大学院において公認心理師法で定められた科目を修めてその課程を修了するか、
     定められた実習施設にて2年以上の実務経験が必要です。

教
員
免
許
状

国
家
資
格

民
間
資
格

　各種免許・資格課程の履修について

免許・資格名
履
修
費

登録できる学部・学科（○印が可能）

備考

心
理
・
福
祉
学
部

教
育
学
部
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２．「他学科開設科目の履修について」
　　上記の資格を取得するためには、他学科において開設する科目を履修することができます。

３．「実習」について
　　一部の資格を取得するためには実習が必要です。実習については別途指示があります。

４．「免許・資格課程の履修登録」について
　　各種免許・資格を取得するための課程を履修する学生は、次のとおり課程履修登録をする必要が
　あります。原則として２年次春学期に手続きします。詳しい日程等は別途指示があります。

　（１）手続き方法
　　 指定の期日までに申請手続きをしてください。別途手続きの案内があります。
　 　登録できる免許・資格は、卒業要件となっているものを除き、原則として２種類以内です。
　　 なお、１年次の成績（ＧＰＡ）が、一定の水準に達した場合は、３種類以上取得可能です。
　　 なお、免許・資格の取得が、所属学科・コースの卒業要件となっている課程は、教育支援課で一括登録
　 を行うので、手続きは必要ありません。

　（２）手続き期間
　　原則として２年次春学期に手続きしてください。詳しい日程等は、別途掲示で連絡いたします。

　（３）その他の注意事項
　　①履修登録の届けをしないで履修しても、免許・資格は取得できません。
　　②履修途中において課程登録を取り消す場合は、保証人連署の課程履修取り消し願いをクラス担任
　　　 および科目担当教員の了承を得て指定期日までに教育支援課に提出してください。
　　③希望する全ての免許・資格が卒業までに取得できるとは限りません。
　　④夜間主の学生で、卒業要件とならない免許・資格を取得するには、昼間（９：００～１７：５５）の時間帯の
　　　 科目の履修が必要となります。
　　⑤各免許及び資格に必要な科目の受講については、課程の登録にかかわらず授業開始日より受講して
　　　 ください。
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[図書館司書　学校図書館司書教諭　科目一覧]
別表Ⅷ－１

春 秋 春 秋 春 秋 春 秋

□ 生涯学習概論 2 ○ ○
□ 図書館概論 2 ○ ○
□ 図書館情報技術論 2 ○ ○
□ 図書館制度・経営論 2 ○ ○
□ 図書館サービス概論 2 ○ ○
□ 情報サービス論 2 ○ ○
□ 児童サービス論 2 ○ ○
□ 情報サービス演習Ⅰ 演 1 ○ ○
□ 情報サービス演習Ⅱ 演 1 ○ ○
□ 図書館情報資源概論 2 ○ ○ ○
□ 情報資源組織論 2 ○ ○ ○
□ 情報資源組織演習Ⅰ 演 1 ○ ○
□ 情報資源組織演習Ⅱ 演 1 ○ ○
□ 図書館基礎特論 2 △ ○
□ 図書館サービス特論 2 △ ○
□ 図書館情報資源特論 2 △ ○
□ 図書・図書館史 2 △ ○
□ 図書館施設論 2 △ ○
□ 図書館総合演習 演 1 △ ○
□ 学校経営と学校図書館 2 ○ ○
□ 学習指導と学校図書館 2 ○ ○
□ 読書と豊かな人間性 ※ 2 ○ ○
□ 情報メディアの活用 2 ○ ○

計 41

【履修上の注意】

３．上記の科目は、卒業所要単位数には算入しない。
４．授業の方法欄の「演」は演習科目、※を付された科目は講義及び実技科目。空欄は講義科目。
５．原則として履修年次欄に○印を付された通り履修すること。
６．図書館司書について、文学科の学生は学科の履修要項のとおりに履修してください。

授　業　科　目

チ
ェ
ッ
ク
欄

授
業
の
方
法

履　修　年　次

1 2 3 備考

１．図書館司書の資格を取得する者は、司書欄に○印を付された科目全部と、△印を付された
　　科目のうち２科目以上を履修しなければならない。

　　ならない。なお、司書教諭の修了証書の効力は、学校の教員免許を取得した時点から生じる
　　ことになる。

２．学校図書館司書教諭の資格を取得する者は、司教欄に○印を付された科目を履修しなければ

4

単
　
　
位

司
　
　
書

司
　
　
教

281－ －



[社会教育主事任用資格関係科目]
別表Ⅷ－２

春 秋 春 秋 春 秋 春 秋

□ 生涯学習論Ⅰ 2 ○ ○
□ 生涯学習論Ⅱ 2 ○ ○
□ 生涯学習支援論Ⅰ 2 ○ ○
□ 生涯学習支援論Ⅱ 2 ○ ○
□ 社会教育経営論Ⅰ 2 ○ ○
□ 社会教育経営論Ⅱ 2 ○ ○
□ 家庭教育と社会教育Ⅰ 2 ○
□ 家庭教育と社会教育Ⅱ 2 ○
□ 図書館概論 2 ○
□ 博物館概論 2 ○
□ 教育基礎論 2 ○
□ 教育原理 2 ○
□ 特別支援教育総論 2 ○
□ 教育社会学Ⅰ 2 ○
□ 博物館情報・メディア論 2 ○
□ 文化財の保護 2 ○
□ 社会教育実習Ⅰ 実 1 ○ ○
□ 社会教育演習Ⅰ 演 1 ○
□ 社会教育演習Ⅱ 演 1 ○
□ 社会教育実習Ⅱ 実 1 ○
□ 社会教育課題研究Ⅰ 演 1 ○
□ 社会教育課題研究Ⅱ 演 1 ○

計 38

【履修上の注意】

　　B群より３単位を含み、２４単位を履修すること。

　　この限りではない。

４．原則として履修年次欄に○印を付された通り履修すること。

チ

ェ
ッ
ク
欄

授　業　科　目

授
業
の
方
法

単

位

必

修

履修年次

　　B群：３単位選択必修

１．社会教育主事任用資格を取得する者は、必修欄に○印を付された科目全部とA群より８単位、

２．上記の科目は、卒業所要単位数に算入しない。但し、各学科専門教育科目として履修した場合は、

３．授業の方法欄の「演」は演習科目、「実」は実習科目、空欄は講義科目。

備　　　考1 2 3 4

　　A群：８単位選択必修
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[学芸員関係科目]
別表Ⅷ－３

春 秋 春 秋 春 秋 春 秋

□ 生涯学習概論 2 ○ ○
□ 博物館概論 2 ○ ○
□ 博物館経営論 2 ○ ○
□ 博物館資料論 2 ○ ○
□ 博物館資料保存論 2 ○ ○
□ 博物館展示論 2 ○ ○
□ 博物館情報・メディア論 2 ○ ○
□ 博物館教育論 2 ○ ○
□ 博物館実習 実 3 ○ ○ ○

計 19

【履修上の注意】

　　この限りではない。

チ

ェ
ッ
ク
欄

授　業　科　目

授
業
の
方
法

単

位

備考

１．学芸員の資格を取得する者は、Ａ欄に○印を付された科目全部を履修しなければならない。

３．授業の方法欄の「実」は実習科目、空欄は講義科目。

Ａ

欄

履修年次

1 2 3 4

２．上記の科目は、卒業所要単位数には算入しない。但し、各学科専門教育科目として履修した場合

　　③博物館実習の受講許可人員は年20～30名までとする。
５．原則として履修年次欄に○印を付された通り履修すること。

４．①博物館実習は、博物館の見学、実務実習などを合算して履修する。
　　②博物館実習は次の各号に該当しなければ受講することができない。
    　 ア．受講年次以前に配当された科目は、履修済であること。
     　イ．当該年次に配当された科目は、履修見込みであること。
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別表Ⅷ－４

春 秋 春 秋 春 秋 春 秋

□ 野外活動論 2 ○ ○ ○
□ レクリエーション概論 2 ○ ○
□ レクリエーション基礎演習Ⅰ 演 1 ○ ○
□ レクリエーション実習Ⅰ 実 1 ※ ※ ○
□ レクリエーション実習Ⅱ 実 1 ※ ※ ○
□ レクリエーション事業参加 ☆ 1 ○

計 8

【履修上の注意】

　  この限りではない。

５.☆印の科目については別途指示があります。

2 3 4

[レクリエーション関係科目]

チ

ェ
ッ
ク
欄

授　業　科　目

授
業
の
方
法

単

位

レクリエーション

１．レクリエーションインストラクター、キャンプインストラクターの資格を取得する者は、各資格該当
　  に○印を付された科目すべてと、※印を付された科目をどちらか１科目履修しなければならな
２．上記の科目は、卒業所要単位に算入しない。但し、各学科専門教育科目として履修した場合

３．授業の方法欄の「演」は演習科目、「実」は実習科目、空欄は講義科目。
４．原則として履修年次欄に○印を付された通り履修すること。

履修年次

備　考イ
ン
ス
ト

ラ
ク
タ
ー

キ

ャ
ン
プ

1
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別表Ⅷ－５

標準教育内容（出題領域）

領域区分 科目名
必要
単位

選択
単位

□ 日本語概説Ⅰ 2
□ 日本語概説Ⅱ 2
□ 日本語学特講Ⅰ 2
□ 日本語学特講Ⅱ 2
□ 日本語の語法Ⅰ 2
□ 日本語の語法Ⅱ 2
□ 現代語の研究Ⅰ 1
□ 現代語の研究Ⅱ 1
□ 日本語表現法Ⅰ 1
□ 日本語表現法Ⅱ 1
□ 日本語の音声 2
□ 小計 （14）
□ 日本語の歴史Ⅰ 2
□ 日本語の歴史Ⅱ 2
□ 小計 （4）
□ 日本事情Ⅰ 2
□ 日本事情Ⅱ 2
□ 日本文化入門 2
□ 日本文学概説Ⅰ 2
□ 日本文学概説Ⅱ 2
□ 日本文学特講Ⅰ 2
□ 日本文学特講Ⅱ 2
□ 小計 （4）
□ 言語学概論Ⅰ 2
□ 言語学概論Ⅱ 2
□ 日本語の方言Ⅰ 2
□ 日本語の方言Ⅱ 2
□ 小計 （4）
□ 日本語教育の概要Ⅰ 2
□ 日本語教育の概要Ⅱ 2
□ 日本語教授法Ⅰ 2
□ 日本語教授法Ⅱ 2
□ 日本語教育教材研究Ⅰ 1
□ 日本語教育教材研究Ⅱ 1
□ 日本語教育演習Ⅰ 1
□ 日本語教育演習Ⅱ 1
□ 小計 （12）

計 本学所要最低単位 38

言語学的知識・能力

日本語の教授に関する知識・能力

チ

ェ
ッ
ク
欄

本学相当科目

履修要項

日本語の構造に関する体系的・具
体的な知識

日本人の言語生活等に関する知識

日本事情（古典と文芸を含む）

[日本語教員養成講座（全学科）]

　この講座は、外国人に対する日本語教員の資質向上を目的として行われる「日本語教育能力検定試験」の
出題領域科目を主体として編成する日本語教員志望の養成講座である。
　上記の検定試験は、現在資格付与ということはないが合格者には合格証書が交付される。なお、本講座の
本学相当科目は、ほとんどが文学科に開設されているが、他学科の者も履修することができる。
修了した者には修了証明書が交付される。
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部 科

コース 年 クラス

学籍番号 ― 氏名


